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Ⅰ．セ ン タ ー と し て の 活 動 
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地震予知研究観測施設及び観測項目

StNo
観測点
名

観測点
コード

緯度
°’”

経度
°’”

地震計
の標高

観測開
始年月

所在地 地震計
の種類

設置形
態地殻

データ
変換装

通信装
置機種

1
上杵臼
浦河地
震観測

KMU 421428 1425748 185 1967 06
1976 07

浦河郡
浦河町

PK-110 横抗 白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

2

えりも
えりも地
殻変動
観測所

ERM 420103 1430912 40 1971 06
1976 07

幌泉郡
えりも

PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

3
簾舞
札幌地
震観測

HSS 425802 1411344 215 1973 04
1976 07

札幌市
南区

PK-110 立坑
24m

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

4
御園 MSN 422556 1422905 130 1976 07 静内郡

静内町
L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

5
恵山 ESH 415312 1410027 40 1976 07 南茅部

郡同町
PK-110 横抗 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

6
日高 HIC 425334 1422717 210 1976 07 沙流郡

日高町
1.0 Hz BH 100m 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

7
茂寄 MYR 421739 1431647 80 1976 07 広尾郡

広尾町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

8
岩内仙
峡

IWN 424023 1430232 235 1976 07 帯広市
岩内町

1.0 Hz BH 100m 白山LT-
8500

NTT
SOHO12

9
厚岸 AKK 430110 1445017 80 1976 07 厚岸郡

厚岸町
L4C-3d 地上

BH350m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

10
弟子屈 TES 432909 1442355 220 1983 05 川上郡

弟子屈
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

11
今金 IMG 422334 1400825 80 1983 05 瀬棚郡

今金町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

12
上ノ国 KKJ 414648 1401019 30 1983 05 檜山郡

上ノ国
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

13
根室 NMR 432303 1454418 20 1984 03 根室市

豊里
PK-110
STS-1

横抗
BH350m
歪･傾斜

白山LT-
8500

モトロー
ラ6207

14
三石 MUJ 421708 1423455 35 1984 03 三石郡

三石町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

15
浦幌 URH 425543 1434012 100 1984 06 浦幌郡

浦幌町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

16
苫前 TOI 441328 1414010 35 1985 03 苫前郡

苫前町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

17
愛別 AIB 435335 1423831 265 1985 03 川上郡

愛別町
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

RT57i

18
訓子府 KNP 434546 1434230 180 1985 03 常呂郡

訓子府
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

19
積丹 SYK 432221 1402854 125 1985 07 積丹郡

積丹町
L4C-3d 地上

BH500m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

20
赤岩 AKA 431357 1405854 370 1985 07 小樽市

赤岩
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

21
浜益 HAM 433655 1412249 -2 1985 09 浜益郡

浜益村
2.0 Hz BH 100m 白山LT-

8500
衛星

22
奥尻 OKS 420458 1392842 -15 1989 03 奥尻郡

奥尻町
1.0 Hz BH 100m

500m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

23
奥尻神
威脇

KIW 420960 1392457 40 1993 07 奥尻郡
奥尻町

L4C-3d 地上 白山LT-
8500

Multi
MT2834

24
渡島大
島

MOS 413035 1392258 50 1993 07 松前郡
松前町

L4C-3d 地上 白山LS-
7000

白山無
線

25
天塩中
川

TNK 444641 1420448 60 1994 04 中川郡
中川町

PK-110 横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

26
礼文島 RBN 452727 1405810 28 1994 08 礼文郡

礼文町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

27
羅臼 RUS 440624 1451437 70 1994 10 羅臼町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

28
幌加 HRK 432808 1430729 695 1994 10 河東郡

幌加温
PK-110 地上 白山LT-

8500
Multi
MT2834

29
天売島 TUR 442458 1411852 20 1995 05 苫前郡

羽幌町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

30
新十津
川

STD 433457 1414334 124 1995 05 新十津
川

L4C-3d 地上 白山LS-
7000

NTT
SOHO12

31
奥尻珠
浦

OKT 421130 1393020 223 1995 09 奥尻郡
奥尻町

2.0 Hz 地上 明星
GTA-34

明星無
線

32
赤神 GAM 412856 1400142 10 1995 11 松前郡

松前町
2.0 Hz 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

2



33
屈斜路 KUT 433237 1442017 198 1995 12 川上郡

弟子屈
2.0 Hz 地上

BH100m
体積歪

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

34
仁多 NIT 432951 1443009 168 1995 12 川上郡

弟子屈
2.0 Hz 地上

BH100m
体積歪

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

35
渡島大
野

OON 415517 1403519 150 1996 03 亀田郡
大野町

L4C-3d 地上 白山LT-
8500

NTT
SOHO12

36
礼文南 RBS 451656 1410210 25 1996 06 礼文町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

37
仁伏 NBT 433806 1442311 180 1996 09 上川郡

弟子屈
1.0 Hz 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

38
初田牛 HTU 431227 1451928 75 1997 02 根室市

発田牛
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

39
尾岱沼 ODT 433314 1451241 14 1997 04

2003 06
標津郡
標津町

　
休止中

ノイズ大
要復活

40
熊石 KMI 420808 1395602 20 1997 04

2003 05
爾志郡
熊石町

　
廃止

近くに
Hi-Net

41
母子里 MSR 442500 1421607 295 1997 06 雨竜郡

幌加内
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

42
朝日 NBB 422534 1410409 -15 1997 08

2006 05
登別市 　

廃止
近くに
Hi-Net

43
登別 ASA 440709 1423534 137 1997 08

2003 05
上川郡
朝日町

　
廃止

近くに
JMA

44
井寒台 IKT 421124 1424501 175 1997 11

2003 05
浦河郡
浦河町

　
休止中

ノイズ大

45
野塚 NTK 421835 1430207 550 1998 10 浦河郡

浦河町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
Multi
MT2834

46
十勝ダ
ム

TKD 431420 1425632 438 1999 03 上川郡
新得町

L4C-3d 横抗 白山LT-
8500

衛星

47
三渓 SKI 441117 1414626 -45 1999 03

2003 05
苫前郡
苫前町

　
休止中

回線都
合要復

48
南新川 MSK 430514 1411949 2001 04 札幌市

北区
1.0 Hz BH 740m 勝島 NTT

SOHO12

49
白神 SRKM 412445 1401035 50 2001 10 松前郡

松前町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

50
然別 SKB 431433 1430210 460 2001 10 上川郡

新得町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

51
トムラウ
シ

TMU 432145 1425646 368 2001 10
2003 08

上川郡
新得町

　
廃止

近くに
Hi-Net

52
緑ダム MDD 434021 1443733 368 2004 05 清里町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

53 前田 MED 430824 1411536 5 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ
54 中沼 NKN 430804 1412647 5 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ
55 里塚 STZ 425806 1412753 117 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ

3
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TCP/IP ネットワークで結ばれた常時観測火山（2004 年度末） 

 

 

有珠山：有珠火山観測所で集約し，
光デジタル回線を経由して ISVへ
伝送． 

駒ヶ岳：森分室で集約し，128k デ
ジタル 2回線を経由して ISVへ伝
送． 

樽前山：白老分室および支笏湖畔
で集約し，それぞれ 128k デジタル
回線を経由して ISVへ伝送． 

十勝岳：上富良野分室で集約し，
128kデジタル回線を経由して ISV

へ伝送． 

雌阿寒岳：螺湾で集約し，64k デ
ジタル回線を経由して ISVへ伝送． 
 

北海道内の常時火山観測データ伝送網． 

北海道駒ヶ岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

SWD，KNG，KM7，OSD，
NUM，KME，SKB，IKS，
AKG，MOR，SAW，SUN 

傾斜計 
KNG，SWD，KM7，OSD，
NUM，KME 

歪み計 KM7 

空振計 
SWD，KNG，KM7，OSD，
KME，IKS 

GPS 
KM7，NUM，SKB，IKS，
MOR 

潮位計 MTGS 

 可視画像 IKS 

 
KM7 には深度 500m，NUM には深度
150m の観測井が設けられている． 
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有珠山常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

(HOR)，TTY，IRI，MIT，
TKU，NKJ，(NAK)，SBT，
TAT，OHD，KIT，(IZM)，
SSB，SHO，ERM，NRM，
SWRM，NSY，SRM(臨時) 

傾斜計 
KIT，SWRM，(IZM)，SSB，
NRM 

空振計 
SSB，NKJ，SBT，MIT，
KIT，IRI 

GPS 
TAT，SWRM，SSB，SBT，
IRI，IZM 

 

TTYおよび IRI には深度 100m の観測井
が設けられている． 

樽前山常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

TRM，TRB，BBR，
NSK，KRS，SSN，
BFE，MRP，KTR，
MRN，PRT 

傾斜計 TRM，TRB，KTR 

歪み計 TRM 

空振計 TRB，KRS，BBR 

可視画像 SES，SKH 

 
TRM には観測坑道が，TRB に
は深度 100m の観測井が設けら
れている．TCO は NSK の無線
中継点． 
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十勝岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 TKC，FKA，TDO 

傾斜計 TKC 

歪み計 TKC 

空振計 FKA 

 

TKCには観測坑道が設けられてい
る． 

雌阿寒岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 MEA 

空振計 MEA 

 

MEA には深度 45m の観測井が
設けられている． 
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２．地震予知連絡会北海道大学提出資料 

 

➨ 164 ᅇ（2004 年 5 月 16 日） 

1�北海道とࡑの࿘辺の᭱㏆の地震活動 

2005 年 2 月㸫4月（᭱㏆ 3ࣨ月と 1ࣨ月）の活動 

2�2003 年༑勝Ἀ地震(08�0)前ᚋの地殻変動  

 

➨ 165 ᅇ（2004 年 8 月 22 日） 

1�北海道とࡑの࿘辺の᭱㏆の地震活動 

 2005 年５月㸫7月（᭱㏆ 3ࣨ月と 1ࣨ月）の活動 

2�2003 年༑勝Ἀ地震(08�0)前ᚋの地殻変動  

3�北海道࿘辺のኴ平洋ࣞࣉート内部の地震活動度ࣔࢽタࣜンࢢ 

4�⮫時࡟ᐇ施した 2002 年と 2003 年の༑勝Ἀ海底地震観測報告 

5�1978 年宮城┴Ἀ地震と 2005 年宮城┴Ἀの地震のつᶍのᕪ 

  㸫ࡶࡾ࠼でぢたṍ地震動のẚ㍑㸫 

 

➨ 166 ᅇ(2004 年 11 月 21 日) 

1�北海道とࡑの࿘辺の᭱㏆の地震活動 

2005 年 8 月㸫10 月（᭱㏆ 3ࣨ月と 1ࣨ月）の活動 

2�2003 年༑勝Ἀ地震ᚋ(08�0)ᚋの地殻変動 

3�海底地震観測⥙࡟よる᰿ᐊἈ地震活動ㄪᰝ 

4�2004 年 12 月 14 日࡟Ⓨ生した␃ⴌ支ᗇ༡部の地震(06�1)と地下構造 

5�2005 年 11 月 25 日の୕㝣Ἀ地震(07�0)のࡶࡾ࠼でのṍ地震動 

 

➨ 167 ᅇ(2005 年 2 月 20 日) 

1�北海道とࡑの࿘辺の᭱㏆の地震活動 

2005 年 11 月㸫2006 年 2 月（᭱㏆ 3ࣨ月と 1ࣨ月）の活動 

2�2003 年༑勝Ἀ地震(08�0)ᚋの地殻変動 

3�1940 年✚୹Ἀ地震(07�5)震※ᇦでのクラスター地震分ᕸ 
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３．火山噴火予知連絡会提出資料 
 
➨ 101 ᅇ（2005 年 6 月 21 日） 
 1. ᭷⌔山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ，Ỉ位変໬ 
 2. 㥖ケᓅ 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
 3. ᶡ前山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
    噴気口⩌の⾲㠃 度 
 
➨ 102 ᅇ（2005 年 11 月 2 日） 
 1. ᭷⌔山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ，Ỉ位変໬ 
    地殻変動（一࿘㊰⥺のୖ下変動） 
    西山火口㏆ഐの地磁気変໬（➨ 4 報） 
 2. 㥖ケᓅ 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
 3. ᶡ前山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
 
➨ 103 ᅇ（2005 年 6 月 21 日） 
 1. ᭷⌔山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ，Ỉ位変໬ 
    西山火口㏆ഐの地磁気変໬（➨ 5 報） 
 2. 㥖ケᓅ 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
 3. ᶡ前山 
    火山ᛶ地震の時✵間分ᕸ 
 4. 㞤㜿ᐮᓅ（⮫時資料） 
    㞤㜿ᐮᓅの地震活動・地殻変動 
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４．地震予知協議会報告 

 

1001 研究課㢟ྡ：日本ิ島࿘辺ᇦのࣞࣉート㐠動のゎ᫂ 

 ート㐠動ࣞࣉ㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（１）ア．日本ิ島࿘辺ᇦのࡶ᭱（１）

るṍ・ᛂຊࡅお࡟ートቃ⏺ᇦࣞࣉ．るᘓ議の項目：１．（２）アࡍの௚㛵連ࡑ（２）

集中ᶵ構（２）．１ࠊ࢚．地震Ⓨ生ࢧイクࣝ 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

平成 16 年度ࡽ࠿新つおよび⪁ᮙ໬した観測点࡟インテ࢙ࣜࢪントᆺ GPS 受信ᶵを

設置しᏳᐃしたデータのྲྀᚓを㛤ጞࡍるࡇࠋの地ᇦのࣞࣉート┦ᑐ㐠動の್ࡣ年間

1 ௨下であࠊࡾ㛗ᮇ間Ᏻᐃしてデータをྲྀᚓࡍるࡇとࡀᚲ㡲᮲௳と࡞るࡇࠋのたࠊࡵ

᭱ึの 3年間ࡣ観測点設置స業およびಖᏲస業࡟㔜点を置ࠋࡃし࠿しࠊࡽࡀ࡞せồし

た設ഛࡀㄆࡽࡵれ࠿࡞ったたࠊࡵ᪤Ꮡの観測点のᘏ࿨ᥐ置をᐇ施ࡍる17ࠋ 年度ࡣ本ィ

⏬ 2年目であるたࠊࡵ᪤Ꮡの設ഛの範ᅖ内でࠊカ࢘ンターパートの協ຊのඖྍࠊ࡟⬟

18ࠋるࡵの観測点での⥅⥆観測を進ࡾ㝈࡞ 年度ࡽ࠿予ഛ的࡞データゎᯒ࡟ධ19ࠊࡾ

年度ࡑࠊࡣ࡟れࡲでのデータ࡟ᇶ࡙ࡇࡁの地ᇦの変位࣋クトࣝをỴᐃࡍる19ࠋ 年度の

データྲྀᚓࡀ᏶஢ࡍるのをᚅって᭱⤊年度である 20 年度࡟日本ิ島࿘辺ᇦのࣞࣉー

ト㐠動ࣔデࣝの構⠏స業を行ࠋ࠺ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

１㸵年度ࠊࡣ設ഛࡀㄆࡽࡵれ࠿࡞ったのでࠊ観測点の新設ࠊ高度໬ࡣで࡞ࡁいࠋし

たࡀってࠊ᪤Ꮡ観測点で⌧᭷ GPS 受信ᶵでの観測を⥅⥆ࡍるࡇࠋれࡲで㐠⏝ࡉれてい

る࢘ࠊラ࢜ࢪストックを中ᚰとしたἢ海州の観測点のᕠᅇ観測ࠊハバロフスクを中ᚰ

とした大㝣ᶓ᩿測⥺の⮫時観測ࢧࠊハࣜンの東西ᶓ᩿測⥺の⧞ࡾ㏉し観測ࠊカムチャ

ッカ州での連⥆観測の⥅⥆を࡞⬟ྍࠊ㝈ࡾ日ロඹྠ研究のᯟ⤌ࡳの中で進ࡵるࠋ 

平成 17 年㸴月：ロシア・ࢧハࣜン州ࠊἢ海州で GPS 観測点のಖᏲおよびデータᅇ཰ 

平成 17 年 8 月：ロシア・カムチャッカ州で GPS 観測点ಖᏲおよびデータᅇ཰ 

平成 17 年 10 月：ロシアഃ研究⪅の日本へのᣍへい࡟よるඹྠゎᯒ 

（５）平成１㸵年度の成ᯝのᴫせ 

平成 17 年 6 月ࢧ࡟ハࣜン州へ出ྥ࢜ࠊࡁハ観測点と࢘ࣝࢦࣞࢢスク観測点の点᳨

୪び࡟データᅇ཰を行った8ࠋ 月ࠊࡣ࡟カムチャッカをゼၥしࠊ᪤Ꮡ観測点の≧ἣ点

᳨と16ࠊ 年度新設したパ࢙࢘ࢪスカ観測点のデータᅇ཰を行ったࡇࠋの点の᭱㏆ࡲで

の結ᯝをᅗ ௒ࠊのでࡶよる࡟よるアンテナのᨾ㞀࡟ሷᐖࠊࡣデータのḞᦆࠋࡍ♧࡟1

年度のゼၥ時࡟஺᥮したࠋ 

⌧ᅾ࢘ࠊラ࢜ࢪストックを中ᚰとしてἢ海州࡟おいて࢘ࠊࡣラ࢜ࢪストックの連⥆

観測点のデータ཰録⿦置の஺᥮をお࡞ࡇいࠊ連測観測の⥔ᣢ࡟努ࡵたࠋハバロフスク

を中ᚰとした観測点で17ࠊࡣ 年度２ࡣᅇ目の観測を行ったࠋἢ海州の観測を⥔ᣢして

3ࠊたࡁ ྎの受信ᶵの2ࠊࡕ࠺ と࡯ࠊࡣ㏉し観測ࡾ⧞௒年度のࠊいࡲᨾ㞀してしࡀྎ

ࠋ࠺観測の⥅⥆を行ࠊ工㠃して࠿受信ᶵの᭦新をఱとࠊ࡟᮶年度ࠋった࠿࡞࠼行࡝ࢇ

௒ᚋの観測⥔ᣢのたࠊ࡟ࡵ受信ᶵの᭦新ࡀ୙ྍḞであるࠋ 
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ᅗ 1 16 年度新設したカムチャッカ༙島ࠊኴ平洋ᓊのパ࢙࢘ࢪスカ観測点の位置変໬ 

   IT5)  ᣐ‽࡟

 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

笠原 稔・高橋浩晃・日置幸介・一柳昌義 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓： 

Institute oI ASSOieG 0AthmatiFs (9OaGibostoN), /aborator\ oI GeoGes\� 3 ྡ 

Institute oI TeFtoniFs anG GeoSh\siFs (.habaroYsN), 2 ྡ 

Institute oI 0arine GeoOoJ\ anG GeoSh\siFs (SaNhaOin), 2 ྡ 

.amFhatNan ([SerimentaO 0ethoGiFaO 'eSartment oI SeismoOoJ\(.amFhatNa), 4 ྡ 

 

1002 研究課㢟ྡ：北海道北部Ἀの海底地下構造᥈ᰝおよび⮬↛地震活動ㄪᰝ 

 ート内の構造と変ᙧࣞࣉ㛵連の῝いᘓ議の項目：１．(1)イ．ิ島つᶍのࡶ᭱（１）

 ート㐠動ࣞࣉるᘓ議の項目：１．(1)ア．日本ิ島及び࿘辺ᇦのࡍの௚㛵連ࡑ（２）

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ：  

１㸷㸷３年北海道༡西Ἀ地震１ࠊࡣ㸷４㸮年✚୹Ἀ地震と１㸷㸶３年日本海中部地

震の震※ᇦ間࡟Ⓨ生したࡇࠋれࡽの大地震ࣘࡣーラシア・ࣞࣉート（アムーࣝ・ࣞࣉ

ート）と北米ࣞࣉート（࢜࣍ーࢶク・ࣞࣉート）との┦஫స⏝࡟よるṍ・ᛂຊሙ࡟支

㓄ࡉれてⓎ生したࠋし࠿し１ࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟㸷４㸮年✚୹Ἀ地震の震※ᇦ௨北（北⦋

４４度௨北）でのࣞࣉートቃ⏺の位置ࡣ඲ࡃ୙᫂のࡲࡲであるࠋ 

୙ྍḞであࡀ地震のⓎ生ᶵ構の᝟報ࡸ地震活動ࡣ࡟ࡵるたࡍートቃ⏺をつᐃࣞࣉ 

るࠋ⌧ᅾの㝣ୖ地震観測⥙ࡳࡽ࠿た当海ᇦの地震活動ࡣ高ࠊࡃ࡞ࡃ⌧地での海底地震

ィを⏝いた地震観測の඘ᐇࡀᚲせであるࣞࣉ࡟ࡽࡉࠋートቃ⏺をつᐃࡍる海底地殻構

造ࡵࢃࡁࡶて㔜せ࡞᝟報であるࠋしたࡀって 5ࣧ年のᚋ༙（平成１㸷年度と平成２㸮

年度）で࢚ア࢞ンと海底地震ィを⏝いたே工地震᥈ᰝをᐇ施しࠊ当海ᇦでのṍሙを᫂

当海ᇦでの地震活ࠊよる地震観測をᐇ施し࡟た㛗ᮇ観測⏝海底地震ィࡲࠋるࡍ࡟࠿ࡽ
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動を⢭ᰝしࠊᛂຊのᐇែを᫂ࡍ࡟࠿ࡽるࠋ 

 平成１㸴年度のᐇ施ィ⏬ࠊࡣ当海ᇦで行ࢃれた㐣ཤのไᚚ地震᥈ᰝࠊおよび㐣ཤの

⮬↛地震活動ㄪᰝのᩚ理㺃᳨ウを行ったࠋ 

平成１㸵年度でࠊࡣ当海ᇦ࡟Ⓨ生している⮬↛地震の震※分ᕸࠊⓎ生ᶵ構を⢭ᰝࡍるࠋ

➨当海ᇦでのࠊࡵラフィーをồࢢた⢭度の高い震※データを⏝いた㏿度トࣔࡲ 1㏆ఝ

の㏿度分ᕸを推ᐃࡍる࡞ࠋお海底地震ィを⏝いた海底地震観測ࡣ平成１㸷年度と平成

２㸮年度とでᐇ施ࡍるࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

新しい震※ィ⟬法を⏝いて᭱㏆の㝣ୖ地震観測⥙で観測ࡉれた地震の震※෌ィ⟬

を行ࡇࠋ࠺れࡽの෌Ỵᐃࡉれた地震の震※データࡽ࠿当海ᇦでの地震活動ࠊおよび地

震のⓎ生ᶵ構を᫂ࡍ࡟࠿ࡽるࡲࠋたࡇれࡽの෌ィ⟬ࡉれた地震波の㉮時データを⏝い

て㏿度トࣔࢢラフィーをồࡵるࠋ 

（５）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

気㇟ᗇ地震カタロࢢと文⊩資料࡟ᇶ࡙いたㄪᰝ࡟よってࠊ新た࡟ 1874 年北海道北

部地ᇦで 06�4 程度の地震ࡀⓎ生したࡇと࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀった（高橋・笠原2005ࠊ）᭱ࠋ

㏆（1995 年 10 月ࡽ࠿ 2005 年 3 月ࡲで）の気㇟ᗇ一ඖ໬地震カタロࢢを⏝いたクラス

ター地震ㄪᰝ࡟よって1940ࠊ 年✚୹༙島Ἀ地震の震※ᇦ࿘ᅖでクラスター地震ࡀ点ᅾ

しているの࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀった（ᅗ㸫１）ࡑࠋの༡➃で 2005 年 12 月 13 日࡟వ震をకっ

たẚ㍑的大࡞ࡁ地震（05�5）ࡀⓎ生したࡑࠊࡀのⓎ生ᶵ構ࡣ東西᪉ྥ࡟ᅽ⦰㍈をᣢࡘ

㏫᩿ᒙᆺを♧しࠊ当海ᇦでのᛂຊሙࡰ࡯ࡣỈ平࡞東西᪉ྥのᅽ⦰ሙ࡟あるࡇとࡀ♧၀

一᪉ࠋれたࡉ 1998 年࡟当震※ᇦ௜㏆でᐇ施したே工地震᥈ᰝの波ᙧデータࡽ࠿ᩓ஘

యの位置ࡀ推ᐃࡉれࠊᩓ஘యと᩿ᒙとの㛵ಀࣞࣉࡽ࠿ートのỿࡳ㎸ࡳ㛤ጞ࡟㛵ಀした

とᛮࢃれる海底᩿ᒙのᏑᅾࡀᬯ♧ࡉれた（村井・௚2005ࠊ）ࠋ௚᪉㝣ᇦ地震観測⥙の

ᩚഛ࡟కいࠊ㏿度トࣔࢢラフィーをồࡵるたࡵの⮬↛地震データࡶ年ẖ࡟⵳✚ࡉれࠊ

当海ᇦでの㏿度トࣔࢢラフィーࡀồࡽࡵれるよ࡞࡟࠺ってࡁたࠋし࠿し平成 17 年度

ࡣラフィーをᚓる≧ែでࢢ度トࣔ㏿࡟ࡵ地震波⥺の೫った分ᕸのたࠊ↛౫ࡶおいて࡟

平成ࠋい࡞ 19 年20ࠊ 年࡟ィ⏬しているே工地震᥈ᰝの⭾大࢚࡞ア࢞ン・データとの

ࡣお当内ᐜ࡞ࠋ࠺ࢁるであ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀラフィーࢢよって⢭度の高い㏿度トࣔ࡟⏝ే

ィ⏬（ୖ記（４）とࡰ࡯一⮴したࠋ 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

高橋裕晃・笠原 稔ࠊ2005ࠊ␃ⴌ支ᗇἢᓊ部の地震活動と北海道北部のテクトࢽクスࠊ

北海道大学地⌫≀理学研究報告199ࠊ68ࠊ㸫218． 

村井芳夫・⛅山 ㅍ・山科໷史ࠊ᱓野ள佐子ࠊ2005ࠊ海底地震ィとไᚚ震※を⏝いた

ᩓ஘య分ᕸの推ᐃ219ࠊ68ࠊ㸫231． 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

高波鐵夫㺃村井芳夫 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓：࡞し 
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ᅗ 㸫 1 １ 㸷 ４
㸮 年 ✚ ୹ ༙ 島
Ἀ 地 震 （07�5）
の 震 ※ ᇦ で の
᭱ ㏆ の 地 震 活
動≉ᛶ． 
౑⏝データ：気㇟ᗇ一ඖ໬地震カタロࠊࡽ࠿ࢢ北⦋ 43 度～46 度ࠊ東⤒ 138～142 度の
範ᅖ内1995ࠊ࡟ 年 10 月 1 日～2005 年 9 月 30 日(10 年間)࡟㉳った඲地震． 
クラスターᙉ度のᐃ義：クラスタのᙉ度を௨下の手⥆ࡁでィ⟬しࡑࠊの大ࡉࡁをカラ
ーで⾲♧． 
前ᚋの地震の時間間㝸 t(hour)� Cr   1      Ior 0 ӌ t ӌ 1 
                                    2 ̽ t   Ior 1 � t ӌ 2 
                                    0      Ior 2 � t 
前ᚋの地震の㊥㞳間㝸 G(Nm)�  CG   1     Ior 0 ӌ G ӌ 5 
                                   1�25 ̽ t/20  Ior 5 � G ӌ 25 
                                   0      Ior 25 � G 
                              1     Cr 
 CG 
ࡣでࡇࡇ 0�01r�0�01rの小㡿ᇦ内の地震ࡘ࡟いてୖࠊ記でィ⟬ࡉれたྛ地震の 1
をຍ⟬しࡑࠊのຍ⟬್Ȋを౽ᐅୖྛ小㡿ᇦ内でのクラスターᙉ度とࡍる．地ᅗୖ⾲♧
でࡣȊを平⁥໬しࠊカラパࣞットのᩘ್࡟したࡀってᙉ度をカラー⾲♧．たࡔしȊࡀ
1�5 を㉺࠼るሙྜࡣ 1�5 ᐮⰍࠊ㢖Ⓨした㡿ᇦࡀクラスター地震࡝࡯ᅛᐃ．ⓑい㡿ᇦ࡟
 ．等しい㡿ᇦ࡟ロࢮࡀクラスターᙉ度࡝࡯
1003  研究課㢟 ：ྡ༑勝Ἀ地震震※ᇦのᙉ度ᅇ᚟㐣程と᰿ᐊἈ地震のⓎ生予測ࡅྥ࡟

た‽ഛ┤前㐣程の⥲ྜ観測研究 

るṍ・ᛂຊࡅお࡟ートቃ⏺ᇦࣞࣉ．㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（２）アࡶ᭱（１）

集中ᶵ構 

．࢘（２）．１ࠊイクࣝࢧるᘓ議の項目：１．（２）࢚．地震Ⓨ生ࡍの௚㛵連ࡑ（２）

地震Ⓨ生┤前の≀理・໬学㐣程（２）．３ࠊ࣎ア࣍ーࣝ࡟よる地下῝部ィ測技
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術の㛤Ⓨと高度໬ 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣨ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

本ィ⏬ࡣ次の２ࡘのᰕ࡞ࡽ࠿っている．１）᰿ᐊἈ地震࡟ᑐࡍる‽ഛ┤前㐣程の観

測研究，２）2003 年༑勝Ἀ地震のవຠ変動観測． 

１）㹅㹎㹑観測ࡸ地震活動データ࡟よる᰿ᐊἈのヲ⣽ࣞࣉ࡞ート間ᅛ╔≧ែのㄪᰝ，

ᅛ╔≧ែの変動࡟よࡶࡾたࡉࡽれる地殻ࡳࡎࡦを高⢭度࣎࡞ア࣍ーࣝࡳࡎࡦィ࡟よ

ってィ測ࡍるࡇと，ࡲた，ຊ学的手法でࡃ࡞ࡣ電磁気学的手法(ピ࢚ࢰマࢢネ)࡟よる

ᛂຊࣔࢽタࣜンࢢ法の㛤Ⓨおよび電磁気ࣔデࣝస成のたࡵの構造ㄪᰝ，ࡀある．ࡇれ

の変໬のࡑる⮳࡟し，次の地震࡟࠿ࡽを⤫ྜして，⌧ᅾの᰿ᐊἈのຊ学的≧ἣを᫂ࡽ

観測的研究をᐇ施ࡍる． 

２）Ⓨ生した地震࡟よってᛴ⃭࡭ࡍ࡟った᩿ᒙ㠃のᅛ╔度ᅇ᚟㐣程，およびࡾ࡭ࡍの

ᣑᩓ・ఏ᧛㐣程を㹅㹎㹑観測を中ᚰ࡟してᤊ࠼る．ࡇのデータࡘ１，ࡽ࠿のᕧ大地震

の高㏿ࡾ࡭ࡍのῶ⾶ᵝᘧ・ᣑᩓᵝᘧをጞࡲࡾࢃ⤊ࡽ࠿ࡵで᫂࡟࠿ࡽし，地震Ⓨ生ࣔデ

ࣝの高度໬࡟資ࡍる．ࡇのよ࡞࠺目ᶆの下，17 年度ࡶ地震，GPS，電磁気観測を⥅⥆

し，᰿ᐊ༙島Ἀ地震の‽ഛ㐣程をㄪ࡭るࡇとを中ᚰ࡟進ࡵる． 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

 地震，㹅㹎㹑のデータࡽ࠿᰿ᐊ༙島Ἀ地震の‽ഛ㐣程ࡘ࡟いてㄪ࡭る．≉࡟，༑勝

Ἀ地震前と㢮ఝの地震Ⓨ生パターンの変໬࡟ὀ目しࣉ， ࣞート間のᅛ╔≧ែの変໬を

ὀព῝ࡃ観測ࡍる．ཌᓊ，᰿ᐊ地ᇦの地磁気観測データの変໬ࡶ࡟ὀ目し，ᛂຊ≧ἣ

の変໬をㄪ࡭る．ࡇの観測の電磁気ࣔデࣝస成のたࡵの地磁気ᙉ度分ᕸㄪᰝをཌᓊ，

᰿ᐊ地ᇦでᐇ施ࡍる． 

（５）平成１㸵年度の成ᯝのᴫせ 

ձ電磁気観測研究 

ோఅおよび᰿ᐊでࠊᘵ子ᒅோ多ࠊᶆⲔࠊཌᓊࠊࡁ⥆ࡁᘬࡣよる観測࡟ロトン磁ຊィࣉ

行っているࠋ௒年ࡣ大࡞ࡁ地震࠿࡞ࡀったので࡟≉ࠊ変໬ࡣぢࡽれ࠿࡞ったࠋ༑勝Ἀ 

地震ࡸ᰿ᐊ༙島Ἀの᝿ᐃ地震ࡀ㉳ࡇったሙྜの磁気ᙉ度分ᕸのシ࣑ࣗࣞーシࣙンを

行っているࡲࠋたࠊ᰿ᐊࠊཌᓊࠊᶆⲔ（⹿ู）ࠊᾆᖠࡶࡾ࠼ࠊでの地電位変動観測ࡶ

⥅ ⥆中であるࠊࡀ本年中ࡣ࡟大࡞ࡁ地震࠿࡞ࡶったので࡟≉ࠊ目立った変動ࡣ観測

課㢟ࡣいてࡘ࡟観測のྍ⬟ᛶの᳨ウ㇟⌧ࠊでのデータのᩚ理ࡲれࡇࠋい࡞れていࡉ

1006 で行っている． 

ղ地震活動の✵間パターンとアスペࣜティとの㛵連࡟㛵ࡍる研究 

 北海道大学および気㇟ᗇの地震カタロࢢを⏝いて，山中・⳥地（2001）ࡸ <amanaNa 

anG .iNuFhi (2003)で♧ࡉれた༑勝Ἀ・᰿ᐊἈのアスペࣜティ分ᕸと地震活動のẚ㍑

を行った．༑勝Ἀでࡣ，<amanaNa anG .iNuFhi (2003)での 2003 年༑勝Ἀ地震のアス

ペࣜティの㡿ᇦࡀ，ᐃ常的࡟地震活動ࡀపいሙ所と一⮴しているࡇと࠿ࢃࡀった．ࡇ

のሙ所ࡣ，࿘辺を地震活動ࡀ高い㡿ᇦ࡟ᅖࡲれるよ࡟࠺Ꮡᅾしている．ࡇの≉ᚩࡣ，

北海道大学地震カタロࡽ࠿ࢢのࡳ☜ㄆࡉれ，気㇟ᗇカタロࢢとの᳨知⬟ຊの㐪いࡑࡀ

のせᅉと⪃ࡽ࠼れる．ࡇのప活動ᇦの時✵間分ᕸᅗࡣࡽ࠿，時間的࡟変動ࡍるよ࡞࠺

地震活動の変໬ࡽࡳࡣれ2003，ࡎ 年地震の前࡟≉ࡶ࡟㢧ⴭ࡞地震活動の変໬ࡣぢࡽ

れてい࡞い．ࡲた，ࡇの㡿ᇦをྲྀࡾᅖࡴ活動度の高い㡿ᇦでྠࡶᵝ࡟時間౫Ꮡࡍるよ

，ࢁࡇたとࡳて࡭ㄪ࡟ᵝྠࡶいてࡘ࡟った．᰿ᐊἈ࠿࡞れࡽࡵㄆࡣ活動度の変໬࡞࠺

山中・⳥地（2001）で୚ࡽ࠼れたアスペࣜティ内部での地震活動度ࡣᴟࡵてపいࡇと

，ࡶⓎ生した㔲㊰Ἀ（὾中Ἀ）の地震（07�1)の震※ᇦで࡟た，2004 年ࡲ．った࠿ࢃࡀ
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高࡞࠺よࡴᅖࡾれをྲྀࡑ，位置し࡟ప地震活動ᇦࡣのアスペࣜティ（山中，2004）ࡑ

地震活動ᇦࡀᏑᅾࡍるࡇとࡀ分࠿った．ࡲた，᰿ᐊ・༑勝Ἀの海⁁㍈࡟㏆い㡿ᇦࡣ࡟，

㛗ࡉ 300Nm 地࡟立⊃ࡣのデータとࡇ，ࡣの㡿ᇦࡇ．あるࡀప地震活動ᇦ࡞ᕧ大ࡪ及࡟

震ㄪᰝ研究推進本部࡟よࡾ津波のデータをᇶ࡟推ᐃࡉれた，ἢᓊ部࡟ᕧ大࡞津波をࡶ

たࡍࡽ 500 年間㝸地震の᝿ᐃ᩿ᒙとࡨࡰ࡯ったࡾ㔜࡞っている．ࡇのࡇとࡣ，地震活

動ᇦࡀపい㡿ᇦࡣᑗ᮶のアスペࣜティと࠼ࡾ࡞るྍ⬟ᛶを♧したࡶので，㔜せ࡞Ⓨぢ

である． 

アスペࣜティとవ震活動の㛵ಀ，ࡣࡅ分ࡳアスペࣜティと地震活動の᳇࡞࠺のよࡇ

ࡸỌ井௚（2001）࡟でࡍࡣおいて࡟ <amanaNa anG .iNuFhi (2004)࡝࡞でᣦ᦬ࡉれて

いるࡀ，北海道のኴ平洋ἢᓊ部での観測データࡇࡣの㛵ಀࡀᐃ常地震活動࡟おいてࡶ

成ࡾ立ྍࡘ⬟ᛶを♧している．௨ୖのよ࡞࠺ప地震活動パッチࡀアスペࣜティ࡟一⮴

しているとい࠺≉ᚩࡣ，地震活動度の✵間分ࡽ࠿ある程度アスペࣜティのሙ所と大ࡁ

ࡣࡉࡁの大ࡑࡶし，07 のアスペࣜティで࠿るྍ⬟ᛶを♧している．しࡁを推ᐃでࡉ

20Nm
20Nm 程度であࡾ，౑⏝ࡍる地震カタロࡣࢢᚲせとࡉれるアスペࣜティの大ࡉࡁ

௨ୖの✵間分ゎ⬟を᭷しているᚲせࡣある． 

⌧ࡣ㛵して࡟せᅉ࡞࠺しているよࡽたࡶ㐪を┦࡞地震活動度の✵間的࡞࠺のよࡇ

ᅾのとࢁࡇよ࡞ࡽ࠿ࢃࡃいࡀ，୕ 㝣Ἀでᣦ᦬ࡉれているよࣞࣉ࡞࠺ートቃ⏺㠃の≀質

れࢃ࡞㝣Ἀで行୕，ࡣれる．௒ᚋࡽ࠼⪄ࡣのೃ補としてࡑࡀ࡝࡞地ᙧ࡞࠺海山のよࡸ

ているよ࡞࠺ప活動ᇦと高活動ᇦの構造の㐪いを推ᐃでࡁるよ࡞࠺観測を行࠺ᚲせ

࠿࡟᰿ᐊἈࡽ࠿北海道で᭱大の地震活動度のపい㡿ᇦである༑勝Ἀ，࡟≉．࠺ࢁあࡀ

aseismiF，ࡣてのトࣞンチ㍈௜㏆ࡅ ࡣあるい，࠿の࡞ 1896 年୕㝣津波地震のよ࡞࠺

イ࣋ントを㉳ࡍࡇ⬟ຊࡀあるのࡣ࠿㔜せ࡞ၥ㢟であࡾ，㔜点的࡞観測をᐇ施ࡍるᚲせ

 ．࠺ࢁࡔあるࡀ

 
ᅗ１．(a)北大カタロ࡟ࢢよる 2003 年༑勝Ἀ地震前ࡲでの✚⟬地震ᅇᩘ．(b)<amanaNa 
anG .iNuFhi (2003)࡟よるࢧࢥイス࣑ック࡞アスペࣜティの㡿ᇦࡣ，地震活動ࡀపい
㡿ᇦとࡰ࡯一⮴ࡍる． 
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ᅗ２．2004 年㔲㊰Ἀ地震(07�1)のアスペࣜティとᐃ常地震活動の㛵ಀ． 
（a）震ኸ分ᕸ，（b）✚⟬ᅇᩘ，（F）山中࡟よるアスペࣜティ（(IC 地震学ࣀートよࡾ，
httS�//ZZZ�eri�u�toN\o�aF�MS/sanFhu/SeismoB1ote/）．アスペࣜティࡣᐃ常的࡟地
震活動度ࡀప࠿ったパッチをᇙࡵるよ࡟࠺位置している． 
 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

高橋浩晃・笠原稔，༑勝・᰿ᐊἈでのᐃ常地震活動とアスペࣜティ・వ震の㛵ಀ，地

⌫ᝨᫍ科学㛵連大会，S045P�004，2005． 

TaNahashi, +�, anG 0� .asahara, 5eOations betZeen interseismiF seismiFities, 

FoseismiF asSerities anG aItershoFN aFtiYities in the southZestern .uriO 

trenFh, ToSiFaO SrobOem oI isOanG anG FoastaO seismoOoJ\ (ICS�2005), 128�129, 

2005� 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ：笠原稔，茂木透ࠊ高橋浩晃 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究：࡞し  

 

1004 研究課㢟ྡ：༑勝Ἀ・᰿ᐊ༙島Ἀ地震࡟おࡅるカッࣜࣉンࢢの時✵間分ᕸ 

るṍ・ᛂຊࡅお࡟ートቃ⏺ᇦࣞࣉ．㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（２）アࡶ᭱（１）

集中ᶵ構 

るᘓ議の項目：１．（１）イ．日本ิ島及び࿘辺ᇦの㛗ᮇᗈᇦ地ࡍの௚㛵連ࡑ（２）

殻活動 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ：  

༑勝Ἀ・᰿ᐊ༙島Ἀࡣኴ平洋ࣞࣉートࡀỿࡳ㎸ࡴ༓島海⁁᭱༡➃部࡟位置しࠊ大地
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震ࡀ時ࠎⓎ生しているࠋỿࡳ㎸ࡴኴ平洋ࣞࣉートୖ㠃と㝣ഃࣞࣉート（島ᘼ）とのカ

ッࣜࣉンࢢの≧ែࡀ大地震のⓎ生をᕥྑࡍると⪃ࡽ࠼れࡇࡑࠊでの構造的ゎ᫂࡟↔点

を当てた海底地下構造ㄪᰝࡵࢃࡁࡣて㔜せである5ࠋ ࣧ年の฿㐩目ᶆとして㛵ಀ大学

と研究ᶵ㛵とのᐦ᥋࡞連ᦠのࡶとࠊ࡟海底地震ィと࢚ア࢞ンを⏝いた地震学的構造ㄪ

ᰝをᐇ施しࠊ当海ᇦでのࣞࣉートୖ㠃௜㏆の地震Ⓨ生ᵝᘧと海底地下構造との㛵ಀを

 ࠋとであるࡇるࡍ࡟࠿ࡽ᫂

 平成１㸴年度でࡣ当海ᇦの２ࡕ࠺㸮㸮３年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ内での海底地下構

造を᫂ࡍ࡟࠿ࡽるた２ࠊࡵ㸮㸮３年༑勝Ἀ地震の本震௜㏆ࡶࡾ࠼ࡽ࠿海山࡟⮳る測⥺

（１㸷㸮 ）で海底地震ィと࢚ア࢞ンを⏝いたㄪᰝをᐇ施したࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

   ᰿ᐊ༙島Ἀ～㔲㊰Ἀの海ᇦ２ࠊࡣ㸮㸮３年༑勝Ἀ地震௨ᚋࠊ地震活動ࡀ㝿立っ

てపいࠋ㝣ᇦ観測⥙ࡣࡽ࠿補㊊で࡞ࡁいᚤ小地震活動の≉ᛶを᫂ࡍ࡟࠿ࡽるた࡟ࡵ当

海ᇦで⣙ 2ࣨ月間の海底地震観測をᐇ施ࡍるࠋ 

る㝣ഃ（Ỉࡍ஺┤ࡰ࡯ᐇ施した海底地下構造ㄪᰝ測⥺（１㸷㸮Nm）と࡟た２㸮㸮３年ࡲ

῝２㸮㸮㸮～３㸮㸮㸮㹫）の測⥺（１４㸮Nm）で３ࠊ㸮ྎの海底地震ィと࢚ア࢞ンを

⏝いたே工地震構造ㄪᰝをᐇ施ࡍるࠋ 

（㸵）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

᰿ᐊ༙島Ἀ～㔲㊰Ἀの海ᇦ２ࠊࡣ㸮㸮３年༑勝Ἀ地震Ⓨ生௨ᚋ１ࡶ㸷㸵３年᰿ᐊ༙島

Ἀ地震の震※ᇦでの地震活動ࡣ㝿立ってపいࠋ当海ᇦ࡟㸷ྎの 2BS を設置して⣙ 2ࣨ

月間の海底地震観測をᐇ施したとࠊࢁࡇỿࡳ㎸ࡴ海洋ࣞࣉートୖ㠃௜㏆でクラスター

を࡞したᚤ小地震⩌ࡀ☜ㄆࡉれたࠋ（ᅗ�１）ࡲࠋたࡑの震※ᇦの㝣よࡾで２㸮㸮４年

１１月２㸷日㔲㊰Ἀ地震（07�1）ࡀⓎ生したたࡑࠊࡵの┤ᚋࡽ࠿㸶ྎの 2BS を設置しࠊ

⣙ 1㐌間の⥭ᛴవ震観測をᐇ施したࡑࠋの観測࡟よれば࡯と࡝ࢇవ震ࡣỿࡳ㎸ࣞࣉࡴ

ートୖ㠃࡟ἢって分ᕸしていた࡟ࡽࡉࠋẚ㍑的大࡞ࡁవ震のⓎ生ᶵ構ゎࠊࡣࡽ࠿పゅ

㏫᩿ᆺ㐠動ࡀ♧၀ࡉれࠊ当వ震⩌ࣞࣉࡶートのỿࡳ㎸࡟ࡳక࠺地殻活動の結ᯝである

 ࠋれた（ᅗ�２）ࡉ♧ࡀとࡇ

一᪉ࡶࡾ࠼ࠊ海山２ࡽ࠿㸮㸮３年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࡟⮳る海底地下構造ㄪᰝ測⥺

（１㸷㸮Nm）のゎᯒ結ᯝࠊࡽ࠿海洋ࣞࣉートୖ部ࡍ࡟で࡟ỿࡳ㎸ࡔࢇ海山のᏑᅾ᫂ࡀ

る㝣ഃ（Ỉࡍ஺┤ࡰ࡯࡟れࡑࡣおいて࡟平成１㸵年度࡟ࡽࡉࠋった（ᅗ㸫３）࡞࡟࠿ࡽ

῝２㸮㸮㸮～３㸮㸮㸮㹫）の測⥺（１４㸮㹩㹫）ୖ１࡟㸴ྎの 2BS を設置し0ࠊCS ࡸ

ᒅᢡ法࡟よるே工地震᥈ᰝをᐇ施した（ᅗ㸫４）ࠋ⌧ᅾデータのゎᯒ中でཤる࡞ࠋお

௨ୖの観測ᐇ施ࡣ平成１㸵年度ィ⏬と一⮴しているࠋ    

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

斉藤市輔ࠊ2006ࠊ海底地震観測࡟よる᰿ᐊ༙島Ἀでのᚤ小地震活動ࠊおよび 2004 年

㔲㊰Ἀ地震のవ震活動ࠊ平成 17 年度北海道大学大学院理学研究科修士論文44ࠊSS． 

高波鐵夫・村井芳夫・町田祐弥・斉藤市輔・牧野由美・勝俣 啓・山口照寛・西野 ᐇࠊ

した♧᫂ࡀ海底地震観測ࠊ2005 2003 年༑勝Ἀ地震┤前の㢧ⴭࠊ㇟⌧࡞地震ࠊ57ࠊ

291㸫303． 

高波鐵夫・村井芳夫・町田祐弥・斉藤市輔・牧野由美・勝俣 啓・山口照寛・西野 ᐇࠊ

た࠼ᤊࡀ海底地震ィࠊ2005 2003 年༑勝Ἀ地震┤前のᚤ小࡞クラスター地震ࠊ࡝࡞

月ห地⌫ྕእ1ࠊo�49, 72㸫79． 

牧野由美2003ࠊ2006ࠊ 年༑勝Ἀ地震震※ᇦ࡟おࡅる㏿度構造᥈ᰝࠊ平成 17 年度北海

道大学大学院理学研究科修士論文48ࠊSS． 
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町田祐弥2003ࠊ2006ࠊ 年༑勝Ἀ地震震※ᇦ࡟おࡅる㏿度構造᥈ᰝࠊ平成 17 年度北海

道大学大学院理学研究科修士論文66ࠊSS． 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

高波鐵夫㺃村井芳夫 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓： 

東北大学（日野亮ኴࠊᑐ㤿弘晃）：東ி大学地震研究所（㔠ἑᩄ彦ࠊ⠛原㞞ᑦࠊᮃ月

බᘅ）：༓ⴥ大学（佐藤฼典ࠊ୸山智❶）：海洋科学技術センター（ᐩᶔᑦᏕࠊᏵ ㍤） 

 
ᅗ㸫１ 1973 年᰿ᐊ༙島Ἀ地震震※ᇦでの海底地震観測 

ྑᅗ：2BS  よる震※分ᕸ（2005�4�1～5�29）࡟
ᕥᅗ：2BS 観測┤前の震ኸ分ᕸ（2004�12�１～2005�03�31ࠊ気㇟ᗇ一ඖ໬データ） 

 ⩌2BS, 赤いᐇ⥺：クラスター地震： ۂ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸫２ ⮫時海底地震観測

よる࡟ 11月 29日㔲㊰Ἀ地震

（07�1）のవ震分ᕸ 

アスペࡣンターࢥ

ࣜティ分ᕸ（<amanaNa anG 

.iNuFhi,2004） 
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ᅗ㸫３ ே工地震᥈ᰝでỴᐃࡉれたእ洋㸫ࡶࡾ࠼海山㸫2003年༑勝Ἀ地震本震を㏻㐣ࡍる測⥺ୖ 
での㏿度構造．ᙳを施した部分ࡣᮍ☜ᐃ． 

 

    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ㸫４ 平成 17 年度࡟ᐇ施した海底地下構造᥈ᰝ 
    ྑᅗ：㯮୸ࡀ平成 17 年度࡟設置した 2BS 観測点．ⓑ୸：ᅗ㸫３の地下構造

測⥺ୖ࡟設置した 2BS 観測点． ᕥᅗ：2BS㸡0㸵࡟記録ࡉれた࢚ア࢞ン記録౛
（ᶓ㍈：2BS�7ࡽ࠿の࢜フセット（'㺂Nm）,⦪㍈：'/8�0Nm/sで▷⦰した㉮時,seF）．      

 

1005 研究課㢟ྡ：北海道内㝣活᩿ᒙでのṍ・ᛂຊ集中࣓カࢬࢽムのゎ᫂ 

 ：㛵連の῝いᘓ議の項目ࡶ᭱（１）
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１．（２）イ 内㝣地震Ⓨ生ᇦの୙ᆒ質構造とṍ・ᛂຊ集中ᶵ構 

 るᘓ議の項目：１．（３）ア ᩿ᒙ㠃ୖの୙ᆒ質ᛶࡍの௚㛵連ࡑ（２）

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣨ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

活᩿ᒙ・ṍ集中ᖏの≀理≉ᛶとࡑの生成࣓カࢬࢽムを᫂ࡍ࡟࠿ࡽるたࠊࡵ次のよ࠺

 ࠋるࡍ観測研究をᐇ施࡞

（ア）⛻ᐦ GPS 観測࡟よるṍの時✵間変໬᩿ࠊᒙ῝部のࡾ࡭ࡍᵝᘧのゎ᫂ 

（イ）ᗈᖏᇦ 0T 観測࡟よる活᩿ᒙ・ṍ集中ᇦのヲ⣽࡞ẚ᢬ᢠ構造᥈ᰝ 

（࢘）高ᐦ度地震観測࡟よる地震Ⓨ生ᒙの῝ࡉ下㝈の高⢭度推ᐃࠋ 

（࢚）５ࣧ年のィ⏬でࠊ㊧津川᩿ᒙ地ᇦのඹྠ研究および道北地ᇦの北大を主యとし

た観測とをᐇ施ࡍるࠋ 

 ௨ୖのよ࡞࠺目ᶆの下１ࠊ㸵年度ࡣ༑勝Ἀ地震ᚋの GPS 観測࡟≉ࠊࡽ࠿ṍの集中ࡀ

㣗ࡉれるᘵ子ᒅ地ᇦの活᩿ᒙ構造のㄪᰝをィ⏬しているࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

༑勝Ἀ地震ᚋの GPS 観測࡟よるとࠊᘵ子ᒅ地ᇦ࡟ṍࡀ集中して生ࡁているྍ⬟ᛶࡀ

ࡣの地ᇦࡇࠋれたࡉ♧ 1960 年௦࡟ 06�5 クラスの内㝣地震ࡀ㉳ࠊࡾࡇ地震᩿ᒙࡶ出⌧

したࠊࡀ活᩿ᒙの分ᕸࡣあࡉ࡟࠿ࡽ᫂ࡾࡲれてい࡞い17ࠋ 年度࡟ᘵ子ᒅ地ᇦ࡟おいて

㔜ຊ᥈ᰝおよび 0T ᥈ᰝを中ᚰとした構造᥈ᰝを行いࡇࠊの地ᇦの活᩿ᒙ分ᕸࠊ地震

Ⓨ生ᒙの構造をㄪ࡭るࡲࠋたࠊ活᩿ᒙ㏆ഐ࡟地磁気ࠊ地電位変動観測点を設置しࠊ᪤

ࡸれている地震ࡉ設置࡟ GPS 観測とあࡏࢃて内㝣地震の‽ഛ㐣程をㄪ࡭るࠋ 

（５）平成１㸵年度の成ᯝのᴫせ 

ձ㊧津川᩿ᒙでのඹྠ観測 

平成 17 年度ࡣ㊧津川᩿ᒙ࿘辺࡟おいて⮫時地震観測点 5カ所の設置を行い6ࠊ月࠿

ཧຍしている㊧津川᩿ᒙ集中観測の一⎔であࡀ඲国の大学ࡣれࡇࠋ観測を㛤ጞしたࡽ

るࠋデータゎᯒྛࡣ大学の研究⪅ࡀ分担してᐇ施しࠊ 北大ࡣࡽ࠿震※࣓カࢬࢽムゎ

のゎᯒ࡟ཧຍしているࠋᛂຊテンࣝࢯインバーࣙࢪン法࡟よ᩿ࡾᒙ࿘辺のᛂຊሙを推

ᐃࡍる予ᐃであるࠊࡀデータ㔞ࡀᑡ࡞いたࡵ௒年度ࡔࡲࡣゎᯒを行ってい࡞いࡲࠋたࠊ

北大ࡶࡽ࠿ཧຍした㊧津川᩿ᒙでの 0T 観測17ࠊࡣ 年度北測⥺の 2 次ඖẚ᢬ᢠ構造ࡀ

ி大㜵⅏研の࣓ンバー࡟よࡾస成ࡉれたࡇࠋれをồࡵる㝿ࠊスタティックシフトを࡝

のよ࡟࠺ඞ᭹ࡍる࠿とい࠺ၥ㢟ࡘ࡟いて議論しࠊT(0（時間㡿ᇦ電磁気᥈ᰝ）࡟よࡾ

T(0ࠋった࡞࡟とࡇるࡍれをホ౯ࡑ ࡣ 10 月࡟ᐇ施ࡉれ⌧ᅾデータゎᯒࡀ東大地震研で

進ࡽࡵれているࠋ 

ղ新₲┴中㉺地震，⚟岡┴西᪉Ἀ地震でのඹྠ観測 

新₲┴中㉺地震の震※ᇦで 4 点の⮫時 GPS 観測を⥅⥆したࡑࠋの結ᯝࠊవຠ変動ࡣ

వ震ᅇᩘのῶᑡとㄪ和的であࡣれࡇࠊれࡉ࡟࠿ࡽ᫂ࡀとࡇているࡁってࡲ཰࡝ࢇと࡯

るࡲࠋた0ࠊT 観測の結ᯝをᇶ２ࠊ࡟次ඖẚ᢬ᢠ構造ࡀస成ࡉれたࠋ震※௜㏆でࠊࡣẚ

᢬ᢠ構造࡟大࡞ࡁ୙ᆒ質ࡀあるࡇと࠿ࢃࡀったࠋ 

⚟岡┴西᪉Ἀ地震の⮫時 GPS および地震観測をᐇ施したࠋGPS の結ᯝ࡞░᫂ࡣࡽ࠿

予ຠ変動ࡀ観測ࡉれࡑࠊの᩿ࡣࡾ࡭ࡍᒙὸ部࡟Ⓨ生しているྍ⬟ᛶࡀ高いࡇとࡉ♧ࡀ

れたࡲࠋたࠊ⮫時地震観測の結ᯝࠊࡣࡽ࠿⢭度よࡃవ震活動ࡀỴࡽࡵれࠊవ震のおࡇ

っている῝ࡣࡉ 5Nm ௨῝であࠊࡾGPS でぢࡽれるవຠࡾ࡭ࡍの㡿ᇦと㔜࡞ってい࡞い

 ࠋれたࡉ࡟࠿ࡽ᫂ࡀとࡇ

ճ北海道東部の内㝣地震活動 

2003 年༑勝Ἀ地震の᩿ᒙ㐠動࡟よる㟼的ᛂຊ変໬ࠊࡀ北海道東部の活᩿ᒙࡸ地震活
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動ᖏ࡟及ࡍࡰᙳ㡪ࡘ࡟いてᐃ㔞的࡞⪃ᐹを行ったࡇࠋの結ᯝࠊㄏⓎ地震活動ࡀⓎ生し

た㡿ᇦで࠺ࡑࠊࡣで࡞い地ᇦ࡭ࡽࡃ࡟てࠊクーロン◚ቯᛂຊ変໬のቑຍࡀおお࠿ࡁっ

たࡇとࡲࠊたࠊクーロン◚ቯᛂຊ変໬の大࡞ࡁ㡿ᇦでࡶᐃ常的࡞地震活動度ࡀపい㡿

ᇦでࡣㄏⓎ地震ࡀⓎ生し࠿࡞ったࡇと࡞࡟࠿ࡽ  ᫂ࡀったࡇࠋれࠊࡣ᪤Ꮡのᙅ⥺のᏑ

ᅾࡀ地震Ⓨ生の㜈್をࢥントローࣝしているྍ⬟ᛶを♧ࡍ結ᯝであるࠋ 

մ北海道東部ᘵ子ᒅ地ᇦの構造᥈ᰝ 

北海道東部のᘵ子ᒅ町࿘辺1938ࠊࡣ 年および 1950～60 年௦࡟ 0 6 クラスの内㝣地

震ࡀ集中的࡟Ⓨ生した内㝣地震Ⓨ生ᇦである᭱ࠋ ㏆の GPS 連⥆観測ࡽ࠿ᘵ子ᒅ地ᇦ࡟

おいて 2003 年༑勝Ἀ地震௨㝆ࡶ࡟ԥC)) ್のቑຍࡀ報告ࡉれておࠊࡾ国ᅵ地理院の

G(21(T ṍ集中ᖏでࠊࡃ高ࡀ地殻変動のቃ⏺部であるྍ⬟ᛶࡣの地ᇦࡇࠊよると࡟࡝࡞

あるࡇとࡀ♧၀ࡉれるࡲࠋたࠊ前ᅇの地震活動ᮇࡀ 1952 年༑勝Ἀ地震ࡽ࠿⣙ 10 年ᚋ

であったࡇとを⪃࠼るとࡇࠊの地ᇦ࡟おいて内㝣地震ࡀⓎ生ࡍるྍ⬟ᛶࡀ高ࡲってい

ると⪃ࡽ࠼れているࠋ 

ᘵ子ᒅ地ᇦ࿘辺࡟おࡅる㔜ຊ観測ࠊࡣ国ᅵ地理院（2002）ࠊ山本・石川（2003）ࠊ

ࠋれているࢃよって行࡟および日本地⇕資※㛤Ⓨಁ進センター（⚾信）ࠊ(2004)2')1

したࡀってࡇࠊれࡽのデータをㄞࠊࡾྲྀࡳ本年度行った観測のデータとあࡏࢃて⊂⮬

のデータ࣋ースをస成したࠋᚓࡽれたブーࢤー␗常ᅗをᅗ１ࡇࠋࡍ♧࡟れ࡟よるとࠊ

ㄪᰝ地ᇦ࡟おࡅるブーࢤー␗常್ࡣ 25～110mGaO であるࠋ㔜ຊ␗常構造のᴫせࡘ࡟い

て㏙࡭るとࠊᒅᩳ㊰カࣝデラࡣ࡟෇ᙧのప㔜ຊ␗常ᇦࡀ分ᕸしࠊカࣝデラ中ኸ部で᭱

పいࡶ 25mGaO と࡞るࡇࠋのప㔜ຊ␗常ࠊࡣカࣝデラのᙧ成（中～ᚋᮇ᭦新ୡ）ᚋ࡟

そったᐦ度のపいሁ✚≀ࡀ原ᅉと࡞ったと推ᐃࡉれているࠋブーࢤー␗常ᅗの中ኸ部

を (1(�S:S ᪉ྥ࡟ᶓ᩿ࡍる高㔜ຊ␗常ᖏࠊࡣ㜿ᐮ㸫知ᗋ火山ิの分ᕸᇦと一⮴ࡍるࠋ

ࠊࡀる࡞ᘵ子ᒅ༡᪉でᴟ小（60�70 mGaO）とࠊࡾ࡞ࡃࡉ小ࡀ常್␗࡟ᛴࡣの༡部でࡑ

ー␗常ᖏ（⣙ࢤ日本国内᭱大のブーࠊࡾ࡞ࡃࡁ大ࡀ常್␗ࡣ༡部へࡾれよࡑ 230mGaO）

である㔲㊰㸫᰿ᐊへ連⥆ࡍる࡞ࠋおࠊኴ平洋ἢᓊࡽ࠿㜿ᐮ̿知ᗋ火山ิ間࡟おࡅる㔜

ຊ␗常分ᕸ120ࠊࡣǀ(  ࠋࡍ♧一次ඖᛶ高い分ᕸをࡘ㉮ྥをᣢ࡟

ᗈᖏᇦ 0T 法᥈ᰝࡣ平成 17 年 6 月࡟行いࠊィ 30 点の観測点を設置したࠋ測点ࡣ 3

次ඖゎᯒをᛕ㢌30�30࡟Nmの範ᅖ࡟おいて6行 5ิのࣜࢢッド≧࡟㓄置したࡲࠋたࠊ

ㄪᰝ範ᅖࡣ㜿ᐮ̿知ᗋ火山ิと᰿㔲原野を㊬いでいる1 ࠋ 観測点ࡁࡘ࡟ 2 日ࡽ࠿ 5

日間ࡅ࠿࡟て観測を行ったࠋⰋዲ࡞シࢢナࣝࡀᚓࡽれたᮇ間࠿▷ࡣったࣀࠊࡀイࢬの

ᑡ࡞いⰋዲ࡞データࡀᚓࡽれたࡇࠋのデータ２ࡽ࠿次ඖインバーࣙࢪン࡟よྛࠊࡾ測

⥺ἢいのẚ᢬ᢠ構造をồࡵたࠋ 

地質分ᕸࠊ㔜ຊ分ᕸࠊẚ᢬ᢠ分ᕸをẚ࡭たࡶのをᅗ２ࡑࠋࡍ♧࡟の結ᯝ࡟よるとࠊ

地質構造とẚ᢬ᢠ構造࡟Ⰻいᑐᛂ㛵ಀࡀぢࡽれるࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋ中新ୡのᏳ山ᒾࡀ分ᕸ

పẚ᢬ᢠయとしࡣる地ᇦࡍ中新ୡ௨㝆のሁ✚ᒙの分ᕸࠊ高ẚ᢬ᢠయとしてࡣる地ᇦࡍ

てイ࣓ーࡉࢪれたୖࠋ㏙のᏳ山ᒾࠊࡣ㜿ᐮ�知ᗋ火山ิ下࡟分ᕸし1938ࠊ 年の推ᐃ地

震᩿ᒙをቃ⏺としてྑࠊᶓࡎれ࡟ษࡽれるよ࡞࠺ᙧ≧を♧ࡇࡍと࠿ࡽ᫂ࡀと࡞ったࠋ

Ᏻ山ᒾయ࡟㉳ᅉࡍると⪃ࡽ࠼れる高㔜ຊ␗常ᖏྑࡶᶓࡎれ࡟ษࡽれるよ࡞࠺ᙧ≧を

内㝣地震ࠊࡶして࡟れࡎいࠋれているࡉれと推ᐃࡎᕥᶓࡣᅾの᩿ᒙ⌧ࠊしࡔたࠋࡍ♧

Ⓨ生ᖏࡀ≀質・≀ᛶ的ᛶ質の変໬ࡀ大ࡁい地ᇦ࡟分ᕸࡍるࡇと࠿ࡽ᫂ࡣであるࠋ௒ᚋ

の課㢟としてࠊ地下構造の୙ᆒ質ࡀ測地学的࡞ṍ集中࡝࡟のよ࡟࠺ᙳ㡪を୚࠼る᳨࠿

ウࡍるᚲせࡀあるࠋ 
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ᅗ１．ᘵ子ᒅ地ᇦのブーࢤー␗常ᅗ（補ṇᐦ度 2�43J/Fm3） 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ２．地質分ᕸࠊ㔜ຊ分ᕸࠊẚ᢬ᢠ構造のẚ㍑ 

 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

TaNahashi,+�, T�0atsushima, T�.ato, A�TaNeuFhi, T�<amaJuFhi, <�.ohno, T�.ataJi, 

-�)uNuGa, .�+atamoto, 5�'oNe, <�0atsu
ura anG 0�.asahara, GPS obserYation 
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immeGiateO\ aIter the 2004 miG�1iiJata SreIeFture earthTuaNe, (arth POanets 

SSaFe, 57, 661�665, 2005� 

ୖ田‶἞・高橋浩晃，2003 年༑勝Ἀ地震࡟よる北海道東部火山フロント࡟ἢったㄏⓎ

地震活動と㟼的ᛂຊ変໬との㛵連ᛶ，地震 2，58, 115�119, 2005� 

8\eshima, 0�, <� 2JaZa, <� +onNura, S� .o\ama, 1� 8Mihara,T� 0oJi, <� <ama\a, 

0�+araGa, S� <amaJuFhi,I� Shio]aNi,T� 1oJuFhi, <� .uZaba, <� TanaNa, <� 

0oFhiGo, 1�0anabe, 0�1ishihara, 0�SaNa anG 0�Seri]aZa, 5esistiYit\ imaJinJ 

aFross the sourFe reJion oI the 2004 0iG�1iiJata PreIeFture earthTuaNe (0�6�8), 

FentraO -aSan, (arth POanets SSaFe, 57, 441�446� 2005 

大志୓┤ே,吉村௧្,ୖᔱㄔ,藤浩᫂,වᓮ弘憲,ᮃ戸祐司,中ᑿ⠇郎,小山茂,┦澤ᗈ

記,西谷ᛅᖌ, Ᏹ㒔智史,᱓波吉㖔,田中჆一,和田Ᏻ男,藤田ᏳⰋ,ᆏ中ఙஓ,小川ᗣ

雄,本⸝義Ᏺ,Ặ原┤ே, ୕ရṇ᫂,ᚋ藤ᛅ徳,笠谷㈗史,佐藤秀幸,山口ぬ,㛗野雄大,

村ୖⱥ記,ሷᓮ一郎,茂木透,山谷祐介,原田ㄔ,ᯇᾆ᭷⣖,森谷㎮㍤,笠ぢ弘昌,⏿真

⣖ࠊṍ集中ᖏ࿘辺(㊧津川᩿ᒙ)でのᗈᖏᇦ0T観測࡟よる῝部ẚ᢬ᢠ構造(ᗎ報), ி

㒔大学㜵⅏研究所年報, 482005ࠊ� 

市原寛ࠊ茂木透ࠊ神山裕幸ࠊ山谷祐介ࠊ小川ᗣ雄ࠊẚ᢬ᢠ構造および㔜ຊ␗常࡟よる

北海道東部ᘵ子ᒅ地ᇦの内㝣地震Ⓨ生ᖏの地殻構造ࠊ日本地震学会ㅮ₇予✏集ࠊ

2005 年度⛅Ꮨ大会ࠊB003 

市原寛ࠊ茂木透ࠊ山谷祐介ࠊ小川ᗣ雄ࠊᗈᖏᇦ 0T 法᥈ᰝ࡟よる北海道東部ᘵ子ᒅ地

ᇦのẚ᢬ᢠ構造 (ᗎ報)ࠊ地⌫電磁気・地⌫ᝨᫍᅪ学会⛅Ꮨ大会ㅮ₇予✏集22�13'ࠊ�  

市原寛ࠊ茂木透ࠊ山谷祐介ࠊ神山裕幸ࠊ小川ᗣ雄ࠊ北海道東部ᘵ子ᒅ地ᇦ࡟おࡅるᗈ

ᖏᇦ 0T 観測および㔜ຊ測ᐃࠊ北海道大学地⌫≀理学研究報告ࠊ➨ 69  ༳ๅ中ࠊྕ

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

茂木透ࠊ勝俣啓ࠊ高橋浩晃 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓：東ி大学地震研究所ࠊ東ி工業大学火山流య科学ࠊ

ᐩ山大学理学部ࠊி㒔大学㜵⅏研究所ࠊ஑州大学大学院理学研究院ࠊ㮵ඣ島大学

理学部 

 

1006 研究課㢟ྡ：地震࡟㛵連した電磁気シࢢナࣝのⓎ生・ఏ᧛࣓カࢬࢽムのゎ᫂ 

 㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（２）࢘� 地震Ⓨ生┤前の≀理・໬学㐣程ࡶ᭱（１）

るᘓ議の項目：１．（４）ア ᦶ᧿・◚ቯ⌧㇟の≀理・໬学的⣲㐣ࡍの௚㛵連ࡑ（２）

程 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣨ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

௨下の観測を 5ࣧ年間⥅⥆しࠊ地震の‽ഛ・┤前㐣程での変動を議論ࡍるࠋ 

ձప࿘波電磁波観測：主として北海道東部地ᇦ࡟おいてࠊ㹓㹊㹄ᖏの磁ሙࠊ電ሙの変

動観測を多点でᐇ施ࡍるࠋⓎ生・ఏ᧛ࣔデࣝを⪃࠼るたࡵのẚ᢬ᢠ構造᥈ᰝࡶ行ࠋ࠺

 ࠋ࠺行ࡶࢢタࣜンࢽẚ᢬ᢠ変໬のࣔ࠺క࡟ートᅛ╔ᇦの変໬ࣞࣉࠊたࡲ

ղ9+) ᖏ電波ఏᦙ␗常の観測：)0 ᨺ㏦電波のఏ᧛␗常を北海道඲ᇦを」ᩘの㏦受信⤒

㊰でカバーࡍる観測を行ࠋ࠺ 

ճ地磁気࡟よる地殻ᛂຊࣔࢽター：大࡞ࡁ地殻のỿ㝆ࡀ⥆いている北海道東部地ᇦ࡟

おいてࠊ地殻ᛂຊのቑຍをᅽ磁気ຠᯝ࡟よࢽࣔࡾターࡍるࠋ 

մ電磁波ఏ᧛のシ࣑ࣗࣞーシࣙン：୙ᆒ質構造中の電磁波ఏ᧛ࡘ࡟いてᩘ್ࣔデࣝィ

ఏ᧛࡟地⾲௜㏆ࡀナࣝࢢ震※でⓎ生した電磁気シࠊよるシ࣑ࣗࣞーシࣙンを行い࡟⟭
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 ࠋるࡍムを᳨ウࢬࢽる࣓カࡍ

௨ୖのよ５ࣧ࡞࠺年ィ⏬の下17ࠊ 年度ࠊࡣ࡟᰿ᐊࠊཌᓊࠊᘵ子ᒅ地ᇦで地磁気ࠊ地

電位9ࠊ+) 観測⥙を඘ᐇࡏࡉる9ࠋ+) 電波観測ࡇࡣれࡽの地ᇦで㏦信ᶵࠊ受信ᶵ୧᪉

を置ࡃ観測をィ⏬しているࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

16 年度ࡶࡾ࠼地ᇦでᚓࡽれた 0T 観測データをゎᯒしࡇࠊの地ᇦの３次ඖẚ᢬ᢠ構

造ồࠊࡵ༑勝Ἀ地震の震※ᇦのẚ᢬ᢠ構造をㄪ࡭るࡲࠋたࠊ᰿ᐊ༙島Ἀ地震ࡸᘵ子ᒅ

地ᇦの内㝣地震࡟ഛ࠼るたࠊࡵ᰿ᐊࠊཌᓊࠊᘵ子ᒅ地ᇦで地磁気ࠊ地電位9ࠊ+) 観測

⥙を඘ᐇࡏࡉる9ࠋ+) 電波観測ࡇࡣれࡽの地ᇦで受信ᶵࡅࡔでࠊࡃ࡞≉ูの㏦信ᶵを

置ࢥࠊࡁントローࣝࡉれた信ྕでの電波ఏ᧛␗常観測を行ࠋ࠺ 

（５）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

ձࡶࡾ࠼地ᇦ࡟おいてᗈᖏᇦ 0T ᥈ᰝおよび㛗࿘ᮇ 0T 観測を行ࡇ࠺と࡟よ2003ࠊࡾ

年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࿘辺のẚ᢬ᢠ構造をㄪ࡭る研究を行ったࡇࠋの研究ࡣ課㢟 1003

25ࠋ㛵ಀしている࡟ᐦ᥋ࡶ࡟ 地点࡟おいて観測点データをゎᯒしࡶࡾ࠼ࠊᓁࡽ࠿北東

ഃ࡟ 40Nmࠊ北西ഃ࡟ 40Nm の辺࡟ᅖࡲれる地ᇦで῝ࡉ 100Nm での範ᅖのẚ᢬ᢠ構造ࡲ

をồࡵた17ࠋ 年度ࡣᒙ構造を௬ᐃしたྛ点での１次ඖẚ᢬ᢠ構造をồࡵたࠋ௒ᚋ３ࠊ

次ඖẚ᢬ᢠ構造をồࡵるたࠊ࡟ࡵ࿘ᅖの海のᙳ㡪ࠊ観測点௜㏆のローカࣝ࡞構造のᙳ

㡪をぢ✚ࡶる研究をᐇ施したࠋ 

ղ地震前࡟Ⓨ生ࡍる 9+) ᩓ஘波の観測2002ࠊࡣ 年 12 月ࡽ࠿本観測ࡀጞࡽࡵれ 2003

年 9 月ࡣ࡟ᮐᖠࠊ࢚ࣔࣜࠊኳሷ中川ࠊᘵ子ᒅの 5⟠所で連⥆的࡞観測ࡀ行ࢃれ⥅⥆し

ている17ࠋ 年度ࡇࡣれ࡟ࡽຍ࠼て᰿ᐊ市ⴠ石࡟新しい観測点を設置したࡲࠋた新しい

ヨࡳとして640+]ᖏの地震観測⏝↓⥺テ࣓ࣞータⓎ信ჾを฼⏝ࡍるたࡵ北海道東部の

ᘵ子ᒅ町ோ多ࠊཌᓊ町ᮎᗈࠊ᰿ᐊ市ู当㈡࡟Ⓨ信点を設置した（ᅗ１）2003ࠋ 年༑勝

Ἀ地震のⓎ生ᚋ᰿ᐊἈの地震活動ࡀ非常࡟ప下している⤒⦋ࡀあࠊࡾ᰿ᐊἈの地震活

動を┘どࡍるた࡟ࡵ北海道東部࡟㔜点的࡟観測⥙を構⠏ࡍる࡟฿ったࠋ本年度の北海

道東部ࠊ東᪉Ἀの地震活動ࡵࢃࡁࡣてపࠊࡃ᰿ᐊの༙ᚄ 150Nm ௨内で100ࠊNm よࡾὸ

ࡀチࣗードࢽࢢマࡃ ᰿ᐊ市ⴠ石観測ࠋった（ᅗ２）࠿࡞ࡽࡇ㉳ࡣ௨ୖの地震ࠒ0A-ࠑ5

点ࡀ設置ࡉれた 10 月 6 日௨㝆ࡶ 4 クラスの地震し࠿㉳࠿࡞ࡽࡇったࠋし࠿しࠊⴠ石

観測点࡟㏆い 4 ಶの地震ࡘ࡟いてࡣᩓ஘波（地震࢚ࢥー）を観測ࡍるࡇとࡀでࡁたࠋ

しࡶ࠿ⴠ石で┘どしているோ多とあࡀࡵࡸ原の640+]ᖏの地震࢚ࢥーࡶ観測でࡁたࡇ

とࡣ大࡞ࡁ成ᯝとᛮࢃれるࡇࠋの㡿ᇦでマࢽࢢチࣗード 5௨ୖの地震Ⓨ生前ࡣ࡟ᚲࡎ

信㢗でࡁる地震࢚ࢥーࡀ観測ࡉれるであࠋ࠺ࢁ本年度ࡣ東北地᪉東᪉Ἀの地震活動ࡀ

高ࠊࡃཌᓊで┘どしている宮ྂࠊ⚟島および༓ⴥのᨺ㏦波ࡽ࠿たびたび地震࢚ࢥーを

観測してࡁたࠋし࠿し北海道ࡣࡽ࠿地震Ⓨ生を予測ࡍるࡇとࡣでࡁてࡶ震ኸを推ᐃࡍ

るࡇとࡣ㞴しいࠋ 

ճ地震࡟క࠺電磁気⌧㇟のゎ᫂の一⎔としてࠊ地電位変動観測をࠊ᰿ᐊࠊཌᓊࠊᶆⲔࠊ

ᾆᖠࠊࡶࡾ࠼ࠊᾆἙで行っている17ࠊࡀ 年度ࠊࡣBI55P 法といࣀ࠺イࢬ㝖ཤ࡟ᑐして

よいᛶ⬟をⓎ᥹ࡍる0Tインピーࢲンスをィ⟬ࡍるࣉロࢢラムࡀධ手でࡁたので1996ࠊ

年ࡽ࠿観測記録ࡀあるࡶࡾ࠼ࠊおよびᶆⲔ町⹿ูのデータࡘ࡟いてࠊ㛗ᮇ間ࢃ࡟たる

ぢ᥃ࡅẚ᢬ᢠࠊインࢲクシࣙン࣋クトࣝの変໬をㄪ࡭たࠋおよࡑ 10 年間ࢃ࡟たるデ

ータࠊࡣ࡟㏵中でのᶵᮦの置ࡁ᥮࡟࠼よる͆㊴び͇ࡸᨾ㞀࡟よるḞ測ࡀあࠊࡾゎᯒ࡟

ࡣで≦⌧ࠋ時間をせした࡟るのࡍ理ᩚ࡟るデータ࠼⪏ 2003 年ึࡵ㡭ࡲでᩚ理ࡀ進ࢇ

でいるとࢁࡇであるࠋ⌧ᅾࡲでの結ᯝ࡟よると0ࠊT インピーࢲンスࡣ観測ࡀ順ㄪ࡟行

ࡶのỴᐃㄗᕪࡑࠊᏳᐃしていてࡣでࢁࡇれているとࢃ 10㸣௨下のとࡶࢁࡇあるࠋ記録
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の中ࠊࡾࡔࢇ㊴ࡀ್ࠊࡣ࡟ㄗᕪࡀ

大ࡁいとࡶࢁࡇあ࠺ࡑࠊࡾい࠺と

磁気ᔒ࡞ࡁ大ࡸ大雨の日ࡣࢁࡇ

の時࡟࡝࡞⌧れるࡇとࡀ多いࠊࡀ

ࡶ࡟ࡁいと࡞ࡀ理由࡞࠺のよࡑ

ぢࡽれる࠺ࡑࠋい࠺時の変動の原

ᅉを✺ࡁṆࡵるస業を⥅⥆して

いるࠋ 

մࣉロトン磁ຊィ࡟よる観測ࡣ

ᘬࠊࡁ⥆ࡁཌᓊࠊᶆⲔࠊᘵ子ᒅோ

多ࠊோఅおよび᰿ᐊで行っているࠋ

௒年ࡣ大࡞ࡁ地震࠿࡞ࡀったの

で࡟≉ࠊ変໬ࡣぢࡽれ࠿࡞ったࠋ

༑勝Ἀ地震ࡸ᰿ᐊ༙島Ἀの᝿ᐃ

地震ࡀ㉳ࡇったሙྜの磁気ᙉ度

分ᕸのシ࣑ࣗࣞーシࣙンを行っ

ているࠋ 

ᅗ１．北海道東部の観測点（5，ە..  予ᐃ点），ᨺ㏦ᒁ  յ୙ᆒ質፹質中の電磁ሙఏᦙをࡣ

[+640，（ڹ） Ⓨ信点（ڸ）の分ᕸ．           ㄪ࡭るた３ࠊ࡟ࡵ次ඖẚ᢬ᢠ構

造を設ᐃしてࠊ地下の 

௵ពのሙ所で電流※ࡀⓎ生

したሙྜࠊ地⾲の電磁ሙをィ

⟬でࡁるシ࣑ࣗࣞーシࣙン

≦⌧ࠋラムをస成したࢢロࣉ

ලయ的ࡔࡲテストẁ㝵でࠊࡣ

っ⮳ࡣ࡟ẁ㝵࠺ィ⟬を行࡞

てい࡞いࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ２． 北海道༡東Ἀで，2005 

 年10月௨㝆࡟Ⓨ生した地震中， 

 地震࢚ࢥーࡀ観測ࡉれた地震 

 った地震࠿࡞れࡉと観測（ۑ）

（�）． ᩘᏐࡉ῝ࡣとマࢽࢢ 

チࣗード（ᣓᘼ内）． 
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（㸴）平成 17 年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文．報告᭩等） 

0oJi, T�, Tanimoto, .�, <ama\a, <�, .ami\ama, +�, +ashimoto, T�, 'obOiFa, 9�, 

.aMiZara, T�, 8\eshima, 0�, 2JaZa, <�, 0aJnetoteOOuriF surYe\ arounG the 

sourFe reJion oI the 2003 ToNaFhi�oNi (arthTuaNe�, AbstraFt, IAGA 2005 

SFientiIiF AssembO\, 18�29 -uO\ 2005, TouOouse ()ranFe) ,A1349 

1ishiGa, <�, 0oJi, T�, 8tsuJi, 0�, SetoJaZa, +�, Pie]omaJnetiF StuG\ 5eOateG 

Zith /onJ�Term anG Co�SeismiF GeomaJnetiF 9ariations in +oNNaiGo, 1( -aSan�, 

AbstraFt, IAGA 2005 SFientiIiF AssembO\, 18�29 -uO\ 2005, TouOouse ()ranFe), 

A0908 

森谷 武男ࠊ 茂木 透ࠊ 高田 真秀ࠊ北海道࡟おࡅる 9+) ఏ᧛␗常観測⥙の構⠏ࠊ日

本地震学会ㅮ₇予✏集2005ࠊ 年度⛅Ꮨ大会ࠊA03 

森谷 武男ࠊ 茂木 透ࠊ 高田 真秀᭱ࠊ㏆観測ࡉれた地震前඙ 9+) ఏ᧛␗常の⤫ィ的 

ᛶ質ࠊ北海道࡟おࡅる 9+) ఏ᧛␗常観測⥙の構⠏ࠊ日本地震学会ㅮ₇予✏集2005ࠊ

年度⛅Ꮨ大会ࠊP004ࠋ 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

茂木透ࠊ高田真秀ࠊ森谷武男ࠊ橋本武志ࠊ西田泰典 

 

1007 研究課㢟ྡ：北海道・༡༓島でのᕧ大地震Ⓨ生ࢧイクࣝのゎ᫂ 

 イクࣝࢧ㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（２）࢚．地震Ⓨ生ࡶ᭱（１）

るṍ・ᛂຊࡅお࡟ートቃ⏺ᇦࣞࣉ．るᘓ議の項目：１．（２）アࡍの௚㛵連ࡑ（２）

集中ᶵ構 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

本研究でࡣ北海道ࡽ࠿༡༓島࡟Ⓨ生した㐣ཤのᕧ大地震のⓎ生ᒚṔを高⢭度᫂࡟

ࠋるࡍる᝟報をᚓる事を目的とࡍ㛵࡟イクࣝࢧの地ᇦでのᕧ大地震Ⓨ生ࡇࠊし࡟࠿ࡽ

れた津波記㇟データ及び地震記ࡉで観測(ハワイ࡟≉)ア࣓ࣜカࠊロシアࠊ日本ࠊࡎࡲ

㇟データを཰集・⤫ྜࡍるࡲࠋた津波ィ⟬࡟ᚲせ࡞地震Ⓨ生時の観測点㏆ഐの海底地

ᙧデータを཰集・⤫ྜࡍるࡇࠋれࡽのデータを⏝いて㐣ཤのᕧ大地震のヲ⣽࡞震※㐣

程を᫂ࡍ࡟࠿ࡽる࡟≉ࠋ研究ࡀ進ࢇでい࡞い 1800 年௦ᚋ༙ࡇ࡟の地ᇦでⓎ生したࠊ

ᕧ大地震ࡘ࡟てでࡁるࡾࡂ࠿データを集ࡵて震※㐣程のゎᯒをお࡞ࡇいࡾ⧞ࠋ㏉しⓎ

生した地震のࡾ࡭ࡍ㔞分ᕸをẚ㍑ࡍる事ࡇࡽ࠿の地ᇦのᕧ大地震Ⓨ生ࢧイクࣝを理

ゎࡍる࡟ࡽࡉࠋ 1994 年北海道東᪉Ἀ地震Ⓨ生௨㝆ࠊᕧ大地震ࡣ࡟スラブ内地震ࡀ多

ࣞࣉࡀで㐣ཤのᕧ大地震ࡇࡑࠋたࡁって࡞࡟࠺れるよࡽ࠼⪄とࡣれているのでࡲྵࡃ

ートቃ⏺地震࡞の࠿スラブ内地震であったの࠿を震※㐣程ゎᯒ࡟よ࡟࠿ࡽ᫂ࡾしࠊス

ラブ内ᕧ大地震をྵࡵて地震Ⓨ生ࢧイクࣝを理ゎࡍるࠋ  

  平成 16 年度  日本及びロシアの津波及び地震記㇟データ及び海底地ᙧデータの཰

集・⤫ྜࠋ 

  平成 17 年度  日本及びロシアの津波及び地震記㇟データ及び海底地ᙧデータの཰

集・⤫ྜࠋ津波ᩘ್ィ⟬࡟よる大地震震※㐣程ゎᯒࠋ 

  平成 18 年度  日本及びロシアの津波及び地震記㇟データ及び海底地ᙧデータの཰

集・⤫ྜࠋ津波ᩘ್ィ⟬及び地震波ᙧゎᯒ࡟よる大地震震※㐣程ゎᯒࠋ

  平成 19 年度  日本及びロシアの津波及び地震記㇟データ及び海底地ᙧデータの཰

集・⤫ྜ19ࠋ ୡ⣖ᚋ༙の大地震ࡘ࡟いて津波ᩘ್ィ⟬࡟よる大地震
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震※㐣程ゎᯒࠋ 

  平成 20 年度  北海道・༡༓島地ᇦの地震ࢧイクࣝ෌ホ౯ 

 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

ロシア，ハワイ，日本での津波波ᙧデータの཰集を行ࡲࠋ࠺た地震Ⓨ生時の観測点

㏆ഐの海底地ᙧデータを཰集ࡶ行1973ࠋ࠺ 年᰿ᐊἈ地震のヲ⣽࡞津波波ᙧゎᯒを行いࠊ

௒年度行った 1894 年᰿ᐊἈ地震との㐪いを᫂☜ࡍ࡟るࠋロシアの津波データࡀධ手

でࡁれば1894ࠊ 年᰿ᐊἈ地震の震※ᇦ東➃࡟࠿ࡽ᫂ࡶしたいࠋ 

（５）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

１）ロシアの津波記録の཰集 

༓島ิ島ࢧࡸハࣜンで観測ࡉれた津波波ᙧ記録ࢧࡣハࣜンの<u]hno�SaNhaOinsN࡟あ

る I0GG ࡣ本年度ࠋ理している⟶ࡀ I0GG よる津波波ᙧ記録の࡟㐣ཤの大地震ࠊࡁ行࡟

཰集を行ったࡎࡲࠋ 1952 年௨前の地震࡟よる津波波ᙧ記録ࡣᏑᅾし࡞い事ࡀ分࠿っ

た1952ࠋ 年௨㝆でࠊࡣ༓島ิ島ࢧࡸハࣜン࡟Ꮡᅾした᳨₻所での津波波ᙧ記録ࡣ多ࡃ

Ꮡᅾしࡑࠊれࡽを཰集ࡍる事ࡀでࡁた࡟ࡽࡉࠋ津波ᩘ್ィ⟬を⢭度Ⰻࡃ行࠺たࠊࡣ࡟ࡵ

ἢᓊの海底地ᙧデータࡀᚲせと࡞るࠋᡓ前࡟స成ࡉれた༓島ิ島࿘辺の海ᅗ 23 ᯛを

 ࠋたࡁでࡀとࡇるࡍピーࢥ

２）᰿ᐊἈ地震津波のゎᯒ 

1952 年༑勝Ἀ地震の津波波ᙧゎᯒࡣ +erata et aO�(2003)࡟よってࡉ࡞れࠊ༑勝Ἀの

᩿ᒙ῝部（内㝣ഃ）とཌᓊἈ（㔲㊰海底谷東ഃ）の᩿ᒙ῝部（海⁁ഃ）࡟大࡭ࡍ࡞ࡁ

ࡣ佐竹・௚（2005）࡟ࡽࡉࠋれたࡉあったとࡀ（大㸵㹫᭱）ࡾ 1952 年༑勝Ἀ地震の

津波波ᙧ෌ゎᯒを行いࡾࡣࡸࠊཌᓊἈ࡟ 2�3m の大ࡀࡾ࡭ࡍ࡞ࡁᚲせである事を᫂☜

2003ࠋした࡟ 年༑勝Ἀ地震ࡘ࡟いてࡣ⌧ᅾࡲでࠊᵝ࡞ࠎゎᯒ（地震波ゎᯒ・地殻変動

ゎᯒ・津波波ᙧゎᯒ）ࡀ行ࢃれておࠊࡾ඲ての結ᯝࡣࡾ࡭ࡍࠊࡽ࠿༑勝Ἀの᩿ᒙ῝部

ࡅ࠿࡟㟝多ᕸࡽ࠿㔲㊰ࡶた津波㐳ୖ高分ᕸࡲࠋっている࡞࡟☜᫂ࡀれている事ࡽ㝈࡟

て 1952 年༑勝Ἀ津波ࡀ 2003 年津波よࡣࡶࡾる࡟࠿大ࠊࡃࡁ津波⿕ᐖࡶ大࠿ࡁった事

るࡍᑗ᮶Ⓨ生ࠊࡣれるのࡉὀ目ࡶᅾ᭱⌧ࠊ࠼ࡲの結ᯝを㋃ࡽれࡇࠋれているࡉᣦ᦬ࡀ

᰿ᐊἈ地震࡝ࡀのᵝ࡞大࡞࡟ࡉࡁる࠿であるࠋ 

ᑗ᮶の᰿ᐊἈ地震を議論ࡍるたࠊࡵ㐣ཤの᰿ᐊἈ大地震のⓎ生㐣程を知る事ࡀ㔜せ

と࡞る1973ࠋ 年᰿ᐊἈ地震ࡶ᭱ࡀ㏆年࡟Ⓨ生した᰿ᐊἈ大地震であࡑࠊࡾの１ࡘ前の

地震ࡀ 1894 年᰿ᐊἈ大地震ࡔとࡉれているࠋ᫖年度の研究で1894ࠊࡣ 年᰿ᐊἈ地震

と 1973 年᰿ᐊἈ地震の୧᪉の津波を観測した㩗川᳨₻所での津波記録(⩚㫽 1974)を

ゎᯒしたࠋ㩗川࿘辺の海ᓊ地ᙧࡣ幸いࡶ࡟ 1894 年ࡽ࠿ 1973 年の間ࡑ࡟れ࡝࡯変໬し

てい࡞いたࠊࡵ波ᙧの㐪いࡣ震※㐣程の㐪いを཯ᫎしていると⪃࠼る事ࡀでࡁるࠋᅗ

１（下）の観測波ᙧをぢると1973ࠊ 年᰿ᐊἈの津波と 1894 年᰿ᐊἈの津波でࡣ➨一

波ࡽ࠿大ࡃࡁ㐪っている1894ࠋ 年᰿ᐊἈの津波波ᙧの波㛗ࡀ 1973 年のࡑれよࡶࡾ㛗

津ࠊࡵるたࡍ࡟࠿ࡽの㐪いを᫂ࡇࠋれるࢃのとᛮࡶを཯ᫎしているࡉࡁ震※ᇦの大ࡃ

波ᩘ್ィ⟬をᐇ施したࡑࠋの結ᯝをᅗ１1973ࠋࡍ♧࡟ 年᰿ᐊἈ地震の᩿ᒙࣔデࣝࡣ

ᵝ࡞ࠎデータࡽ࠿推ᐃࡉれておࡑࠊࡾれࡽの結ᯝ࠺ྜ࡟ᵝ࡟ᅗ１（ୖ）の青で♧ࡍ位

置᩿࡟ᒙを置いた（㛗ࡉ 80Nmࠊᖜ 80Nm）ࠋഴᩳゅ 14rࡾ࡭ࡍࠊゅ 111r᩿ࠊᒙୖ➃の

ࠋ15Nmとした࡟࠺よ࠺ྜ࡟ࡉ῝ートୖ㠃のࣞࣉれたࡽࡵ地震ㄪᰝ推進本部でỴࡣࡉ῝

㔞ࡾ࡭ࡍ 2m でィ⟬波ᙧと観測波ᙧࡀẚ㍑的Ⰻྜࡃっているࠋ次࡟ 1894 年᰿ᐊἈ地震

ࡣࡉᒙの㛗᩿࡟ᵝࡍ♧࡟（ୖ）ᅗ１ࠋいてᛮ⪃㘒ㄗでゎᯒを行ったࡘ࡟ 200Nm 程度࡟

ᗈ࡞ࡆいと津波波ᙧをㄝ᫂ࡍる事ࡀで࡞ࡁいࡲࠋた᩿ᒙの位置ࡶ 1973 年᰿ᐊἈよࡾ
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ࡣ࡟ᅗ１ࠋった࠿分ࡀい事࡞ࡁでࡀる事ࡍいと津波波ᙧをㄝ᫂࡞ࡆでᗈࡲ部῝ࡣ 1894

年の᩿ᒙࣔデࣝࡉ♧ࡀれているࠊࡀ⤯ᑐ時้を୙᫂としているた᩿ࠊࡵᒙを海⁁㍈࡟

᪉ྥ࡟平行⛣動ࡍる事ྍࡣ⬟であるࡾ࡭ࡍࠋ㔞ࡣ 2�4m0ࠊZ8�2 と推ᐃࡉれたࠋ௨ୖよ

1894ࠊࡾ 年᰿ᐊἈ地震の震※ᇦࡣ 1973 年᰿ᐊ༙島Ἀ地震の震※ᇦよࡶࡾ海⁁㍈᪉ྥ

ࠊ࡟ࡽࡉࠋった࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀった事࠿ࡁチࣗード8�2と大ࢽࢢマࠊࡾあࡶ200Nmࡃ㛗࡟

ᑗ᮶Ⓨ生ࡍる᰿ᐊἈ地震を⪃࠼るሙྜ2003ࠊ 年༑勝Ἀ地震ࡀ 1952 年༑勝Ἀ地震よࡾ

小ࠊࡃࡉཌᓊἈのࣞࣉートቃ⏺ࡀ◚ቯࡉれ࠿࡞った事を⪃࠼ると1894ࠊ 年ᆺの震※ᇦ

の大࡞ࡁ᰿ᐊἈ地震࡞࡟るྍ⬟ᛶࡀ高いと⪃ࡽ࠼れるࠋ 

1894 年᰿ᐊ༙島Ἀ地震の津波波ᙧࡣ㩗川のࡳで記録ࡉれた1973ࠊࡀ 年᰿ᐊ༙島Ἀ

地震ࡘ࡟いてࡣ北海道ࡽ࠿東北地᪉のኴ平洋ἢᓊの᳨₻所で津波波ᙧࡀ観測ࡉれて

いるࠋ本年度ࡑࡣれࡽの記録ࡶ⏝いて津波波ᙧゎᯒを行ったࠋ㩗川࡟ຍ࠼て⏝いた᳨

₻記録ࠊࡣ㔲㊰ࠊඵ戸ࠊ大⯪渡ࠊ௝ྎ新 ࠊ小ྡ὾の記録である（ᅗ２）1973ࠋ 年᰿

ᐊἈ地震の᩿ᒙࣔデࣝୖࡣ記࡟♧したࣔデࣝとྠᵝである（ᅗ１（ୖ））ࠋ津波ᩘ್ィ

඲యとしてࡣ海底地ᙧࠊい࡞ࡇᙧ㛗波㏆ఝでお⥺ࡣ⟭ 20 ⛊࣓ッシࣗ（⣙ 600㹫）᳨ࠊ

₻所௜㏆の４ࡳ⛊࣓ッシࣗ（⣙ 120㹫）を⏝いたࠋᅗ２࡟観測波ᙧとィ⟬波ᙧのẚ㍑

を♧ࠋࡍいࡎれࡶ観測波ᙧࡀィ⟬波ᙧ࡟よࡾⰋࡃㄝ᫂でࡁているのࡀ分࠿る1973ࠋ

年᰿ᐊἈ地震のࡾ࡭ࡍ㔞ࡣ 2㹫ࠊ地震ࣔー࣓ント 5�1㹶1020㹌㹫（0Z7�8）でኴ平洋ἢ

ᓊの津波ࡀㄝ᫂でࡁる事ࡀ分࠿ったࠋ 

௒ᚋࠊ本年度཰集した༓島༙島での᳨₻記録をྵࡵて1973ࠊ 年᰿ᐊ༙島Ἀ地震の津

波波ᙧゎᯒを進ࡵる࡟ࡽࡉࠋ 1973 年᰿ᐊ༙島Ἀ大地震ࡣ㸵日ᚋ࡟㹋7�1 の᭱大వ震を

Ⓨ生ࡑࠊࡏࡉのవ震ࡣ津波ࡶⓎ生ࡏࡉ多ࡃの波ᙧࡀ観測ࡉれているࠋ津波マࢽࢢチࣗ

ードࡣ㹋7�5 とࡉれておࡇࠊࡾのవ震の津波ゎᯒࡶ進ࡵるᚲせࡀあるࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ１�(ୖ)1973 年及び 1894 年᰿

ᐊἈ地震の᩿ᒙࣔデࣝをࣞࣉー

トቃ⏺㠃のࢥンターᅗのୖ࡟ᢞ

ᙳࠋⰍ௜の⟽ᆺࡣ佐竹・௚(2005)

推ᐃしたࡀ 1952 年༑勝Ἀ地震の

1973(下)ࠋࡍ♧㔞分ᕸをࡾ࡭ࡍ

年及び 1894 年᰿ᐊἈ地震でⓎ生

した津波の㩗川での観測波ᙧと

ィ⟬波ᙧのẚ㍑ 
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ᅗ２�1973 年᰿ᐊἈ地震の観測津波波ᙧとィ⟬津波波ᙧのẚ㍑ 

㹙ཧ⪃文⊩㹛 

⩚㫽徳ኴ郎1973ࠊ1974ࠊ ᰿ᐊ༙島Ἀ津波の波※ᇦと 1894 年津波とのẚ㍑ࠊ地震研究

所研究㏿報67�76ࠊ13ࠊ． 

+irata, .�, (� Geist, .� SataNe, <� TanioNa anG S� <amaNi, 2003, SOiS Gistribution 

oI the 1952 ToNaFhioNi earthTuaNe (08�1) aOonJ the .uriO trenFh GeGuFeG Irom 

tsunami ZaYeIorm inYersion, -� GeoSh\s� 5es�, 108, 2196 Goi�10� 

1029/2002Mb001976� 

佐竹೺἞・平田㈼἞・谷岡勇市郎・山木2003・1952ࠊ2005ࠊ⁠ 年の༑勝Ἀ地震の津波

波※のẚ㍑ࠊ月ห地⌫ྕࠊእ  ．56�64ࠊ49

（㸴）平成１㸴年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸴年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

 し࡞

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

谷岡勇市郎 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓：↓ 

 

1008 研究課㢟ྡ：ᙉ震動予測࡟㛵ࡍる研究 

 㛵連の῝いᘓ議の項目：１．（３）イ．地震波動ఏ᧛とᙉ震動予測ࡶ᭱（１）

 るᘓ議の項目：１．（３）ア．᩿ᒙ㠃ୖの୙ᆒ質ᛶࡍの௚㛵連ࡑ（２）

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ：  

北海道ࡽ࠿༡༓島࡟Ⓨ生した᭱㏆及び㏆ᮍ᮶の中地震をᇶ࡟してࠊ北海道࡟設置ࡉ

れているᙉ震動観測点の地ᇦ≉ᛶを᫂ࡍ࡟࠿ࡽるࠊ࡟≉ࠋ北海道࡟おいてⓎ生㢖度の

高いスラブ内地震とࣞࣉート間地震とのᙉ震動ᣲ動のᕪ␗ࡘ࡟いて᫂ࡍ࡟࠿ࡽるࠋධ

ຊᙉ震動を᫂ࡍ࡟࠿ࡽるたࠊ࡟ࡵ高⢭度ᗈᖏᇦ㏿度ᆺᙉ震ィをࠊᶓᆙの฼⏝でࡁるࠊ

᰿ᐊ・ᾆᖠ・ᗈᑿ・ࡶࡾ࠼・ᮐᖠ࡟設置ࡍるࠋ 

たᙉ震動観測ネットワークのᣑ඘とࡵ前ィ⏬で㛤ጞした北海道⮬἞యをྵࠊ࡟ࡽࡉ 

i.�1et.ࠊ�1et.ࠊ࡟時ྠࠋるࡵた㐠⏝を進ࡅྥ࡟እࡘ࠿のຠ⋡的ࡑ のデータのࠊ北海

道㛵連地震ࡘ࡟いてのデータ࣋ース໬を進ࡵるࠋスラブ内地震ࡑࠊࡣの地震波のᨺᑕ

≉ᛶࠊࡽ࠿ある程度震※ࡽ࠿㞳れたሙ所でࡶ大࡞ࡁ⿕ᐖを及ࡇࡍࡰと࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀっ
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てࡁているࡇࠋの研究のたࡑࠊࡣ࡟ࡵのⓎ生㢖度の大ࡁい北海道地ᇦࡣ㔜せであるࠋ

ᙉ震動観測ネットワークࡉ⥆⥅ࠊࡣれࡅ࡞ればࠊ真౯ࡀⓎ᥹ࡉれ࡞いࠋ 

17 年度ࡣせồしていた設ഛ㈝ࡀㄆࡽࡵれてい࡞いたࠊୖ࡟ࡵ 記のよ࡞࠺ᗈᖏᇦᙉ震

ィの設置࠿ࡎࡴࡣしい2003ࠊࡀ 年༑勝Ἀ地震でྲྀᚓࡉれたデータを⏝いてࠊ震※のࣔ

デࣝ໬ࠊパスのぢ✚ࠊࡾࡶ地┙震動≉ᛶのぢ✚ࡾࡶを行いࠊ⌧ᅾࡲで提出ࡉれている

ᙉ震動ࣔデࣝの᳨ウを行ࠋྠ࠺ 時16ࠊ࡟ 年度࡟ᚓࡽれた北海道北部のᙉ震データの᳨

ウをྵࠊࡵ観測点≉ᛶのホ౯を進ࡵるࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

㐣ཤデータの཰集と地ᇦ≉ᛶのホ౯を進ࠊࡵデータ࣋ース໬のᇶ♏を⠏2003ࠋࡃ

年 9 月の༑勝Ἀ地震௨ᚋࠊ日高山⬦༡部の 05 の地震ࡸ 2004 年 11 月ᮎࡽ࠿の㔲㊰Ἀ

の 07 地震ࡀⓎ生しておࡇࠊࡾれࡽのデータ࡟ᇶ࡙ࡃ地ᇦ≉ᛶの≉ᚩをㄪᰝࡍるࠋ 

（５）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

2004 年 12 月 14 日࡟␃ⴌ支ᗇ༡部でⓎ生した 06�1 の内㝣地震࡟ᑐしてࠊ⤒㦂的ࢢ

ࣜーン㛵ᩘ法࡟よࡾ震※ࣔデࣝの推ᐃを行ったࡇࠋの地震ࡣ北海道内࡟高ᐦ࡞ᙉ震観

測⥙ᩚࡀഛࡉれてࡽ࠿Ⓨ生した᭱大つᶍの内㝣地殻内地震であ06�1ࠊࡾ であࡽࡀ࡞ࡾ

震※ࡶ᭱࡟㏆い .�1(T 観測点（+.'020)でࡣ 1000Fm/s270ࠊFm/s を㉸࠼る震動ࡀ観測ࡉ

れࠊ震度 6ᙅ（ཧ⪃್）を記録しているࠋ௒ᅇの地震で࠺ࡇࠊࡣした震※㏆ഐでのᙉ

震記録ࡀᚓࡽれたࡇとでࠊ୙ᆒ質᩿࡞ᒙࣔデࣝをᐃ㔞的࡟ホ౯ࡍるࡇとྍࡀ⬟と࡞っ

たࠋ 

震※㏆ഐでの観測記録ࡣ࡟震※㐣程࡟㉳ᅉࡍると⪃ࡽ࠼れる2ࡘのS波パࣝスࡀぢ

ࠋる᩿ᒙࣔデࣝを௬ᐃしてゎᯒを行った࡞ࡽ࠿のアスペࣜティᩘ「ࠊࡽ࠿とࡇれるࡽ

⤒㦂的ࣜࢢーン㛵ᩘ࡟⏝いる小地震ࠊࡣ震※位置ࡸ観測波ᙧุ᩿ࡽ࠿して12ࠊ 月 14

日 16 時 6 分のవ震（03�9）を㑅ࡔࢇ（ᅗ ⾲ࠊ1 震ࡣのవ震の地震ࣔー࣓ントࡇࠋ（1

※ᇦ࿘辺のᙉ震記録を⏝いて推ᐃしたࠋ小᩿ᒙの㠃✚ࠊࡣ観測スペクトࣝࡽ࠿ồࡵた

よ࡟行った⮫時観測ࡽ࠿地震Ⓨ生┤ᚋࠊࡣ本震᩿ᒙ㠃ࠋホ౯したࡽ࠿ーナー࿘波ᩘࢥ

るవ震分ᕸྛࡸ研究ᶵ㛵࡟よࡾ推ᐃࡉれた࣓カࢬࢽムゎ࡝࡞をཧ⪃として設ᐃしたࠋ

᩿ᒙ㠃のᙧ≧ࠊࡣ㉮ྥを 15rࠊഴᩳゅを 30rとしࠊ㠃✚ࡣవ震分ᕸࡽ࠿ 10Nm�10Nm

としたࡇࠋの᩿ᒙ㠃ୖでの小᩿ᒙの㓄置と㔜ࠊᩘࡏࢃྜࡡᛂຊパラ࣓ータẚをࠊ本震

のຍ㏿度ࠊ㏿度ࠊ変位波ᙧとẚ㍑しࡽࡀ࡞ヨ行㘒ㄗ的࡟ồࡵたࠋS 波㏿度ࡣ 3�5Nm/seFࠊ

◚ቯఏ᧛㏿度3�0ࡣNm/seFとしࠊ波ᙧのẚ㍑10～0�3ࡣ+]の࿘波ᩘᖏで行ったࡲࠋたࠊ

地震波ࡣアスペࣜティࡽ࠿のࡳᨺᑕࡉれるとしࠊ⫼ᬒ㡿ᇦࡽ࠿のᐤ୚ࡣ⪃៖してい࡞

いࡑࠋの結ᯝࠊ観測記録をᗈᖏᇦで෌⌧でࡁる震※ࣔデࣝࡀᚓࡽれた（ᅗ パラྛࠋ（2

࣓ータを⾲ ※震ࡣ主アスペࣜティࠊࡾࡀってᗈ࠿北ഃへྥࡽ࠿※震ࡣቯ◚ࠋࡍ♧࡟2

北ഃのὸ部࡟位置している020'.+ࠋ での 1000Fm/s2 を㉸࠼るᙉ震動ࠊࡣIorZarG 

GireFtiYit\ のຠᯝとࠊ観測点ࡀ主アスペࣜティ࡟ᴟࡵて㏆࠿ったࡇと࡟よると⪃࠼

ࡣ✚本震の地震ࣔー࣓ントと⥲アスペࣜティ㠃ࠋれるࡽ SomerYiOOe et aO�(1999� 

Seism� 5es� /ett�, 70, 59�80)࡟よる内㝣地震ࡘ࡟いての㛵ಀᘧとᩚྜ的であるࠋ

よる್の࡟᪤Ꮡの㛵ಀᘧࠊࡣ✚れる᩿ᒙ㠃ࡉ推ᐃࡽ࠿よるవ震分ᕸ࡟時観測⮫ࠊたࡲ

㸩1Ȫであるࡔࡲࠋ一౛のࡳであるࠊࡀ北海道内の内㝣地震ࡘ࡟いてࡶ震※パラ࣓ー

タ࡟㛵ࡍる᪤Ꮡの㛵ಀᘧࡀ成ࡾ立ࡇࡘとࡀ☜ㄆࡉれたࠋ 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

前田ᐅ浩・一柳昌義・笹谷努，北海道内㝣地震の震※≉ᛶ，日本地震工学会大会㸫2005

᱾ᴫ集 
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（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

笠原 稔・一柳昌義・高橋浩晃・前田ᐅ浩 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓：北海道大学大学院地⌫ᝨᫍ科学専ᨷ㸹1ྡ 

 

1008 研究課㢟ྡ：ᗈᇦᛂຊሙࣔࢽタࣜンࢢ法の㛤Ⓨ 

 ：㛵連の῝いᘓ議の項目ࡶ᭱（１）

２（２）ア．地殻活動ࣔࢽタࣜンࢢシステムの高度໬�日本ิ島ᇦ 

 ：るᘓ議の項目ࡍの௚㛵連ࡑ（２）

１（２）ア．ࣞࣉートቃ⏺ᇦ࡟おࡅるṍ・ᛂຊ集中ᶵ構 

１（２）イ．内㝣地震Ⓨ生ᇦの୙ᆒ質構造とṍ・ᛂຊ集中ᶵ構 

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣧ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ：  

地⾲㏆ഐࡅࡔでࡃ࡞ᚤ小地震ࡀⓎ生している῝部地殻をࡴྵࡶ㡿ᇦ࡟おࡅるᛂຊ

の時間・✵間的変໬を予測ࡍるࡇとࡀ本ィ⏬の目ᶆである．᭱⤊的ࡣ࡟ 10Nm 立᪉程

度の✵間ࣜࢢッドを地殻・ୖ部マントࣝ内࡟設ᐃし，ྛࣜࢢッド࡟おいて 10 年ࡈと

のᛂຊテンࣝࢯの変໬を推ᐃしたい． 

᭷㝈せ⣲法࡝࡞を⏝いたࣞࣉートࡸ地殻の変ᙧ࡟㛵ࡍるᚑ᮶の研究ࡣ，ᑐ㇟㡿ᇦの

እഃࡽ࠿እຊをຍ࠼て内部ᛂຊをィ⟬し，地震活動度ࡸ震※࣓カࢬࢽムゎ࡝࡞の観測

್をࡃࡲ࠺ㄝ᫂でࡁる࠿࠺࡝࠿議論していた．し࠿しࡇのよ࡞࠺アࣉローチでࡣᐇ⏝

的࡞ᛂຊሙの推ᐃࡣ୙ྍ⬟であった．本ィ⏬でࡣ地震活動度ࡸ震※࣓カࢬࢽムゎ等を

⏝いて㏫ゎᯒを行い，ᑐ㇟㡿ᇦのቃ⏺࡟స⏝ࡍるእຊを推ᐃࡍるࡇとを⪃࠼る．ࡑし

てồࡽࡵれたእຊࡀస⏝し⥆ࡅたと௬ᐃして，内部ᛂຊࡀ時間的・✵間的࠺࡝࡟変໬

 ．るࡍ予測࠿るࡍ

平成１㸴年度ࡲでの研究࡟よࡾᛂຊテンࣝࢯインバーࣙࢪン法を⏝いると主ᛂຊ

の✵間パターンࡃࡲ࠺ࡀᢳ出でࡁるࡇとࡀ分࠿ってࡁた．平成１㸵年度ࡣ㫽ྲྀ┴西部

地震のవ震ᇦをテストフィーࣝド࡟設ᐃし，主ᛂຊの✵間パターンの推ᐃとእຊを推

ᐃࡍるたࡵの手法を㛤Ⓨࡍる．  

平成１㸴年度 㫽ྲྀ┴西部地震のవ震ᇦでの主ᛂຊ✵間パターンの推ᐃ 

እຊを推ᐃࡍるたࡵの㏫ゎᯒ手法の理論的研究 

平成１㸵年度 㫽ྲྀ┴西部地震のవ震ᇦでの主ᛂຊ✵間パターンの推ᐃ 

እຊを推ᐃࡍるたࡵの㏫ゎᯒ手法の理論的研究 

平成１㸶年度 እຊを推ᐃࡍるィ⟬ᶵࣉロࢢラムの㛤Ⓨ・ᩘ್シ࣑ࣗࣞーシࣙン 

㫽ྲྀ┴西部地震のవ震ᇦへの㐺⏝しవ震活動度の時間変໬ࡀ予測ྍ⬟

 ド᳨࠿࠺࡝࠿

平成１㸷年度 ᛂຊおよび地震活動度の予測ᐇ㦂（㊧津川᩿ᒙᇦと日高山⬦௜㏆） 

平成２㸮年度 手法のጇ当ᛶの⥲ྜ的᳨ウ． 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

平成１㸵年度ࡣ㫽ྲྀ┴西部地震のవ震ᇦをテストフィーࣝド࡟設ᐃし，主ᛂຊの✵

間パターンを推ᐃࡍる．ࡲた㡿ᇦ඲య࡟స⏝ࡍるእຊを推ᐃࡍるたࡵの手法を㛤Ⓨࡍ

る． 

（５）平成１㸵年度成ᯝのᴫせ： 

地震のⓎ生を予測ࡍるたࡣ࡟ࡵఱ࠿ࡽの手法を⏝いてᗈᇦᛂຊሙの時間変໬をࣔ

㔜せである．2005࡟非常ࡀとࡇるࡍࢢタࣜンࢽ 年地震学会⛅Ꮨ大会࡟おいて，ᛂຊテ

ンࣝࢯインバーࣙࢪン法とᚤ小地震活動度をేࡏて⏝いるࡇと࡟よࡾᗈᇦᛂຊሙを
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推ᐃࡍる᪉法を提᱌した．ලయ的࡞ゎᯒ手順ࡣ௨下の㏻ࡾである． 

１．ᛂຊテンࣝࢯインバーࣙࢪン法ࡣ，多ᩘの地震の࣓カࢬࢽムゎ等を⏝いて，᭱ 大・

中間・᭱小の の主ᛂຊ㍈の᪉位ゅとഴᩳゅ，およびࡘ3 ࡍ⾲の主ᛂຊの┦ᑐ್をࡘ3

㹐್を推ᐃࡍる᪉法である．ࡇࡇで の主ᛂຊをσ1!σ2!σ3ࡘ3 とࡍると， 

5   (σ1 � σ2 ) / (σ1 � σ3 )  (1)． 

ᛂຊテンࣝࢯインバーࣙࢪン法ࡅࡔでࡣ，σ1，σ2，σ3 の⤯ᑐ್を推ᐃࡍるࡇとࡣ原

理的࡟୙ྍ⬟であるࡀ，主ᛂຊ࡟㛵してูの≀理的௬ᐃをᑟධࡍるࡇと࡟よࡾ⤯ᑐ್

の推ᐃ᪉法を⪃࠼る． 

㟼ᒾᅽࡣの主ᛂຊの平ᆒ್ࡘ２．3 P࡟ಀᩘ aを᥃ࡅた್࡟等しいと⪃࠼ると， 

aP   (σ1�σ2�σ3) / 3 (2)． 

３．CouOomb Stress )unFtion (CS)) ࡣ௨下のᘧでᐃ義ࡉれる． 

CS)(b) ( σ1�σ3)(sin2b㸫u Fos2b)/2 �u (σ1�σ3)/2     (3) 
たࡔし，bࡣσ1 と᩿ᒙとのゅ度，uࡣ間㝽Ỉᅽを⪃៖したᐇຠᦶ᧿ಀᩘであࡾ，u  � 

tan(bm)を‶たࡍ b bm の時，CS) ࡣして地震活動度ࡑ．大್をྲྀる᭱ࡣ CS)(bm)࡟ẚ

౛ࡍると௬ᐃࡍる． 

４．(1)�(3)ᘧの aと uを୚࠼ると原理的ࡣ࡟σ1，σ2，σ3 を一ព࡟Ỵᐃでࡁる．ࡽࡉ

࡟ ;<= ᗙᶆ⣔࡟ᗙᶆ変᥮ࡍるࡇと࡟よࡾ，ᛂຊテンࣝࢯ 6成分，S[[，S[\，S[]，S\\，

S\]，S]] をィ⟬ࡍるࡇとྍࡀ⬟である． 

５．ᗈᇦᛂຊሙᩘࡣ年とい࠺▷ᮇ間のሙྜ，ᛂຊの平⾮᮲௳を‶たしていると⪃ࡽ࠼

れるので，㟼ᒾᅽಀᩘ aとᐇຠᦶ᧿ಀᩘ uを変໬ࡏࡉて᭱ࡶ平⾮᮲௳を‶たྜࡳ⤌ࡍ

 ．るࡍーチࢧッドࣜࢢをࡏࢃ

日高山⬦地ᇦୖ࡟記の手法を㐺⏝した結ᯝの一部をᅗ࡟♧した．ᾆἙ町の海ᓊ௜㏆

とࡑれよ࡟ࡽࡉࡶࡾἈྜいの２࠿所ࡀ≉ᚩ的࡞パターンを♧ࡇࡍとࡀ分࠿った．౛࠼

ば S]] 成分をぢると，ἢᓊ௜㏆でࣉࡣラス࡞のでୖ下᪉ྥ࡟ఙᙇຊを受ࡅているࡇと

を♧࡟ࡽࡉ．ࡍἈྜい࡞࡟るとマイナスとୖࡾ࡞下᪉ྥ࡟ᅽ⦰ຊを受ࡅているࡇとを

 ．ࡍ♧

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ

≀（論文・報告᭩等）： 

勝俣啓，ᗈᇦᛂຊሙࣔࢽタࣜンࢢ法，日本地震学会 2005 年度⛅Ꮨ大会，P056． 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

勝俣 啓 

௚ᶵ㛵とのඹྠ研究の᭷↓：࡞し 
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142 143

42

142 143

42

142 143

42

Sxy Syz Sxz

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

142 143

42

142 143

42

142 143

42

Sxx - P Syy - P Szz - P

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

 
ࡉ῝ 30Nm ✵ᛂຊ（S[\，S\]，S[]）の᩿ࢇࡏる法⥺ᛂຊ（S[[，S\\，S]]）とࡅお࡟

間分ᕸ． 

東西᪉ྥࡀ ;㍈で東ࡀṇ，༡北᪉ྥࡀ <㍈で北ࡀṇ，㖄┤᪉ྥࡀ = ㍈で下ྥࡀࡁṇで

ある．法⥺ᛂຊࡣఙᙇࡀṇ，ᅽ⦰ࡀ㈇である．㟼ᒾᅽಀᩘ a 1�0，ᐇຠᦶ᧿ಀᩘ u 0�5

と௬ᐃした．法⥺ᛂຊ成分ࡣ㟼ᒾᅽ Pをᕪしᘬいた್を♧した． 

 

142 143

42

43
50 km

 
本研究で౑⏝した地震の震ኸ分ᕸ 
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1010 研究課㢟ྡ：日本ิ島地殻活動データ࣋ース 

㛵連の῝いᘓ議の項目：２．（３）ア．日本ิ島地殻活動᝟報データ࣋ーࡶ᭱（１）

スの構⠏ 

  し࡞：るᘓ議の項目ࡍの௚㛵連ࡑ（２）

（３）本課㢟の平成１㸴年度ࡽ࠿の５ࣨ年の฿㐩目ᶆとࡑࠊれ࡟ᑐࡍる平成１㸵年度

ᐇ施ィ⏬の位置௜ࡅ： 

ୖ記データ࣋ース (a) ࡣ日本ิ島඲ᇦをᑐ㇟としているࠊࡀᅄ国地᪉ࡣ࡟඲ࡃデ

ータࡲྵࡀれ࡞いࠊ࡝࡞データの分ᕸࡸᆒ一ᛶ࡟ၥ㢟点をṧしたࡲࠋた (b) ࡣ大学

を中ᚰとࡍる研究ࣝࢢー࡟ࣉよるࡶので⛻ᐦ・ᆒ一ࡘ࠿高⢭度࡞㔜ຊデータࡀ཰録ࡉ

れているࠊࡀ東北༡部を北㝈とࡍる西༡日本ิ島をᑐ㇟とࡍるࡶのであったࡇࠋのた

ࠊᣑ大しྍ࡟日本ิ島඲ᇦ࡟のデータ࣋ースを５ࣨ年の間ࡽれࡇࡵ ࠊの高⢭度ࡾ㝈࡞⬟

⛻ᐦࠊ↓✵ⓑとい࠺≉ᚩをഛ࠼たデータ࣋ース構⠏を目ᶆとࡍるࡶのであるࡇࠋのィ

⏬の中で平成 17 年度ࡶ᭱ࠊࡣᛴ務ࠊࡘ࠿ࠊ㔜せと࡞っている㤳㒔ᅪ࿘辺のデータ࣋

ース構⠏ࡅࡴ࡟てࠊ㔜ຊデータの所ᅾㄪᰝࠊ᪤Ꮡデータのᩚഛ等をᐇ施ࡍるࠋ 

（４）平成１㸵年度ᐇ施ィ⏬のᴫせ： 

16 年度࡟おいてࠊ東ி㒔ࠊᡣ⥲༙島࡟࡝࡞ṧᏑࡍる✵ⓑᇦの一部地ᇦで 2000 వ点

の新つデータのアーカイブを行࡞った17ࠋ 年度ࡇࠊࡣれ࡟ᘬ⥆ࠊࡁ㤳㒔ᅪである㛵東

地ᇦ඲య࡟おいてࠊ一部ࡀ観測✵ⓑᇦのࡲࡲṧっているᡣ⥲༙島・Ⲉ城┴・神ዉ川┴・

⩌㤿┴・ᰣ木┴࡝࡞の地ᇦのࠊࡕ࠺ᡣ⥲༙島ࠊⲈ城┴༡部࡟おいて㔜点的࡞アーカイ

ブస業を行ࠋ࠺࡞᪤Ꮡデータとしてࠊᮍ཰録のࡲࡲṧっているᶵ㛵のデータの཰録を

ᐇ施ࡍるととࠊ࡟ࡶ௚の᪤Ꮡデータの分ᕸ≧ἣの࡞ࡽࡉるㄪᰝを行ࡲࠋ࠺࡞たࡇࠊれ

と୪行してࠊᡣ⥲༙島ࠊおよびࠊⲈ城┴༡部で᪤Ꮡデータのアーカイブࡀᮃ࡞ࡵい観

測✵ⓑ地ᇦ࡟おいてࠊࡣ新た࡟㔜ຊ観測をᐇ施し࡞⬟ྍࠊ㝈ࠊࡾ✵ⓑ地ᇦのゎᾘを目

ᣦࡇࠋࡍれ࡟よࡾᮇᚅࡉれる成ᯝとしてࠊࡣᡣ⥲北西部࡟Ꮡᅾࡍる㢧ⴭ࡞ప㔜ຊ␗常ࠊ

およびࠊᡣ⥲༙島඲ᇦの㔜ຊ␗常の≉ᚩࡀ⢭⣽࡟ᥥࡁ出ࡉれるࡇと࡟あるࠋ 

ࡀ山ࡣ日高山地ࠋるࡍ北海道地ᇦの山ᓅ地のデータ཰集をᐇ施ࠊࡣ１㸵年度ࠊたࡲ

῝いのでࡇࠊの地ᇦのテクトࢽクスࡸ地震Ⓨ生を⪃࠼るୖ࡟㔜せであるࡎࡽࢃ࠿࠿࡟

データの✵ⓑ地ᇦࡀ多いࡇࠋのよ࡞࠺地ᇦのデータをᇙࡵるࡇとࠊࡣデータ࣋ース࡟

とって㔜せであࠋ࠺ࢁ 

（５）平成１㸵年度の成ᯝのᴫせ 

17 年度ィ⏬していた㛵東地ᇦのస業ࠊࡣ担当⪅ࡀ㌿出したたࡵで࡞ࡃ࡞ࡁったࡶࠋ

࠿当ึࠋるస業を行ったࡵ北海道地ᇦのデータ✵ⓑ地ᇦをᇙࠊの課㢟であるࡘとࡦ࠺

山⬦中部の戸ⶬู川࿘辺の山ᓅ部での観測を行ࠊࡣいてࡘ࡟予ᐃしていた日高地ᇦࡽ

ったࡇࠋの࿘辺ࡶ᭱ࡀ山⬦の中ᚰ部࡟㏆࡙ࡍࡸࡁいとࢁࡇであるࡇࠋの௜㏆ࠊࡣ࡟≉

のࡶでた࡟⾲地ࡀࡾ⁀マࢢあったマ࡟て下部地殻ࡘ࠿ࡣれࡑࠊ分ᕸしࡀ火成ᒾయ࡞␗

と⪃ࡽ࠼れている(.ami\ama et aO� 2005)ࡇࠋれࡲで࡟集ࡵたデータ࡟よࡾ⦅集した

ࠊࡾ㯮点であࡣࢁࡇデータのあったと࡟௨前ࠋࡍ♧࡟ー␗常ᅗをᅗ１ࢤの地ᇦのブーࡇ

16 年度～17 年度ࢃ࡟たࡾ新た࡟測ᐃしたとࡣࢁࡇ 287 点あࡑࠊࡾれをⲔ点で♧ࠋࡍ

࡟░᫂ࡶࡍ࠺島ᘼ⾪✺地ᇦの地殻変動のよࠊࡾ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ≦ᒾయのᙧࠊࡾよ࡟れࡇ

 ࠋった࡞
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ᅗ１．日高山⬦北部トッタ࣋ࢶ῝成ᒾయ௜㏆のブーࢤー␗常ᅗ．ࢥンタ間㝸ࡣ 2 mJaO．

㯮୸ࡣ᪤Ꮡの測点を，Ⲕ୸ࡣ新測点を⾲ࡍ． 

(ST：࢚࢜ࢧマントッタ࣋ࢶᓅ，)S0：అ美ᓅ2ࠊB+：ᖏᗈᓅ2ࠊS.：ጁᩜ山ࠊPP5：ピ

パイロᓅࠊST1：ᮐ内ᓅࠊT.P：༑勝ᖠᑼᓅ 

 

内㝣地震Ⓨ生地ᇦࠋたࡵ北海道内の内㝣地震の震※ᇦ௜㏆でのデータを集ࠊの௚ࡇ

の地殻構造をㄪ࡭るたࠊࡣ࡟ࡵ᪤Ꮡのデータよࡾ࡞࠿ࡶࡾ高ᐦ度࡞データࡀᚲせであ

る17ࠋ 年度ࠊࡣᘵ子ᒅ地ᇦおよび 2004 年␃ⴌ支ᗇ༡部地震震※ᇦ࡟おいてࠊ᪤Ꮡデ

ータ（石Ἔ資※ᰴᘧ会♫ࠊ日本地⇕㛤Ⓨಁ進センター所᭷のデータ）の཰集しࡽࡉࠊ

1938ࠊࡣᘵ子ᒅ地ᇦでࠋ観測を行った࡞新た࡟࠺るよࡵⓑをᇙ✵ࡅࡔるࡁで࡟ 年ᒅᩳ

㊰地震࡟よࡾ⌧れた地震᩿ᒙࡸ 1967 年ᘵ子ᒅ地震の震※ᇦࠊࡀ高ᐦ度のᏳ山ᒾとప

ᐦ度のሁ✚ᒾのቃ⏺࡟位置しているࡇと࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀったࡇࠋの研究のヲ⣽ࡣ課㢟

1005 位置し➨３⣖ᒙ࡟高㔜ຊᖏࠊࡣⴌ支ᗇ༡部地震の震※ᇦ␃ࠊたࡲࠋあるࡀ報告࡟

の⫼ᩳ部࡟分ᕸしていると推ᐃࡉれるࠊࡀ⌧ᅾのとࢁࡇ観測点ࡀᑡ࡞いのでࠊ௒ᚋࡉ

 ࠋあるࡀるᚲせࡵ観測を行ったୖで議論を進࡟ࡽ

 

（㸴）平成１㸵年度の成ᯝ࡟㛵連の῝いࡶのでࠊ平成１㸵年度࡟බ⾲ࡉれた主࡞成ᯝ
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≀（論文・報告᭩等）： 

+iro\uNi .ami\ama, ANihiNo <amamoto, TaNeshi +aseJaZa, TaNanori .aMiZara anG 

Toru 0oJi, GraYit\ anG Gensit\ Yariations oI the tiOteG Tottabetsu SOutoniF 

FomSOe[, +oNNaiGo, northern -aSan� imSOiFations Ior subsurIaFe intrusiYe 

struFture anG SOuton GeYeOoSment� (arth POanets anG SSaFe 57, e21�e24, 2005� 
神山裕幸・山本᫂彦・㛗谷川೺・梶原崇憲・茂木透，日高山⬦トッタ࣋ࢶ῝成ᒾయの

㔜ຊ␗常と㈏ධᙧែ．北海道大学地⌫≀理学研究報告 69，༳ๅ中 

市原 寛・茂木 透・山谷祐介・神山裕幸ࠊ小川ᗣ雄ࠊ北海道東部ᘵ子ᒅ地ᇦ࡟おࡅ

るᗈᖏᇦ 0T 観測および㔜ຊ測ᐃࠊ北海道大学地⌫≀理学研究報告 69，༳ๅ中 

市原 寛・茂木 透・神山裕幸ࠊ㔜ຊ␗常࡟よる北海道東部ᘵ子ᒅ地ᇦの୕次ඖ地殻

構造ゎᯒࠊアブストラクトࠊ地⌫ᝨᫍ科学連ྜ 2006 年大会 

本多亮2004ࠊ 年 12 月 14 日␃ⴌ支ᗇ༡部でⓎ生した地震(0Mma6�1)の震※ᇦの㔜ຊ␗

常ࠊアブストラクトࠊ地⌫ᝨᫍ科学連ྜ 2006 年大会 

（㸵）ᐇ施ᶵ㛵のཧຍ⪅Ặྡࡲたࡣ部⨫等ྡ： 

茂木透ࠊ神山裕幸ࠊ本多亮 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研 究 活 動 
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㸯．研究࣐࣮ࢸ 
 

᪥ᮏิᓥ࿘㎶ᇦࢺ࣮ࣞࣉࡢ㐠動ࡢゎ᫂ 
 

➟ཎ ⛱ 
 
ᆅ㟈ண▱ࡢࡵࡓࡢ᪂࡞ࡓほ 研究ィ⏬㸦➨㸰ḟ㸧ࠊࡀ㸯㸴ᖺᗘ࠙㸰㸮㸮㸲ᖺࡽ࠿ࠚ

ጞࠊࡾࡲ㸯．ᆅ㟈Ⓨ⏕ࡿ⮳࡟ᆅẆ活動ゎ᫂ࡢࡵࡓࡢほ 研究ࡢ᥎㐍ࠊ㸦㸯㸧᪥ᮏิᓥ

ཬࡧ࿘㎶ᇦࡢ㛗ᮇᗈᇦᆅẆ活動ࡢࠊ㡯┠ࡢ୰࡛ࠊ໭኱࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ㐍࢔ࢩࣟࡓࡁ࡚ࡵ

ᴟᮾᇦ࡛ࡢ㹅㹎㹑ඹྠほ ࢆ㍈ࠕࠊ࡟᪥ᮏิᓥ࿘㎶ᇦࢺ࣮ࣞࣉࡢ㐠動ࡢゎ᫂ࠖࢆ┠ᣦ

᪥ᮏᾏᮾ⦕㒊࣭࡟ࡧኚ఩㏿ᗘ୪ࡢࢺ࣮ࣞࣉ࣮࣒ࣝ࢔ࠊࡣ࡟ᇶᮏⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡟࡜ࡇࡍ

 ࠋࡿ࠶࡟࡜ࡇࡿࡍỴᐃࢆ⏺ቃࢺ࣮ࣞࣉࡢ࡛ࣥࣜࣁࢧ
5 ࢝ᖺィ⏬ࠊࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾᖹᡂ 16 ᖺᗘࡽ࠿᪂つࡧࡼ࠾⪁ᮙ໬ࡓࡋほ Ⅼ

ᆺࢺ࢙ࣥࢪࣜࢸࣥ࢖࡟ GPS ཷಙᶵࢆタ⨨ࡋᏳᐃྲྀࡢࢱ࣮ࢹࡓࡋᚓࢆ㛤ጞࡢࡇࠋࡿࡍ

ᆅᇦࢺ࣮ࣞࣉࡢ┦ᑐ㐠動ࡣ್ࡢᖺ㛫 1 ௨ୗ࡛ࠊࡾ࠶㛗ᮇ㛫Ᏻᐃྲྀࢆࢱ࣮ࢹ࡚ࡋᚓࡍ

ࡢึ᭱ࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࡞࡜௳ᚲ㡲᮲ࡀ࡜ࡇࡿ 3 ᖺ㛫ࡣほ Ⅼタ⨨సᴗࡧࡼ࠾ಖᏲసᴗ

ほ Ⅼࡢ᪤Ꮡࠊࡵࡓࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵㄆࡀタഛࡓࡋせồࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡃ⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟

17ࠋࡿࡍᐇ᪋ࢆ⨨ᘏ࿨ᥐࡢ ᖺᗘࡣᮏィ⏬ 2 ᖺ┠࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶᪤Ꮡࡢタഛࡢ⠊ᅖෆ࡛ࠊ

18ࠋࡿࡵ㐍ࢆ ほ⥆⥅ࡢほ Ⅼ࡛ࡢࡾ㝈࡞⬟ྍࠊ࡟ඖࡢ༠ຊࡢࢺ࣮ࣃ࣮ࢱࣥ࢘࢝ ᖺ

ᗘࡽ࠿ணഛⓗࢱ࣮ࢹ࡞ゎᯒ࡟ධ19ࠊࡾ ᖺᗘ࡟ࢱ࣮ࢹࡢ࡛ࡲࢀࡑࠊࡣ࡟ᇶ࡙ࡢࡇࡁᆅ

ᇦࡢኚ఩࣋ࢆࣝࢺࢡỴᐃ19ࠋࡿࡍ ᖺᗘྲྀࢱ࣮ࢹࡢᚓࡀ᏶஢ࢆࡢࡿࡍᚅ࡚᭱ࡗ⤊ᖺᗘ

ࡿ࠶࡛ 20 ᖺᗘ࡟᪥ᮏิᓥ࿘㎶ᇦࢺ࣮ࣞࣉࡢ㐠動ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏సᴗࠋ࠺⾜ࢆ 
ᐇ㝿ࠊ࡟ᖹᡂ 16 ᖺᗘ࡟ᐇ᪋࡛ࡓࡁෆᐜࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾᖹᡂ 17

ᖺ 6 ᭶ࣥࣜࣁࢧ࡟ᕞ࡬ฟྥࠊ࢜ࡁ ࣮ࢹ࡟ࡧⅬ᳨୪ࡢほ Ⅼࢡࢫࣝࢦࣞࢢ࢘࡜ほ Ⅼࣁ

8ࠋࡓࡗ⾜ࢆᅇ཰ࢱ ᭶ࢆ࢝ࢵࣕࢳ࣒࢝ࠊࡣ࡟ゼၥࠊࡋ᪤Ꮡほ Ⅼࡢ≧ἣⅬ᳨16ࠊ࡜ ᖺ

ᗘ᪂タ࢝ࢫ࢙ࢪ࢘ࣃࡓࡋほ Ⅼࢱ࣮ࢹࡢᅇ཰ࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆⅬ᭱ࡢ㏆ࡢ࡛ࡲ⤖ᯝࢆᅗ

1 ゼၥࡢ௒ᖺᗘࠊ࡛ࡢࡶࡿࡼ࡟ᨾ㞀ࡢࢼࢸࣥ࢔ࡿࡼ࡟ሷᐖࠊࡣḞᦆࡢࢱ࣮ࢹࠋࡍ♧࡟

᫬࡟஺᥮ࠋࡓࡋ 
⌧ᅾࢆࢡࢵࢺࢫ࢜ࢪࣛ࢘ࠊ୰ᚰ࡚ࡋ࡜ἢᾏᕞࡢࢡࢵࢺࢫ࢜ࢪࣛ࢘ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㐃⥆

ほ Ⅼࢱ࣮ࢹࡢ཰㘓⿦⨨ࡢ஺᥮ࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆ㐃 ほ ࡢ⥔ᣢ࡟ດࢡࢫࣇࣟࣂࣁࠋࡓࡵ

17ࠊࡣほ Ⅼ࡛ࡓࡋ࡜୰ᚰࢆ ᖺᗘࡣ㸰ᅇ┠ࡢほ ࠋࡓࡗ⾜ࢆἢᾏᕞࡢほ ࢆ⥔ᣢࡋ

3ࠊࡓࡁ࡚ 2ࠊࡕ࠺ࡢಙᶵཷࡢྎ ࡯ࠊࡣ ほࡋ㏉ࡾ⧞ࡢ௒ᖺᗘࠊ࠸ࡲࡋ࡚ࡋᨾ㞀ࡀྎ

ࠊྲཱྀ࡟᮶ᖺᗘࠋࡓࡗ࠿࡞࠼⾜࡝ࢇ࡜ ಙᶵࡢ᭦᪂ࢆఱ࠿࡜ᕤ㠃ࠊ࡚ࡋほ ࠋ࠺⾜ࢆ⥆⥅ࡢ

௒ᚋࡢほ ⥔ᣢཷࠊ࡟ࡵࡓࡢಙᶵࡢ᭦᪂ࡀ୙ྍḞ࡛ࠋࡿ࠶ 
  

≉ᐃ㡿ᇦ研究ࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࠕ㸸࣐ࣥࡢࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࣝࢺ᪂ᒎ㛤ࠖ 
2004㸫2009 
研究㡯┠ A01㸸ᗈᖏᇦᆅ㟈ほ ࡢࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࡿࡼ࡟ᚤ⣽ᵓ㐀ࡢゎ᫂ 
 
 ໭ᾏ㐨࢔ࢩࣟࡽ࠿ᴟᮾᆅᇦࡣኴᖹὒࡢࢺ࣮ࣞࣉỿࡳ㎸࡟ࡳక࠸ᆅ㟈活動ࡢ活Ⓨ࡞

ᆅᇦ࡛ࡾ࠶㸪ࣟ࢔ࢩἢᾏᕞ࣭ࢡࢶ࣮࣭࣍࢜ࣥࣜࣁࢧᾏࡢ┤ୗࡣ࡟㸪༓ᓥ࣭ᮾ໭᪥ᮏᘼ

㸪ᅗࡋ࠿ࡋ．ࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡋ␃⁫ࡀࣈࣛࢫࡔࢇ㎸ࡳỿࡽ࠿ 1 㸪࡟࠺ࡼࡍ♧࡟

ᮏᆅᇦࡣ㸪᪤タࡢ IRIS ほ ⥙ࡣ࡛ࡅࡔ༑ศ࡞ᆅ㟈ほ Ⅼ㓄⨨ࡣ࡜ゝࡓࡢࡑ．࠸࡞࠼

ࡗ࠶࡛ࡘ୍ࡢᆅᇦ࠸పࡀ⬟㸪ศゎ࡚࠸࠾࡟研究࣮࢕ࣇࣛࢢࣔࢺᆅ㟈Ἴࡢ࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡵ

㸧㸪࢝ࢡࢫࣥࣜࣁࢧࣀࢪᆅ㟈ほ ᡤ㸦ࣘࣥࣜࣁࢧ㸪ࡣᮏィ⏬研究࡛࡛ࡇࡑ．ࡓ ࢵࣕࢳ࣒
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࢝ᆅ㟈ほ ᡤ㸦࣒࣌࢝ࢡࢫࣇࣟࣈࣃࣟࢺ

ࢫ࢜ࢪ㸧㸪ᛂ⏝ᩘᏛ研究ᡤ㸦࣮࢘ࣛ࢟ࢵࣕࢳ

ࣁᆅ⌫≀⌮研究ᡤ㸦ࢫࢡࢽࢺࢡࢸ㸧㸪ࢡࢵࢺ

ࡢࡇ㸪࡟ࡶ࡜࡜⪅ඹྠ研究ࡢ㸧ࢡࢫࣇࣟࣂ

ᆅᇦ࡟᪂࡞ࡓᗈᖏᇦᆅ㟈ほ ⥙ࢆᒎ㛤ࡋ㸪

ࢺ࣐ࣥࡢ࿘㎶ࡢࡑࡧཬࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫ

ࣝᵓ㐀ࡢ㧗ศゎ⬟ࢆࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ᚓ࡜ࡇࡿ

 ．ࡿ࠸࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ
 ᴟᮾࣟ࢔ࢩᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᗈᖏᇦᆅ㟈ほ 

⥙ᒎ㛤ࡵࡓࡢ㸪2004 ᖺ࢔ࢩࣟ࡟ഃ研究⪅࡜

ほ Ⅼೃ⿵ᆅࡢ⌧ᆅୗぢࢆᐇ᪋ࡓࡋ．ᮏィ

⏬研究ࡢほ Ⅼࡢほ ࢆ࣒ࢸࢫࢩᅗ㸰࡟♧

㸪G. STRECKEISEN AGࡣ࡟ᆅ㟈ィ．ࡍ ♫

〇 STS㸰ᆺᗈᖏᇦᆅ㟈ィࢡࢲࣟࣉࢡ࣮࣐࡜

〇▷࿘ᮇᆅ㟈ィ♫ࢶ L-4C-3D㸦ᅛ᭷࿘ᮇ

1Hz㸧ࢆ᥇⏝ࡓࡋ．ほ Ἴᙧࡢ཰㘓ࡣ࡟ⓑ

ᒣᕤᴗ♫〇 LS-7000XT 㸪ᗈᖏᇦᆅ㟈ィ ᅗ࠸⏝ࢆ 1．ᴟᮾࣟࡢ࡛࢔ࢩᗈᖏᇦᆅ㟈ほ Ⅼศ

ᕸ．ࡧࡼ࠾▷࿘ᮇᆅ㟈ィࡶ࡜㸪ࢢࣥࣜࣉࣥࢧ࿘㸦㉥Ⰽ㸸ᮏ研究ࡢ᪤タほ Ⅼ㸪ỈⰍ㸸ᮏ研

究࡛Ἴᩘ 100Hz㸪24 ࢺࢵࣅ A/D ほ Ⅼ㸪⥳Ⰽ㸸ࡿ࠸࡚ࢀࡉウ᳨ࡀ⨨௒ᚋタ   ࢬ࢖ࢱࢪࢹ࡛

໭ࢀࡉ㸪LS7000XT ෆⶶࢵࣛࣇࢺࢡࣃࣥࢥࡢ  ᾏ㐨኱Ꮫほ ࣮ࢱࣥࢭ㸪ᶳⰍ㸸IRIS ᪤ࡢ➼

タࣗࢩ㸦CF㸧࣮࢝ࢻ㸦ᐜ㔞 2GB㸸⣙ 90 ᪥㛫  ほ Ⅼ㸧．㉥୸ࡣ್ᩘࡢ⾲㸯ࡢほ Ⅼ␒ྕ

 ．ࡿ  㐃⥆グ㘓࡟཰㘓ྍ⬟㸧ࡀࢱ࣮ࢹ㐃⥆Ἴᙧࡢ࠶࡛
LS-7000XT．ࡿࢀࡉ ࡣ᫬้ࡢ 1 ᫬㛫ẖ࡟ GPS ࡋ࡜⟇೵㟁ᑐ．ࡿࢀࡉ動ᰯṇ⮬ࡾࡼ࡟

࡚㸪ၟ⏝ AC 㟁※ࡾࡼ࡟ᖖ᫬඘㟁࣮ࣜࢸࢵࣂࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸦12V80Ah㸧ࡽ࠿㸪ࡢࡽࢀࡇ

ほ ᶵჾ࡟࡚࡭ࡍ㟁※ࡀ౪⤥ࡓࡲ．ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸪LS-7000XT ࡢෆⶶࡣ LAN ࢆࢺ࣮࣏

㸦SONYࣥࢥࢯࣃ㸪࡚ࡋ⏤⤒ ♫〇 VAIO࣭PCGѸ㸵㸷EP࣭ࣟ࢔ࢩㄒ∧ WindowsXP㸧
 ．ࡿ࠸࡚ࡋ࡟⬟ྍࢆ࣮ࢱࢽࣔࡢほ グ㘓࡛ୖࣥࢥࢯࣃ㸪ࢀࡉ⥆᥋࡟
ᐇ㝿ࡢほ ᶵჾࡢタ⨨ࡣ㸪2005 ᖺ 6 ᭶࡟ほ Ⅼ OKH ࡜ TYM㸪8 ᭶࡟ KHA ࡜ GOR㸪

9 ᭶࡟ TER ィྜࡢ 5 ྛ．㸦ᅗ㸯ཧ↷㸧ࡓࡗ⾜ࢆ⨨タࡢᡤࢣ ほ Ⅼࡢᗙᶆࢆ⾲㸯ࡍ♧࡟．

KHA ほ Ⅼ௨እࡣ㸪ࣥࣜࣁࢧᆅ㟈ほ ᡤࡢᆅ㟈ほ ⥙ࢆᵓᡂࡿ࠸࡚ࡋᆅ㟈ほ Ⅼࡢ

ᆅ㟈ィᐊ࡟ᮏほ ࢆ࣒ࢸࢫࢩタ⨨ࡓࡲ．ࡓࡋ㸪ྛほ ᡤࡢ⫋ဨࡾࡼ࡟㸪ᮏほ ࢸࢫࢩ

 ．ࡿ࠸࡚ࢀࡉಖᏲࡣ࣒
 

No. ほ ᆅⅬ
ྡ 

ほ 
Ⅼ 

࣮ࢥ
 ࢻ

⦋ ᗘ 
㸦ᗘ-ศ-⛊㸧

⤒ ᗘ 
㸦ᗘ-ศ-⛊㸧

ᶆ 㧗 
(m) 

タ⨨᪥ 
(2005 ᖺ) 

1 Tymosk TYM 50-51-53.9 142-40-33.1 161 6 ᭶ 25 ᪥ 
2 Okha OHA 53-36-06.5 142-56-44.4 26 6 ᭶ 27 ᪥ 
3 Kha KHA 48-28-23.8 135-03-05.2 111 8 ᭶ 10 ᪥ 
4 Gorney GOR 50-45-47.4 136-26-57.9 528 8 ᭶ 13 ᪥ 
5 Terney TER 45-03-43.2 136-36-02.3 30 9 ᭶ 30 ᪥ 

⾲㸯．ほ Ⅼࣜࢺࢫ．ᗙᶆ್ࡣ WGS84 ⣔． 
 
 ྛほ Ⅼ࡛ CF ࡢほ ἼᙧಖᏑࣝࢼࢪ㸪࢜ࣜࡣࢱ࣮ࢹ㐃⥆Ἴᙧࡓࢀࡉ཰㘓࡟ࢻ࣮࢝

 

1 

5 4 
3 2 

8 
7 

6? 

11 

10 9 
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ࡓࢀࡉ᪉㸪Ἴᙧ཰㘓୍．ࡿࢀࡉ࣮ࣆࢥ࡟ࢡࢫ࢖ࢹࢻ࣮ࣁ⏝㸪୍᫬ಖᏑࡵࡓ CF ࢻ࣮࢝

㸦ࡣ࠸ࡿ࠶㸪ࢱ࣮ࢹࡓࡋ࣮ࣆࢥࢆࡽࢀࡑ㍺㏦⏝ࢡࢫ࢖ࢹࢻ࣮ࣁ㸧ࡣ㒑㏦㸦୙ᐃᮇ㸧➼

 ᆅ㟈ほࣥࣜࣁࢧ．ࡿࢀࡉ㞟⣙࡟ᆅ㟈ほ ᡤࣥࣜࣁࢧࡢࢡࢫࣥࣜࣁࢧࣀࢪ㸪ࣘࡾࡼ࡟

ᡤ࡛ࡣ㸪඲Ἴᙧࡋࢡࢵ࢙ࢳࢆࢱ࣮ࢹ㸪ほ ࡢ࣒ࢸࢫࢩ動స≧ែࢆ☜ㄆࡿࡍ．᭱⤊ⓗ࡟

㸪⌧᫬Ⅼࡋ࠿ࡋ．ࡿࢀࡽ㏦࡟࣮ࢱࣥࢭ ໭ᾏ㐨኱Ꮫほࡣࢱ࣮ࢹ඲Ἴᙧࡓࢀࡉ㸪㞟⣙ࡣ

ㄳ୰㸦2006⏦ࢆチྍࡢࡋฟࡕᣢࡢ࡬ᅜእ࢔ࢩࣟࡢࢱ࣮ࢹ ほࡣ࡛ ᖺ 2 ᭶࡟チྍணᐃ㸧

 ．ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ㞟࡟࣮ࢱࣥࢭ ໭ᾏ㐨኱Ꮫほࡀࡳࡢࢱ࣮ࢹ⏝ヨࡢ㸪୍㒊ࡵࡓࡢ
 
 
 

ὠἼἼᙧゎᯒࡿࡼ࡟ 2004 ᖺࣛࢺ࣐ࢫᆅ㟈ࡢ◚ቯ㐣⛬᥎ᐃ 
 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ᴋ℩཭ὒ࣭Yudhicara㸦ITB㸧࣭ S. Kathioli(NIOT)࣭ 
ᒾᓮఙ୍(㜵⅏⛉研) 

㸯 ࡟ࡵࡌࡣ 
 Tanioka et al. (2006)࡚ࡋ࡜ࢱ࣮ࢹࡣ㸳᳨ࡢࡘ₻グ㘓㸦ࡢ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ Sibolga ࡜

Belawan,ࡢ࢝ࣥࣛࣜࢫ Colombo,ࡢࢻࣥ࢖ Visakhaptnam ࡜ Port Blair㸧࡚࠸⏝ࢆ

2004 ᖺࣛࢺ࣐ࢫᕧ኱ᆅ㟈ࡾ࡭ࡍࡢ㔞ศᕸࢆ᥎ᐃࠋࡓࡋ௒ᅇࡽࢀࡑࠊࡣ㸳᳨ࡢࡘ₻グ

㘓࡟ຍࠊ࡚࠼㸰ࡘ⾨ᫍ㧗ᗘィ㸦TOPEX/POSEIDON, JASON㸫㸯㸧࡚ࡗࡼ࡟ᤕࡽ࠼

ࡿࡼ࡟㧗ᗘィᫍ⾨ࠋࡓࡋ᥎ᐃࢆ⛬ቯ㐣◚ࡢᆅ㟈ࠊࡋ⏝౑࡚ࡋ࡜ࢱ࣮ࢹࡶὠἼἼᙧࡓࢀ

ほ ὠἼࡢヲ⣽ࡣ Hiratat et al.(2006)࡟㏙ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࡭௒ᅇࡾ࡭ࡍࠊࡣ㔞ࢆ᥎ᐃࡍ

ࠋࡓࡋ࡟⨨㓄࠺ࡼࡿࡁ཯࡛ᫎࡀࡾ࡭ࡍࡢᾏ⁁㏆ഐࡓࡲࠊ࠺ࡼ࠺ἢ࡟ᾏ⁁㍈ࢆᑠ᩿ᒙࡿ

ࡶᾏᗏᆅᙧࡓࡲ Tanioka et al. (2006)࡛ࡣၥ㢟༙࣮࣐ࣞࡓࡗ࠶ࡢᓥࣛࢺ࣐ࢫ࡜ᓥࡢὸ

㏆ഐ࢝ࣥࣛࣜࢫࠋࡓࡆୖࢆ⢭ᗘ࡛࡜ࡇࡿࡍࢬ࢖ࢱࢪࢹࡾྲྀࡳㄞࡽ࠿ᾏᅗࢆᾏᗏᆅᙧ࠸

ࡢᾏᗏᆅᙧ࡛࡜ࡇࡿྲྀࡳㄞࢆ῝Ỉࡽ࠿ᾏᅗࡶ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞すᾏᓊࡢ໭㒊ࣛࢺ࣐ࢫࡸ

⢭ᗘࠊࡆୖࢆヲ⣽ࡾ࡭ࡍ࡞㔞ศᕸࢆ᥎ᐃ࡛࡟࠺ࡼࡿࡁᨵၿࠋࡓࡋ 
㸰 ᪉ἲ 

࠸⏝ࢆࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ὠἼἼᙧࡌྠ࡜Tanioka et al.(2006)ࠊࡣ᥎ᐃࡢ㔞ศᕸࡾ࡭ࡍ

㸯ศ㸦⣙ࡣ࡟⯡୍ࡣࢬ࢖ࢧ᱁Ꮚࡢ⟭ὠἼᩘ್ィࠋࡿ 1.8km㸧᳨ࠊ ₻ᡤ㏆ഐࡳࡢ 20 ⛊㸦⣙

0.6km㸧ࠋࡿࡍ࡜ὠἼึࡢᮇἼᙧࡣᆅ㟈᫬ࡢᾏᗏ㖄┤ኚ動ࠊࡋ࡜ࡌྠ࡜Okada(1985)
ࡣㄗᕪࠋࡿࡍ⟭᪉ἲ࡛ィࡢ Jackknife ἲ࡛᥎ᐃࠋࡓࡋ 
㸱 ⤖ᯝ 
 ὠἼἼᙧࡢࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖⤖ᯝࢆ⾲㸯ࠋࡍ♧࡟⾲㸯ࡾ࡭ࡍࡣ࡟㔞ࢆ᥎ᐃࡓࡋᑠ᩿ᒙ

ࢃྜࡶᒙ◚ቯ㛤ጞ᫬้᩿ࡧࡼ࠾ഴᩳࡢᒙ᩿ࠊ㉮ྥࡢᒙ᩿ࠊࡉ῝ࡢὸ㒊᭱ࠊᖜࠊࡉ㛗ࡢ

ࠋ᭱ࡍ♧࡚ࡏ ኱ࣛࢺ࣐ࢫࡾࡣࡸࡣࡾ࡭ࡍᓥ໭㒊Ἀࡢᾏ⁁㏆ഐ࡛⣙30m࡜᥎ᐃࠋࡓࢀࡉ

ࡶ࿘㎶࡛ࡢࡑ 20m ࢫࡀࡾ࡭ࡍᒙ᩿࡞ࡁ኱ࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ᥎ᐃࡀ㔞ࡾ࡭ࡍࡿ࠼㉸ࢆ

ࠊࡣ໭ഃ࡛࡟ࡽࡉࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ཎᅉࡓࢀࡉ ほࡀὠἼࡿ࠼㉸ࢆᓥ໭㒊࡛30mࣛࢺ࣐

༡ഃ࡛ࡢㅖᓥࣝࣂࢥࢽ 12㸫13m ࡣ໭ഃ࡛ࡢㅖᓥࣝࣂࢥࢽࠊࢀࡉ᥎ᐃࡀࡾ࡭ࡍࡢ 15m
ࡶ༡ഃ࡛ࡢㅖᓥ࣐ࣥࢲࣥ࢔ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥎ᐃࡀࡾ࡭ࡍ࡞ࡁ኱ࡿ࠼㉺ࢆ 5m ࡀࡾ࡭ࡍࡢ

᥎ᐃ࣐ࣥࢲࣥ࢔ࠊࢀࡉㅖᓥࡢ໭ഃ࡛ࡾ࡭ࡍࡣ㔞ࡣ 1m ⛬ᗘ࡜ᑠࡾ࡭ࡍࡢࡇࠋࡿ࡞ࡃࡉ

㔞ࡢ᥎ᐃ࡛ࡣᖹᆒ◚ቯ㏿ᗘࢆ 1.9km/s ࠋ᳨ࡿ࠸࡚ࡋ࡜ ₻ᡤ࡛ࡢィ⟬ὠἼἼᙧ࡜ほ ὠ

ἼἼᙧࡢẚ㍑ࡣ Colombo ࡸ Visakhapatnam ࡛ィ⟬Ἴᙧࡀᑡࡋ㐣ᑠホ౯࠸࡚ࡗ࡞࡟

ὠࡓࢀࡉ ほࡾࡼ࡟㧗ᗘィᫍ⾨࡟ḟࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ⮴୍࠸Ⰻࡡࡴ࠾࠾࡟඲యⓗࠊࡀࡿ

ἼἼᙧ࡜ࢱ࣮ࢹィ⟬ࡢࢱ࣮ࢹẚ㍑ࡣ Jason-1 ࡀィ⟬Ἴᙧࡿࡍᑐ࡟ほ Ἴᙧࡢ༡ഃࡢ

ᑠࡡࡴ࠾࠾ࡶࢀࡇࠊࡀࡿ࠶ࡣ࡛ࡵࡉⰋࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ⮴୍࠸ 
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⾲ 1 ᑠ᩿ᒙ᩿ࡢᒙࣔ࡜ࣝࢹ᥎ᐃࡾ࡭ࡍࡓࢀࡉ㔞ศᕸ 

subfaults length,km width,km depth,km strike dip rake slip,m
initial 

rupture 
time,s 

1 100 100 10 340 10 90 20.4 0 
2 100 50 1 0 10 90 0 0 
3 160 90 12 340 10 90 22 120 
4 160 70 0 340 10 90 29.3 180 
5 80 160 0 340 10 90 16.4 240 
6 80 160 0 340 10 90 2.6 240 
7 80 140 0 340 10 90 13.4 240 
8 120 90 21 340 10 90 12.7 240 
9 105 140 0 340 10 90 0 300 
10 105 140 0 340 10 90 15.4 360 
11 210 90 21 340 10 90 0 360 
12 150 100 0 340 10 90 12.2 420 
13 150 100 17 340 10 90 9.5 420 
14 100 160 0 340 10 90 2.8 480 
15 100 110 10 340 3 90 5.6 540 
16 150 125 5 340 17 90 0.8 600 

㸲 ㆟ㄽ 
௒ᅇ࡛ࣝࢹࣔࡢ⾨ᫍ⏬ീࡢ♋ࡈࢇࡉࡸ㝯㉳ࡽ࠿࡝࡞ᚓࡓᆅẆୖୗኚ動ࢆ࣮ࣥࢱࣃ

᪨ࡃ෌⌧࡛࣐ࣥࢲࣥ࢔ࠋࡿ࠸࡚ࡁㅖᓥࡢ PortBlair ࡓࢀࡉ᥎ᐃࡽ࠿グ㘓₻᳨ࡢ࡛ 0.8
㹫ࡢỿ㝆ࡶ௒ᅇ᥎ᐃ࡛ࣝࢹࣔࡓࢀࡉㄝ࡛࣑᫂ࣝࢩࡢ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ࠋࡿࡁᓥ໭㒊ࡢ㝯㉳

ࡣ㔞ศᕸࡾ࡭ࡍࡓࢀࡉ᥎ᐃࡽ࠿௒ᅇὠἼἼᙧࡾࡲࡘࠋࡿࡁㄝ࡛᫂ࡃ᪨ࡶỿ㝆ࡢ໭㒊ࡸ

ほ ࡿ࠸࡚ࢀࡉᆅ㟈᫬ୖୗኚ動ࡶ࡜ㄪ࿴ⓗ࡛ࠋࡿ࠶ 
ࡓࡋ᥎ᐃࢆ㔞ศᕸࡾ࡭ࡍࡽ࠿ᆅ㟈Ἴゎᯒࠊࡣ㔞ศᕸࡾ࡭ࡍࡓࢀࡉ௒ᅇ᥎ᐃࠊ࡟ࡽࡉ 

Ammon et al. (2005)ࡢ⤖ᯝ࡜඲యⓗ࡟Ⰻࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ⮴୍࠸ GPS ᆅẆኚࡢ➼

動ࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ᥎ᐃࡾ࡭ࡍࡓࢀࡉ㔞ศᕸ㸦Subaya et al.,2006㸧ࡶ࡜Ⰻࠋࡍ♧ࢆ⮴୍࠸

㔞ࡾ࡭ࡍ኱᭱ࡢ໭㒊Ἀࣛࢺ࣐ࢫࠊࡔࡓ 30m ࡉ᥎ᐃ࡟ࡵࡁ኱ࡶࡾࡼᯝ⤖ࡢࡘグ㸰ୖࡣ

 ࠋࡿ࠼⪄࡜㔜せࡀ࡜ࡇࡿ᥈ࢆཎᅉࡢ࠸㐪ࡢࡇࠊ௒ᚋࠋࡓࢀ
 
ཧ⪃ᩥ⊩ 
Ammon, J.C., C. Ji, H. Thio, D. Robinson, S. Ni, V. Hjorleifsdottir, H. Kanamori, T. 

Lay, S. Das, D. Helmberger, G. Ichinose, J. Polet, and D. Wald, Rupture 
process of the 2004 Sumatra-Andaman earthquake, Science, 308, 1133-1139, 
2005. 

Hirata, K., K. Satake, Y. Tanioka, T. Kuragano, Y. Hasegawa, Y. Hayashi, and N. 
Hamada, The 2004 Indian Ocean tsunami: Tsunami source model from 
satellite altimetry, Earth Planets Space, 58, 195-201, 2006. 

Subarya, C., M. Chlieh, L. Prawirodirdjo, J-P. Avouac, Y. Bock, K. Sieh, A. J. 
Meltzner, D. Natawidjaja, and R. McCaffrey, Plate-boundary deformation 
associated with the great Sumatra-Andaman earthquake, Nature, 440, 
doi:10.1038/nature04522, 2006. 

Tanioka, Y., Yudhicara, T. Kususose, S. Kathiroli, Y. Nishimura, S. Iwasaki, and K. 
Satake, Rupture process of the 2004 great Sumatra-Andaman earthquake 
estimated from tsunami waveforms, Earth Planets Space, 58, 203-209, 2006. 
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ὠἼἼᙧゎᯒࡿࡼ࡟ 2005 ᖺཬࡧ 1937 ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡢ㟈※ࣔࣝࢹ᥎ᐃ 
㇂ᒸຬᕷ㑻 

 
 2005 ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡾ࡭ࡍࡢ㔞ศᕸࢆὠἼἼᙧグ㘓ࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ࡾࡼᡭἲࢆ⏝

ࡣࡾ࡭ࡍ኱᭱ࠋࡓࡋ᥎ᐃ࡚࠸ 1.4m ࡛∻㮵༙ᓥࡢᮾ༡ᮾἈ࡟᥎ᐃࠋࡓࢀࡉ㐲ᆅᆅ㟈Ἴ

ᙧࡽ࠿ᒣ୰㸦ᆅ㟈研究ᡤ㸧ࡀ኱ࡾ࡭ࡍ࡞ࡁ 1.6m ࠋࡓࡗ࠶ሙᡤ࡛ࡌྠ࡜⨨఩ࡓࡋ᥎ᐃࢆ

2005 ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡢᆅ㟈࣮࣓ࣔࣥࡣࢺ๛ᛶ⋡ࢆ 6.5X10 N/m ࡜௬ᐃ7.4ࠊ࡜ࡿࡍ X 
10 Nm㸦Mw7.2㸧࡜᥎ᐃࠋࡓࢀࡉḟ࡟ 1937 ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈࡚࠸ࡘ࡟ඵᡞ᳨ࡢ₻グ㘓

1937ࠋࡓࡋᐹ⪄ࢆࣝࢹࣔ※㟈ࡽ࠿ ᖺࡢᆅ㟈ࡀ Mw7.0 ࡜ࡿ࠶ቃ⏺ᆺᆅ㟈࡛ࢺ࣮ࣞࣉࡢ

ࡿ࠶࡟㸧ࡃ㸦∻㮵༙ᓥ㏆ࡾࡼ㝣ࡣᒙ᩿ࠊࡣ࡟ࡵࡓ࠸࡞ࢀࡉ ඵᡞ࡛ほࡀὠἼࠊ࡜ࡿࡍ

ᚲせࡿ࠶ࡀ஦ࡀศࡢࡇࠋࡓࡗ࠿⤖ᯝࡣᮾ໭኱Ꮫࡓࡗ⾜ࡀవ㟈෌Ỵᐃࡢ⤖ᯝࡶ࡜ㄪ࿴ⓗ

 ࠋࡿ࠶࡛
 
 

2004 ᖺ㔲㊰Ἀ㸦὾୰Ἀ㸧ᆅ㟈ࡢὠἼἼᙧゎᯒ 
㇂ᒸຬᕷ㑻 

 
  2004 ᖺ 11 ᭶ 29 ᪥࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ㔲㊰Ἀ㸦὾୰Ἀ㸧ᆅ㟈ࡾࡼ࡟ὠἼࡀⓎ⏕ࠊࡋ໭ᾏ

㐨ኴᖹὒἢᓊ᳨ࡢ₻ᡤ㸦ⰼဏ࣭㔲㊰࣭ᾆἙ㸧࡛ὠἼࡀほ ࡢࡽࢀࡑࠋࡓࢀࡉὠἼἼᙧ

㐲ᆅᆅ㟈Ἴᙧࡀᒣ୰㸦2004㸧ࡣ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢᆅ㟈ࠋࡓࡗ⾜ࢆゎᯒࡢ⛬㟈※㐣࡚࠸⏝ࢆ

ゎᯒࡽ࠿᥎ᐃࡓࡋ㉮ྥ 238 ᗘࠊഴᩳ 26 ᗘࡾ࡭ࡍࠊゅ 111 ᗘࠋࡓ࠸⏝ࢆ㛗ࡉ 15kmࠊ

ᖜ 15km ⟭ὠἼᩘ್ィࠋࡓ࠸⨨࡟࠺ࡼ࠺ྜ࡟㔞ศᕸࡾ࡭ࡍࡢᒣ୰㸦2004㸧ࢆᒙ᩿ࡢ

ほࠋࡓ࠸⏝ࢆ㸱Ἴᙧࡢⰼဏ࣭㔲㊰࣭ᾆἙࡣほ Ἴᙧࠋࡓ࠸ᕪศἲ࡛ゎࢆᙧ㛗Ἴᘧ⥺ࡣ

 Ἴᙧ࡜ィ⟬Ἴᙧࡣẚ㍑ⓗⰋࠋࡓࡋ⮴୍ࡃ᥎ᐃࡾ࡭ࡍࡓࢀࡉ㔞ࡣ 1,7mࠊᆅ㟈࣮࣓ࣔ

ࡣࢺࣥ 2.7㹶1019Nm㸦Mw6.9㸧࡛ ᒣ୰(2004)ࡢ⤖ᯝ2004ࠋࡿ࠶࡛ࡌྠ࡜ ᖺ㔲㊰Ἀ㸦὾

୰Ἀ㸧ᆅ㟈ࡢ㟈※㐣⛬ࡣᆅ㟈Ἴᙧࡽ࠿᥎ᐃࡓࢀࡉ⤖ᯝ࡛ࠊὠἼἼᙧࡶㄝ࡛᫂ࡿࡁ஦ࡀ

 ࠋࡓࡗ࡞࡟☜᫂
 
 

ᗈᇦᛂຊሙࣔࢢࣥࣜࢱࢽἲ ࡢࡑ㸰 
 

຾ಛၨ 
 
ᆅ㟈ࡢⓎ⏕ࢆண ࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍఱࡢ࠿ࡽᡭἲ࡚࠸⏝ࢆᗈᇦᛂຊሙࡢ᫬㛫ኚ໬ࣔࢆ

2005．ࡿ࠶㔜せ࡛࡟㠀ᖖࡀ࡜ࡇࡿࡍࢢࣥࣜࢱࢽ ᖺᆅ㟈Ꮫ఍⛅Ꮨ኱఍࡚࠸࠾࡟㸪ᛂຊ

ᗈᇦᛂຊሙࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠸⏝࡚ࡏేࢆᚤᑠᆅ㟈活動ᗘ࡜ἲࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ࣝࢯࣥࢸ

ࢻࢵࣜࢢࢆࡽࢀࡑ㸪ࡋᑟධࢆࢱ࣮࣓ࣛࣃࡢᮍᐃࡣ௒ᅇ．ࡓࡋᥦ᱌ࢆ᪉ἲࡿࡍ᥎ᐃࢆ

 ．ࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣゎᯒᡭ㡰࡞ලయⓗ．ࡓࡳヨࢆ࡜ࡇࡿࡍỴᐃ࡛ࢳ࣮ࢧ
㸯．ᛂຊࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ࣝࢯࣥࢸἲࡣ㸪ከᩘࡢᆅ㟈࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢゎ➼࡚࠸⏝ࢆ㸪᭱

኱࣭୰㛫࣭᭱ᑠࡢ 3 ࡧࡼ࠾ഴᩳゅ㸪࡜᪉఩ゅࡢ୺ᛂຊ㍈ࡢࡘ 3 ᑐ್┦ࡢ୺ᛂຊࡢࡘ

࡛ࡇࡇ．ࡿ࠶᪉ἲ࡛ࡿࡍ᥎ᐃࢆ㹐್ࡍ⾲ࢆ 3 ࢆ୺ᛂຊࡢࡘ S1>S2>S3  㸪࡜ࡿࡍ࡜
R = (S1 - S2 ) / (S1 - S3 )  (1)． 
㸰．3 㟼ᒾᅽࡣᖹᆒ್ࡢ୺ᛂຊࡢࡘ P ಀᩘ࡟ a  㸪࡜ࡿ࠼⪄࡜࠸ࡋ➼࡟್ࡓࡅ᥃ࢆ
aP = (S1+S2+S3) / 3 (2)． 
㸱．Coulomb Stress Function (CSF) ࡣ௨ୗࡢᘧ࡛ᐃ⩏ࡿࢀࡉ． 
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CSF(b)=(S1-S3)(sin2b㸫u cos2b)/2 -u (S1+S3)/2     (3) 
㸪bࡋࡔࡓ ࡣ S1 ゅᗘ㸪uࡢ࡜ᒙ᩿࡜ 㸪ࡾ࠶ᐇຠᦶ᧿ಀᩘ࡛ࡓࡋ៖⪄ࢆ㛫㝽Ỉᅽࡣ

u= - tan(bm)ࡍࡓ‶ࢆ bm ᫬㸪CSFࡢ ࡣᆅ㟈活動ᗘ．ࡿྲྀࢆ኱್᭱ࡣ CSF(bm)࡟ẚ

౛࡜ࡿࡍ௬ᐃࡿࡍ． 
㸲．(1)-(3)ࡢ a ࡜ u ࡜ࡿ࠼୚ࢆ S1㸪S2㸪S3  ．ࡿࡁỴᐃ࡛࡟ព୍ࢆ
㸳．ᛂຊࡢᖹ⾮᮲௳ࡀᡂ࠿ࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾィ⟬ࡿࡍ．a ࡜ u ᖹ⾮᮲ࡶ࡚᭱ࡏࡉኚ໬ࢆ

 ．ࡿࡍࢳ࣮ࢧࢻࢵࣜࢢࢆࡏࢃྜࡳ⤌ࡍࡓ‶ࢆ௳
 
 

A method for monitoring the tectonic stress in the Earth 
 

Kei Katsumata 
 

It is important to monitor the regional tectonic stress that causes earthquakes. 
Katsumata (2005) proposed a method for estimating the regional tectonic stress 
by using a stress tensor inversion method and microearthquake seismicity. In this 
study I investigated two unknown parameters by using a grid search method. 
Analyzing procedure is as follows. 

1. The stress tensor inversion method provides stress parameters including the 
direction of principal stresses and R. R is defined by, 

R = (S1 - S2 ) / (S1 - S3)  (1), 
where S1, S2 and S3 are principal stresses. 
2. I assumed that, 
aP = (S1+S2+S3)/3 (2), 
where P is a lithostatic pressure and a is a constant. 
3. Coulomb Stress Function (CSF) is defined by, 
CSF(b)=(S1-S3)(sin2b - u cos2b)/2 - u (S1+S3)/2   (3), 
where b is an angle between the S1 and the failure plane and u is a coefficient of 

friction. The equation (3) as a function of b takes the maximum when u = - 
tan(bm). I assumed that CSF(bm) is proportional to the microearthquake 
seismicity rate. 

4. S1, S2, and S3 are obtained if the two parameters, a and u, are given. The a 
and u are searched by a grid search method. 

5. In the grid search method I selected the parameters that are consistent at 
most with the equation of equilibrium. 
 
 

Gravity Anomaly in and around the focal region of Dec. 14, 2004 
Rumoi-nanbu Earthquake (M6.1) 

 
Ryo Honda 

 
An earthquake, magnitude of which MJMA 6.1, occurred in December 14, 2004, 

at southern area of Rumoi sub-prefecture, northern Hokkaido. The earthquake 
intensity of nearly 6 was assumed in Obira town. In Hokkaido, this is the first 
inland earthquake larger  
than M6 since Teshikaga earthquake (M6.4, 1967). Institute of Seismology and  



 61

Volcanology, Hokkaido University operated a temporal seismic observation, and 
reported detailed aftershock distribution (Ichiyanagi, et al., 2005). It shows that 
the aftershocks occur on an eastward dipping plane of 10 km square, depth of  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1.  Current Bouguer Anomaly map. Overlaid dots indicate aftershocks. 
 
which 5km. The mainshock assumed tohave occurred near the southern end of 
this plane. The northern part of the Hokkaido is a seismic gap region, where no 
large earthquake occurs for at least 200 years. This earthquake occurred in a 
southern end of this seismic gap. 
 In spite of the sparseness of gravity measurement points existing over the focal 
region, the comparison between aftershocks and Bouguer Anomaly distribution 
was attempted. The compiled datasets were as follows. Gravity data of 
Geographical Survey Institute 
( http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/gravity/grv_search/gravity.pl ), Gravity CD-ROM of 
Japan edited by Geological Survey of Japan (Geological Survey of Japan, 2000), 
Gravity Data of Hokkaido University. It was found that the aftershocks occur just 
above the gravitational rise of about 20 mGals (Figure 1). The focal region is 
covered with tertiary sediments. There seems to be a gravitational lineament 
related to fold lines, though it is not clear because of sparse gravity data. 
 So the gravity survey was operated in Nov. 2005, to make a detailed Bouguer 
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anomaly map and to explicate the subsurface structure of the focal region. The 
measurement was done with CG-3 type gravimeter (Scintrex Ltd. No. S227). 
Measurement positions were carefully decided by operating differential GPS 
observation. The accuracy of altitude decision is within 1 meter in all of the 
measurement point. Besides, data provided by Japan Petroleum Exploration Co. 
Ltd. was very helpful. We report about Bouguer anomaly map by current dataset, 
and attempt to infer the focal region subsurface structure.  
 The gravity measurement operated in 2005 was disturbed by instrumental 
trouble and also by snow. So we could not accomplish our measurement plan. We 
are going to make additional measurement. 
 
 

2005 ᖺ⚟ᒸ┴す᪉Ἀᆅ㟈ࡿࡼ࡟వ㟈グ㘓ࡢゎᯒ 
 

๓⏣ᐅᾈ㸪୍ᰗᫀ⩏㸪㧗ᶫᾈ᫭㸪➟ཎ⛱㸪➲㇂ດ㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸧 
ᯇᓥ೺㸪ᯇᮏ⪽㸦஑ᕞ኱Ꮫ㸧 

 
 2005 ᖺ 3 ᭶ 20 ᪥࡟⚟ᒸ┴す᪉Ἀࢆ㟈※࡚ࡋ࡜Ⓨ⏕ࡓࡋ⚟ᒸ┴す᪉Ἀࡢᆅ㟈

㸦Mj7.0㸧࡛ࡣ㸪஑ᕞ໭㒊ࢆ୰ᚰ࡟኱࡞ࡁ⿕ᐖࡌ⏕ࡀ㸪≉࡟㟈※࡟㏆࠸⋞⏺ᓥ࡛ࡣከ

⩣⏕㸪ᆅ㟈Ⓨ࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆㄪᰝ࡞ヲ⣽ࡢ㸪వ㟈活動ࡣࠎᡃ．ࡓࡅཷࢆᐖ⿕ࡀ≀ᘓࡢࡃ

᪥ࡢ 3 ᭶ 21 ᪥ࡽ࠿㟈※ᇦ࿘㎶࡛ࡢ⮫᫬ᆅ㟈ほ ࡓࡗ⾜ࢆ．ほ ᆅⅬࡣ㸪⋞⏺ᑠᏛᰯ

㸦໭⦋ 33r41͛8.4͜㸪ᮾ⤒ 130r14͛6.7͜㸧㸪໭ᓮᑠᏛᰯ㸦໭⦋ 33r38͛1.4͜㸪

ᮾ⤒ 130r13͛24.0͜㸧㸪⚟ᒸ┴Ỉ⏘ᾏὒᢏ⾡࣮ࢱࣥࢭ㸦໭⦋ 33r36͛15.8͜㸪ᮾ

⤒ 130r16͛23.2͜㸧ࡢ 3 ᆅⅬ࡛ࡽࢀࡇ．ࡿ࠶ 3 ᆅⅬࡣ㸪K-NET ࡸ KiK-net ࡗ࠸࡜

ྛ．ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨タ࡟ሙᡤ࠸㏆࡟㟈※ᇦࡶࡾࡼᐃᖖᙉ㟈ほ Ⅼࡓ ᆅⅬࡣ࡟ຍ㏿ᗘᆺᙉ

㟈ィ㸦ࢩ࢝࢔♫〇 JEP6A3㸧ࢆタ⨨ࡋ㸪࣮࢞ࣟࢱ࣮ࢹ㸦ⓑᒣᕤᴗ〇 LS7000-XT㸧࡟

100Hz 㟈※㏆ഐ࡛ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡓ࠸⏝ࢆᙉ㟈ィ．ࡓࡋ཰㘓ࢆࢱ࣮ࢹ⥆㐃࡛ࢢࣥࣜࣉࣥࢧ

 ．ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍグ㘓ࡃ࡞࡜ࡇࡿࢀษࡾ᣺ࢆᙉ㟈動ࡢ
 㟈※ᇦࡶ᭱࡟㏆࠸⋞⏺ᓥࡣ࡟ᮏ㟈᫬࡟ᙉ㟈ィࡀタ⨨ࡵࡓࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࡉᮏ㟈ࡢ

ᙉ㟈グ㘓ࡣᏑᅾࡀ࠸࡞ࡋ㸪⤒㦂ⓗ࣮ࣥࣜࢢ㛵ᩘἲ㸦EGF ἲ㸧࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆవ㟈グ

㘓ࡽ࠿ᮏ㟈᫬ࡢ⋞⏺ᓥ࡛ࡢᙉ㟈動ࢆ᥎ᐃࡀ࡜ࡇࡿࡍཎ⌮ⓗࡿ࠶࡛⬟ྍࡣ࡟．EGF ἲ

ᆅࡢᑠᆅ㟈࡚ࡋ៖⪄ࢆ㸧ࣝࢹࣔ※㸦㟈ࡉࡁ኱ࡢࡾ࡭ࡍࡸࡾࡀᗈࡢᒙ㠃᩿ࡢ㸪኱ᆅ㟈ࡣ

㟈グ㘓ࢆ㔜࡛࡜ࡇࡿࡏࢃྜࡡ኱ᆅ㟈ࡢᆅ㟈動ྜࢆᡂࡿࡍᡭἲ࡛ࡿ࠶．᥎ᐃࡢᡭ㡰ࡣ௨

ୗࡢ㏻ࡎࡲ．ࡿ࠶࡛ࡾ㸪ᐃᖖᙉ㟈ほ ⥙࡛ᚓࡓࢀࡽవ㟈グ㘓ࡽ࠿ EGF ἲࡾࡼ࡟ᮏ㟈

⏝㐺ࢆవ㟈グ㘓ࡢᓥ࡛⏺⋟࡟ࣝࢹࣔ※㟈ࡓࢀࡉ㸪᥎ᐃ࡟ḟ．ࡿࡍ᥎ᐃࢆࣝࢹࣔ※㟈ࡢ

㟈ࡶࡾࡼ⥙ ᐃᖖほࡣ㸪⮫᫬ほ Ⅼࡋࡔࡓ．ࡿࢀࡉ᥎ᐃࡀᙉ㟈動ࡢᮏ㟈᫬࡛࡜ࡇࡿࡍ

ᐃᖖほ 㸪⮫᫬ほࡣゎᯒ࡛．ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜እᤄࡢほ グ㘓ࡣ㸪᥎ᐃ⤖ᯝࡵࡓ࠸㏆࡟※

．ࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆవ㟈ࡢ᫬ほ 㛤ጞ௨㝆⮫ࡵࡓࡿ࠸⏝ࢆవ㟈グ㘓ࡢ୍ྠ࡟ࡶ࡜ 

㸪EGFࡓࡲ ἲ࡛ࡣ㸪ゎᯒ⤖ᯝࡓ࠸⏝ࡀవ㟈࡟౫Ꮡࡵࡓࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㸪」ᩘ

ࡿࡅ࠾࡟㸪ᐃᖖほ Ⅼࡶవ㟈࡛ࡢࢀࡎ࠸．ࡓࡗ⾜ࢆ᥎ᐃࡢࣝࢹࣔ※㟈࡚࠸⏝ࢆవ㟈ࡢ

ᆅ㟈動ࡢ᣺ᖜࣞ࣋ࣝࡣซࡑ෌⌧࡛ࡢࡢࡶࡿࡁ㸪Ἴᙧᙧ≧࡛ࡲ⢭ᗘࡃࡼ෌⌧ࡣ࡜ࡇࡿࡍ

ᅔ㞴࡚ࡗࡀࡓࡋ．ࡓࡗࡔ㸪ᮏ㟈ࡢᆅ㟈動ࢆ෌⌧ࡢࡵࡓࡿࡍ㐺ษ࡞㟈※ࣔࡀࣝࢹ᥎ᐃࡉ

ࡓ࠸࡚ࡁ࡛⌧෌ࢆほ Ἴᙧࡃẚ㍑ⓗⰋࡶ୰࡛ࡢࡑ㸪ࡀࡿ࠶࡛ࡢ࠸㞴࠸ゝࡣ࡜ࡓࢀ 3 ᭶

22 ᪥ࡢవ㟈㸦Mj5.4㸧ࡿࡼ࡟⤖ᯝ࡚࠸⏝ࢆ⋞⏺ᓥ࡛ࡢᙉ㟈動ࢆ᥎ᐃࢁࡇ࡜ࡓࡋ㸪ᆅ㟈

動᭱ࡢ኱᣺ᖜࡣ 1500cm/s/s㸪200cm/s ⛬ᗘࡋࡔࡓ．ࡓࡗ࡞࡜㸪ࡢࡇィ⟬ࡣᆅ┙ࡢ㠀⥺
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ᙧຠᯝࢆ⪃៖ࡎࡽ࠾࡚ࡋ㸪ᐇ㝿ࡢᆅ㟈動ࡶࡾࡼࢀࡇࡣ᣺ᖜࡀᑠྍࡓࡗ࠿ࡉ⬟ᛶࡿ࠶ࡶ．

 ．ࡿ࠶㸪⌧ᅾ෌᳨ウ୰࡛ࡵྵࢆ᥎ᐃࡢࣝࢹࣔ※㸪㟈ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ゎᯒࡢࡇ㸪࠾࡞
 
 

2004 ᖺ␃ⴌᨭᗇ༡㒊ࡢᆅ㟈ࡢ㟈※≉ᛶࡢ᥎ᐃ 
 

๓⏣ ᐅᾈ㸪➲㇂ ດ㸪୍ᰗ ᫀ⩏ 
 

 2004 ᖺ 12 ᭶ 14 ᪥࡟␃ⴌᨭᗇ༡㒊ࢆ㟈※࡚ࡋ࡜Ⓨ⏕ࡓࡋ Mj6.1 ࡉ῝㸪ࡣᆅ㟈ࡢ

⣙ 9km ࡛Ⓨ⏕ࡓࡋෆ㝣ᆅẆෆᆅ㟈࡛ࡢࡇ．ࡿ࠶ᆅ㟈࡛ࡣⱢ๓⏫࡛㟈ᗘ 5 ᙉ㸪⩚ᖠ⏫

࡛㟈ᗘ 5 ᙅࡀほ ࡓࢀࡉ．K-NET ほ Ⅼ㸦HKD020㸧࡛⏫ ࡢ 㸪EW ᡂศ࡛ࡣ 1127
㸦cm/s/s㸧ࡢᆅ動ຍ㏿ᗘࡀほ ࢀࡉ㸪ཧ⪃್࡛ࡀࡿ࠶ࡣ㟈ᗘ 6 ᙅࢆグ㘓ࡓࡋ．ྛᶵ㛵

ࡿࡼ࡟⦰す໭す㸫ᮾ༡ᮾᅽࡣᆅ㟈ࡢࡇ㸪ࡤࢀࡼ࡟ゎ࣒ࢬࢽ࣓࢝※㟈ࡓࢀࡉ᥎ᐃࡾࡼ࡟

㏫᩿ᒙᆺࡢᆅ㟈࡛ࡿ࠶．໭ᾏ㐨ෆ࡛ M6 ⣭ࡢෆ㝣ࡢὸ࠸ᆅ㟈ࡀⓎ⏕ࡣࡢࡓࡋ㸪1967
ᖺࡢᘵᏊᒅ௜㏆ࡢᆅ㟈㸦M6.7㸧௨᮶ࡾ࠶࡛࡜ࡇࡢ㸪௒ᅇࡢᆅ㟈ࡣ໭ᾏ㐨ෆ࡟㧗ᐦ࡞

ᙉ㟈ほ ⥙ᩚࡀഛࡽ࠿࡚ࢀࡉⓎ⏕᭱ࡓࡋ኱ࡢෆ㝣ᆅẆෆᆅ㟈࡛ࡿ࠶．ᡃ ⏕ᆅ㟈Ⓨࡀࠎ

┤ᚋࡓࡗ⾜ࡽ࠿⮫᫬ᆅ㟈ほ ࡾࡼ࡟ヲ⣽࡞వ㟈ศᕸࡀ᥎ᐃࡿ࠸࡚ࢀࡉ．వ㟈ࡣᮾୗࡀ

᥎ᐃࡽ࠿ᆅẆኚ動ࡀᅜᅵᆅ⌮㝔ࡣ≦ᙧࡢ㠃ࡢࡇ㸪ࡾ࠾࡚ࡋศᕸ࡟≦㠃ࡘᣢࢆഴᩳࡢࡾ

 ．ࡿ࠶ⓗ࡛ྜᩚ࡜≦ᙧࡢᒙ㠃᩿ࡢᮏ㟈ࡓࡋ
 㟈※㏆ഐ࡛ࡢᙉ㟈グ㘓ࡀᚓ࡛࡜ࡇࡓࢀࡽ㸪໭ᾏ㐨ෆࡢෆ㝣ᆅ㟈ࢆᑐ㇟࡚ࡋ࡜㟈※ࣔ

㸪ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋ༟㉺ࡀᆅ㟈࡛▷࿘ᮇᆅ㟈動ࡢ୰つᶍ．ࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀウ᳨࡞ヲ⣽ࡢࣝࢹ

⤒㦂ⓗ࣮ࣥࣜࢢ㛵ᩘἲ㸦EGF ἲ㸧ࡾࡼ࡟㟈※ࣔࢆࣝࢹ᥎ᐃࡓࡋ．㟈※㏆ഐ࡛ࡢほ 

グ㘓ࡣ࡟㟈※㐣⛬࡟㉳ᅉࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡍ 2 ࡢࡘ S Ἴࡀࢫࣝࣃぢࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡽ㸪2
EGF．ࡓࡗ⾜ࢆゎᯒ࡚ࡋ௬ᐃࢆࣝࢹᒙ᩿ࣔࡿ࡞ࡽ࠿࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡢࡘ ἲࡿ࠸⏝࡟వ

㟈ࡣ㸪㟈※఩⨨ࡸほ Ἴᙧ࡚ࡋุ᩿ࡽ࠿㸪12 ᭶ 14 ᪥ 16 ᫬ 6 ศࡢవ㟈㸦M3.9㸧ࡋ࡜

 㛵ಀᘧ㸦Sato and࡟࿘Ἴᩘ࣮ࢼ࣮ࢥࡓࡵồࡽ࠿ࣝࢺࢡ࣌ࢫ 㸪ほࡣ✚㠃ࡢᑠ᩿ᒙ．ࡓ
Hirasawa, 1973㸧ࢆ㐺⏝࡚ࡋホ౯ࡋ㸪ᮏ㟈᩿ᒙ㠃ࡣ㸪⮫᫬ほ ࡿࡼ࡟వ㟈ศᕸ࣓࢝ࡸ

ࢆ㸪㉮ྥࡣ≦ᙧࡢᒙ㠃᩿．ࡓࡋタᐃ࡚ࡋ࡜⪄ཧࢆ࡝࡞ゎ࣒ࢬࢽ 15r㸪ഴᩳゅࢆ 30r
ࡽ࠿వ㟈ศᕸࡣ✚㸪㠃ࡋ࡜ 10km�10km ࡜⨨㓄ࡢᑠ᩿ᒙࡢᒙ㠃ୖ࡛᩿ࡢࡇ．ࡓࡋ࡜

㔜ᩘࡏࢃྜࡡ㸪ᛂຊࢱ࣮࣓ࣛࣃẚࢆ㸪ᮏ㟈ࡢຍ㏿ᗘ㸪㏿ᗘ㸪ኚ఩Ἴᙧ࡜ẚ㍑ࡽࡀ࡞ࡋ

ヨ⾜㘒ㄗⓗ࡟ồࡓࡵ．S Ἴ㏿ᗘࡣ 3.5km/sec㸪◚ቯఏ᧛㏿ᗘࡣ 3.0km/sec 㸪Ἴᙧࡋ࡜

ࡣẚ㍑ࡢ 0.3㹼10Hz ᨺࡳࡢࡽ࠿࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡣ㸪ᆅ㟈Ἴࡓࡲ．ࡓࡗ⾜࿘Ἴᩘᖏ࡛ࡢ

ᑕࡋ࡜ࡿࢀࡉ㸪⫼ᬒ㡿ᇦࡢࡽ࠿ᐤ୚ࡣ⪃៖ࡢࡑ．࠸࡞࠸࡚ࡋ⤖ᯝ㸪ほ グ㘓ࢆᗈᖏᇦ

࡛෌⌧࡛ࡿࡁ㟈※ࣔࡀࣝࢹᚓࡓࢀࡽ．ᮏ㟈ࡢᆅ㟈࣮࣓ࣔࣥ࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔⥲࡜ࢺ㠃✚ࡣ

Somerville et al.(1999)ࡿࡼ࡟ෆ㝣ᆅ㟈ࡢ࡚࠸ࡘ࡟㛵ಀᘧྜᩚ࡜ⓗ࡛ࡓࡗ࠶． 
 
 

2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡿࡼ࡟㛗࿘ᮇᆅ㟈動ࡢゎᯒ 
๓⏣ᐅᾈ㸪➲㇂ດ 

 
㧗ᐦ࡞ほ ⥙࡛ᚓࡓࢀࡽᙉ㟈࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ㸪2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡿࡼ࡟ᆅ㟈動ࡢ

᭱኱᣺ᖜ್ࡢ✵㛫≉ᛶ࡚࠸ࡘ࡟ㄪࡓ࡭．᭱኱ᆅ動ຍ㏿ᗘ㸦PGA㸧ࡢ኱࡞ࡁ㡿ᇦࡣኴᖹ

ὒᓊ࡟ἢ࡚ࡗᗈࡾࡀ㸪ỿࡳ㎸ࡳᖏ࡛ぢࡿࢀࡽ␗ᖖ㟈ᇦྠ࡜ᵝࡢศᕸࡇ．ࡓ࠸࡚ࡋ♧ࢆ

ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡔࡵࡓࡿ࠸࡚ࡅཷࡃᙉࢆᙳ㡪ࡢῶ⾶ᵓ㐀࡞㞧「ࡿࡅ࠾࡟ᖏࡳ㎸ࡳ㸪ỿࡣࢀ

㸪PGAࡃࡉ㸪ᮾ໭ᆅ᪉࡛ᑠࡃࡁ໭ᾏ㐨࡛኱ࡣ᪉࡛㸪᭱኱ᆅ動㏿ᗘ㸦PGV㸧୍．ࡿ ࡜
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㊥㞳⣙．ࡓࢀࡽぢࡀᚩ≉ࡿ࡞␗ࡣ 200km ௨㐲࡛ࡢ㏿ᗘἼᙧ࡛ࡣ࿘ᮇ⣙ 20 ࡢ⛊

Rayleigh Ἴࡀ༟㉺ࡾ࠾࡚ࡋ㸪᭱ࡀࢀࡇ኱᣺ᖜ್࡟ᐤ୚ࡢࡇ．ࡓ࠸࡚ࡋἼࡢ⌮ㄽⓗ࡞

ᨺᑕ≉ᛶ࡚ࡗࡼ࡟㟈ኸ㊥㞳⣙ 250㹼300km ࡿࡅ࠾࡟ PGV ．ࡓࢀࡉㄝ᫂ࡀ᪉఩ศᕸࡢ

ᆅ㟈つᶍࡀ኱࡟ࡵࡓ࠸ࡁ㛗࿘ᮇᆅ㟈Ἴࡀᙉࡃບ㉳ࢀࡉ㸪㛗࿘ᮇ࡛࡟ࡵࡓࡿ࠶ῶ⾶ࡢᙳ

㡪ࢆᙉࡾࡼ࡟࡜ࡇ࠸࡞ࡅཷࡃ㸪㟈※ࡿࡅ࠾࡟ᨺᑕ≉ᛶࡀ PGV ࢀࡉಖᏑ࡟㛫ศᕸ✵ࡢ

ࡿ࠸࡚ࢀࡉつᐃࡃᙉ࡟ᨺᑕ≉ᛶࡢ࡛※㟈ࡀ㸪㛗࿘ᮇᆅ㟈動ࡓࡲ．ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡢࡶࡓ

⪄ࢆ㛗࿘ᮇᆅ㟈動ࡿࡼ࡟ቃ⏺ᆺ኱ᆅ㟈ࢺ࣮ࣞࣉ࡞⬟ྍ ணࡀ㸪Ⓨ㟈ᶵᵓࡣ࡜ࡇ࠺࠸࡜

 ．ࡿ࠶ㄽ࡛⤖࡞㔜せ࡛ୖࡿ࠼
 ໭ᾏ㐨ෆࡢ㧗ᐦᗘᙉ㟈ほ ⥙ࢆከᩘ࣮ࣞ࢔ࡢほ ⥙ࡋ࡞ࡳ࡜㸪2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈

࿘ᮇ⣙．ࡓ࡭ㄪࢆఏ᧛≉ᛶࡢ㛗࿘ᮇᆅ㟈Ἴࡿࡼ࡟ 30 ⛊㸪20 ࡢ⛊ Rayleigh Ἴࡣ㸪኱

ᒁⓗࡣ࡟㟈※ᇦࡽ࠿ᨺᑕ≧࡟ఏ᧛ࡀࡿ࠸࡚ࡋ㸪᪥㧗ᒣ⬦ࡢᮾす࡛ఏ᧛᪉ྥࡀⱝᖸኚ໬

ࡣ㸪఩┦㏿ᗘࡓࡲ．ࡿࢀࡽぢࡀᵝᏊࡿ࠸࡚ࡋ 3㹼4km/s ࡋᐦ㞟࡟≉ࡀほ Ⅼ．ࡿ࠶࡛

⬟ྍࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ᫂ࢆఏ᧛≉ᛶࡢᆅ㟈動ࡢ࿘ᮇᖏ▷ࡾࡼ㸪࡛࡜ࡇࡿࡍ࡜㇟ᑐࢆᆅᇦࡓ

ᛶࡿ࠶ࡣ． 
 
 

 ᇶ♏ⓗゎ᫂ࡢṍ㺃ᛂຊ㞟୰ᶵᵓࡿࡅ࠾࡟ቃ⏺ᇦࢺ࣮ࣞࣉ
 

㧗Ἴ㚩ኵ 
 
༑຾Ἀ࣭᰿ᐊ༙ᓥἈࡣኴᖹὒࡀࢺ࣮ࣞࣉỿࡳ㎸ࡴ༓ᓥᾏ⁁᭱༡➃㒊࡟఩⨨ࠊࡋ኱ᆅ

㟈ࡀ᫬ࠎⓎ⏕ࠋࡿ࠸࡚ࡋỿࡳ㎸ࡴኴᖹὒୖࢺ࣮ࣞࣉ㠃࡜㝣ഃࢺ࣮ࣞࣉ㸦ᓥᘼ㸧ࢵ࢝ࡢ࡜

ࢆⅬ↔࡟ᵓ㐀ⓗゎ᫂ࡢ࡛ࡇࡑࠊࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡍᕥྑࢆ⏕Ⓨࡢ኱ᆅ㟈ࡀែ≦ࡢࢢࣥࣜࣉ

ᙜ࡚ࡓᾏᗏᆅୗᵓ㐀ㄪᰝ࡚ࡵࢃࡁࡣ㔜せ࡛࡟ࡃ࡜ ࠋࡿ࠶ 2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈௨ᚋࠊ

ḟࡢ኱ᆅ㟈Ⓨ⏕ࡢ᝿ᐃ㟈※ᇦ࡚ࡋ࡜ὀ┠ࡿ࠸࡚ࢀࡉ᰿ᐊ༙ᓥἈ㹼㔲㊰Ἀࡢᾏᇦ࡞ࡢ

2003ࠊ࡛࠿ ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡢᮏ㟈᫬࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡢ㡿ᇦࡧࡼ࠾ࠊᆅ㟈ᚋࡢࢺ࣮ࣞࣉࡶ 
 
    
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
ᅗ㸯．ᖹᡂ 17 ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡓࡋᾏᗏᆅୗᵓ㐀᥈ᰝ． 

ྑᅗ㸸㯮୸ࡀᖹᡂ 17 ᖺᗘ࡟タ⨨ࡓࡋ OBS ほ Ⅼ．ⓑ୸㸸ᖹᡂ 16 ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡓࡋᾏᗏᆅ

ୗᵓ㐀᥈ᰝ ⥺ OBS ほ Ⅼ． ᕥᅗ㸸OBS㸡0㸵࡟グ㘓ࣥ࢞࢔࢚ࡓࢀࡉグ㘓౛㸦ᶓ㍈㸸

OBS#7ࢺࢵࢭࣇ࢜ࡢࡽ࠿㸦D㺂km㸧,⦪㍈㸸 ほ ㉮᫬ࡽ࠿D/8.0km/sࢆᕪࡋᘬࡓ࠸㉮᫬,sec㸧． 
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ࠊ࢚࡛ୖ⥺ ࡿࡍᶓ᩿ࢆ࡜వຠኚ動㡿ᇦࡓࡋ⥆⥅ࡀࡾ⁥ ᾏࡿࡼ࡟ᾏᗏᆅ㟈ィ࡜ࣥ࢞࢔

ᗏᆅୗᵓ㐀᥈ᰝࢆᐇ᪋ࡓࡲࠋࡓࡋ 2004 ᖺ㔲㊰Ἀᆅ㟈㸦M7.1 㸧ࡢవ㟈ほ ࡜ 1973
ᖺ᰿ᐊ༙ᓥἈᆅ㟈㸦M7.4 㸧ࡢ㟈※ᇦ࡛ࡢᆅ㟈ほ ࢆᐇ᪋ࡾࡼࠊࡋ㧗⢭ᗘࡢᾏᗏᚤᑠ

ᆅ㟈活動ࡢ≉ᛶࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ┠ᣦࠋࡓࡋ 
ᐦࡢ࡜研究ᶵ㛵࡜ᓥ┴Ἀ࡛㛵ಀ኱Ꮫ⚟ࠊᐑᇛ┴Ἀࠊ㟷᳃┴Ἀࠊࡣᙜ研究ศ㔝࡟ࡽࡉ

᥋࡞㐃ᦠࠊ࡟࡜ࡶࡢᾏᗏᆅ㟈ィࡓ࠸⏝ࢆࣥ࢞࢔࢚࡜ᆅ㟈Ꮫⓗᵓ㐀ㄪᰝࢆᐇ᪋ࢀࡑࠊࡋ

ࢆ㛵ಀ࡞୙᫂ࡢ࡜ᾏᗏᆅୗᵓ㐀࡜ᆅ㟈Ⓨ⏕ᵝᘧࡢ㠃௜㏆ୖࢺ࣮ࣞࣉࡢᾏᇦ࡛ࡢࢀࡒ

ゎࢆ࡜ࡇࡍ࠿࠶ࡁ┠ᣦࠋࡓࡋ 
 
 
␗᪉ᛶᒙ᩿ࡢ࡚ࡋ࡜ᒙ◚○ᖏࡢ཯ᑕ≉ᛶ(2) 㸫ࣛࣥ࡟࣒ࢲศᕸࡿࡍட⿣⩌ࡢሙྜ㸫 

 
ᮧ஭ⰾኵ 

 
㸰ḟඖ፹㉁୰ࡢ SH Ἴࢆ௬ᐃࡌྠࠋࡿࡍ㛗࡛ࡉᖹ⾜࡞ட⿣࡟࣒ࢲࣥࣛࡀศᕸࡿࡍ㛗

᪉ᙧࡢ㡿ᇦࡢࡑࠋࡿ࠼⪄ࢆ㝿ࠊᖏ≧ࡢ㡿ᇦࠊ࡟࠺ࡼࡍ⾲ࢆ㛗ࡀࡉᖜ࡟ẚ࡚࡭඘ศ㛗࠸

㛗᪉ᙧࡢ㡿ᇦ࡟ட⿣ࢆศᕸ࡟ࡇࡇࠋࡿࡏࡉᖹ㠃Ἴࢆධᑕࠊ࡚ࡏࡉቃ⏺✚ศ᪉⛬ᘧἲ࡟

࡛ࣝࢺࢡ࣌ࢫࡢධᑕἼࢆࣝࢺࢡ࣌ࢫࡢ཯ᑕἼࡢࡽ࠿⩌ட⿣ࠊࡋ⟭ィࢆㄽἼᙧ⌮࡚ࡗࡼ

๭࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ཯ᑕಀᩘࢆồࢆࢀࡇࠊࡵほ ࡜ࢱ࣮ࢹぢࠋࡍ࡞ḟࠊ࡟↓㝈፹㉁୰࡟

␗᪉ᛶࢆᣢࡘᖏ≧ࡢᒙࡀᏑᅾࡿࡍሙྜࠊ࡟␗᪉ᛶᒙࡢࡽ࠿཯ᑕἼࡢ཯ᑕಀᩘࢆィ⟬ࠊࡋ

ᙎ࡜ᖜࡢᒙ◚○ᖏ᩿࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡏࡉࢢࣥ࢕ࢸࢵ࢕ࣇ࡜཯ᑕಀᩘࡢ⩌ட⿣ࢆࢀࡇ

ᛶᐃᩘࢆ᥎ᐃࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍᙎᛶᐃᩘ࡜ட⿣ศᕸᐦᗘࡢ࡜㛵ಀᘧ࡚࠸⏝ࢆட⿣ᐦᗘࢆ

ồࠊࡵ௬ᐃࡓࡋட⿣⩌ࡃࡲ࠺ࡀ᥎ᐃ᳨࡛࠿࠺࡝࠿ࡓࡁウࠋࡿࡳ࡚ࡋ 
a ࡉ㛗ࠊ࡟᫬ࡓࡋ࡜ศ༙ࡢட⿣㛗ࢆ 68aࠊᖜ 13.6a ࡟㡿ᇦࡢ㛗᪉ᙧࡢ 92 ಶࡢட⿣ࡀ

ᐦᗘȤa2=0.1㸦Ȥࡣட⿣ᩘࡢᐦᗘ㸧࡛ศᕸࡿࡍሙྜ᩿࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠼⪄ࢆᒙ◚○ᖏ

ࡵᩳࡧࡼ࠾┤ᆶ࡟ 45rࡽ࠿ Ricker Ἴࡢᖹ㠃Ἴࢆධᑕ࡚ࡏࡉ཯ᑕἼࢆィ⟬ࠊࡋ཯ᑕἼ

㒊ศࢆࣝࢺࢡ࣌ࢫࡢධᑕ Ricker Ἴ࡛ࣝࢺࢡ࣌ࢫࡢ๭࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ཯ᑕಀᩘࢆồࡵ

 ࠋࡓ
ḟࠊ࡟ட⿣ศᕸ࡟ᑐᛂࡿࡍᖏ≧ࡢ␗᪉ᛶ፹㉁࡟ᖹ㠃Ἴࢆධᑕࡓࡏࡉ᫬ࡢ཯ᑕಀᩘࢆ

ィ⟬ࠊࡋపἼᩘ㡿ᇦ࡛ட⿣⩌ࡢ཯ᑕಀᩘ࡞࠺ࡼ࠺ྜࡃࡼࡶ᭱࡟␗᪉ᛶ፹㉁ࡢᖜ࡜ᙎᛶ

ᐃᩘࢆ᥎ᐃࡢࡇࠋࡓࡋ᫬ࠊ㸰ḟඖ፹㉁୰ࡢ SH Ἴࡍ⾲ࢆᙎᛶᐃᩘࡣ c1212ࠊc1223ࠊc2323

ࡀࡁྥࡢட⿣ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡘ㸱ࡢ X1 ᪉ྥ࡟࠺ࡼࡿࡍ⮴୍࡟ᗙᶆ⣔ࠊࡾྲྀࢆ፹㉁ࡢᐦᗘ

Ȩࡀ◚○ᖏࡢෆእ୍࡛ᐃ࡜௬ᐃࠊ࡜ࡿࡍc1212=ȣࠊc1223=0 ࡁ࡭ࡍ᥎ᐃࡀc2323ࠊ࡛ࡢ࡞

ᙎᛶᐃᩘࠊ࡛ࡇࡇࠋࡿ࡞࡜ȣࡣ๛ᛶ⋡࡛ࡢࡇࠋࡿ࠶౛࡛ࠊࡣᖜࡀ 12.5aࠊc2323=0.65
ȣ࡜ồࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡓࢀࡽࡵ◚○ᖏࡢᖜࡰ࡯ࡣṇ࡟್࠸ࡋồ࡜ࡓࢀࡽࡵゝࠋࡿ࠼ 
X1ࠊ࡛ࡇࡇ ㍈࡜ᡂࡍゅ�࡛ᖹ㠃Ἴࡀධᑕࡓࡋ᫬ࠊ␗᪉ᛶ፹㉁୰ࢆఏࡿࢃ㏿ᗘ v ࠊࡣ

◚○ᖏࡢእഃࡢ፹㉁ࡢ S Ἴ㏿ᗘș࡟ᑐࠊ࡚ࡋ 
 ࠋࡿࢀࡉ⾲࡜
୍᪉ࡌྠࠊ㛗࡛ࡉᖹ⾜࡞ட⿣⩌୰ࢆఏ᧛ࡿࡍᖹ㠃Ἴࡢ఩┦㏿ᗘ v ࡢ㛗Ἴ㛗ᴟ㝈࡛ࡢ

ࡢȤa2ࠊࡣ್ 1 ḟࡢ㡯ࠊ࡜ࡿ࡜࡛ࡲ኱㔝࣭௚(2001)ࠊࡾࡼ 

(1)  L
2323

22 /sincos
1

c
v

ϕμϕβ +
=
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(2)࡜ᘧ(1)ࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚࠼⪄ࢆ᪉ᛶ፹㉁␗࡞౯➼࡜⩌ட⿣ࠊ௒ࠋࡿࢀࡉ⾲࡜
ᘧࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿࡍ⮴୍ࡣ⡆༢90=�ࠊࡵࡓࡢr(2)ࠊ(1)࡜ࡃ࠾࡜ᘧࡾࡼ 

 ࠋࡿࢀࡽᚓࡀ
཯ᑕಀᩘࡽ࠿ồࡓࢀࡽࡵ c2323=0.65ȣ(3)ࢆᘧ࡟௦ධ࡜ࡿࡍȤa2=0.12 ௬ᐃࠊࡾ࡞࡜

ட⿣ᐦᗘȤa2=0.1ࡓࡋ  ࠋࡿࡍ⮴୍ࡰ࡯࡜
௨ୖ᩿ࠊࡾࡼᒙ◚○ᖏ୰᩿࡟ᒙ㠃࡟ᖹ⾜࡞ட⿣ࡀ㠀ᖖ࡟ᐦ࡟ศᕸࡿࡍሙྜࠊࡣ࡟␗

᪉ᛶ፹㉁ࣝࢹ࡚ࣔࡋ࡜໬࡚ࡋ཯ᑕಀᩘࢆゎᯒࠊࡤࢀࡍෆ㒊ᵓ㐀ࢆ᥎ᐃ࡛ࡽ࠼⪄࡜ࡿࡁ

 ࠋࡿࢀ
ᩥ⊩ 
኱㔝࣭௚ࠊ2001ࠊᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ 2001 ᖺྜྠ኱఍ண✏㞟ࠊSr-P002ࠋ 
 
 

᭷⌔ᒣࡢ᪂ᒣᙧᡂ࡟క࠺ᆅẆኚ動ࡢ≉ᚩ 
኱ᓥᘯග 

㸯． ࡟ࡵࡌࡣ 
 ᭷⌔ᒣࡢᄇⅆ活動ࡢ≉ᚩ࡟ࡘ୍ࡢ᪂

ᒣࡢᙧᡂ2000．ࡿ࠶ࡀ ᖺᄇⅆ࡛ࡶ᭷⌔

ᒣࡢすࠥ໭す㯄ࡢᆅ┙᭱ࡀ኱࡛⣙ 80m
㝯㉳ࡋ㸪ᶆ㧗⣙ 200m ࡢ 2000 ᖺ᪂ᒣࡀ

㢧ⴭࡣ᪂ᒣᙧᡂ．(2005,࠿࡯⏣ྜྷ)ࡓࡌ⏕

㸪1943-45ࡀࡓࡗకࢆⓎ㐩ࡢ⩌ᒙ᩿࡞ ᖺ

ࡸ 1977-82 ᖺࡢᄇⅆ活動ࡾ࡞␗ࡣ࡜㸪㝯

㉳ᇦࡧࡼ࠾࿘㎶ࢆ㟈※ࡿࡍ࡜ᆅ㟈ࡣṤ

㇂ࡀ᪉㸪㝯㉳ᇦ୍．ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ ほ࡝

㛫࡛ࡸ࡜ࡇࡓࡗ࠶❧ධࡀࡾつไࡓࢀࡉ

᪂ᒣࢇࢁࡕࡶࡣ㸪㝯㉳㛤ጞ┤ᚋࡽ࠿࡜ࡇ

㝯㉳ࡾࡼ࡟ ほࢺ࢖ࣛࢻ࢜ࢭࡣᡂ㛗ࡢ

ᇦᩘࡢᆅⅬ࡛ᤊࡗ࠿࡞ࡂࡍ࡟ࡓࢀࡽ࠼

研ࡸほ ⤖ᯝࡢ᪤Ꮡ࡚ࡵᨵࡣ࡛ࡇࡇ．ࡓ

究ሗ࿌ࢆᇶ࡟ 2000 ᖺ᪂ᒣࡢᡂ㛗ࢆ᥎ᐃ

 ．ࡓࡋウ᳨ࢆ㸪≉ᚩࡋ
 
㸰． 2000 ᖺ᪂ᒣࡢᡂ㛗 
ẚ㧗ኚ໬(᳃㸪ࡿࡼ࡟ ほࢺ࢖ࣛࢻ࢜ࢭ 

2000;⩚ᆏ㸪2002)࣮ࢨ࣮ࣞ࡜ 㔞ࡿࡼ࡟㝯㉳㔞(ᅵᮌ研究ᡤ,2000)ࡽ࠿㸪㝯㉳ᇦෆࡢ㸱

ᆅⅬ࡚࠸ࡘ࡟㸱᭶ 31 ᪥ࢆᇶ‽ࡓࡋ࡜ẚ㧗ኚ໬ࢆồࡓࡵ㸦ᅗ㸯㸧．㝯㉳ࡢ୰ᚰ㒊࡟㏆࠸

ᆅⅬ(1)ࡢẚ㧗ኚ໬ࡣ㝯㉳㏿ᗘࡢపୗࡀㄆࡿࢀࡽࡵ㸳᭶ୖ᪪㡭ࢆቃ࡟㸰ࡢࡘᣦᩘ᭤⥺

࡛Ⰻࡃ㏆ఝ࡟ࢀࡇ．ࡿࢀࡉᑐ࡚ࡋ㝯㉳ᇦ࿘⦕㒊࡟఩⨨ࡢ(3)࡜(2)ࡿࡍẚ㧗ኚ໬ࡣ㸯ࡘ

 ．ࡿࡍ೵Ṇࡀ㝯㉳ࡰ࡯࡟ࢁࡇ㸪㸳᭶ୖ᪪ࢀࡉ⾲࡛⥺ᣦᩘ᭤ࡢ
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2

2
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)(  312 23232 L⎟
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図１．推定された 2000

年新山の隆起曲線(上

図 ) と推定地点 （右

図）．右図においてコ

ンターはレーザー測量

により求められた３月

31 日から４月 26 日ま

での隆起量(土木研究

所，2000) 
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 㸳᭶ୖ᪪ࡢ࡛ࡲ⥲㝯㉳㔞ࡀ 20㹫ࢆ㉸ࡿ࠼ᆅⅬ(1)ࡢ(2)ࡧࡼ࠾ẚ㧗ኚ໬ࡌྠࡣ᫬ᐃᩘ

㠀ᙎᛶࡣ㸪᪂ᒣ㝯㉳ࡃࡁ኱ࡣ᫬ᐃᩘࡢᆅⅬ(3)࠸ࡉᑠࡀ㝯㉳㔞⥲࡚࡭㍑࡟ࢀࡇ．ࡘᣢࢆ

ⓗ࡟㐍⾜ࡓࡋ． 
 㸳᭶ୖ᪪௨㝆ࡣ㝯㉳ࡀᒁᅾ໬ࡋ㸪㝯㉳୰ᚰ㒊࡟㏆࠸ᆅⅬ(1)࡛ࡿ࡞␗࡜࡛ࡲࢀࡑࡣ᫬

ᐃᩘࢆᣢ࡚ࡗ㝯㉳ࡋ⥆⥅ࡀ㸪ຊ※-ᆅ┙⣔ࡢ≉ᛶ࡟ኚ໬ࡀぢࡿࢀࡽ． 
 ᆅⅬ(1)ࡿࡅ࠾࡟㸳᭶ୖ᪪௨㝆ࡢẚ㧗ኚ໬㔞ࡣ⥲ኚ໬㔞ࡢ⣙ ࢀࡇ．࠸࡞ࡂࡍ࡟20%

ࡿࢀࡉ⾲ࡀᣦᩘ᭤⥺࡛ẚ㧗ኚ໬ࡢࡘ๓ᚋ༙㸰ࡣ 1977 ᪂ᒣࡸ᫛࿴᪂ᒣᒇ᰿ᒣࡢᡂ㛗࡜

኱ࡢࡽࢀࡇ．ࡿ࡞࡜ࡇࡃࡁᡂ㛗࡛ࡣ⥲㝯㉳㔞࡟ᑐࡿࡍᚋ༙ࡢኚ໬㔞ࡣ๓༙ࡸ࠿➼ྠ࡟

㸳᭶ୖࡢሙྜࡢࡇ．ࡿࡁᣦᩘ᭤⥺࡛㏆ఝ࡛ࡢࡘ㸰ࡶẚ㧗ኚ໬ࡢᆅⅬ(2)࠾࡞．࠸ࡁ኱ࡸ

᪪௨㝆ࡢẚ㧗ኚ໬㔞ࡶ⥲ኚ໬㔞ࡢ 20%⛬ᗘ࡛ࡿ࠶． 
 㸵᭶୰᪪࡟タࡓࢀࡽࡅ㝯㉳୰ᚰ㒊ࡢ RTK ほ Ⅼࡢẚ㧗ኚ໬ࢆ๓ᚋ㸰ࡢࡘᣦᩘ᭤⥺

࠼ぢ࡟࠺ࡼࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀ⥺ᣦᩘ᭤ࡘᣢࢆ᫬ᐃᩘ㸵᪥ࠥ㸷᪥ࡣ࡛ࡲ㸪㸳᭶ୖ᪪࡜ࡍ⾲࡛

⣙ࡢኚ໬㔞⥲ࡣẚ㧗ኚ໬㔞ࡢ㸳᭶ୖ᪪௨㝆ࡓࡲ．ࡿ 㸱᭶ࢆ㛤ጞࡢ㝯㉳．ࡿ࠶20%࡛

31 ᪥࡜ࡿࡍ࡜ RTK ほ Ⅼࡢ⥲㝯㉳㔞ࡣ 10m ௨ୖࡶ኱ࡾ࡞ࡃࡁ㸪᪂ᒣࡢ㝯㉳ࡣ㸱᭶

31 ᪥࡟ጞࡣࢀࡇ．ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗࡲ㝯㉳㒊༡⦕࡚࠸࠾࡟㸱᭶ 31 ᪥ࡢึ᭱ࡢᄇⅆ┤

ᚋࡽ࠿㝯㉳ࡀほ ࢀࡉጞ࡜ࡇࡓࡵ(ᒸᓮ,2002)㸪ࡓࡲ㝯㉳୰ᚰ௜㏆࡛ட⿣ࡢⓎ㐩࣮ࢻࡸ

࣒≧㝯㉳ࡀ☜ㄆ࡜ࡇࡓࢀࡉ㸦ᗈ℩㸪2002㸧࠸࡞ࡋ┪▩ࡶ࡜． 
 
 

᭷⌔ᒣ㡬ⅆཱྀཎࡢ⇕活動 
 

኱ᓥᘯග࣭㧗ᑿᩥோ࣭㕥ᮌᩔ⏕ 
 

 ࡟ࡵࡌࡣ.1
 2000 ᖺᄇⅆࡣ༡すእ㍯ᒣࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜඲ᒣつᶍࡢᆅẆኚ動ࢆక࠸．ᒣ㡬ⅆཱྀཎෆ

ᄇẼ࣭ᆅࡢᒣ㡬ⅆཱྀཎ࡛ࡲᅾ⌧ࡽ࠿㸪ᄇⅆ┤ᚋࡋ࠿ࡋ．ࡓࢀ⌧ࡀᆅ⾲ኚ動࡞㢧ⴭࡶ࡟

⇕活動࡟㝿ࡓࡗࡔኚ໬ࡣㄆࡎࢀࡽࡵ㸪2000 ᖺᄇⅆࡣⅆཱྀཎࡢ⇕活動࡟ᙳ㡪ࢆ୚࡚࠼

࡟ࡵࡓࡿࡍㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡢࡇ．ࡿ࠼ぢ࡟࠺ࡼ࠸࡞࠸ 2004 ᖺ 10 ᭶࡟ 1 m ῝ᆅ  ᐃࢆ

୺ࡓࡋ࡜⇕ほ ࢆᐇ᪋ࡓࡋ． 
 
㸰．ᨺ⇕㔞ࡢ⤒ᖺኚ໬ 
 1m ῝ศᕸࡽ࠿㸦ᅗ㸯㸧ỤཎѸᒸᮏ(1980)ࡢ᪉ἲ࡚࠸⏝ࢆᨺ⇕㔞ࢆぢ✚ࡓࡗࡶ．ᶆ‽

1m ῝ᆅ ࡣ 15ࠥ16Υ࡛ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶㸪20Υ௨ୖࡢᆅ ࡍ♧ࢆ㡿ᇦࢆᆅ ␗ᖖᇦࡋ࡜㸪

ᆅ ࡀ 20ࠥ40Υࡢ㡿ᇦࡣ࡟ఏᑟ⇕㍺㏦ࢆ㸪40Υ௨ୖࡢ㡿ᇦࡣ࡟ᑐὶ⇕㍺㏦(ᄇẼᆅࣔ

ࡓࡲ．(ᅗ㸰)ࡓࡋ⏝㐺ࢆ(ࣝࢹ Plume rise ἲࡾࡼ࡟ᄇẼࡿࡼ࡟ᨺ⇕㔞ࡶぢ✚ࡓࡗࡶ．

ᨺ⇕㔞ࢀࡒࢀࡑࡣ  
1m ᆅ  20ࠥ40Υࡢ㡿ᇦ㸸3.5 MW(  5MW) 
1m ᆅ  40Υࠥࡢ㡿ᇦ 㸸196 MW(153MW) 
ᄇẼࡿࡼ࡟ᨺ⇕㔞    㸸3 MW 

 ．ࡓࢀࡽࡶ✚ぢ࡜
ࢆ್ࡢࡽࢀࡇ  Matsushima(1993,2003)ࡓࢀࡽࡵ࡜ࡲࡾࡼ࡟ᨺ⇕㔞ࡢ⤒ᖺࢵࣟࣉ࡟

ῶᑡࡢ࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡶ࡜ᨺ⇕㔞ࡿࡼ࡟ᨺ⇕㔞㸪ఏᑟ⇕㍺㏦ࡿࡼ࡟㸪ᄇẼ࡜(ᅗ㸰)ࡿࡍࢺ

ഴྥࡀࡿ࠶࡟ୖࡢ㸪ᑐὶ⇕㍺㏦ࡀ༟㉺ࡿࡍᄇẼᆅࡢࡽ࠿ᨺ⇕㔞ࡣ 2000 ᖺᄇⅆ┤๓ࡢ

73MW ᪉㸪I୍．ࡿ࠿ศࡀ࡜ࡇࡓࡋಸቑ࡚࡭㍑࡟ ⅆཱྀࡢᄇẼ ᗘࡣᄇⅆ௨๓ࡢపୗഴ

 ὸ㒊⇕Ỉࡓࡋ㛢ሰࡾࡼ࡟ᆅẆኚ動࠸ࡋ⃭ࡢ௒ᅇࡣቑ኱ࡢᨺ⇕㔞ࡢࡇ㸪ࡾ࠶࡟ୖ⥺ࡢྥ
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     ᅗ㸰．῝ࡿࡼ࡟ࡉᆅ ኚ໬.ᅗ୰ࡢ᭤⥺ࡣ 

ᅗ㸯．1m ῝ᆅ ศᕸ.➼ ⥺ࡣ 20Υ㛫㝸．     T(z) = T∞ − (T∞ −T0)exp(−z /δ)࡛ࡿ࠶． 
⅊Ⰽࡣ 40Υ௨ୖࡢᆅ ࡍ♧ࢆ㡿ᇦ      ᭱ᑠ஧஌ἲ࡛ồࡿࢀࡽࡵț࡚࠸⏝ࢆ್ࡢ 

                     ᨺ⇕㔞ࢆぢ✚ࡓࡗࡶ 
 
⣔ࡀ෌ࡧ㛤ཱྀࢆ࡜ࡇࡓࡋ᝿ᐃࡇࡢࡇ．ࡿࡏࡉ

ࡣ࡜ 2000 ᖺᄇⅆࡾࡼ࡟᪂࣮ࢠࣝࢿ࢚⇕࡞ࡓ 
 
ᅗ㸱．ᨺ⇕㔞㸦ୖẁ㸪୰ẁ㸧ࡧࡼ࠾ I ⅆཱྀᄇẼ ᗘ 
 㸦ୗẁ㸧ࡢ⤒ᖺኚ໬．୕ゅࡀᑐὶ⇕㍺㏦ࡀ༟㉺ 

 ࡟ఏᑟ⇕㍺㏦ࡣᨺ⇕㔞㸪ᅄゅࡢࡽ࠿ᄇẼᆅࡿࡍ
 ．ࡿ࠶ᨺ⇕㔞࡛ࡿࡼ࡟ᄇẼࡣᨺ⇕㔞㸪⅊୸ࡿࡼ
⅊ᖏࡣᄇⅆ活動ᮇ㛫ࡍ♧ࢆ． 

㸪77࡜ࡿࡍ࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡀ௜ຍࡢ ᖺ㈏ධ࣐ࡢ࣐ࢢ෭༷ࡀຍ㏿ࢆ࡜ࡇࡿࡍ♧၀ࡋ㸪I ⅆཱྀ

 ．ࡿࢀࡉ┠ὀࡀኚ໬ࡢᄇẼ ᗘࡢ
 
 

໭ᾏ㐨㥖ࣨᓅࡿࡅ࠾࡟ᆅ☢Ẽ඲☢ຊほ  
 

ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ᒣ㇂♸௓࣭ⱱᮌ ㏱ 
 

㥖ࣨᓅࡢࡑࡣ࡟ᒣయෆ࡟⇕Ỉ⁀

．ࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋᏑᅾࡀࡾࡲ

ᆅୗὸࡀ࣒ࢸࢫࢩ࡞࠺ࡼࡢࡇࡋࡶ

㒊ࡤࢀࡍ࡜ࡿ࠶࡟㸪⾲㠃活動ࡢᾘ

㛗࡟క࡚ࡗᒣ㡬ⅆཱྀཎ࿘㎶ᇦ࡛ⅆ

ᒣᆅ☢Ẽຠᯝࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿࢀ⾲ࡀ．

ᡃࡣࠎ㸪≉࡟ᒣయὸ㒊࡛ࡢ⵳⇕㸭

ᨺ⇕ࢆᤊࢆ࡜ࡇࡿ࠼┠ⓗ࡚ࡋ࡜㸪

2000 ᖺࡢᄇⅆ௨㝆ࣉ㸪 ຊ☢ࣥࢺࣟ

ィࡿࡼ࡟඲☢ຊ㐃⥆ほ ⥙ࢆ㥖ࣨ

ᓅ࡟ᒎ㛤ࡿ࠸࡚ࡋ．ᮏ✏࡛ࢀࡇࡣ

࡚࠸ࡘ࡟ほ ⤖ᯝࡓࢀࡽᚓ࡟࡛ࡲ

ሗ࿌ࡿࡍ．ᅗ㸯࡟ほ Ⅼ㓄⨨ࢆ♧

ᅗ㸯㸸㥖ࣨᓅࡿࡅ࠾࡟ᆅ☢Ẽ㐃⥆ほ Ⅼࡢศᕸ         ࡍ．ᒣయὸ㒊ࡢ⇕☢Ẽຠᯝ᳨ࡀฟ
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ࡣࡢ࠸㧗ࡀᛶ⬟ྍࡿࢀࡉ K01㸦㤿ࡢ⫼㸧ࡧࡼ࠾ K03㸦㸴ྜ┠㸧ほ Ⅼ࡛ࡿ࠶．ᅗ㸰

ࢆ㉥஭ᕝᆅ☢Ẽほ Ⅼ㸦AKG㸧ࡢ㸦ᅜᅵᆅ⌮㝔ࡍ♧ࢆࢺࢵࣟࣉኪ㛫್ᖹᆒࡢ᪥ẖ࡟

ཧ↷Ⅼࡓࡋ࡜༢⣧ᕪ㸧．෤Ꮨࡣ࡟Ᏻᐃྲྀࢱ࣮ࢹࡓࡋᚓࡀᅔ㞴࡛ࡤࡋࡤࡋࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶

Ḟ ࢆవ൤ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉࡃ࡞㸪2001 ᖺ௨㝆㸪㥖ࣨᓅࡢⅆᒣ活動ࡀ㟼✜࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶

཯ᫎ࠿࡚ࡋ㸪᭷ព࡞ⅆᒣᛶᆅ☢Ẽኚ໬ࡢࢀࡎ࠸ࡣほ Ⅼ᳨ࡶ࡚࠸࠾࡟ฟ࡞࠸࡚ࢀࡉ

K01．࠸ ࡿࢀࡽࡳ࡟ 2001 ᖺ 7 ᭶ࡽ࠿ 9 ᭶ࡢ࡚ࡅ࠿࡟ῶᑡࡣⅆᒣ㉳※ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢ

ྍ⬟ᛶࡀࡿ࠶ࡀ㸪ヲ⣽ࡣ୙࡛᫂ࡿ࠶．௨ୖࡽ࠿࡜ࡇࡢ㸪᭱㏆ᩘࡢᖺ㛫ࢆぢࡿ㝈ࡾ㸪

㥖ࣨᓅ࡛ࡣ 
ᒣయෆ࡟㢧ⴭ࡞⵳⇕ࡸ෭༷ࡣ㐍⾜ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜࠸࡞࠸࡚ࡋ． 
          

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ㸰㸸ྛほ Ⅼࡢ඲☢ຊ᪥ᖹᆒ್ࡢ᥎⛣．ཧ↷Ⅼ㸦ᅜᅵᆅ⌮㝔 AKG㸧ࡢ࡜ኪ㛫್༢⣧ᕪ

ࡣࢱ࣮ࢹࡢࣝࢼࢪࣜ࢜．ࢺࢵࣟࣉ 10 ศ್． 
ᒣ㡬ⅆཱྀᇦࢆ㇟⌧ࡢᢕᥱࡣ࡟ࡿࡍ㸪⌧ᅾࡢほ Ⅼ㓄⨨ࡣᚲࡶࡋࡎ㐺ษࡎ࠼࠸ࡣ࡜㸪

ᚲせ࡛ࡀ㸯Ⅼ࠺ࡶ࡟ⅆཱྀཎෆࡶ࡜ࡃ࡞ᑡࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ♧ᥦࢆᐃ㔞ⓗゎ㔘ࡢ࠿ࡽࢇ࡞

㸪2006ࡵࡓࡢࡇ．ࡿ࠶ ᖺᗘࡣ࡟㸪2004 ᖺ 9 ᭶ྎࡢ㢼⿕ᐖ௨㝆Ḟ ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ K01
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ほ Ⅼࢆ᚟ᪧ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㸪ⅆཱྀཎ୰ኸ㒊ࡶ࡟᪂つ࡟㐃⥆ほ Ⅼࢆタࢆ࡜ࡇࡿࡅィ

 ．ࡿ࠸࡚ࡋ⏬
   

 
ὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ᰝࡢᴫせ 

 
ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ ㏱࣭ᒣ㇂♸௓ 

ὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ᰝࣉ࣮ࣝࢢ 1) 
1) ᮾ໭኱࣭⏘⥲研࣭ᮾி኱࣭ᮾᕤ኱࣭ி㒔኱ 

 
➨㸵ḟᄇⅆண▱஦ᴗ࡛ࡣⅆᒣయᵓ㐀᥈ᰝࢆẖᖺ㸯ࡢࡘⅆᒣ࡛ᐇ᪋2005．ࡿ࠸࡚ࡋ

ᖺᗘࡣὸ㛫ᒣࢆᑐ㇟࡟㟁☢Ẽࡿࡼ࡟ᵓ㐀᥈ᰝࡓࡗ⾜ࢆ．᥈ᰝࡣ኱ࡃࡁศ࡚ࡅ㸰ࡢࡘ

㡯┠ࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢱࣉࢥࣜ࣊ࡣࡘ࡜ࡦ．ࡿ࡞ࡽ࠿⢭ᐦ✵୰☢Ẽ᥈ᰝ࡛ࡾ࠶㸪࡜ࡦ࠺ࡶ

 ．ࡍ♧ࢆᐇ᪋ᴫせࡢ᥈ᰝ࡟㸯⾲．ࡿ࠶ẚ᢬ᢠ᥈ᰝ࡛ࡿࡼ࡟ᆅୖ㹋㹒ἲࡣࡘ
✵୰☢Ẽ᥈ᰝ࡛ࡣ㸪ᒣయࡢᗈᇦ☢໬ᵓ㐀ࢆㄪᰝ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㸪ᒣ㡬ᇦࡢ⛻ᐦ㣕⾜

Ᏹὠ．ࡓࡋ࡜ᶆ┠࡞୺ࢆ࡜ࡇࡿࡍ᥈ᰝࢆᖖ␗ࡢ໬ᵓ㐀☢࠺క࡟㸪ⅆᒣ活動࡚ࡗࡼ࡟

ᮌ࣭௚ (2006)ࡢゎᯒࡤࢀࡼ࡟㸪㨣ᢲࡋฟࡢ➼ࡋ୺せ࡞⁐ᒾὶ࡟ᑐᛂࡿࡍ㧗☢໬ᇦࡀ

ప☢໬␗ᖖࡿࢀࢃᛮ࡜ࡿࡍ㉳ᅉ࡟☢㸪๓᥃ᒣⅆཱྀ௜㏆࡛⇕ᾘ࠿࡯ࡓࢀࡉࢢࣥࣆࢵ࣐

ᇦ᳨ࡀฟࡓࡲ．ࡓࢀࡉ㸪GPS ᩘࢆ⨨᭥⯟఩ࡢ࣮ࢧࣥࢭ࡚࠸⏝ࢆ cm ࡋ⢭ᗘ࡛ ᐃࡢ

㸪ᆅࡣᆅୖ㹋㹒᥈ᰝ࡛．ࡓࡋ㓄៖࡟࠺ࡼࡿࡁฟ᳨࡛ࡀ㸪ᑗ᮶᫬㛫ኚ໬࡛࡜ࡇࡃ࠾࡚

Ẇኚ動ほ ࡽ࠿᥎ᐃࡿ࠸࡚ࢀࡉ 2004 ᖺᄇⅆ᫬ࢡ࢖ࢲࡢ≧㈏ධ㸦㟷ᮌ௚, 2005㸧࡟┤

஺ࡾ࡜ࢆ⥺ ࡿࡍ㸪㸰ḟඖゎᯒ࡛ὸ㛫ᒣす㒊ࡢ༡໭ẚ᢬ᢠ᩿㠃ࢆᚓࢆ࡜ࡇࡿ୺࡞┠

ᶆࡓࡋ࡜．ᒣ㡬࡟㏆࠸㡿ᇦ࡛ࡣ㸪࡜ࢫࢭࢡ࢔సᴗ᫬㛫ࡢไ⣙ࡽ࠿㸪▷᫬㛫࡛ ᐃ࡛

ࡿࡁ AMT ᖏᇦࡢ ᐃ࠸⾜ࢆࡳࡢ㸪୺ ⥺࡛ᚓࡿࢀࡽᵓ㐀ࡢ㐃⥆ᛶࢆ☜ㄆࡓࡋ．ẚ

᢬ᢠ᥈ᰝࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡽ࠿୺せ࡞≉ᚩ࡚ࡋ࡜㸪(1) ὸ㛫ᒣ࿘㎶ࡣ኱࡟࠿ࡲぢ࡚ᮾ

すᛶࡢ㉮ྥᵓ㐀ࡾ࠾࡚ࡋࢆ㸪⾲ᒙࡽ࠿ⅆᒣᄇฟ≀࡟ᑐᛂࡿࡍ㧗ẚ᢬ᢠᒙ㸪᪂➨୕⣖

ሁ✚ᒙ࡟ᑐᛂࡿࡍపẚ᢬ᢠᒙ㸪ඛ➨୕⣔ᇶ┙࡟ᑐᛂࡿࡍ୰ẚ᢬ᢠᒙࡢ㸱ᒙᵓ㐀ࡀㄆ

పࡢ┠㸰ᒙ➨ࡣ※ᅽຊࡢ≦ࢡ࢖ࢲࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥎ᐃࡽ࠿㸪(2) ᆅẆኚ動࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ

ẚ᢬ᢠෆ࡜ࡇࡿ࠶࡟㸪(3) ᮾすࡢⅆᒣิࡿ࠶ࡢ㡿ᇦ࡛ࡣᇶ┙ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡀୖࡾ┒ࡀ

㸪࡜ࡇࡿࡍᏑᅾࡀపẚ᢬ᢠᇦࡿࢀࢃᛮ࡜ࡿࡍᑐᛂ࡟࣐ࢢ࣐ࡣ࡟ෆ㒊ࡢ┙㸪(4) ᇶ࡜

 ．㸦ᑠᕝ࣭௚, 2006㸧ࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀ࡝࡞
 
⾲㸯㸸2005 ᖺᗘὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ᰝࡢᐇ᪋᪥⛬ 
2004 ᖺ 12 ᭶ ணഛㄪᰝ 㸦ᮾᕤ኱㸩໭኱㸧 
2005 ᖺ 7 ᭶ 12 ᪥㹼15 ᪥ ᒣ㯄㒊 AMT 㸦ᮾᕤ኱㸩ᮾ኱㸧 
2005 ᖺ 9 ᭶ 11 ᪥㹼21 ᪥  
 㹋㹒ẚ᢬ᢠ᥈ᰝࣥ࢖ࣛࢡ࣮ࣃ࣮࢙ࣜࢳ  
  ཧຍ⪅ 10 ྡ㸦໭኱࣭ᮾᕤ኱࣭ᮾ኱࣭ி኱㜵㸧 
2005 ᖺ 10 ᭶ 10 ᪥㹼16 ᪥      
    ✵୰☢Ẽ 㔞ࡧࡼ࠾ᒣ㡬㒊㸿㹋㹒㸩ᒣ㯄㒊⿵඘㹋㹒㸭㸿㹋㹒 
  ཧຍ⪅ 20 ྡ㸦໭኱࣭ᮾ໭኱࣭ᮾᕤ኱࣭ᮾ኱࣭ி኱⌮࣭ி኱㜵࣭⏘⥲研㸧 

 
 

 Ỉ⵨Ẽ㔞 ᐃࡢ↮ⅆᒣᄇࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥࣛ
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ᶫᮏṊᚿ࣭ᑎ⏣ᬡᙪ࣭୰ᮧ༟ྖ 1)࣭ᮡᮏᑦᝆ 1)࣭ 
⏣୰Ⰻ࿴ 2)࣭㘽ᒣᜏ⮧ 2)࣭Ᏹὠᮌ඘ 2) 

1) ி㒔኱Ꮫ⏕Ꮡᅪ研究ᡤ 2) ி㒔኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⌮Ꮫ研究⛉ 
 
 ⅆᒣ࢞ࡿࢀࡲྵ࡟ࢫᡂศࡕ࠺ࡢ㸷๭௨ୖࢆ༨ࡀࡢࡿࡵỈ⵨Ẽ㸦H2O㸧࡛ࡿ࠶．ⅆ

ᒣ࢞ࢫ୰ࡢỈ⵨Ẽ㔞ࢆṇ☜ࡣ࡜ࡇࡿ▱࡟㸪ᄇ↮ࢆࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢ⌮ゎ࡛ୖࡿࡍ㔜せ

ࡍ㈨࡟ ᥎⛣ணࡢⅆᒣ活動࡛࡜ࡇࡿࡶ✚ぢࡃࡼ⢭ᗘࢆ㸪ᨺ⇕㔞ࡃ࡞࡛ࡾ࠿ࡤࡿ࠶࡛

ࡍ᥋᥇ྲྀ┤ࢆࢫ㸪ⅆᒣ࢞࡟⯡୍．ࡿ࠶㔜せ࡛ࡶ࡟Ⅼ࡛♫఍ⓗ࠺࠸࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

ࢩࣥࢭࢺ㸪࣮࡛ࣜࣔࡇࡑ．ࡿ࠶࡛⬟஦ᐇୖ୙ྍࡣⅆᒣ࡛ࡢ༴㝤࡛㸪ᄇⅆ୰ࡣ࡜ࡇࡿ

SO2．ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡃᗈࡀ ィࢫⅆᒣ࢞ࡓࡋ⏝฼ࢆࢢࣥ 㸪COSPECࡣ࡚ࡋ㛵࡟ ࡸ

DOAS 㸪H2Oࡀࡿ࠶ࡀ⾡ᢏࡓࢀࡉᐇ⏝໬ࡢ➼ ࡢỈ⵨Ẽ㔞ࡢ㸪⫼ᬒ኱Ẽ୰ࡣ࡚ࡋ㛵࡟

ホ౯ࡀ㞴࡛ࡲࢀࡇࡽ࠿⏤⌮ࡢ࡝࡞࠸ࡋᐇ⏝ࣞ࣋ࣝ࡟㐩ࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࡋ．ᮏ研究࡛ࡣ㸪

኱Ẽ⛉Ꮫࡢศ㔝࡛Ỉ⵨Ẽ㔞 ᐃࢆ࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥࣛࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝࡟ⅆᒣᄇ↮࡟㐺⏝

 ．ࡓࡳヨࢆ࡜ࡇࡿࡍ
㐜ᘏ࡜ಙᙉᗘཷࡢ㸪ᩓ஘ගࡋᐃ᫬㛫㛫㝸࡛㏦ฟ୍ࢆࢫࣝࣃ࣮ࢨ㸪࣮ࣞࡣ࣮ࢲ࢖ࣛ 

᫬㛫ࡽ࠿㸪ᩓ஘యࡢᐦᗘࡿࡍࢢࣥࢪࣥࣞࢆᡭἲ࡛ࡿ࠶．㊥㞳ศᕸࡀ ᐃࡵࡓࡿࢀࡉ㸪

FTIR ศࡢ࡜Ỉ⵨Ẽࡢᬒ኱Ẽ୰⫼࡞ᅔ㞴ࡣᡭἲ࡛ࡿࡍᐃ ࢆศ್✚ࡢど⥺᪉ྥ࡝࡞

㞳࡜࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ㸪࡞ࣈ࢕ࢸࢡ࢔ ᐃ᪉ᘧ࡛ࡵࡓࡿ࠶ ᐃ᪉ྥ࡟⮬⏤ᗘࡀ኱ࡁ

୺ὶࡀ࣮ࢲ࢖኱ᆺࣛࡢᤣ௜ᆺࡣศ㔝࡛ࡢ 㸪኱Ẽィ࡛ࡲࢀࡇ．ࡿ࠶࡛ࡳᙉࡀ࡜ࡇ࠸

࣮ࣝ࢕ࣇி㒔኱Ꮫ⏕Ꮡᅪ研究ᡤ࡛㸪ࡀᮡᮏ࡜୰ᮧࡿ࠶࡛⪅㸪᭱㏆㸪ඹⴭࡀࡓࡗ࠶࡛

ࡢ㸪␗ศ㔝㛫ࡣࠎᡃ．ࡓࡋ㛤Ⓨࢆ࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥࣛࡢᦙᆺྍࡓࢀධ࡟ど㔝ࡶࢆ ほࢻ

ඹྠ研究ࢆࢀࡇ࡚ࡋ࡜ⅆᒣᄇ↮࡟㐺⏝ࡿࡍヨࢆࡳጞࡣ࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥࣛ．ࡓࡵ㸪㏦ಙ

ኚ໬ࡢ᣺動࣭ᅇ㌿‽఩ࡢ㸪ศᏊ࡟㝿ࡿࢀࡉᩓ஘࡚ࡗࡼ࡟኱ẼศᏊࡀග࣮ࢨ࣮ࣞࡓࡋ

ࡾྲྀࢆࡅࡔᩓ஘ගࡢἼ㛗ࡢ㸪≉ᐃ࡛ࡢࡶࡓࡋ⏝฼ࢆ࡜ࡇࡿࡅཷࢆࢺࣇࢩἼ㛗࠺క࡟

ฟ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡍᩓ஘యࡢศᏊ✀ࢆ≉ᐃ࡛ࡿࡁ．౛ࡤ࠼㸪ᮏ研究࡛⏝ࡿ࠸࡚࠸Ἴ㛗

532nm ࢀࡒࢀࡑࡣἼ㛗ࡢᩓ஘ಙྕ࣐ࣥࣛࡢ⣲❅ࡧࡼ࠾㸪Ỉ⵨Ẽ࡚ࡋᑐ࡟㏦ಙගࡢ

660nm ࡜ 607nm ࣛ．ࡿ࠶࡛ 㸪ࡣࡢࡓࡗ࡞࡟ᐇ⏝ⓗࡀỈ⵨Ẽ ᐃࡿࡼ࡟࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥ

㏦ಙࡢ࣮ࢨ࣮ࣞࡿ࠸⏝࡟ᛶ⬟ཷ࡜ග㒊ࢢࣥ࢟ࢵࣟࣈࡢ࣮ࢱࣝ࢕ࣇ≉ᛶࡓࡋୖྥࡀẚ

㍑ⓗ㏆ᖺࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ． 
 ᡃࡣࠎ㸪2005 ᖺ 11 ᭶ 23 ᪥ࡢኪ㛫㸪㜿⸽ᒣ୰ᓅ➨㸯ⅆཱྀࡢ୰ᚰࡽ࠿⣙ 300m ࡢ

఩⨨࡛㸪ྍࡢࡇᦙᆺ࣐ࣛࣥࣛࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖ⅆᒣᄇ↮ࡢỈ⵨Ẽ㔞 ᐃᐇ㦂ࡓࡗ⾜ࢆ．

⿦⨨ࡢࣉ࢖ࢱࣥࢦ࣡ࡣ஌⏝㌴ࡢᚋ㒊Ⲵ≀ᐊ࡟タ⨨ࡋ㸪ࢆࢳࢵࣁ㛤ᨺࡓࡋ≧ែ࡛ ᐃ

㏦．ࡓࡋᐃ ࢆ᪉ྥࡢࡘ㸰ࡢᬒ኱Ẽ⫼࡜↮㸪ᄇ࡛࡜ࡇࡿ࠼ኚࢆࡁྥࡢ㌴．ࡓࡗ⾜ࢆ

ಙගࡣ࡟ 30mJ ฟຊࡢ Nd-YAG ࡋ㏉ࡾ⧞ࢫࣝࣃ㸪ࡾ࠾࡚࠸⏝ࢆ㸦532nm㸧࣮ࢨ࣮ࣞ

࿘Ἴᩘࡣ 20Hz ᐃ᪉ྥ࡛⣙ ࡢࢀࡒࢀࡑ．ࡿ࠶࡛ 15 ศ㛫࠸⾜ࢆࢢࣥ࢟ࢵࢱࢫࡢ㸪Ỉ

⵨Ẽ࡜❅⣲࣐ࣥࣛࡢᩓ஘ಙྕᙉᗘࡢẚ࡚ࡋ࡜Ỉ⵨Ẽΰྜẚࡓࡋࢢࣥࣜ࢖࢓ࣇࣟࣉࢆ．

ᯝ㸪㊥㞳⤖ࡢࡑ 200-400m Ỉ⵨Ẽࡢ㸪⫼ᬒ኱ẼࢆỈ⵨Ẽΰྜẚࡢᄇ↮୰ࡿࡍศᕸ࡟

ΰྜẚ 4.5 [g/kg] ࡟ᑐ࡚ࡋ⣙ 0.4 [g/kg] 㧗࠸ 4.9 [g/kg] ࡚ࡋ࡜ᢳฟࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ࡣ㸦ᮡᮏ, 2006㸧．  ᐃㄗᕪࡓ 5-10 [%] ࡛㸪ⅆᒣᄇ↮ࡢ࡬ᛂ⏝ࡣ࡚ࡋ࡜༑ศ࡞⢭ᗘ

㸪ࡣࢫࢡࢵࣛࣇ㸪Ỉ⵨Ẽ࡜ࡿࡍ៖⪄ࢆ㠃✚㸦᥎ᐃ㸧᩿࡜ᗘ㸦ᐇ 㸧㏿᪼ୖ．ࡿ࠼࠸࡜

ࡑࡼ࠾ 100 [kg/sec] ࡜ぢ✚ࡿࢀࡽࡶ． 
 ୍᪉㸪ඹⴭ⪅୍ࡢே࡛ࡿ࠶ᑎ⏣ࡌྠࡣᄇ↮࡟ᑐࢬ࢖࣒࣮ࣛࣗࣜࣉ࡚ࡋἲ㸦㘽ᒣ, 
1978㸧ࢆ㐺⏝ࡋ㸪ᨺ⇕㔞࡚ࡋ࡜ 400 [MW]㸪➼౯ᨺỈ㔞࡚ࡋ࡜ 200 [kg/sec] ࢆぢ✚

㸪ࡾ࠶Ỉ⵨Ẽ࡛࠸࡞࠸࡚ࡋ⦰จ࡚ࡋ࡜Ỉ⁲ࡣࡢࡿࢀࡉᐃ ࡛࣮ࢲ࢖ࣛ．ࡿ࠸࡚ࡗࡶ

࠶࡛ࡢࡶࡿࡍᙜ┦࡟⇕₯ࡿࡼ࡟⦰จࡢỈ⵨Ẽࡣࡢࡿࢀࡉἲ࡛ ᐃࢬ࢖࣒࣮ࣛࣗࣜࣉ
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࡯ࡀࢫࢡࢵࣛࣇ㸪᥎ᐃࡀࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡳࢆᐤ୚ࡿ࡞␗ࡢᄇ↮୰ࡌྠࡣ⪅୧．ࡿ

 ．࠸῝࿡⯆ࡣ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡌྠࡰ
 ௒ᅇࡢ ᐃヨ㦂࡚ࡗࡼ࡟㸪࣐ࣛࣥࣛࡀ࣮ࢲ࢖ⅆᒣᄇ↮ࡢỈ⵨Ẽ ᐃ࡟᭷ຠ࡛ࡿ࠶

ᄇࡀග࣮ࢨ࣮ࣞࡣ࡟ࡿᚓࢆࣝ࢖࢓ࣇࣟࣉࡢᄇ↮Ỉ⵨Ẽ．ࡓࢀࡽࡵ࠿☜࡟ᐇ㝿ࡀ࡜ࡇ

㸪ⅆᒣ࠿ࡢ࡞⬟ྍࡀᐃ ࡛ࡲ↮ᄇ࠸ᗘ⃰⛬ࡢ࡝㸪௒ᚋ㸪ࡀࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ㏱㐣ࢆ↮

࣮ࣗࣜࣉ࡞⬟㸪どㄆྍ࡟㏫．ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀド᳨ࡢ࡝࡞࠿࠺࡝ࡣሙྜࡿ࠸࡚ࡗࡌΰࡀ⅊

ࡇ㸪ࡶ࡟㇟⌧ࡢ࡝࡞⵨Ⓨࡢࡽ࠿ⅆཱྀ†⾲㠃ࡤ࠼ᄇẼ㸪౛࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ࡜ࡲ࡚ࡋ࡜࣒

ᛮ࡜ࡿࡍⓎ᥹ࢆጾຊࡶ࡟᥎ᐃࡢᐃᖖⓗᨺ⇕㔞ࡢ㸪㠀ᄇⅆ᫬ࡵࡓࡿࡁ࡛⏝㐺ࡣᡭἲࡢ

 ．ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ㍍㔞໬ࡿ࡞ࡽࡉࡢ⨨㸪⿦ࡣ࡟ࡵࡓࡿࡆᗈࢆ㇟ᐃᑐ ．ࡿࢀࢃ
 
 

Ỉ‽ 㔞ࡿࡼ࡟໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢ୰㛗ᮇⓗ活動ண  
 

᳃ ῭ࠊ㕥ᮌᩔ⏕ 
 
 ໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡣ 1929 ᖺ࡟ 20 ୡ⣖᪥ᮏ᭱኱⣭ࡢᄇⅆࢆ㉳࡚ࡋࡇ௨㝆1942ࠊ ᖺࡢ୰

つᶍᄇⅆ௨እࡣᑠつᶍ࡞活動ࠋ᭱࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜࠿ࡋ ㏆࡛1996ࠊࡣ ᖺ1998ࠊ ᖺཬࡧ 2000
ᖺ࡟Ỉ⵨Ẽ⇿Ⓨࡾ⧞ࢆ㏉1929ࠊࡾ࠾࡚ࡋ ᖺ኱ᄇⅆ๓ࡢỈ⵨Ẽ⇿Ⓨࡾ⧞ࢆ㏉ࡓࡋ≧ἣ

 ࠋࡿ࠶࡟活動≧ែࡓఝࡃࡼ࡜
⌧ᅾࡢ活動≧ែࢆホ౯ࡣ࡟ࡿࡍᆅ⌫≀⌮Ꮫⓗほ ࡀᚲせ୙ྍḞ࡛ࡢࡑࠊࡀࡿ࠶ከࡃ

ࢀࡽᚓࡢࢱ࣮ࢹ㧗⢭ᗘ࡟୰㛗ᮇⓗࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ㧗⢭ᗘ໬࡚ࡗࡼ࡟㐍Ṍࡢᶵჾࡢ㏆᭱ࡣ

ࡵᴟࡢᆅ㟈活動ࠊࡶぢ࡚࡟඲ᅜⓗࡣᓅࢣ໭ᾏ㐨㥖ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ᑡ࡚ࡵᴟࡣࡢࡶࡿ࠸࡚

࡚పㄪ࡞活ⅆᒣ࡛ࠊᆅ㟈Ꮫⓗᡭἲࡿࡼ࡟୰㛗ᮇⓗ活動ホ౯ࡣᅔ㞴࡛ࠋࡿ࠶ 
୍➼Ỉ‽ 㔞᫂ࠊࡣ἞௨㝆ᅜ㐨ἢࡾ⧞࡟࠸㏉ࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡋ୰㛗ᮇⓗ࡟㧗⢭ᗘ

࡚࠸࠾࡟ᓅࢣ໭ᾏ㐨㥖ࠋࡿ࠶ᆅᏛⓗほ ᡭἲ࡛ ࡢ၏୍ࡰ࡯ࡿ࠸࡚ࢀࡽᚓࡀࢱ࣮ࢹ࡞

ࠊ௒ᅇࠋࡿ࠶ࡀࢱ࣮ࢹࡢᆒ㉁ࡘ࠿㧗⢭ᗘࠊࡾ࠾࡚ࡗ㏻ࡀ⥺Ỉ‽㊰➼୍ࢆᒣ㯄ࡢ༡௨እࡶ

ࣝࣕࢩࣥࢸ࣏ࡢ活動ᗘ࡞୰㛗ᮇⓗࡢᓅࢣ໭ᾏ㐨㥖ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹỈ‽ 㔞➼୍ࡢࡇ

 ࠋࡓ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟
➨ 1 ᅇ┠ࡢỈ‽ 㔞ࡣ 1904 ᖺ㸦᫂἞ 37 ᖺ㸧1929ࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜࡟ ᖺࡢᄇⅆࡣࢆ

ⓗ⥆⥅ࠊࡣ࡛ ほࡢ௨㝆ࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵㄆࡀỿ㝆ࡢᯝᒣయ඲య⤖ࡢ㔞 ࡢ࡛ࢇࡉ

 ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡀഴྥࡢ㝯㉳⭾ᙇࡢᒣయ࡞
ภ㤋ࠊࡽ࠿ඵ㞼໭㒊ࡢ࡛ࡲᅜ㐨 5 ྕ⥺ἢ୍ࡢ࠸➼Ỉ‽㊰⥺ࡢ⤖ᯝ࡛ࠊࡣ⤒ᖺⓗ࡟໭

ഃ㝯㉳ࢆࢻࣥࣞࢺࡢࡇࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡀࢻࣥࣞࢺࡢ┤⥺㏆ఝ࡚ࡋᕪࡋᘬࡓ࠸⤖ᯝࢆ໭ᾏ㐨

㥖ࢣᓅࡿࡼ࡟ኚ動ࠋࡓ࠼⪄࡜ภ㤋ࡢ J17 ࡽ࠿ࢻࣥࣞࢺ࡟⣔⤫ⓗࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡋ࡜‽ᇶࢆ

እࡿࢀ㥖ࢣᓅ࡟㛵㐃ࡓࡋ㝯㉳ࠊࡀภ㤋ࡽ࠿༡ࡀᾏࡵࡓࡢ༡㝈ࢆ☜ᐃ࡛ࠊࡀ࠸࡞ࡁภ㤋

ࡽ࠿ᓅࢣ㥖ࡣ໭ࠊࡽ࠿ 20 ੊௨ୖ㞳ࡓࢀඵ㞼⏫༡㒊࡛ࡲ࡟ཬࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡛ࢇ

ࢣ㥖ࠋࡿࢀࡉ᥎ᐃ࡜ᑠ἟௜㏆ࡢᓅ༡す㯄ࢣ໭ᾏ㐨㥖ࡣ኱㝯㉳Ⅼ᭱ࡢࡑࡢୖ⥺㊰ࠊࡓࡲ

ᓅࡶ᭱࡟㏆࡙ࡃሙᡤ࡛ࡃ࡞༡ࠊࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡼ࡟ኚ動※ࡀᒣ㡬┤ୗࡾࡼ༡࡚ࡗࡼ࡟

ࢆ୰ᚰࡢỿ㝆ࡿࢀࢃᛮ࡜ࡓࡗక࡟ᄇⅆࡀ୰ᮧ(1935)ࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠸

㥖ࢣᓅ༡ᮾ㯄ࡶ࡜࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜ᑐᛂ1904ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ௨㝆⛣タ࣭ᨵᇙ➼࠸↓ࡢỈ

‽Ⅼࠊࡵࡓ࠸↓࡝ࢇ࡜࡯ࡀ㝯㉳⋡ࡢኚ໬ࢆ☜ᐃⓗ࡟ゝࡣࡢ࠺㞴ࠊࡀ࠸ࡋᒣ㯄ࡢỈ‽Ⅼ

 ࠋࡿ࠼ぢࡶ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡋቑຍ࡟➨㏆ḟ᭱ࡣ࡛
୍᪉ࠊ᳃⏫ࡽ࠿ᾏᓊἢ࡟࠸㥖ࢣᓅࢆ㎽ᅇ࡚ࡋ༡ᮾ࠺࠿ྥ࡬ 1 ➼Ỉ‽㊰⥺ࠊࡣ༡す㯄

ᢕᥱࢆࢻࣥࣞࢺࠊࡃ࡞ᑡ࡟➃ᴟࡀᐃᅇᩘ ࠊ࡚࡭ẚ࡟⥺すഃ㊰ࠊࡣ༡࡛ࡾࡼ⏫㮵㒊ࡢ

ࠊ࡚ࡏࢃ࠶࡜ᯝ⤖ࡢ⥺すഃ㊰ࠊࡤࢀ࠼⪄࡜ࢻࣥࣞࢺࡌྠ࡜⥺すഃ㊰ࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࡁ࡛
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ࡍ♧࡚ࡋ᥎ᐃࢆ⨨఩ࡢࢫ࣮ࢯࠊࡣ࡟Ꮫ఍᫬ࠋࡿࢀࢃᛮ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ᥎ᐃࡢ⨨఩ࡢࢫ࣮ࢯ

ணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
1993ࠊࡣỈ‽Ⅼࡢ኱἟࿘㎶ࡧỈ‽Ⅼཬࡓࢀࡉ⨨タ࡟ᆅ◁ࡢᾏᓊ࡟඲యⓗࠊࡓࡲ ᖺ

ᢅࡾྲྀࡢኚ動ࡢᮇ㛫ࡴྵࢆ᫬ᮇࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀ⾲ࡃࡁ኱ࡀᙳ㡪ࡢ໭ᾏ㐨༡すἈᆅ㟈ࡢ

 ࠋ࠸ࡋ㞴ࡀ㆟ㄽࠊࡾ࠶ࡀᚲせࡿ࠼⪄࡚ࢀධ࡟៖⪄ࢆタ⨨≧ἣࡢⅬࡣ࡟࠸
 
 

໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢ㛗ᮇୖୗኚ動 
 

             ᳃  ῭ 
 

ᩘከࡿ࠶ࡃ 㔞ᡭἲࡢ୰࡛ࠊ㛗ᮇⓗ࡞ⅆᒣ活動ࡢ࡜ᑐᛂࢆぢࡢ࡜ࡇࡿฟ᮶ࡿ 100 ᖺ

2004ࠋࡿ࠶࡛ࡅࡔỈ‽ 㔞ࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽᚓࡀࢱ࣮ࢹ࡞㧗⢭ᗘࡢ࣮ࢲ࣮࢜ ᖺ⛅ࡢᏛ

఍࡛ࠊࡣὸ㛫ᒣ࡚࠸ࡘ࡟㛗ᮇⓗ࡞活動ኚ໬࡜Ỉ‽ 㔞ࡢᑐᛂ2005ࠋࡓࡋ♧ࢆ ᖺ᫓ࡢ

Ꮫ఍࡛ࠊࡣ໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢ㛗ᮇⓗኚ動ࡢࢫ࣮ࢯࡢ఩⨨ࢆ༡㯄ࡉ῝ࡢ 10km ௨῝࡜᥎ᐃ

ヲࡾࡼࠊ࡚ࡏࢃ࠶ࡶࢱ࣮ࢹࡢ㏆᭱ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ෌᳨ウࢆ᫬㛫ⓗኚ໬ࠊࡣ௒ᅇࠋࡓࡋ

⣽࡞㛗ᮇⓗኚ動ࣔࠋࡿ࠼⪄ࢆࣝࢹ 
໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢᒣ㯄㒊ࡣ࡟ภ㤋ࡽ࠿໭ୖࡋす㯄ࢆ㏻ࡾᮐᖠࡿ⮳࡬ᅜ㐨 5 ྕ⥺ἢ࠸

ཬࡧภ㤋ࡽ࠿ᾏᓊ⥺ἢ࡟࠸ᮾ㯄ࠊ໭㯄ࢆ⤒࡚໭す㯄ࡢ᳃⏫࡛ᅜ㐨 5 ᅜࡿࡍὶྜ࡟⥺ྕ

㐨 278 ྕ⥺ἢ୍࡟࠸➼Ỉ‽㊰⥺ࡀタ⨨ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ༡㯄㒊ࡢࡇࡣ࡟஧ࡢࡘỈ‽

㊰⥺࡛ࡕࡓ࠿ࡄ࡞ࡘࢆ஧➼Ỉ‽㊰⥺ࡀ 1965 ᖺ࡟タ⨨ࠊ࡟࠿࡯ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉす㯄

 ࠋࡿ࠶ࡀ⥺Ỉ‽㊰ࡢ⨨໭ᾏ㐨኱Ꮫタ࡟኱἟†ᓊࡧཬ࡛ࡲ┠୐ྜ࡟࠸༡すⓏᒣ㐨ἢࡽ࠿
୍➼Ỉ‽㊰⥺1904ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ ᖺ௨㝆ᩘᅇࡢ 㔞1929ࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ࡀ ᖺࡢ኱ᄇ

ⅆࡴྵࢆ⣙ 100 ᖺ㛫ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶ࡀࢱ࣮ࢹࡢᒣ㯄㒊ࡣᅜ㐨ࡢᨵⰋᕤ஦ࡀ㢖⦾ࢃ⾜࡟

ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉṧࡣỈ‽Ⅼࡿฟ᮶ࡢ࡜ࡇࡿࡍ㏣㊧ࢆኚ動࡚ࡌ㏻ࢆ඲ᮇ㛫ࠊࡵࡓࡓࢀ

1904 ᖺ௨㝆ࡶ࡜ࡗࡶ㛗ᮇ㛫ᨵᇙ➼ࡓࡗ࠿࡞ࡢ༡す㯄ࡢ BM7070 1996ࠊࡶ ᖺࡢ 㔞

๓࡟⛣タࠋࡓࢀࡉBM7070 ࡢす㯄࡟ࡵࡓࡿぢࢆኚ動ഴྥࡢタᚋ⛣ ࡢ SF410 ࡢ 1968
ᖺ௨㝆ࡢኚ動ࠊࢆFig.㸯ࠋࡍ♧࡟⥴୍࡟໭ᾏ㐨༡す㒊ࡣ࡟ᗈᇦⓗ࡞໭ୖࡢࡾࡀኚ動ࡀ

ࡢ༡ഃࠊ࡛ࡢࡿ࠶ J18㸦୐㣤⏫㸧࡜໭ഃࡢ J19(᳃⏫)ࡣࡓࡲ BM5967(᳃⏫1994ࠊ ᖺ

࡟ J19 ⛣タࢆ(ࡵࡓࡢᇶ‽Ⅼࡓࡋ࡜ኚ動࡟ࡶ࡜ࢆ Fig.㸯ࠋࡍ♧࡟ᗈᇦኚ動ࡢᙳ㡪࡛ࠊ

BM7070 SF410ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡁ኱ࡀ࠺࡯ࡢኚ動ࡢ‽༡ഃᇶࡣ ࡣ࡚࠸ࡘ࡟

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛░᫂ࡣ㛵ಀࡢࡇ
໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅ࿘㎶࡛ࡣ 1929 ᖺ኱ᄇⅆ࡟కࠊ࡚ࡗ኱つᶍ࡞ỿ㝆ࡀ㉳ࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡓࡁ

ࡣỿ㝆ࡢᄇⅆ᫬ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀ Fig.㸯ࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡟ BM7070 ࡢ 1929 ᖺࡢᄇⅆᚋࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃࡽ࠶࡟☜᫂ࡶ࡟ࢱ࣮ࢹ
1929 ᖺ௨ᚋ 1987 ᖺࠊ࡛ࡲBM7070 BM7070ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㝯㉳࡟░࡚᫂ࡋ㈏୍ࡣ ࡣ

1993 ᖺࡢ໭ᾏ㐨༡すἈࡢᙳ㡪ࡀ኱ࡓࡗ࠿ࡁᆅᇦ࡜ࡢࡿ࠶࡟ 1996 ᖺ࡟⛣タࡓࡓࢀࡉ

1996ࠊࡀ࠸࡞ࡽࡀ࡞ࡘࡣ࡜ኚ動ࡢᚋࡢࡑࠊࡵ ᖺࡽ࠿ 2003 ᖺࡢ㛫ࡶᆅ⌮㝔࡛ࢱ࣮ࢹࡢ

ࡣ 8.3mm 㝯㉳1993ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ༡すἈᆅ㟈ࡢᙳ㡪ࡢᑠࡓࡗ࠿ࡉᆅᇦࡢ SF410
1987ࠊ࡜ࡿぢࢆኚ動ࡢ ᖺ௨㝆ࡶ㝯㉳ࡢഴྥࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠸⥆ࡣ

໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡣ 1929 ᖺࡢ኱ᄇⅆ௨㝆1930ࠊ ᖺ௦ࡢᑠᄇⅆ1942ࠊ ᖺࡢ୰ᄇⅆࡧࡼ࠾

1996㹼2000 ᖺࡢᑠᄇⅆࡾࡲ࠶ࡣ࡟ᙳ㡪ࡢ࣐ࢢ࣐ࠊ࡟ࡎࢀࡉ⵳✚࡟ᑐᛂ࡜ࡿࡍᛮࢀࢃ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓ࠸࡚࠸⥆ࡀ㝯㉳ࡿ
Fig.㸯ࢆ⣽ࡃ࠿ぢ1930ࠊ࡜ࡿ ᖺ௦ࡢᑠᄇⅆ࡜ 1942 ᖺࡢ୰ᄇⅆࡴྵࢆᮇ㛫ࡢࡑ࡜ᚋ 
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ࡋࡴࠊࡃ↓ࡣ࠸㐪࡞░᫂ࡣᮇ㛫࡛ࡢ

ࢁ 1968 ᖺࡢ 㔞ࢆቃࠊ࡚ࡋ࡟

BM7070ࡢ㝯㉳⋡ࡀⱝᖸቑຍ࠸࡚ࡋ

1996ࠊࡓࡲࠋࡿ࠼ぢ࡟࠺ࡼࡿ ᖺࠊ

1998 ᖺཬࡧ 2000 ᖺࡢᑠᄇⅆࡢᙳ㡪

༡すⓏᒣ㐨ࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞࡛░᫂ࡶ

1996ࠊࡣ࡛⥺Ỉ‽㊰ࡓࢀࡉ⨨タ࡟
ᖺࡢᑠᄇⅆ࡟క࠺ỿ㝆ࡀㄆ࡚ࢀࡽࡵ

 ࠋࡿ࠸
Fig.1ࠊ࡟ࡽࡉ ࡣ࡛ SF410 ࡢ 1996

ᖺ௨㝆ࡢ㝯㉳⋡ࡾࡼࡣቑຍࡿ࠸࡚ࡋ

࡟➨ḟ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠼ぢࡶ࡟࠺ࡼ

㝯㉳⋡ࡀቑຍࡿࡍഴྥࠊࡀఱࢆព࿡

ࡢࡅࡔ㸰Ⅼࡢࡇࠊࡣ࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡋ

ኚࡢ⨨఩ࡢࢫ࣮ࢯࠊ࡚ࡏࢃྜࢆࢱ࣮ࢹࡢỈ‽㊰⥺඲యࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣ㆟ㄽࡣ࡛ࢱ࣮ࢹ

໬ࡸኚ動ࡢ࣮ࣥࢱࣃヲ⣽ࡢࡽࢀࡇࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡳࢆኚ໬ࡀ໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢ活動࡝࡜

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺⾜ࢆㅮ₇ࠊ࡚ࡋᐹ⪄ࢆ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃࡟࠺ࡼࡢ
1987ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓ࠸ࡔࡓ࠸ᥦ౪ࡽ࠿ᅜᅵᆅ⌮㝔࡟୺ࡣࢱ࣮ࢹ ᖺࡣࢱ࣮ࢹࡢி㒔 
኱Ꮫࠊᮾி኱Ꮫཬࡧ໭ᾏ㐨኱Ꮫࡢඹྠࡿࡼ࡟ⅆᒣ㞟୰⥲ྜほ ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡼ࡟౑ࢃ

 ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ឤㅰࠊ࡚ࡋグࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡏ
 

 
 
 
 
 
 

㞤㜿ᐮᓅᑠᄇⅆ࡟ඛ⾜ࡓࡋᆅ㟈活動 
 

㟷ᒣ ⿱࣭኱ᓥᘯග࣭ᒸ⏣ ᘯ࣭ᶫᮏṊᚿ࣭ᑎ⏣ᬡᙪ࣭๓ᕝᚨග࣭㕥ᮌᩔ⏕ 
 
 2 ᭶ 18 ᪥ࡾࡼጞࡓࡗࡲ㞤㜿ᐮᓅࡢ⩌Ⓨᆅ㟈活動ࡣ㸪3 ᭶ 21 ᪥ࡢᑠᄇⅆ࡜࡬Ⓨᒎࡋ

ࡑࡼ࠾ࡣᑠᄇⅆ．ࡓ 8 ᖺࡿ࡞࡜ࡾࡪ．ᄇⅆ࡟࡛ࡲࡿ⮳࡬ 2 ᭶ 18 ᪥㹼19 ᪥㸪3 ᭶ 11
᪥㹼12 ᪥㸪3 ᭶ 21 ᪥㹼ࡢ 3 ᅇࡢ⩌Ⓨᆅ㟈活動ࡀㄆࡢࡽࢀࡇ．ࡓࢀࡽࡵᆅ㟈活動ࡘ࡟

ࡢ࡬㸪ほ Ⅼࡣ࡚࠸ P Ἴࡢ฿╔᫬㛫ᕪࡾࡼ㸪㟈※఩⨨ࡀẁ㝵ⓗ࡟ὸ࡜ࡇࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ

 ．㸦ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ㸪2006㸧ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ
 2 ᭶ 19 ᪥࡟Ⓨ⏕ࡓࡋⅆᒣᛶᚤ動࡟㔜࡚ࡗ࡞㸪㛗࿘ᮇࡢኚ動ࡀᗈᖏᇦᆅ㟈ィࡗࡼ࡟

ࡑࡼ࠾ࡽ࠿㡭ࡓࢀ⌧ࡀ୺せ動ࡢ㸪ᚤ動ࡣ㞤㜿ᐮ Ἠ࡛．ࡓࢀࡽ࠼ࡽ࡜࡚ 1 ศ࡚ࡅ࠿す

໭す᪉ྥ࡬⛣動࡟࠺ࡼࡓࡋぢࡿ࠼Ἴᙧࡀᚓࡢࡇ．ࡓࢀࡽኚ動ࡣᆅ㟈ィࡢᅛ᭷࿘ᮇࡾࡼ

㛗ࡵࡓ࠸㸪ほ ᆅⅬࡢኚ఩࡛ࡃ࡞ࡣഴᩳ࡚ࡋ࡜ゎ㔘ࡀࡢࡿࡍ㐺ᙜ࡛ࡕࢃ࡞ࡍ．࠺ࢁ࠶㸪

ᚤ動࡟㔜࡚ࡗ࡞Ⓨ⏕᭱ࡓࡋ኱ᆅ㟈࡟క࡚ࡗᒣయ᪉ྥࡢỿ㝆ࡀጞࢆ࡜ࡇࡓࡗࡲ♧၀ࡍ

ࡑࡼ࠾㸪࡜ࡿࡍᣑ኱ࢆ㛤ጞ┤ᚋࡢᚤ動࡟ࡽࡉ．ࡿ 1 ࢀࡽࡵㄆࡀࢫࣝࣃࡢᒣయ⭾ᙇࡢ⛊

ࡾࡼࢀࡇ．ࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ 2 ᭶ 19 ᪥ࡢ活動࡛ぢࡓࢀࡽⅆᒣᛶᚤ動ࡣ㸪ձᒣయࡢ⭾

ᙇ㸪ղᆅ㟈ࡢⓎ⏕㸪ճῶᅽࡿࡼ࡟ᒣయࡢỿ㝆࡚ࡋ࡜㇟⌧࠺࠸࡜ゎ㔘࡛ࡿࡁ． 
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Fig.1 2 ᭶ 19 ᪥ࡢ㞤㜿ᐮ Ἠ CMG-40T ฎ⌮㏿ᗘ࣮ࢱࣝ࢕ࣇศἼᙧ㸪㏿ᗘἼᙧ㸪㏿ᗘἼᙧ✚ࡢ

Ἴᙧ．ࡓࡋ♧࡛ۑ㒊ศ࡟⭾ᙇࡀࢫࣝࣃㄆࡿࢀࡽࡵ． 
 
 

ከᏍ㉁፹㉁୰ࡢ㐣⇕⵨Ẽὶࣝࢹࣔࢀ 
 

㟷ᒣ ⿱ 
 

 2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ᚋ࡟ᶡ๓ᒣ࡛Ⓨ⏕࡞␗≉ࡓࡋᄇẼ活動࡜ప࿘Ἴᆅ㟈⩌Ⓨ活動࡜

ከᏍࡓࡋ᝿ᐃࢆⅆ㐨ࡿࡍ᪼ୖ࡜ࡾࡃࡗࡺࡀ㸪㐣⇕⵨Ẽࡵࡓࡿࡍᐹ⪄࡟ᐃ㔞ⓗࢆ㛵㐃ࡢ

㉁፹㉁୰୍ࡢḟඖὶࢆࣝࢹࣔࢀ⪃᱌࡟࡛ࡲࢀࡇ．ࡓࡋᥦၐࡿ࠸࡚ࢀࡉᄇẼࣔࡣࣝࢹ㸪

㐣⇕⵨Ẽࢆ⌮᝿Ẽయࡀࡿ࠸࡚ࡗᢅ࡚ࡋ࡜㸪⵨Ẽ⾲ࡤࢀࡼ࡟㧗ᅽୗ࡛ࡢ㐣⇕⵨Ẽࡢ≧ែ

㸪ࡣ࡛ࣝࢹᮏࣔ࠼ࡺࢀࡑ．࠺ࡲࡋ࡚ࢀእࡃࡁ኱ࡽ࠿ែ᪉⛬ᘧ≦ࡢ᝿Ẽయ⌮ࡣ

Stevenson(1993)࡟ࣝࢹࣔࡢᇶ࡙ࡁ㸪⵨Ẽ⾲࡛୚ࡿࢀࡽ࠼㐣⇕⵨Ẽࡢ≀ᛶ್ࡾྲྀࢆ㎸

 ．ࡓࡋᨵⰋ࠺ࡼࡿࡵ
࣭≧ែ᪉⛬ᘧ 

 
࣭ 㐠動᪉⛬ᘧ 

 
 ಖᏑᘧ࣮ࢠࣝࢿ࢚ ࣭



 76

 
Fig.1 ࣔࡢࣝࢹᶍᘧᅗ． 

Fig.2 ィ⟬⤖ᯝࡢ౛． 

 
ᛶ್㸦࿘㎶ ᗘ࣭≀࡜ᮇ್㸦 ᗘ࣭ᅽຊ࣭ὶ㏿㸧ึ࡞㸪㐺ᙜࡏࢃྜࡳ⤌ࢆᘧࡢࡽࢀࡇ

ⅆ㐨 
ᚄ࣭⢏Ꮚᚄ࣭✵㝽⋡࡝࡞㸧ࢆ୚࡚࠼✚ศ࡛࡜ࡇࡿࡍ㸪 ᗘ࣭ᅽຊ࣭ὶ㏿࣮࣓ࣛࣃࡢ࡝࡞

 ．ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵồ࡚ࡋ࡜㛵ᩘࡢࡉ῝ࢆࢱ
Porosity ࢆ 0.28(@1000m)㹼0.48(@0m)࡜ኚ໬ࡏࡉ㸪ᆅ㟈活動ࡽ࠿ᄇẼ活動ࡢ࡛ࡲ

1 㐌㛫㐜ࢆࢀ෌⌧࡛ࢆࢱ࣮࣓ࣛࣃ࡞࠺ࡼࡿࡁ㐺ᙜ࡟᥈ࡓࡋ．ୗ୍ࡢࡑࡣ࡟౛ࡍ♧ࢆ．

ࢆ⋠㝽✵ࡣ౛࡛ࡢࡇ 2 ḟ㛵ᩘⓗ࡟ῶᑡࡀࡿ࠸࡚ࡏࡉ㸪ᅽຊࢆࢡࢵ࢕ࢸࢱࢫࢯࣜࡣ㉸࠼

࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ㐍ࢆウ᳨࡟ࡽࡉ．ࡿ࠶ࡀഴྥࡿࡍែ࡛పୗ≦ࡿ HYDROTHERM ࡢ࡝࡞

 ．ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡶ࡜ࡇࡿࡍẚ㍑᳨ウ࡜ࢱ࣮࣑ࣞࣗࢩ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Kinematic Features of Isolated Volcanic Clouds Revealed by Video-records 
 

Akihiko TERADA* and Yoshiaki Ida** 
* Institute of Seismology and Volcanology, Graduate School of Science, Hokkaido 

University, North 10 West 8, Kita-ku, Sapporo 060-0810, Japan. 

** Graduate School of Life Science, University of Hyogo 
(Geophs. Res. Lett., submitted) 
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Ascent processes of small volcanic clouds are analyzed using video-records 
obtained for some eruptive events at Asama and Miyakejima volcanoes, Japan. In 
this analysis, each segment of the volcanic cloud 
is treated as an isolated thermal, i.e. a spherical 
body ascending independently through the 
ambient air by its buoyancy. Our kinematic 
analysis reveals that the ascending thermals well 
meet the entrainment hypothesis and the 
relation that was obtained from a dimensional 
analysis by Scorer until they arrive near their 
maximum heights. Empirical dimensionless 
constants characterizing the entrainment 
hypothesis and the Scorer's relation are about 
0.36 and 0.6, respectively, consistent with some 
results of laboratory experiments. Therefore 
kinematic features of small volcanic clouds 
including their sizes, ascent velocities and mean 
densities can be described quantitatively by the 
simple model based on these empirical relations 
without thermodynamic consideration. 

 
Figure. Analysis of the volcanic cloud of Asama volcano 
at 8:38 am on 18 September 2004. Integrating (6) by use 
of the ambient air density given by the upper air 
observation at 9:00 am at the TTN station (close circles). 
(a) The calculated density of the volcanic cloud compared 
with the ambient air density from the upper air 
observation at 9:00 am at the TNN (close circles), WJM 
(open squares) and HMT (triangles) stations. (b) The 
change of F calculated as a function of the center height 
for selected initial  
values: F0 = 106, 107, 108 and 109 kgm/s2. (c) Calculated 
maximum cap and center heights as a function of F0. The 
observed height of cloud’s cap (The horizontal line) gives 
F0 = 1.4×108. (d) The Scorer’s constant C calculated from 
equation (8) in our paper at each height. 
Warm wind holes at the top of the Yasukajigamori lava dome, Mikurashima volcano, 
Steaming only during the winter 

 
 
 
Warm wind hole swarms were found at the top of the Yasukajigamori lava dome 

 of the Mikurasima volcano, Japan. 
Akihiko Terada*, Masayuki Hino** and Keiji Takeiri** 

* Institute of Seismology and Volcanology, Graduate School of Science, Hokkaido 

University, North 10 West 8, Kita-ku, Sapporo 060-0810, Japan. 

** Mikurahima, 100-1301 Tokyo 100-1301, Japan. 
(J. Geol. Soc. Japan, in press) 
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 A white steam column with height of less than 1-2 m was seen rising from 
the major hole Y-a only during the depth of winter. The results of temperature and 
relative humidity measurements in and around the Y-a hole indicate that 
temperature and density of vapor in the Y-a hole strongly depend on the 
temperature of the outer air. This suggests air circulation involving outer air 
percolating through porous lava dome. Thermal energy discharged from the Y-a 
hole is estimated to be about 
20 GJ in each year, similar to 
the value reported from at 
the Nakayama wind holes in 
Shimogo, Fukushima. As a 
result of measurements of 
temperature, pH and electric 
conductivity of water around 
the lava domes, we have 
found no evidence to suggest 
volcanic thermal activities. 
Some of wind holes at other 
active volcanoes could be 
mistaken as volcanic 
fumaroles. 

 
 

Figure. Variations of (a) 
temperature, (b) relative 
humidity and (c) density of vapor 
between 12 pm. April 22 and 00 
am. April 24. Data in the vent 
and outer air are recorded at the 
intervals of 1 minute and 1 hour, 
respectively． 

 
 

ịࡢ⼥ゎ㏿ᗘࢆ฼⏝ࡓࡋ⡆౽࡞ᆅ⇕ほ  
㸫᭷⌔ᒣすᒣⅆཱྀ࿘㎶ᄇẼᆅࡢࡽ࠿⇕ᨺฟ⋡᥎ᐃ㸫 

 
ᑎ⏣ᬡᙪ*࣭኱ᓥᘯග*࣭ᱵᮏ┿ྐ**࣭Ọᓠ㈼୍**࣭ 
* ࠛ060-0810 ໭ᾏ㐨ᮐᖠᕷ໭༊໭ 10 ᮲す 8 ୎┠ 

໭ᾏ㐨኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⌮Ꮫ研究⛉㝃ᒓᆅ㟈ⅆᒣ研究ほ ࣮ࢱࣥࢭ 
**໭ᾏ㐨ᮐᖠ㛤ᡂ㧗ᰯ 

㸦᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ 2005 ᖺ⛅Ꮨ኱఍Ⓨ⾲㸧 
 

᭷⌔ᒣすᒣⅆཱྀ⩌㸦2000 ᖺ᪂ᒣ㸧࿘㎶ࡢᄇẼᆅ࡛ࡣ㸪ໃࡸ࠸⠊ᅖ࡟᫬㛫ኚ໬࠶ࡢ

ࡇࡓࢀࡽ࡭ㄪ࡟ᐃ㔞ⓗࡀ⋠⇕ᨺࡢࡽ࠿㸪ᄇẼᆅ࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡀࡓ࠸࡚ࢀ࠿Ẽ௜ࡀ࡜ࡇࡿ

᪉ࡿࡶ✚ぢࡃࡼ⢭ᗘ࡟⡆༢ࢆ⋠⇕ᨺࡢࡽ࠿㸪ᄇẼᆅ࡚ࡋ࡜ࡘ୍ࡢ⏤⌮ࡢࡇ．࠸࡞ࡣ࡜

ἲࡀᏑᅾࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡋᣲ࡛ࡇࡑ．ࡿࢀࡽࡆ㸪ᘚᙜ⟽࡟ධࡓࢀịࡢ⼥ゎ㏿ᗘ࡟࡜ࡶࢆ㸪

ᨺ⇕⋡ࢆ⡆༢࡟ィ ࡿࡍ᪉ἲ࠼⪄ࢆ㸪すᒣⅆཱྀ⩌࡬㐺⏝ࡓࡋ． 
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ᮏ研究࡛ࡣ㸪100 g ࡢịࡢධ࣑ࣝ࢔ࡓࡗ〇ᘚᙜ⟽ࢆᄇẼᆅࡁ⨨ᩘ「࡟㸪ịࡀ᏶඲࡟

⋠⇕ᨺࡢࡾࡓ࠶✚༢఩㠃ࡽ࠿⇕ゎ⼥ࡢ㸪ị࡚ࡋ ィࢆ᫬㛫ࡓࡗ࠿࠿࡟࡛ࡲࡿࡁࡅ⼥

㸦W/m2㸧࡬ኚ᥮࡛ࡇࡇ．ࡓࡋ㸪ኴ㝧ࡢ⇕ᨺᑕࡢ࡝࡞ᙳ㡪ࢆ᤼㝖ࡵࡓࡿࡍ㸪ᄇẼᆅ࡟

᩿⇕ᮦ࡛ୖࡓ࠸ᩜࢆᘚᙜ⟽ࡁ⨨ࢆ㸪ྠ ᵝ࡟ịࡿࡁࡅ࡜ࡀ᫬㛫ࢆィ ࡚ࡋồࣝࢿ࢚ࡓࡵ

 ．ࡓࡋṇ⿵࡛࡜ࡇࡃᘬࡽ࠿⋠⇕ᨺࡓࡵ㸪ྛⅬ࡛ồࢆ࣮ࢠ
ほ ࡣ 2005 ᖺ 9 ᭶ 27 ᪥ 13 ᫬㹼16 ᫬ࡓࡗ࡞⾜࡟．ᙜ᪥ࡢኳೃࡣᬕࢀ㸪Ẽ  25Υ 

๓ᚋ㸪㢼㏿ 3 m/s ⛬ᗘ࡛ࡓࡗ࠶．ᅗ 1 ．ࡍ♧࡟ࡶ࡜࡜ᆅ⾲㠃 ᗘࢆ⨨㸪ほ Ⅼ㓄࡟

U4 ௜㏆ࡣᄇẼᏍࡀᐦ㞟ࡿࡍ㸪ぢࡢ࡛࠼࠺ࡢࡅ࠿ᄇẼᆅࡢ୰ᚰ࡛ࡿ࠶． 
ịࡀ᏶඲࡛ࡲࡿࡁࡅ⼥࡟㸪᪩࠸ሙᡤ࡛ 10 ศ 30 ⛊㸦U6㸪98.2Υ㸧㸪㐜࠸ሙᡤ࡛ࡣ

21 ศ௨ୖ㸦U1㸪34.3Υ㸧ࡓࡗ࠿࠿．᪥ᑕ➼ࡢᙳ㡪ࢆ⿵ṇࡓࡋᨺ⇕⋡ࡣ㸪᭱኱㸦U6㸧
࡛ 1.6 kW/m2㸪᭱ᑠ㸦U1㸧࡛ 0.2 kW/m2 ࡛ࡓࡗ࠶㸦ᅗ 2㸧．ᄇẼᆅ඲యࡢࡽ࠿ᨺ⇕

ࡣሙྜࡓࡋMW㸪▴ᙧ࡛㏆ఝ 1.2 ࡣሙྜࡓࡋᴃ෇࡛㏆ఝࢆ≦ᙧࡢ⥺⋠⇕㸪➼ᨺࡣ⋠

0.6 MW ࡜ィ⟬࡛ࡋࡔࡓ．ࡓࡁ㸪ᄇẼᆅࡣ U7 ࡗࡀᗈࡶm ௨ୖ 100 ࡟ࡽࡉ࡬すࡶࡾࡼ

ࡣᄇẼᆅ．ࡿࢀࢃᛮ࡜ࡿࡍ㐩࡟ಸ⛬ᗘᩘࡢᯝ⤖ࡾࡶ✚㸪ᮏぢࡣ⋠⇕ᨺࡢ㸪ᐇ㝿ࡾ࠾࡚

U7 ಸ⛬ᗘ㸪ᩘᩘࡢࡇࡣ࡟㸪ᐇ㝿ࡾ࠶m ⛬ᗘ 100 ࡬すࡶࡾࡼ MW ⛬ᗘ࡜ᛮࡿࢀࢃ．

୍᪉㸪᪂ᒣ௜㏆ࡢᄇẼࡢࡽ࠿ᨺ⇕⋡ࡣ 3-5MW ⛬ᗘࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜㸦ᑎ⏣㸪ᮍබ⾲㸧㸪

⌧ᅾࡢ᪂ᒣ௜㏆࡛ࡣ㸪ᄇẼᆅ࡜ᄇẼࡢࡽ࠿ᨺ⇕㔞ྠࡰ࡯ࡣ⛬ᗘ࡛ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶． 

 
 
 
 

ᚚⶶᓥⅆᒣࡢᆅ⇕␗ᖖㄪᰝ 
 

ᑎ⏣ᬡᙪ*࣭᪥㔝ṇᖾ**࣭➉ධၨྖ**࣭㕥ᮌᩔ⏕*࣭኱ᓥᘯග* 
* ࠛ060-0810 ໭ᾏ㐨ᮐᖠᕷ໭༊໭ 10 ᮲す 8 ୎┠ 

໭ᾏ㐨኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⌮Ꮫ研究⛉㝃ᒓᆅ㟈ⅆᒣ研究ほ ࣮ࢱࣥࢭ 
** ࠛ100-1301 ᮾி㒔ᚚⶶᓥᮧ↓␒ᆅ 

ᚚⶶᓥᮧ 
㸦ᚚⶶᓥᓥྐ࣭⮬↛⦅࣭ᆅໃ㸪༳ๅ୰㸧 

 
ᮏㄪᰝࡢ┠ⓗࡣ㸪ᚚⶶᓥᩍ⫱ጤဨ఍⦅ࠕᚚⶶᓥᓥྐࠖసᡂࡵࡓࡢ㸪ྠⅆᒣࡿࡅ࠾࡟

⌧ᅾࡢ⇕ⓗ活動ࢆᐃ㔞ⓗ࡟ᢕᥱࡿ࠶࡟࡜ࡇࡿࡍ．ྠ ᓥෆ࡛ドゝࡢᚓࡢ࠿ࡘࡃ࠸ࡓࢀࡽ

⇕␗ᖖ඙ೃࡕ࠺ࡢ㸪ࡣ࡛ࡇࡇᓥᮾ㒊ࡢ㛗⁪ᒣす᪉ࡢ㒔㐨ࡿࡅ࠾࡟ㄪᰝ⤖ᯝࡿࡵ࡜ࡲࢆ． 
ྠᆅᇦ࡛ࡣ㸪1990 ᖺ๓ᚋࡢ㒔㐨᪂タᕤ஦࡟ࡵࡓࡢᒾࢆ⛣動ࡓࡏࡉ㝿㸪㧗ᩘࡉ m ௨

ୗᅗ㸦ࡓࡋἐᇙ࡟◁ᅵࡢ㔞኱㸪ࡾ࡞࡜ሙ࡚ᤞᅵṧࡣᆅྠࡃ࡞ࡶ㛫．ࡓࡗࡀୖࡀẼ‮ࡢ

1㸧．2001 ᖺ㸯᭶ࡢㄪᰝ࡛ࡣ㸪ᮏᆅᇦ࡛ ᗘ 20Υ㸦እẼ ᗘ 9Υ㸧ࢫ࢞ࡢᄇฟࢆ☜ㄆ

0.0

0.5

1.0
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2.0

020406080
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放
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図 1．弁当箱の配置図．数字は地表面温度

（℃）を表す． 

 

図 2．U 測線について求めた単位面積あたりの補正

後の放熱率． 
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㸪H2Sࡋ ࡸ SO2 ࠸ⱝᖸ㧗ࡶࡾࡼ㸪኱Ẽࡢࡢࡶࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵㄆࡣ 500-1000ppm ࡢ

CO2᳨ࢆฟࡓࡋ． 
2005 ᖺ 4 ᭶ 21 ࡽ࠿ 23 ᪥࡚ࡅ࠿࡟㸪ᮏᆅᇦ࡛ 70cm ࡧࡼ࠾ 30cm  ᆅ୰ ᗘࡢ῝

ᐃࢆᐇ᪋ࡢࡑ．ࡓࡋ⤖ᯝ㸦ᅗ 2㸧㸪ᇶ‽Ⅼ௜㏆ࡢ 20m ⛬ᗘࡢ㡿ᇦࡀ࿘ᅖࡾࡼ 2Υప࠸

㈇ࡢ⇕␗ᖖࢆぢฟࡋ㸪ὸ㒊࡟ᆅୗỈ⬦ࡀᏑᅾྍࡿࡍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡕࢃ࡞ࡍ．ࡓࢀࡉ㸪ⅆ

ᒣࡢ࡚ࡋ࡜ᆅ⇕␗ᖖࢆ♧၀ࡿࡍほ ್ࡣᚓࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽ． 
ᆅୗỈ ࡢᖺኚ໬ࡣ࿘㎶Ẽ ࣨᩘ࡟᭶㐜ࡋࡶ．ࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࢀ෤Ꮨ࡟ᆅୗỈ ࡀ㧗

ࡗࡼ࡟㸪ሙྜࢀࡉㄆ㆑࡜ᆅ⇕␗ᖖᇦࡢṇ࠸㧗ࡢẚ㍑ⓗ ᗘࡣ࡟㸪෤Ꮨࡤࢀ࠶ែ࡛≦࠸

ྠ࡜᳃ࣨࢪ࢝ࢫࣖࡢ㸪ྠⅆᒣࡣ࠸ࡿ࠶．ࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡓ࠼ぢ࡟࠺ࡼࡿࡀୖࡀ↮ⓑࡣ࡚

ᵝࡢ㢼✰㸦ᑎ⏣࣭௚㸪༳ๅ୰㸧ࡀ௨๓ࡣᏑᅾࡀࡓࡋ㸪90 ᖺ௨ᚋࡢ኱࡞ࡁᅵᆅᨵኚ࡟

 ．ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀᛶ⬟ྍࡓࡋᇙἐࡾࡼ
 

 
 
 
 
 
 

㐨ᮾᆅᇦ࡛ࡢᆅ㟈活動࡟క࠺㟁☢Ẽ⌧㇟ࡢほ 研究 
 

ⱱᮌ ㏱ࠊ㧗⏣┿⚽ࠊ᳃㇂Ṋ⏨ࠊす⏣Ὀ඾ 
 
໭ᾏ㐨኱Ꮫ࡛1996ࠊࡣ ᖺ㸰᭶ࡾࡼ㐨ᮾࡢ⹿ 㸦ูNIJ㸧ࡧࡼ࠾ 6 ᭶ࡶࡾ࠼ࡽ࠿㸦ERM㸧

ࢆ ᆅ☢Ẽኚ動ほࡿࡼ࡟ຊィ☢ࢺ࣮ࢤࢫࢡࢵࣛࣇࡧࡼ࠾ ᆅ㟁఩ኚ動ほ࡚࠸࠾࡟

2000ࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ ᖺ 8 ᭶ࠊࡣ࡟໭ᾏ㐨኱Ꮫ࡜⌮໬Ꮫ研究ᡤᆅ㟈ᅜ㝿࢔࢕ࢸࣥࣟࣇ研

究ࡀ࡜ඹྠ࡛ࠊ᰿ᐊ㸦NMR㸧ࠊཌᓊ㸦AKK㸧ࠊᾆᖠ㸦URH㸧ࡶ࡟ほ タഛࢆタ⨨ࠋࡓࡋ

ࢀࡑ࡜ᆅ㟈࣭ᆅẆኚ動ほ ᡤࡢ໭ᾏ㐨኱Ꮫࡿ࠶࡟ᆅᇦࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ᪂タᆅᇦ࡛ࡢࡇ

ࡽ࠿ 5㹼10km ࠊ㸰ᆅⅬྜࡓࢀ㞳ࡢ ィ㸱⟠ᡤࠊࡘࡎ஫࡟࠸┤஺ࡿࡍ㸰᪉ྥ࡟▷ᇶ⥺㸦㛗

ࡉ 50㹼100m ⛬ᗘ㸧ࡢᩘ「࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡓ࠸⨨ࢆほ Ⅼࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ⨨ࢆほ ࢀࡉ

ࢆ࠿ࡢࡿ࠶ኚ動࡛ࡓࡗࡶࢆࡾࡀᗈ࡞ᆅᇦⓗ࠿ࡢࡿ࠶ኚ動࡛࡞ᒁᆅⓗࡀᆅ㟁఩ኚ動ࡓ

ࠊྛࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡁุ࡛᩿ 㟁⥺ࠊ㟁ᴟࡣ 1m ఩ࡢ㛫㝸࡛ᖹ⾜࡟㸰ᮏࠊࡁ⨨ࡘࡎ

୧᪉ࡢኚ動ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࢡࢵ࢙ࢳࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡌྠࡀಶࡢࠎ㟁ᴟࡾࡼ࡟Ⓨ⏕ࡿࡍ

࠸⏝ࢆ⥺㟁ヰࡪ⤖ࢆほ Ⅼ㛫ࠊࡣ ほࡿࡼ࡟⥺㛗ᇶࠋࡓࡋ࡟࠺ࡼࡿࢀࡽ࡭ㄪࢆࢬ࢖ࣀ

ࡣ࡟ᾆᖠࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ᾆᖠ㸯ᮏ࡛ࠊ᰿ᐊ㸯ᮏࠊࡣᅾ⌧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡚ 12 ᭶ࢵࣛࣇ࡟

 ࠋࡓࡋ⨨タࢆຊィ☢ࢺ࣮ࢤࢫࢡ
 2002 ᖺ㸴᭶ࡾࡼኳሷ୰ᕝࠊᮐᖠᚚ⡘ࡶࡾ࠼ࠊほ ᡤ2003ࠊࡓࡲࠊ ᖺ 9 ᭶ࡾࡼᘵᏊ

図 1．長滝山東域に設定した「基準点」の地

熱異常と見られる領域の位置関係． 
図 2．長滝山東域に設定した基準点からの水平距

離に対する地温分布．小丸は 30cm 深，大丸は

70cm 深である． 
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ᒅほ ᡤࠊ࡚࠸࠾࡟VHF ᖏ㟁Ἴ࡟ఏ᧛␗ᖖ࡜ᆅ㟈Ⓨ⏕ࡢ࡜㛵ಀࢆㄪࡿ࡭ほ ࢆ㛤ጞ

ࡢᩘ「ࡢࡃ㐲ࠊ࡚࠸࠾࡟ほ Ⅼࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ FM ᨺ㏦ᒁࡢࡽ࠿㟁Ἴཷࢆಙࠊࡋ」

ࡋࡊࡵࢆ࡜ࡇࡿసࢆ⥙ ほ࡞࠺ࡼࡿࡁᐃ࡛≉ࢆሙᡤࡓࡋ⏕Ⓨࡢఏ᧛⤒㊰࡛␗ᖖࡢᩘ

2003ࠋࡿ࠸࡚ ᖺ 8 ᭶ࠊࡣ࡟ᾆἙୖᯂ⮻ほ ᡤ࡛ࠊᆅ☢Ẽࠊᆅ㟁఩ࠊ✵୰㟁ሙࣥ࢞ࠊ

࣐⥺ᙉᗘࠊVHF 㟁Ἴྠࡢ᫬ほ ࢆ㛤ጞࠊࡋᆅ⾲࡜✵୰ࡢ࡜㟁☢ሙኚ動ࡢ㛵ಀ࠸ࡘ࡟

࡚ㄪࠋࡿ࠸࡚࡭᪥㧗ᒣ⬦┤ୗ࡟㉳ࡿࡇ M5 㟁ࡢᗈᑿᨺ㏦ᒁࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᆅ㟈ࡢࢫࣛࢡ

Ἴࡶࡾ࠼ࢆほ ᡤ࡛ཷಙࠊ࡟ࢱ࣮ࢹࡿ࠸࡚ࡋᆅ㟈ࡀ㉳ࡿࡇ㸯㸫㸰㐌㛫๓ᩘࡽ࠿᪥๓ࡲ

ࡘࡧ⤖࡟▱ணࡢᆅ㟈ࡢᆅᇦࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ ほࡃከᩘࠊࡀ౛ࡿࡌ⏕ࡀᖖ␗࡟㛫ࡢ࡛

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆウ᳨࠿࠺࡝࠿ࡃ
඲☢ຊほࠊࡿࡼ࡟ຊィ☢ࣥࢺࣟࣉࡣᘵᏊᒅ࡛ࠊᶆⲔࠊ᰿ᐊࠊཌᓊࡢ㐨ᮾᆅᇦࠊࡓࡲ 

ᅽࠊࡾࡼ࡟ᛂຊኚ໬ࡢᆅẆෆࡢ㝿ࡿࡇ㉳ࡀᆅ㟈࡞ࡁ㐨ᮾᆅᇦ࡛኱ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ 

☢Ẽࡢኚ໬ࡿࡼ࡟ࢀࡑࠊࡾࡇ࠾ࡀ඲☢ຊኚ໬ࡀほ ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 
 

 
ᆅ㟈Ⓨ⏕ᆅᇦࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀 

 
ⱱᮌ㏱ࠊᕷཎᐶࠊᒣ㇂♸௓ࠊ⚄ᒣ⿱ᖾࠊᲚཎᓫ᠇㸪ୖᔱㄔ㸯㸧ࠊᑠᕝᗣ㞝㸰㸧 

1) ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ2ࠊ)ᮾிᕤᴗ኱Ꮫⅆᒣὶయ研究࣮ࢱࣥࢭ 
 

ෆ㝣ᆅ㟈࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀᵓ㐀ࢆ࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡗࡇ࠾࡛ࢁࡇ࡜ࡢㄪࡣ࡜ࡇࡿ࡭㔜せ࡞

ၥ㢟࡛ࢆࢀࡑࠊࡾ࠶ẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡢ㠃ࡽ࠿研究࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᆅ㟈Ⓨ⏕ᆅᇦ

࡛୺࡚ࡋ࡜ MT ほ ࡿࡼ࡟ᵓ㐀᥈ᰝࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
ᮏᖺ2004ࠊࡣ ᖺ୰㉺ᆅ㟈ࡢⓎ⏕ᆅᇦࡸ㊧ὠᕝ᩿ᒙᆅᇦࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡀᚓࠋࡓࢀࡽ

㧗ࡢẚ㍑ⓗẚ᢬ᢠࡿ࠶࡟ୖࡢపẚ᢬ᢠࡢୗ㒊ᆅẆࠊࡣᆅ㟈Ⓨ⏕ᆅᇦࠊ࡜ࡿࡼ࡟ࢀࡑ

2002ࠊࡣᯝ⤖࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏕Ⓨ࡟⏺ቃࡢ࡜ᒙ࠸ ᖺࡓࡗ⾜࡟㐨໭ᆅᇦ࡛ࡢ

⤖ᯝྜᩚࡶ࡜ⓗ࡛ࠋࡿ࠶ᮏᖺᗘ1938ࠊࡾࡼ ᖺࡽ࠿ 1967 ᖺ࡚ࡅ࠿࡟ M5㹼6 ࢫࣛࢡ

 ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆᵓ㐀᥈ᰝࡢᘵᏊᒅᆅᇦ࡛ࡓࡋ⏕Ⓨࡃከᩘࡀᆅ㟈ࡢ
ࡢᆅᇦ࡛ࡶࡾ࠼ࠊࡓࡲ MT 2003ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࡶゎᯒࡢࢱ࣮ࢹ ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈࢔ࡢ

ࢀࡽ࡭ㄪࢆᵓ㐀ࡢ㡿ᇦ࡞࠺ࡼࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋ㐩࡛ࡲᆅᇦࡶࡾ࠼ࠊࡣ㡿ᇦ࢕ࢸࣜ࣌ࢫ

ᆅᇦ࡛࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿ MT ἲࡿࡼ࡟῝㒊ẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡢ研究ࢆ㛤ጞࡋ

᥈ᰝ῝ᗘࠋࡓ 100km ᗈᖏᇦࡿࡺࢃ࠸ࠊ࡟ࡵࡓࡍࡊࡵࢆ MT ἲ㸦ほ ࿘Ἴᩘ 320Hz
㹼000055ࠋHz㸧࡟ຍࠊ࡚࠼㛗࿘ᮇ MT㸦ほ ࿘ᮇ 30 ⛊㹼10000 ⛊㸧ࢆ 27 ᆅⅬ࡟

ணᐃࡿࡵồࢆ㸱ḟඖẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡢᮏᆅᇦࠊ࡟ᇶࢆࢱ࣮ࢹࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋᐇ᪋࡚࠸࠾

ᾏࠊࡾ࠶ホ౯࡛ࡢᙳ㡪ࡢᾏࠊࡣၥ㢟࡞ࡁ኱ࡶ࡜ࡗࡶᵓ㐀᥈ᰝ࡛ࡢᆅᇦࡢࡇࠋࡿ࠶࡛

 ࠋࡿ࠶࡛࣐࣮ࢸ࡞㔜せࡶ研究ࡢἲࢢࣥࣜࢹẚ᢬ᢠᵓ㐀ࣔࡓࡵྵࢆ
 
 

᭷⌔ⅆᒣࠊ㥖ࢣᓅࠊᶡ๓ⅆᒣ࡛ࡢ㟁☢Ẽほ  
 

ⱱᮌ㏱ࠊᶫᮏṊᚿࠊᒣ㇂♸௓ 
 

㸦㸯㸧᭷⌔ⅆᒣ 
 ᭷⌔ⅆᒣ࡛2000ࠊࡣ ᖺࡢᄇⅆ᫬ࣥࢺࣟࣉࡽ࠿☢ຊィࡿࡼ࡟ᆅ☢Ẽほ ࠊᆅ㟁఩ኚ

動ほ 2001ࠋࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢆ ᖺᗘᮎ⌧ᅾ࡛ほ ୰ࡢᆅⅬࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 
ᆅ☢Ẽほ Ⅼ㸸 
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 ᑠ᭷⌔ࠊᆅⶶ๓ࠊ඲᪥✵ࡢἑ୕ࠊ㇏ูⲮᆅࠊὝ√†ᑠᏛᰯすࠊᪧす⫹᣺ᾘ㜵⨫ 
ᆅ㟁఩ኚ動ほ  

ᑠ᭷⌔ࠊᆅⶶ๓ࠊ඲᪥✵ࡢἑ 
2001 ᖺᗘ2000ࠊࡣ࡟ ᖺᄇⅆᆅᇦࢆ୰ᚰࠊ࡟㹋㹒᥈ᰝࣝࢯࣥࢸࠊ㹁㹑㹋㹒᥈ᰝࢆ㐨❧

ᆅ㉁研究ᡤ࡜ඹྠ࡛ᐇ᪋ࢆࢱ࣮ࢹࠋࡓࡋୗ࡟ 3 ḟඖẚ᢬ᢠᵓ㐀ࣔࢆࣝࢹసࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ

ࢀࡽぢࡀపẚ᢬ᢠᖏࡿࡧᘏ࡛ࡲ㒊῝ࡣ࡟ୗ┤ࡢすᒣⅆཱྀࠊࡣᯝ࡛⤖࡞࣮ࣜࢼ࣑ࣜࣞࣉ

すᒣⅆཱྀࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋࡿࢀࡽぢࡶ࡟ୗ┤ࡢ㔠ẝ⨶ⅆཱྀࡀపẚ᢬ᢠᖏࡢูࠊࡓࡲࠋࡿ

 ࠋࡿࡍ၀♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆ㊰⤒᪼ୖࡢⅆᒣᛶὶయࡢࠎูࡣ㔠ẝ⨶ⅆཱྀ࡜
 2004 ᖺᗘࠊࡣ࡟ᑠ᭷⌔す㯄࡛ 2000 ᖺᄇⅆࡢ㝿⏕᩿ࡓࡌᒙ࿘㎶࡛⾜ࡓࡗ㟁Ẽ᥈ᰝࡢ

ඹྠ࡛࡜㐨❧ᆅ㉁研究ᡤࠊࡓࡲࠋࡓࡋ㆟ㄽ࡚࠸ࡘ࡟ᆅୗᵓ㐀ࠊࡋゎᯒࢆࢱ࣮ࢹ 2000
ᖺᄇⅆ࡟క࡚ࡗ኱࡞ࡁᆅẆኚ動ࡓࡗ࠶ࡀኊ▌ Ἠᆅᇦ࡛㟁Ẽ᥈ᰝ࡞࠺ࡼࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆ

ᆅᇦࡢᆅୗᵓ㐀᳨ࢆウࡿࡍ研究ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋ 
㸦㸰㸧㥖ࢣᓅ 
 㥖ࢣᓅ࡛ࡣ 1996 ᖺࡢᄇⅆᚋࣛࢹࣝ࢝ࠊࡽ࠿ෆ࡛ᆅ㟁఩ኚ動ほ ࢆ㛤ጞ2000ࠋࡓࡋ
ᖺࡢᑠᄇⅆᚋࠊ㸵ྜ┠㥔㌴ሙ࡛ࡶᆅ㟁఩ኚ動ほ ࢆ㛤ጞࠊࡋ⌧ᅾࡢࡇࡶ㸰ᆅⅬ࡛ほ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ
 ᆅ☢Ẽኚ動ほ 2000ࠊࡣ ᖺࡢᑠᄇⅆᚋࠊࡽ࠿㤿ࠊ⫼ࡢ◁ཎⓏᒣཱྀࠊ㸴ྜ┠㥔㌴ሙࠊ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 㸲ᆅⅬ࡛ほࡢ㤋ࣥࣜࣉࢵࣕࢳ
 2001 ᖺᗘ2002ࠊ ᖺᗘࡓࡗ⾜࡟ᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝࢆࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࠊࡋ㥖ࣨᓅࡢ㸱ḟඖ

ẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆồࡿࡵ研究ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡶ 
㸦㸱㸧ᶡ๓ᒣ 
 ᶡ๓ᒣ࡚࠸࠾࡟ᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝࢆ㛤ጞࠋࡓࡋᮏᖺᗘࡣ᫖ᖺ࡟ᘬ࡚࠸⥆ࡁᗈᖏᇦ MT
ࡢ㏆ഐ࡛࣒࣮ࢻ࡜ AMT ほ ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡜ḟᖺᗘ௨㝆ࠊࡋ⥆⥅ࡶ㸱ḟඖẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡀ

ᚓࢆ࡜ࡇࡿ┠ᶆࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡟ 
 
 

ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢ἲࡢ研究 
 

ⱱᮌ㏱ࠊᴋᘓ୍㑻㸯㸧ࠊᾏỤ⏣⚽ᚿ㸯㸧ఀࠊ⸨ஂᩄ㸯㸧ࠊ 
⏣୰Ⰻ࿴㸰㸧ࠊ⸨ගᗣᏹ㸱㸧ࠊ⤖ᇛὒ୍㸲㸧 

1) 㟁ຊ୰ኸ研究ᡤᆅᅪ⎔ቃ㒊2ࠊ)ி㒔኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⌮Ꮫ研究⛉3ࠊ)஑ᕞ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᕤᏛ

研究㝔4ࠊ)ᛂ⏝ᆅ㉁ओ✵୰᥈ᰝᢏ⾡研究ᡤ 
 

✵୰㟁☢ἲࠊࡣᗈᇦࡿࡓࢃ࡟ㄪᰝࢆຠ⋡࠺⾜ࡃࡼ᥈ᰝἲ࡚ࡋ࡜ᗈࡃ౑࠸࡚ࡁ࡚ࢀࢃ

⿦࡟ᶵ✵⯟࡟ඹࢆಙᶵཷࡧࡼ࠾㏦ಙᶵࠊࡣ୰㟁☢ἲ✵ࡿ࠸࡚ࢀࢃ౑࡟ᅾᐇ⏝ⓗ⌧ࠋࡿ

ࢀࡇࠋ࠸ከࡀࡢࡶࡢࣉ࢖ࢱࡿࡍᦚ㍕࡟ࢻ࣮ࣂࡓࡆୗࡾྞࡽ࠿ࢀࡑࠊࡣࡓࡲࠊ࠿ࡿࡍ╔

ᶵ✵⯟ࢆ㏦ཷಙᶵࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ↛ᙜࡤࢀࡍࡽ࠿ⓗ┠࠺⾜ࢆ᥈ᰝࡢᗈᇦࠊࡣ

㏦ཷಙᶵ㛫ࠊࡋࡿ࠶ࡀ⏺㝈ࡶ࡟ࡉࡁ኱ࡢࢺ㏦ಙ࣮࣓ࣔࣥࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᦚ㍕࡟ࢻ࣮ࣂࡸ

㊥㞳ࡶ㝈࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀࡽ᮲௳ࡢࡽࢀࡇࡣ࡛≦⌧ࠊࡣ᥈ᰝࡀ㧗࿘Ἴᩘ࠿ࡋ฼⏝࡛ࡁ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ཎᅉࡿࡌ⏕ࢆ⏺㝈࡟᥈῝ᗘྍࠊ࡟ඹ࡜௳᮲࠺࠸࡜࠸࡞
✵୰᥈ᰝࡢࡘ୍࠺ࡶࡢ฼Ⅼࠊ࡚ࡋ࡜ᆅୖ࡛ࡕ❧ࡣධࡀࡾᅔ㞴࡞ሙᡤ࡛ࡶㄪᰝྍࡀ⬟

ᐜ᫆ࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺そࡃ࡞㐢‶ࢆ᥈ᰝ⠊ᅖࠊ࡚ࡋ⏝฼ࢆ฼ⅬࡢࡇࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀⅬ࡞

ኚ㉁ᆅᇦࠊᄇẼᆅᇦ࡞༴㝤ࡀࡢࡿධࡕ❧ࡣ࡟࿘㎶ࡢࡑࡸⅆᒣయࠊࡤ࠼࡜ࡓࠋࡿࡁ࡛࡟

࡜ࡇࡿࡍㄪᰝ࡟Ᏻ඲ࡣ୰㟁☢ἲ࡛✵ࡶㄪᰝࡢሙᡤ࠺࠸࠺ࡑࠊࡀࡿ࠶ࡀᆅᇦࡾ࡭ࡍᆅࡸ

ሙ࠸ࡼࡶ࡚ࡃ࡞ࡃᗈࡾࡲ࠶ࡣ᥈ᰝ⠊ᅖࠊሙྜࡢㄪᰝࡢⓗ┠࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ
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ࡶ࡚ࡃᗈࠊࡽ࠿ࣝࢺⓒ࣓࣮ᩘࠊࡾ࠶ࡀྜ 10km ఩ࡢ⠊ᅖ࡛࠸ࡼࡶሙྜࠋ࠺ࢁ࠶ࡶ 
 ᮏ研究࡚࠸࠾࡟研究㛤Ⓨࠊ࠺⾜ࢆᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢ἲࠊࡣᆅ⾲ࡃ⨨ࢆࢫ࣮ࢯ࡟

ࡀ㐨࠸౑ࡣ࡟᥈ᰝࡢⓗ┠࡞࠺ࡼࡢグୖࠊࡀࡿ࡞ࡃ࡞ࢀྲྀࡃᗈࡾࡲ࠶ࡣ᥈ᰝ⠊ᅖࠊ࡛ࡢ

࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆࢫ࣮ࢯࡢࢬ࢖ࢧ࡞ࡁ኱ࠊሙྜࡢᆺࢫ࣮ࢯ⾲ᆅࠊ᪉୍ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶

࡜ࡇࡿࡏࡉቑຍࢆ᥈῝ᗘྍࠊ࡛ࡢࡿ࡞ࡃࡁ኱ࡶ㏦ཷಙⅬ㛫㊥㞳ࠊࡓࡲࠊࡾ࠶ᐜ࡛᫆ࡀ

࠼⪄࡚ࡋ࡜ᙧែ࠺࠸࡜∧୰ ᐃ✵ࡢᆅ⾲᥈ᰝࠊࡣ᪉ᘧࡢࡇࠊࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿ࠶ᐜ࡛᫆ࡀ࡜ࡇ࠺⾜࡚ࡋ༠ㄪ࡜ᆅ⾲᥈ᰝࠊ࡛ࡢࡿࢀࡽ
ᮏ研究ᩥࠊࡣ㒊⛉Ꮫ┬⏘Ꮫᐁ㐃ᦠࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖๰ฟ஦ᴗ㈝⿵ຓ㔠㸦⊂๰ⓗ㠉᪂ᢏ

⾡㛤Ⓨ研究ᥦ᱌බເไᗘ㸧͆  ⥲ྜ✵୰᥈ᰝࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩ኱つᶍ⅏ᐖࡢ㜵⅏ᢏ⾡࡟

㛵ࡿࡍ研究͇ࡢୗ࡛ᐇ᪋ࠊࢀࡉ✵୰㟁☢᥈ᰝᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨࢆ࣮ࢱࣉࢥࣜ࣊ࠊ࡟ࡶ࡜࡜฼

ࠊ࡚ࡋᑐ࡟୰㉥እ⇕ᫎീ᥈ᰝ✵ࠊ୰ᨺᑕ⬟᥈ᰝ✵ࠊ୰☢Ẽ᥈ᰝ✵ࠊ୰㟁☢᥈ᰝ✵ࡿࡍ⏝

ྍ᥈῝ᗘࠊศゎ⬟ࠊ⢭ᗘ࡚࠸ࡘ࡟㜵⅏ㄪᰝ࡟㐺⏝࡛ࡿࡁᛶ⬟᳨ࢆウࠊࡋ⥲ྜⓗ࡞᥈ᰝ

ᢏ⾡ࡢ࡚ࡋ࡜ᐇ⏝໬ࡍࡊࡵࢆᇶ♏研究ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺⾜ࢆ 
 2005 ᖺᗘࠊࡣᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ㟁☢᥈ᰝᶵࡢᐇ⏝ᶵࡀ᏶ᡂࠊ࡛ࡢࡓࡋ☬Დⅆᒣ࡛᥈ᰝ

1888ࠊ࠸⾜ࢆ ᖺࡢ኱ᄇⅆ࡟కࡓࡌ⏕࠸኱ᔂቯᆅࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆㄪࠋࡓ࡭௚ࡢᵓ㐀᥈

ᰝ࡜ࢱ࣮ࢹࢢ࣮ࣥࣜ࣎ࡸࢱ࣮ࢹẚ㍑ࠊ࡚ࡋ᥈ᰝ⤖ᯝ᳨ࡢドࠋࡓࡗ⾜ࢆ᮲௳࠸ࡼࡀሙྜ

୰㟁☢ἲ࡛῝ᗘ✵ࡢࡇࡣ࡟ 1000m ఩ࡢ࡛ࡲẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡀᚓࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽ

෌⌧ᛶࡢࢱ࣮ࢹ᥈ᰝ࡚ࡋ࡜୺ࠊ࠸⾜ࢆ⠊ᅖ࡛᥈ᰝࡌྠ࡜᫖ᖺࠊ㜿⸽ⅆᒣᆅᇦ࡛ࠊࡓࡲ

 ࠋࡓࡋド᳨࡚࠸ࡘ࡟
 
 

  ᆅ㟁఩ኚ動ほࡢ࡛†ࣝ࢝࢖ࣂ
 

ⱱᮌ㏱ࠊYuri Moroz (Institute of Volcanology and Seismology, Russia) 
 

㉳ࡃከࡀᆅ㟈ࡣ࿘㎶࡛ࡢࡑࠊࢀࢃ࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ⨨఩࡟ୖࢺࣇ኱㝣ࣜࡣ†ࣝ࢝࢖ࣂ

⣙ࡽ࠿ᓊ†࡜ࡿࡇ㉳ࡀᆅ㟈࡞ࡁ኱ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡇ 70km ࡶᕷ࡛ࢡࢶ-ࢡࣝ࢖ࡿࡍ⨨఩࡟

⿕ᐖࡀⓎ⏕ࡿࡍᜍࡢࡇࠊࡾ࠶ࡀࢀᆅᇦࡢᆅ㟈活動ࠊⓎ⏕ண ࡣᆅඖ࡛ࡣ኱࡞ࡁၥ㢟࡜

ࢆ༠ຊࡢᆅ⌫≀⌮研究ᡤࢡࢶ࣮ࢡࣝ࢖ࠊ࣮࣑ࢹ࢝࢔Ꮫ⛉࢔ࢩࣟࠊࡣࠎᡃࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ᚓ࡚ࣝ࢝࢖ࣂࠊ†༡㒊࿘㎶ࡢ㸴⟠ᡤ࡛ᆅ㟈活動ࡢక࠺㟁Ẽ⌧㇟ࡢ研究ࠊ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆ

2002 ᖺࡾࡼᆅ☢Ẽࡧࡼ࠾ᆅ㟁఩ኚ動ほ ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
㉳࡛ࡃ㏆ࡢほ Ⅼࠊࡀ࠸࡞ࡣᡂᯝࡓࡋࡾࡁࡗࡣࠊ࡛ࡢ࠸ὸࡀ᪥࡚ࡵጞࢆ ほࠊࡔࡲ

ࡓࡗࡇ M5 ࠸࡚ࢀࡽᚓࡶᯝ⤖࡞࠺ࡼࡓࡋኚ໬ࡀࡉࡁ኱ࡢᆅ㟁఩ࠊ࡟㝿ࡢᆅ㟈ࡢࢫࣛࢡ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡵ㐍ࢆ研究ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ⥆⥅ࢆ ほࠊ௒ᚋࠋࡿ
 
 

I． 17 ᖺᗘ୰࡟ᐇ᪋ࡓࡋ研究࣐࣮ࢸ 
 

Gravity anomaly and subsurface intrusive structure of the tilted Tottabetsu 
plutonic complex, Hidaka Mountains 

 
Hiroyuki Kamiyama, Akihiko Yamamoto(1), Takeshi Hasegawa(2), Takanori 

Kajiwara and Toru Mogi 
(1) Faculty of Science, Ehime University 
(2) Department of Earth and Planetary Science, Hokkaido University 
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An exposed cross section of the tilted Tottabetsu plutonic complex allows 
direct observation of its 2-D cross-sectional shape and pretilting vertical 
variation in lithology and small-scale internal structures. Furthermore, 
the cross-sectional exposure allows direct evaluation of pretilting vertical 
density variations in both the pluton and the country rocks, which serve as 
a strong constraint in gravity modeling that complements information on 
the ‘missing’ original horizontal dimension of this tilted pluton.  
The pluton is rectangular in cross-sectional shape, measuring ~10-km 
thick by ~8-km wide. It is stratified with the uppermost thin granitic unit 
(~1-km thick) and the underlying thick gabbro-diorite units (~9-km thick) 
that preserve a stratigraphic record of numerous hotter replenishments in 
the form of alternation of originally horizontal mafic sheets and cumulate 
layers. The paleohorizontals (i.e. floor of the magma chamber at any one 
time) inferred from the sheets, pipes and cumulate layering and foliation 
dip steeply eastward, being roughly perpendicular to the original side 
walls and subparalell to the original roof of the pluton. Thus, in terms of 
the 2-D cross-sectional exposure, the pluton apparently had a 
vertically-elongated cylindrical form with vertical side walls and a flat roof 
before tilting.  

Both the pluton and the country rocks show systematic density increase 
with paleodepth, but density contrast of the pluton with the country rocks 
varies between each unit. The gabbro-diorite units show positive density 
contrasts (Δρ=0-0.2 g/cm3) with the tonalitic and metasedimentary 
country rocks, while the granitic unit shows negative density contrasts 
with the country rocks (Δρ=~0.1 g/cm3). The new Bouguer anomaly map 
shows distinct correlations between the bedrock geology and local gravity 
field. As expected from the positive density contrasts of the gabbros and 
diorites relative to country rocks, a local gravity high is seen associated 
with the exposure of the gabbro-diorite units. At the same time, a weak 
gravity low is seen associated with the exposure of granite, concordant 
with the negative density contrasts of the granites relative to the country 
rocks. The gravity model shows that the subsurface contact between the 
pluton and the country rock gently dips westward, being roughly 
perpendicular to the steeply east-dipping paleohorizontals inferred from 
the surface geology. This strongly supports that the hidden pretilting side 
wall of the pluton was also nearly vertical. 
At first sight, the cylindrical shape with vertical side walls and a flat roof 
could be interpreted as being the result of emplacement at dilational sites 
along major faults and shear zones. However, such an emplacement 
mechanism invoking space creation by horizontal displacement of country 
rocks contradicts gradual vertical stacking of the originally horizontal 
mafic sheets that represent recurrent hotter injections. We suggest that 
space for the successive magma batches injected into the Tottabetsu 
magma chamber was created by vertical displacement of fault-bounded 
blocks of roof or floor country rocks with little horizontal displacement. 

 
 

Scintrex㸦S315㸧㔜ຊィࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣜࣕ࢟ࡢ ᐃ 
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⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᮏከு࣭ᒣᮏ᫂ᙪ(1)࣭ᕷཎᐶ࣭㛗㇂ᕝ೺(2) 
㸦㸯㸧ឡ፾኱Ꮫ⌮Ꮫ㒊㸪㸦㸰㸧ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫᑓᨷ 

 
2005 ᖺ 7 ᭶ࡽ࠿ 8 ᭶࡚ࡅ࠿࡟ Scintrex㸦S315㸧㔜ຊィ࡚࠸⏝ࢆ㸪᪥㧗ᒣ⬦ᆅᇦ㸪

㜿ᐮᆅᇦ㸪ᘵᏊᒅᆅᇦ࡚࠸࠾࡟㔜ຊほ ࡓࡗ⾜ࢆ．S315 㔜ຊィࡣ㸪ࡢࡑᑟධ௨᮶㸪

㔝እほ ࡟౑⏝ࡣࡢࡓࢀࡉ௒ᅇࡿ࠶࡛࡚ࡵึࡀ．௒ᅇࡢほ ⤊஢ᚋ࡟ S315 㔜ຊィࡢ

㔜ຊㄞ࡟್ࡾྲྀࡳ␗ᖖ࡛ࡢࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ㸪ࡢࡑᴫ␎࡜ᑐฎࢆ௨ୗ࡟㏙

  ．ࡿ࡭
ṇᖖ࡞ Scintrex 㔜ຊィࡣ㸪┦ᑐ㔜ຊㄞ࡜್ࡾྲྀࡳᐇ㝿ࡢ㔜ຊ್㸦mGal㸧ࡢኚ໬ࡀ

1㸸1 ᪥㧗ᒣ⬦ᆅࡢ㸪௒ᅇ࡚ࡋᑐ࡟ࢀࡇ．ࡿ࠸࡚ࢀࡉタᐃࡀಀᩘ✀ྛ࠺ࡼࡿࡍᑐᛂ࡟

ᇦ㸪㜿ᐮᆅᇦ㸪ᘵᏊᒅᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ほ ୰ᩘ࡟Ⅼࡢ᪤▱ࡢ㔜ຊⅬ࡚࠸࠾࡟ S315 㔜ຊ

ィ࡚࠸⏝ࢆ ᐃࢁࡇ࡜ࡓࡋ㸪┦ᑐ㔜ຊㄞࡢ್ࡾྲྀࡳኚ໬ࡀᐇ㝿ࡢ㔜ຊ್ࡢኚ໬༙ࡢศ

⛬ᗘ࡛ࢱ࣮ࢹࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ฎ⌮ࡢ㐣⛬࡛࡛᫂ࡇࡑ．ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ㸪ࡢࡑഴྥࢆ☜ㄆࡋ

௚ࡢほ Ⅼ࡛ࡢ ᐃ࡟ࡵࡓࡍ࠿⏕ࢆࢱ࣮ࢹ㸪⤯ᑐ㔜ຊ್ࡢᕪࡀ኱࠸ࡁ᪤▱ࡢ㔜ຊⅬ࡟

ᑐ⤯࡚ࡗࡼ࡟ᅜᅵᆅ⌮㝔࡟㸪୺ࡣ࡟ᐃ ．ࡓࡋᐇ᪋ࢆᐃ ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈ࡚ࣜࣕ࢟࠸࠾

㔜ຊ್ࡀ᪤▱ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜Ỉ‽Ⅼ࣭୕ゅⅬ୍࣭➼㔜ຊⅬࢆ฼⏝ࡓࡋ． 
Fig. 1 ⌮㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫࡢ㸪ྛ㔜ຊⅬ࡟ᶓ㍈．ࡍ♧ࢆᯝ⤖ࡢᐃ ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣜࣕ࢟࡟

Ꮫ㒊୍ࡢ➼㔜ຊⅬ㸦FGS. 3-105㸧ࡢ࡜⤯ᑐ㔜ຊ್ࡢᕪࢆ㸪⦪㍈࡟ S315 㔜ຊィࡿࡼ࡟

ㄞࡢ್ࡾྲྀࡳᕪࡿ࠶࡚ࡗ࡜ࢆ．⤯ᑐ㔜ຊ್ࡶ᭱ࡢ኱࠸ࡁ⌢⍱⍍㸦᰿ᐊ㸧୕ࡢゅⅬ᭱࡜

ࡣ㔜ຊᕪࡢ࡜ゅⅬ୕ࡢవᕷᓅᒣ㡬࠸ࡉᑠࡶ 540 mGal ᪥㧗ᒣ⬦ᆅᇦ࣭㜿ࡢ㸪௒ᅇࡾ࠶

ᐮᆅᇦ࣭ᘵᏊᒅᆅᇦࡢほ ࡛᝿ᐃࡿࢀࡉ⤯ᑐ㔜ຊ್ࡢ⠊ᅖࢆ᏶඲ࡿ࠸࡚ࡋ࣮ࣂ࢝࡟．

Fig. 1 ࡁഴࡿ㏻ࢆཎⅬ㸦FGS. 3-105㸧ࡰ࡯㸪ࡀࢱ࣮ࢹࡢ࡚࡭ࡍ㸪ࡾ࠾࡜ࡿ࠿ࢃࡽ࠿

0.490 㸪S315ࡕࢃ࡞ࡍ．ࡿࢀࡉࢺࢵࣟࣉ࡟ୖ⥺┤ࡢ 㔜ຊィࡢ㔜ຊㄞࡢ್ࡾྲྀࡳኚ໬

ࡢኚ໬ࡢ㔜ຊ್ࡢ㸪ᐇ㝿ࡀ 0.490 ಸ࡛ࡢࡇ．ࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶⤖ᯝ࡟࡜ࡶࢆ㸪௒ᅇࡢ

᪥㧗ᒣ 
⬦ᆅᇦ࣭ 㜿ᐮᆅᇦ࣭ ᘵᏊᒅᆅᇦࡢほ Ⅼࡿࡅ࠾ S315 㔜ຊィࡢㄞࡢ್ࡾྲྀࡳኚ໬㔞㸦ᆅ

⌫₻ộ⿵ṇ㸪ィჾ㧗⿵ṇࡴྵࢆ㸧࡟ 1/0.490 ಸࡢ⿵ṇࢆ᪋ࡋ㸪ྛほ Ⅼࡢ⤯ᑐ㔜ຊ್
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    Fig. 1. Result of calibration measurements for the S315 gravimeter.  
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ᆅẆ活動࠺࡞ࡶ࡜࡟໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᇦࡢᆅ☢Ẽኚ໬㸦㸰㸧 
 

す⏣Ὀ඾㸪Ᏹὠᮌ඘㸦ி኱㜿⸽㸧㸪ⱱᮌ ㏱㸪⫼ᡞᕝ἞⨾ 
 
 ᮏᖺሗ㸰㸮㸮㸲ᖺᗘ∧࡛㸪໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᇦࡢ㸱ࠥ㸱㸮ᖺ㛫ࡿࡓࢃ࡟㛗ᮇࡢᆅ☢Ẽ඲☢

ຊほ ࡢ⤖ᯝ㸪ኴᖹὒᓊࡢཌᓊ㸪ཌᗋ㸪᰿ᐊ࡛ෆ㝣㒊࡜ẚ࡟࠿ࡿࡣ࡚࡭኱࠸ࡁ⤒ᖺኚ

໬㸦⣙ 1nT/ᖺ㸧ࡀほ ࢆ࡜ࡇࡓࢀࡉሗ࿌ࡢࡽࢀࡇ．ࡓࡋᆅᇦࡣ㢧ⴭ࡞☢Ẽ␗ᖖᖏ࡟

ᒓࡋ㸪10 A/m ⛬ᗘࡢᙉ࠸ᖏ☢ࢆᣢࡘ㸦ࡃࡽࡑ࠾㸧⋞Ṋᒾ㉁ࡢᒾయࡀᆅẆୖ㒊࡟ศᕸ

࠺࡞ࡶ࡜࡟㐠動ࡳ㎸ࡳỿࡢࢺ࣮ࣞࣉ㸪ኴᖹὒ࠼⪄ࢆ࡜ࡇࡢࡑ．࠸࡞࠸㛫㐪ࡣ࡜ࡇࡿࡍ

ᅽ☢ẼຠᯝࡢࡇࡀᒾయࡢᏑᅾࡾࡼ࡟ቑᖜࢀࡉ㸪኱࠸ࡁ⤒ᖺኚ໬࡜ࡓࢀࢃࡽ࠶࡚ࡗ࡞࡜

ゎ㔘ࡓࡲ．ࡓࡋ㸪ࡢࡇ⤒ᖺኚ໬ࡢ᣺ᖜࢆㄝ᫂ࣝࢹࣔࡓࡗ⾜࡟ࡵࡓࡿࡍィ⟬ࡁ࡙࡜ࡶ࡟㸪

ᒾ▼ࡢᛂຊឤᗘࡀ㏻ᖖப್ࡿ࠸࡚ࢀࢃ 10-3MPa-1 ࡾࡼ㸯᱆⛬ᗘ኱ྍ࠸ࡁ⬟ᛶࢆᣦ᦬

 ．ࡓࡋ
 ᮏሗ࿌࡛ࡣ㸪ࡾࡼ▷ᮇࡢᆅ㟈活動࡞ࡶ࡜࡟

ᅗ㸯．ࡿࡍ࿡ྫྷࢆ↓᭷ࡢᆅ☢Ẽ඲☢ຊኚ໬࠺

㸪㏆ᖺ໭ᾏ㐨௜㏆࡛㸰㸮㸮㸱ᖺ࡟࠺ࡼࡿࡳ࡟

༑຾Ἀᆅ㟈㸦M8.0㸧࡜㸰㸮㸮㸲ᖺ㔲㊰Ἀᆅ

㟈㸦M7.1㸧ࡀ㉳ࡢࡽࢀࡇ．ࡿ࠸࡚ࡗᆅ㟈࡟

ࡓࡿࡳࢆᆅ☢Ẽኚ໬ࡿࡅ࠾࡟ཌᓊ࠺࡞ࡶ࡜

඲ࡢ㸰㸲᫬㛫ࡴᣳࢆᆅ㟈Ⓨ⏕᫬࡟㸪ᅗ㸰࡟ࡵ

☢ຊኚ໬グ㘓ࡍ♧ࢆ．ୖ ẁࡣ㟈※ᇦࡽ࠿㐲࠸

Ẽ㇟ᗇዪ‶ูᆅ☢Ẽほ ᡤࢆ್ࡢᇶ‽ࡋ࡜㸪

ཌᓊࡢ࡜್ࡢ༢⣧ᕪࡢ᫬㛫ኚ໬ࢺࢵࣟࣉࢆ

☢ࡸᆅ☢Ẽ᪥ኚ໬ࡣ࡟ୗẁ．ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ

Ẽᔒ࡝࡞ᆅ㟈活動࡜↓㛵ಀ࡞እ㒊☢ሙᨐ஘ࡢ  ᅗ㸯．2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡧࡼ࠾ 2004 ᖺ 
⛬ᗘࡿ▱ࢆⅭ࡟㸪ዪ‶ูࡋ♧ࢆࡢࡶࡢࡑ್ࡢ     㔲㊰Ἀᆅ㟈᩿ࡢᒙࣔࣝࢹ 
 ࢆእ㒊ᨐ஘ࡿࡳ࡟㸪ୗẁ࡜ࡿࡳࢆẁୖ．ࡿ࠸࡚

 
ᅗ㸰．ୖẁ㸸ཌᓊ࡜ዪ‶ูࡢ඲☢ຊ༢⣧ᕪ．ୗẁ㸸ዪ‶ูࡢ඲☢ຊ್．ᕥ㸸2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࢆ

ᣳࡴ 24 ᫬㛫ࡢグ㘓㸦⦪㍈༢఩㸸nT㸧ྑ㸸2004 ᖺ㔲㊰Ἀᆅ㟈ࢆᣳࡴ 24 ᫬㛫ࡢグ㘓㸦⦪㍈༢఩㸸

nT㸧 
༑ศ࡟㝖ཤ࠸࠸ࡣ࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡁࡋ㞴ࡀ࠸㸪୧ᆅ㟈ࡢሙྜᩘࡶ࡜᫬㛫⛬ᗘࡢ๓඙ⓗኚ໬

 ．ࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉฟ᳨ࡶኚ໬࡞ࢡࢵ࣑ࢫ࢖ࢧࢥ㸪ࡶ
ࡿࡵ࠿☜ࢆጇᙜᛶࡢ࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉฟ᳨ࡀᆅ☢Ẽኚ໬࡞⩏᭷ព࡟㸪ᆅ㟈᫬࡛ࡇࡑ 

Ⅽ㸪☢Ẽ␗ᖖゎᯒࡽ࠿᥎ᐃࡓࡋ㐨ᮾᇦ 3 ḟඖ☢Ẽᵓ㐀㸦Nishida et al., 2004; す⏣➼㸪

2005㸧࡟ᑐࡋ㸪㸰㸮㸮㸱ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡧࡼ࠾㸰㸮㸮㸲ᖺ㔲㊰Ἀᆅ㟈᩿ࡢᒙ㐠動

㸦Geograph. Surv. Inst. Jpn., 2006㸧ࡀዴఱ࡞ࢡࢵ࣑ࢫ࢖ࢧࢥࡿ࡞ᅽ☢Ẽຠᯝࡓࡶࢆ

ࡣィ⟬᪉ἲ．ࡓࡋ⟭ィࣝࢹࣔ࠿ࡍࡽ Utsugi (1999), Utsugi et al. (2000), Utsugi and 
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Nishida (in preparation)ࡿࡼ࡟．ィ⟬⤖ᯝࢆᅗ㸱㸦༑຾Ἀᆅ㟈㸧ࡧࡼ࠾ᅗ㸲㸦㔲㊰Ἀ

ᆅ㟈㸧ࡀࡍ♧࡟㸪ࡢࢀࡎ࠸ᆅ㟈ࡢሙྜࡶ㸪ཌᓊࡣᆅ☢Ẽኚ໬ࣥ࢖ࣛࣝࢲ࣮ࣀࡰ࡯ࡢ௜

㏆࡟఩⨨ࡋ㸪ᆅ☢Ẽኚ໬᳨ࡀฟࡣ࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉጇᙜ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶⤖ㄽࡓࡗ࡞࡟．

㔲㊰Ἀᆅ㟈ࡣẚ㍑ⓗつᶍࡀᑠࡵࡓࡓࡗ࠿ࡉ㸪㝣ୖ㒊࡛ࡢࢀࡎ࠸ࡣሙᡤ࡛ࡶ⌧ほ యไ

໭ࡢሙྜ㸪ཌᓊࡢ༑຾Ἀᆅ㟈．ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ⟭ィ࠿ࡋኚ໬ࡢฟ㝈⏺㸦1 nT㸧௨ୗ᳨ࡢ

す࡛᭱኱-2 nT ⛬ᗘࡢኚ໬ࡀᮇᚅ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡁィ⟬ࢀࡉ♧ࡾࡼ࡟㸪᳨ฟྍ⬟࡛ࡓࡗ࠶

ࡗ࠿࡞ࡁㄆ࡛☜ࡵࡓࡓࡗ࠶ఇṆ୰࡛ࡀほ Ⅼ㸦໭∦↓ཤ㸧ࡢ௜㏆ࡢࡑࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟

 ．ࡿࢀࡲࡸ᜼ࡀ࡜ࡇࡓ
 ௨ୖࡢ⤖ᯝࡣ㸪㝣ࡽ࠿㞳ࡓࢀᾏᇦࡢᆅ㟈ࡢሙྜࡣ࡟ᆅ㟈๓඙⌧㇟ࢇࢁࡕࡶࡣ㸪ࢧࢥ

ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍᕤኵ࡜ࡦ࠺ࡶ㸪ࡶ࡟ࡢࡿࡍฟ᳨࡟ᐇ☜ࢆኚ໬࡞ࢡࢵ࣑ࢫ࢖

 ࡃࡎ㏆࡟㟈※ᇦ࠸ࡁ኱ࡀಙྕ࡚ࡋᢞධࢆ㸦㸯㸧ᾏᗏ☢ຊィࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑ．ࡿ࠸࡚
(Utsugi, 1999)㸪㸦㸰㸧㝣ᇦ࡛࣮࣎ࣝ࣍࢔ෆ࡛ࡢほ ࠺⾜ࢆ㸪ࡀ࡝࡞ᥦ᱌ࡿࢀࡉ．㸦㸰㸧

㸪☢ຊィ㏆ഐ࡛ಙࡵࡓࡿࡍ⏕Ⓨࡀᴟ☢࡚ࡗἢ࡟ቨࡢ࣮ࣝ࣍࢔࣎ࡾࡼ࡟㸪ᅽ☢Ẽຠᯝࡣ

 ,.㸦Sasai, 1994; Sasai et alࡿ࠶࡛ࡽ࠿ࡿࢀࡉᮇᚅ࡟ㄽⓗ⌮ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉቑᖜࡀྕ
2006㸧． 
ཧ⪃ᩥ⊩ 
Geographical Survey Institute of Japan, Crustal deformation caused by the recent 
     seismic activities, http://cais.gsi.go.jp/HENDOU/hendou.html/, 2006. 
Nishida, Y., Y. Sugisaki, K. Takahashi, M. Utsugi, and H. Oshima, 
Tectonomagnetic 
    study in the eastern part of Hokkaido, NE Japan: Discrepancy between 
observed 
    and calculated results, Earth Planets Space, 56, 1049-1058, 2004. 
す⏣Ὀ඾㸪ⱱᮌ ㏱㸪኱ᓥᘯග㸪⫼ᡞᕝ἞⨾㸪Ᏹὠᮌ඘㸪ᆅẆ活動࠺࡞ࡶ࡜࡟ 
    ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᇦࡢᆅ☢Ẽኚ໬㸪໭኱ᆅ㟈ⅆᒣ研究ほ 2004࣮ࢱࣥࢭᖺᗘᖺሗ, 
    108-112㸪2005． 
Sasai, Y., Enhancement of piezomagnetic signals within a bore-hole, in 
'Electromagnetic 
    Phenomena Related to Earthquake Prediction', Ed. by M. Hayakawa and Y.  
    Fujinawa, 51-54, TERRAPUB, Tokyo, 1994. 
Sasai, Y., M. J. S. Johnston, Y. Tanaka, R. Mueller, T. Hashimoto, M.Utsugi, S.  
    Sakanaka, M. Uyeshima, J. Zlotnicki and P. Yvetot, Drag-out effect of  
    piezomagnetic signals due to a borehole: The Mogi source as an example, 
Annals of Geophys. ,49, 2006 (in press). 
Utsugi, M., A theoretical study on seismomagnetic effect considering the  
    inhomogeneously magnetized Earth’s crust, Ph.D. Thesis, Hokkaido Univ., 
pp. 
     128, 1999. 
Utsugi, M., Y. Nishida and Y. Sasai, Piezomagnetic potentials due to an inclined  
     rectangular fault in a semi-infinite medium, Geophys. J. Int.,140, 479-492,  
     2000. 
Utsugi, M. and Y. Nishida, Quasi-analytical study on piezomagnetic effect 
considering the non-uniformly magnetized crust – I. Theory (in preparation). 
Utsugi, M. and Y. Nishida, Quasi-analytical study on piezomagnetic effect 
considering the non-uniformly magnetized crust – II. Model calculations for 
rectangular fault motions (in preparation). 
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ᅗ㸱．2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈࡛ᮇᚅࡿࢀࡉᆅ☢Ẽኚ໬ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           ᅗ㸲．2004 ᖺ㔲㊰Ἀᆅ㟈࡛ᮇᚅࡿࢀࡉᆅ☢Ẽኚ໬ 
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ᆅẆኚ動㐃⥆ほ  ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ໬ 
 

ᒣཱྀ ↷ᐶ 
 ࡟ࡵࡌࡣ.1
 ᫖ᖺࠕࠊࡣᆅẆኚ動㐃⥆ほ ࢆࢱ࣮ࢹ㐣ཤ 1 ᪥7ࠊ ᪥30ࠊ ᪥࡛ࡵ࡜ࡲឤᗘࠊ࡚ࡅ࠿ࢆ

web ୖ࡛㜀ぴྍ⬟ࠖ࠺࠸࡜≧ែࠋࡓࡋ࡟௒ᖺࡣ X ㍈(᫬㛫㍈),Y ㍈(ṍࡳ㔞㍈)ࢨ࣮ࣘࢆ

 ࠋࡓࡋ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛⏬ᥥ࡚ࡌᛂ࡟ࢀࡑࠊࡅ௜ࡅཷࡽ࠿
 ࢱ࣮ࢹ.2
 ྛほ Ⅼࡽ࠿㏦ಙཷࢆࢺࢵࢣࣃࢱ࣮ࢹࡿࢀࡉಙ1ࠊࡋ ࢆࢱ࣮ࢹࡢ್⛊ 1 ᫬㛫 1 ࢓ࣇ

⣙ࡣࡢࡿ࡞࡟⬟㜀ぴྍ࡛ୖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠋࡿ࠸࡚ࡋಖᏑ࡚ࡋ࡜ࣝ࢖ 1 ᫬㛫ᚋ࡛ࠋࡿ࠶

ẖ᪥ࠊࡓࡲ 1 ศ್࡜ 1 ᫬㛫್ࡶࣝ࢖࢓ࣇࡢసᡂ1)ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ࡣࣝ࢖࢓ࣇ 24 ᫬㛫ศࡢ

 (ࢱ࣮ࢹ
3.ᶵ⬟ 
 ⌮⟶ࢨ࣮ࣘ(1)
 ID ᅗ)ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆㄆドࡿࡼ࡟ࢻ࣮࣡ࢫࣃ࡜ 1) 
(2)ᥥ⏬ 
 1 㑅ᢥ(Xࢆᥥ⏬⠊ᅖࠊ㑅ᢥࢆほ Ⅼࡢࡘ ㍈ࠊY ㍈)ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍṍࡳ 3 ᡂศࢆ

ᅗ)ࠋࡿࡍ♧⾲ 2) ᥥ⏬ᮇ㛫ࡾࡼ࡟ 1 1ࠊ್⛊ ศ್1ࠊ ᫬㛫್ࡀ⮬動࡛㑅ᢥࠋࡿࢀࡉ 
           ࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲࢱ࣮ࢹ(3)
 WIN PDFࠊࢺࢫ࢟ࢸࠊࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ ࡢ 3  ࠋࡓࡋ࡜⬟ᚓྍྲྀࢆࢱ࣮ࢹᙧᘧ࡛ࡢࡘ
4.௒ᚋࡢㄢ㢟 
࣭Ẽ㇟ࢱ࣮ࢹ(㝆Ỉ㔞ࠊẼᅽ)ྠࡶ᫬ࠋࡿࡍ♧⾲࡟ 
࣭ᥥ⏬⠊ᅖ࡛ࢫ࣐࢘ࢆ᧯స࡛ࢆࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ࢖ࢨ࣮ࣘࡢ➼ࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ඘ᐇࠋ 
5.᭱ᚋ࡟ 
 ౑⏝࠸ࡓࡋ᪉ࡣ teruhiro@sci.hokudai.ac.jp  ࠋ࠸ࡉࡔࡃ⤡㐃࡛ࡲ
 

 
ᅗ㸯．ࣟࣥ࢖ࢢ⏬㠃 
 
 
 

ᅗ㸰．Ἴᙧ⾲♧౛ 
 
 

2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦࡿࡅ࠾࡟ P Ἴ㏿ᗘᵓ㐀 
 

D1 ⏫⏣♸ᘺ 
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໭ᾏ㐨ࡢኴᖹὒἈ࡛ࠊࡣኴᖹὒࡀࢺ࣮ࣞࣉ᪥ᮏୗ࡟ỿࠊୖࡿ࠸࡛ࢇࡇࡳ༑຾Ἀ࿘㎶

ᾏᇦ࡛ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆᵓ㐀࡞㞧「࡟㠀ᖖࠊࡾࡓ࠶࡟᥋Ⅼࡢ⁁༓ᓥᾏ࡜⁁᪥ᮏᾏࡣ

ࡢ༑຾Ἀ࡛ࠊࡣ Iwasaki et al.(1989) ࡓ࠸⏝ࢆࣥ࢞࢔࢚ࡿࡼ࡟ᵓ㐀᥈ᰝࠊ᰿ᐊἈ࡛ࡢ

Nakanishi et al. (2004) ࡓ࠸⏝ࢆࣥ࢞࢔࢚ࡿࡼ࡟ᵓ㐀᥈ᰝࠊࢀࢃ⾜ࡀ࡝࡞ᾏᇦ࠸࠾࡟

࡞ヲ⣽ࡢ࡚ P Ἴ㏿ᗘᵓ㐀ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀほ ࡢつᶍࠊほ Ⅼࡢไ⣙

ࡣᗘᵓ㐀㏿ࠊࡾࡼ࡟࡝࡞ 2 ḟඖⓗ࠿ࡋ࡟ồࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡽࡵ㡿ᇦ඲య࡛ࡢ 3 ḟඖⓗ࡞

㏿ᗘᵓ㐀ࡢࡑࠊࡸഴྥࡣồࠊࡓࡲࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵᾏᗏᆅ㟈ィࡓ࠸⏝ࢆ⮬↛ᆅ㟈ほ 

࡞ヲ⣽ࠊࡶ࡛ 3 ḟඖ㏿ᗘᵓ㐀ゎᯒࡣ௒2003ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜࡛ࡲ ᖺ༑

຾Ἀᆅ㟈ࡣ 1952 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡌྠࡰ࡯࡜㡿ᇦ࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡢ࡛ࡇࡇࠊࡾ࠾࡚ࡗ⁥ࡀ

࿘㎶࡛ࡢ㏿ᗘᵓ㐀ࢆㄪࡣ࡜ࡇࡿ࡭㠀ᖖ࡟⯆࿡῝࡛ࡇࡑࠋ࠸ᮏ研究࡛2003ࠊࡣ ᖺ༑຾

Ἀᆅ㟈ᮏ㟈Ⓨ⏕┤ᚋ࡟ᒎ㛤ࡓࢀࡉᾏᗏᆅ㟈ィࡓ࠸⏝ࢆ኱つᶍ࡞వ㟈ほ ࠿ࢱ࣮ࢹࡢ

࡟ࡽࡉࠊవ㟈ศᕸࡽ 3 ḟඖ㏿ᗘᵓ㐀ࢆồࢆ࡜ࡇࡿࡵ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜వ㟈ほ ࡜వ㟈ศᕸ

ࡣᯝ⤖࡞ヲ⣽ࡢ࡚࠸ࡘ࡟ Shinohara et al. (2004)ࠊᒣ⏣࣭௚ (2005)࡚ࡗࡼ࡟ሗ࿌ࢀࡉ

2003ࠊࡋỴᐃ࡟ࡓ᪂ࢆ※㟈ࠊࡣᮏ研究࡛ࠊࡀࡿ࠸࡚ ᖺ 9 ᭶ 26 ᪥ࠊ໭ᾏ㐨༑຾Ἀࢆ㟈

ࡿࡍ࡜※ 2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡀⓎ⏕ࡢࡇࠋࡓࡋᆅ㟈࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢゎࡣపゅ㏫᩿ᒙࢆ♧

ࣉࡓࡋ⏕ቃ⏺࡛Ⓨࡢࢺ࣮ࣞࣉࡢ㝣ᇦ࡜ࢺ࣮ࣞࣉኴᖹὒࡴ㎸ࡳỿࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

࠿㝣ᇦࠊࡵࡓࡓࡋ⏕ᾏᇦ࡛Ⓨࡣᆅ㟈ࡢࡇࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜ࡿ࠶㛫ᆅ㟈࡛ࢺ࣮ࣞ

ᆅ㟈Ⓨࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࡞࡜ᅔ㞴ࡀỴᐃࡢ᪉ྥࡉ῝࡟≉ࠊవ㟈ศᕸ࡞☜ṇࡣ࡛⥙ ほࡢࡽ

⏕┤ᚋࡽ࠿໭ᾏ㐨኱Ꮫࠊᮾ໭኱Ꮫࠊᮾி኱Ꮫࠊ஑ᕞ኱Ꮫࠊ⊂❧⾜ᨻἲேᾏὒ研究㛤Ⓨ

ᶵᵓࠊẼ㇟ᗇྜྠ࡛㟈※ᇦ࿘㎶ࡢ࡬ᾏᗏᆅ㟈ィࡢタ⨨‽ഛࢆ㛤ጞ10ࠊࡋ ᭶ 1 ᪥ࡽ࠿

11 ᭶ 20 ᪥࡛ࡲవ㟈ほ ࡚ࡋࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆవ㟈ほ ࡛ᚓࡓࢀࡽᆅ㟈Ἴᙧࡢ P ἼࠊS Ἴ 
ࠊࡕ࠺ࡢᆅ㟈ࡓࢀࡉ Ẽ㇟ᗇ࡛ほ ࡟ほ ᇦ࿘㎶࡛ྠᮇ㛫ࠊ࠸⾜ࢆ ᳨ࡢ᫬้╔฿ࡢ

P Ἴࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ S Ἴࡢㄞྜࡢ್ࡾྲྀࡳィࡀ 25 ಶ௨ୖࡢᆅ㟈ࢆ㑅ࡢࡇࠊࡧ⤖ᯝ 596 ಶ

ࡣࣝࢹࣔࡣᗘᵓ㐀㏿ࠋࡓࡗ⾜ࢆỴᐃࡢ※㟈ࡢ Iwasaki et al.(1989)ࡿࡼ࡟ᵓ㐀᥈ᰝࡢ

⤖ᯝࢆᇶ࡟ 1 ḟඖ㏿ᗘᵓ㐀ࣔࢆࣝࢹ௬ᐃࠊࡋ㟈※Ỵᐃࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ Hirata and 
Matsu’ura(1987)ࡿࡼ࡟㟈※Ỵᐃࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉHYPOMHࠖྛࠊࡓࡲࠋࡓ࠸⏝ࢆ OBS
Pࠊ࡚࠸࠾࡟ ἼࠊS Ἴࡢ฿╔᫬้ࡢ㐜ࢆࢀ⿵ṇ࡟ࡵࡓࡿࡍሁ✚ᒙ⿵ṇࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㟈※Ỵᐃࡢ⤖ᯝࠊవ㟈୍ࡣᵝ࡟Ⓨ⏕ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ活Ⓨ࡛ࡿ࠶ᆅᇦ࡜ẚ㍑ⓗ

活Ⓨ࡛࠸࡞ࡣ㡿ᇦࡀぢࠊࢀࡽ✵㛫ⓗ࡞೫ࡉ῝ࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ࡀࡾ᪉ྥ࡚࠸ࡘ࡟

࡚ࡋ࡜඲య࡚࡭ẚ࡜※㟈ࡿࡼ࡟Ẽ㇟ᗇࠊࡣᆅ㟈ࡓࡋỴᐃࡽ࠿ᾏᗏᆅ㟈ィࠊࡶ 10km ࠿

ࡽ 15km ⛬ᗘὸࡃồࡣ࡜ࡇࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ Shinohara et al. (2004)ࠊᒣ⏣࣭௚ 
 ࠋࡿ࠶ㄪ࿴ⓗ࡛࡜ࡽ(2005)

వ㟈ほ ࡛ᚓࡓࢀࡽ P Ἴࡢㄞࢆ್ࡾྲྀࡳᇶ2003ࠊ࡟ ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈వ㟈ᇦ࡛ࡢ㏿ᗘ

ᵓ㐀ゎᯒࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆ㏿ᗘᵓ㐀ゎᯒ࡛ࠊࡣ㟈※Ỵᐃࡓࡗ⾜ࢆᆅ㟈ࡢ୰ࡽ࠿ほ ⥙ࡢ

୰࡛Ⓨ⏕ࡓࡋᆅ㟈ࢆ㑅ࡢࡽࢀࡑࠊࡋࡔࡧ P Ἴㄞࠋࡓࡗ⾜࡚࠸⏝ࢆ್ࡾྲྀࡳᆅ㟈ࡣᩘࡢ

400 ಶࠊP Ἴㄞࡣ್ࡾྲྀࡳ 9644 ಶ࡛ࠊึࡓࡲࠋࡿ࠶ ᮇᵓ㐀ࣔࠊࡣ࡟ࣝࢹIwasaki et al. 
(1989㸧ࡽ࠿ 1 ḟඖ㏿ᗘᵓ㐀ࢆ௬ᐃࠊࡋ᱁ᏊⅬ㛫㝸ࠊࡣỈᖹ᪉ྥ࡟ 10kmࡉ῝ࠊ᪉ྥ

ࡓࡋ௬ᐃࡣ࡟ 1 ḟඖ㏿ᗘᵓ㐀ࢆ෌⌧࡛࡟࠺ࡼࡿࡁタᐃࠋࡓࡋሁ✚ᒙ⿵ṇࡣ࡚࠸ࡘ࡟㟈

※Ỵᐃ࡛⏝ࢆ್ࡓ࠸౑ࠋࡓࡗ        
వ㟈ほ ࡛ᚓࡓࢀࡽ㟈※ࢺ࣮ࣞࣉࠊ࠸⏝ࢆෆ㒊࠸῝ࡢᆅ㟈࣮ࣞࣉࠊࡵࡓࡓࡗ࠿࡞ࡀ

㧗㏿ᗘࠊᯝ⤖ࡢ࣮࢕ࣇࣛࢢࣔࢺࠊࡀࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿ࠼ᤊ࡜ࡾࡁࡗࡣࢆ≦ᙧࡢࢺ

ᖏࡍ♧ࢆᾏὒࠊࡀࢺ࣮ࣞࣉ኱㝣࡟ࢺ࣮ࣞࣉỿࡳ㎸ࡴᵝᏊࡀ☜ㄆ࡛ࡓࡁ(ᅗ ࠊ࡟ࡽࡉࠋ(2

ྠ᫬ࡾࡼ࡟ࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ồࡓࢀࡽࡵ㟈※ศᕸࢆぢࠊ࡜ࡿᾏ⁁㍈ࡽ࠿ 100km ௜㏆ࡢ

 ᵓ㐀ࡢ㒊῝ࡣᮏ研究࡛ࠊࢀࡉ၀♧ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡁ኱ࡀゅᗘࡴ㎸ࡳỿࡽ࠿ࡾࡓ࠶
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ࡣ࡜ࡇࡿࡍ᥎ᐃ࡜ࡾࡁࡗࡣ࡛ࡲ

ഴᩳࡢࢺ࣮ࣞࣉࠋࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛

ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡣ࡜ࡇࡿࡍኚ໬ࡀ

ᵝ࡞ࠎほ ࡛ᚓࡓࢀࡽ㏿ᗘᵓ㐀

ࡤ࠼౛]ࡿ࠶ㄪ࿴ⓗ࡛࡜ᯝ⤖ࡢ

Ito et al.(2004)ࠊNakanishi et 
al.(2004)]࣮࢕ࣇࣛࢢࣔࢺࠊࡓࡲࠋ

༡す㒊ࠊ࡚࠸࠾࡟⠊ᅖࡓࡗ⾜ࢆ

ゅᗘࡢࡳ㎸ࡳỿࠊࡣ໭ᮾ㒊࡛࡜

Pࠋࡓࢀࡉ၀♧ࡀ࡜ࡇࡿ࡞␗ࡀ Ἴ

㏿ᗘᵓ㐀ࠊ࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࡜ᆅ㟈

活動ࡢ࡜㛵ಀࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟┦㛵

 ࠋࡓࡗ࠿࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡀ
 
ᅗ  ࡽᯝᚓ⤖ࡢゎᯒ࣮࢕ࣇࣛࢢࣔࢺ .2
ࡓࢀ  P Ἴ㏿ᗘᵓ㐀ࡢ㖄┤᩿㠃ᅗ． 
 㖄ࡢ⥺ ࡞┤ᆶ࡟ᾏ⁁㍈ࡣ࡛ࡇࡇ 
┤᩿㠃ᅗࡍ♧ࢆ．࣐  ࢀࡽࡅ࠿ࡀࢡࢫ
 ࢀࡉ࡜࠸పࡀゎീᗘࡣ㒊ศࡿ࠸࡚
  ．ࡍ♧ࢆ㡿ᇦࡿ
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Ώ㑔ᬛẎ࣭᳜ᖹ㈼ྖ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭㧗ᶫᡂᐇ࣭す㔝ᐇ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭బ⸨ኊ࣭Ⲩᮌⱥ୍㑻࣭

᪥㔝ுኴ࣭Ᏹᖹᖾ୍࣭ሷཎ⫕࣭ΎỈὒ (2005) : ⛻ᐦᾏᗏᆅ㟈ィほ ࡿࡼ࡟ 2003 ᖺ༑
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 Volcanic deformation of Mt. Usu revealed by the comparison of precise DEM 
 

Jun Okada 
Institute of Seismology and Volcanology, 

Graduate School of Science, Hokkaido University 
 

Mt. Usu is an active dacite volcano in Japan. Among nine historical eruptions 
recent 4 occurred in the 20th century. Shallow inflation and deep deflation process 
proposed by regional edifice-scale deformation study characterizes dacite 
magmatic intrusion to shallow depth of Mt. Usu (J. Okada, 2006). On the other 
hands, we have yet to understand local deformation patterns at the summit area, 
where magma intrusions occurred repeatedly since 1663 and there are many 
characteristic topographies and geological structures, such as lava domes, 
crypto-domes, large deformation faults, a somma caldera and craterlets. Not only 
for understanding shallow intrusion process of Mt. Usu, but also basic 
understanding for dacite volcanism, it is very important to examine how each 
portion of the summit was deformed at each eruption and also evaluate the 
changes during inter-eruption dormancy. However, until recently, this has not 
been done because the lack of geodetic data sets in both time and space excepting 
for Usu-Shinzan crypto-dome formation in 1977-1982 (ex. Yokoyama et al., 1981). 
In this study, to investigate detailed deformation patterns of the summit, 3-D 
deformation analyses utilizing precise DEMs are done. The precise DEMs are 
newly generated from large scale topographic maps (~1/2,500) by STRIPE method 
(Noumi et al., 2002). A several m of significant displacements both for vertical and 
horizontal are detectable at the summit by comparing 1993 and 2000 DEMs. 
These are mostly due to the shallow intrusion associated with the 2000 eruption. 
Great subsidence (60 m ~) of Ko-usu lava dome is most remarkable in the period 
1976-1977 (Fig. 1). This caldera-like subsidence is closely related to the graben 
structure accompanied by Usu-Shinzan crypto-dome growth. From the case study 
of Mt. Usu, it is confirmed that the precise DEM analysis could be very useful tool 
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for the investigation of dome building process with a few m scale large 
topographic changes in the difficult-accessible summit area. 
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ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ AMT ẚ᢬ᢠᵓ㐀᥈ᰝ 
 

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭Ώ㎶᭸඾࣭ᕷཎᐶ࣭す⏣Ὀ඾࣭ⱱᮌ㏱ 
 
 ᶡ๓ᒣ࡛ࡣ㸪ᗈᖏᇦ MT ἲࡿࡼ࡟ẚ᢬ᢠ᥈ᰝࢀࢃ⾜ࡀ㸪ᵓ㐀ゎᯒࡢ⤖ᯝ㸪ᒣ㡬┤ୗ

࡟ᾏỈ㠃௜㏆ࡢ 10Ȑm ௨ୗࡢపẚ᢬ᢠ㡿ᇦ᳨ࡀฟࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸦ᒣ㇂࠿࡯㸪2004㸧．
ࡣపẚ᢬ᢠ㡿ᇦࡢࡇ 2003 ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ᚋ࡟Ⓨ⏕ࡓࡋప࿘Ἴᆅ㟈㸦㟷ᒣ࠿࡯㸪2004㸧
ࢆ㛵㐃ࡢ࠿ࡽఱ࡜ᆅẆෆὶయࡓࡋࡇ㉳ࡁᘬࢆ㸪ప࿘Ἴᆅ㟈ࡾ࠾࡚ࡋ⨨఩࡟㟈※㏆ഐࡢ

ᣢྍࡿ࠸࡚ࡗ⬟ᛶࡿ࠶ࡀ㸪ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ㸪ࡢࡇపẚ᢬ᢠ㡿ᇦࡢ኱ࡸࡉࡁ఩⨨ࢆṇ☜࡟

㡿ᇦ࡛ࡴྵࢆ㸪ᄇẼᏍᇦࡓࡲ．ࡓ࠸࡚ࡋ୙㊊ࡀᩘࡢ㸪 Ⅼࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ㆟ㄽ࡚࠼ࡽ࡜

 Ⅼࢆᐦ࡟㓄⨨ࡓࡋ᥈ᰝࡤ࠼⾜ࢆ㸪ᄇẼ᪼ୖࡢ⤒㊰᳨ࡀฟ࡛ྍࡿࡁ⬟ᛶࡇࡑ．ࡿ࠶ࡀ

࡛㸪ᗈᖏᇦ MT  ᐃᶵ࡟ࡽࡉࡶࡾࡼ㧗࠸࿘Ἴᩘࢆࢱ࣮ࢹࡢ ᐃ࡛ࡿࡁ AMT  ᐃᶵࢆ

౑⏝࡚ࡋ㸪ⅆཱྀཎෆࡢὸ㒊ࡢᵓ㐀࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚ࡓほ ࡓࡗ⾜ࢆ．᭱⤊ⓗࡣ࡟㸪㸱ḟඖ

ẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆ᥎ᐃࡋ㸪ⅆᒣᵓ㐀࡜活動ࡢ㛵㐃ᛶ࡚࠸ࡘ࡟㆟ㄽࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ᣦࡍ． 
 AMTほ ࡣ 2005 ᖺ 6᭶ 30᪥ࡧࡼ࠾ 7᭶ 1᪥ࡢ 2᪥㛫ࡓࡗ⾜࡟．ほ ࡣ࡟Phoenix 
Geophysics ♫〇ࡢ MTU-5A ࡟ⅆཱྀཎෆ．ࡓࡋ⏝౑ࢆ 10  Ⅼࢆ㓄⨨ࡋ㸪ᩘ᫬㛫ࡿ࠶

⣙࡟໭ࡽ࠿㸪ⅆཱྀཎࡣࢱ࣮ࢹࡓࢀࡽᚓ．ࡓࡗ⾜ࢆᐃ ࡢᬌ୍ࡣ࠸ 1km 㞳ࡓࢀ Ⅼࢆ

࢚ࡢࢱ࣮ࢹ࡟ࡽࡉ．ࡓࡗ⾜ࢆ⌮ฎࢫࣥࣞ࢓ࣇ࣭ࣜࢺ࣮ࣔࣜࡓࡋ࡜Ⅼࢫࣥࣞ࢓ࣇࣜ

㸪10400ࠥ0.35 Hz࠸⾜ࢆ⌮ฎࢺࢵ࢕ࢹ ࡢ 60 ࿘Ἴᩘ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࣥࢸ࣭ࢫࣥࢲ࣮ࣆࣥ࢖

Fig. 1 Great subsidence of Ko-Usu lava dome revealed by the comparison of 1976 and 1983 DEMs: 
1m mesh DEMs newly produced from large scale topographic maps of Mitsubishi Co. (1978) and 
Kokusai-Kogyo Co. (1983) 
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ࡿࡍ㝖ཤࢆࢬ࢖ࣀ㸪☢ሙ࡛࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⌮ฎࢫࣥࣞ࢓ࣇ࣭ࣜࢺ࣮ࣔࣜ．ࡓࡋ⟭ィࢆࣝࢯ

㸪ᩘࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ Hz ௨ୖ࡛ࡣⰋዲࡀࢱ࣮ࢹ࡞ᚓࡼࣝࢯࣥࢸ࣭ࢫࣥࢲ࣮ࣆࣥ࢖．ࡓࢀࡽ

ྥ࡟ప࿘Ἴᩘࡽ࠿㸪㧗࿘Ἴᩘࡾ࠾࡚ࡋ඲ Ⅼ࡛㢮ఝࡣᚩ≉ࡢẚ᢬ᢠࡅ࠿ぢࡓࡋฟ⟭ࡾ

ࡇ．ࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆഴྥ࠺࠸࡜ࡿ࡞ࡃప࡟ࡽࡉ࡚ࡌ㌿࡟ᚋῶᑡࡢࡑ㸪ࡋ㸪୍᪦ቑຍ࡚ࡅ

࠸࡚ࡋ၀♧ࢆᵓ㐀࠺࠸࡜ࡿ࠶పẚ᢬ᢠ࡛ࡣ㸪῝㒊ࡀࡿ࠶㧗ẚ᢬ᢠ࡛ࡣ㸪ὸ㒊ࡣഴྥࡢ

㸪10 Hz࡜ࡿࡍ⟭ィࢆࣝࢺࢡ࣭࣋ࣥࣙࢩࢡࢲࣥ࢖᪉㸪୍．ࡿ ௨ୖ࡛ࡢ࡝ࡣ Ⅼࡶ⁐ᒾ

㸪1000 Hzࡋᣦࢆ᪉ྥࡢ࣒࣮ࢻ ࡣࣝࢺࢡ࣭࣋ࣥࣙࢩࢡࢲࣥ࢖．࠸ᙉࡶ᭱ࡀഴྥࡢࡑ࡛

ࡿ࠶పẚ᢬ᢠ࡛ࡶࡾࡼ࿘ᅖࡣᆅୗࡢ࣒࣮ࢻ㸪⁐ᒾ࡛ࡢࡍ♧ࢆ᪉ྥࡢపẚ᢬ᢠయ࡟⯡୍

 ．ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜
 㸱ḟඖゎᯒ࠺⾜ࢆ๓ẁ㝵ࡢணഛゎᯒ࡚ࡋ࡜㸪㸰ḟඖࡿࡼ࡟ࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖ẚ᢬ᢠᵓ

㐀ゎᯒࡓࡗ⾜ࢆ．ゎᯒࡣ࡟㸪ⅆཱྀཎෆࡢ 10  Ⅼࡕ࠺ࡢ㸪໭ᮾѸ༡す࡟ୖ⥺┤ࡢ㓄ิࡋ

ࡓ 7  Ⅼࢆࢱ࣮ࢹࡢ౑⏝ࡓࡋ．ᵓ㐀ࡀ໭すѸ༡ᮾࡢ㉮ྥࢆᣢ࡜ࡘ௬ᐃࡋ㸪ࢲ࣮ࣆࣥ࢖

ࢆࣝࢯࣥࢸ࣭ࢫࣥ N45rW ࡢ᫬ࡓࡏࡉᅇ㌿࡟ TM 㸪TEࢻ࣮ࣔ ẚ᢬ᢠࡅ࠿ぢࡢࢻ࣮ࣔ

ࡽ࠿⾲㸪ᆅࡣẚ᢬ᢠ᩿㠃ࡓࢀࡽᚓ．ࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖࡚ࡋ࡜ධຊࢆ┦఩ࡧࡼ࠾

200 m ⛬ࡀ 1000Ȑm ࢆ㉸ࡍ㧗ẚ᢬ᢠᒙࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜㸪ẚ㍑ⓗ᪂࠸ࡋᖺ௦ࡢⅆᒣ○ᒌ

ࡣ㒊῝ࡾࡼࢀࡑ．ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ≀ 10ࠥ100Ȑm ⛬ᗘ࡛ࡀࡿ࠶㸪 ⥺୰ኸ

㒊㸪ࡾࡲࡘ⁐ᒾ࣒࣮ࢻ┤ୗࡣ࡟┤ᚄ⣙ 800 m Ȑmᩘࡢ ⛬ᗘࡢపẚ᢬ᢠయࡀ᥎ᐃࢀࡉ

␗ࡀ⨨఩ࡸつᶍࡣ࡜పẚ᢬ᢠ㡿ᇦࡓࢀࡉ᥎ᐃ࡛(2004)࠿࡯㇂ᒣࡣపẚ᢬ᢠయࡢࡇ．ࡓ

࡚ࡋ⨨఩࡟ୗ┤࣒࣮ࢻ㸪ࡀࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᵓ㐀ࡢูࡣ࡜ࢀࡑ㸪ࡾ࠾࡚ࡗ࡞

㡿ࡓࢀࡉኚ㉁࡛⇕ࡿࡼ࡟㈏ධ࣐ࢢ࣐ࡢ㸪㐣ཤࡸ㡿ᇦࡓࢀࡉࡓ‶㸪⇕Ỉ࡛ࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸

ᇦࢆ཯ᫎྍࡿ࠸࡚ࡋ⬟ᛶࡿ࠶ࡀ． 
 2006 ᖺᗘࡣ㸪ࡢࡇẚ᢬ᢠయࡢつᶍ࡜ᙧ≧࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚㸪㸱ḟඖゎᯒ࡟༑ศ࡞ Ⅼ

㛫㝸ࢆᐇ⌧࡟ࡵࡓࡿࡍ㏣ຍほ ࠺⾜ࢆணᐃ࡛ࡿ࠶． 
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㸰．研究ᴗ⦼ 

 

➟ཎ⛱ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ  

 

研究ほ ᆅᇦࠊ࢝ࢵࣕࢳ࣒࢝ࠊᴟᮾࣥࣜࣁࢧࠊ࢔ࣜ࣋ࢩ 

┠ⓗࠊ᪥ᮏิᓥ࿘㎶ᇦࢺ࣮ࣞࣉࡢ㐠動ࡢゎ᫂ 

ᆅ㟈ண▱ࡢࡵࡓࡢ᪂࡞ࡓほ 研究ィ⏬㸦➨㸰ḟ㸧ࡿࡼ࡟ 

 

研究ほ ᆅᇦࠊ࢝ࢵࣕࢳ࣒࢝ࠊᴟᮾࣥࣜࣁࢧࠊ࢔ࣜ࣋ࢩ 

┠ⓗ㸸ᗈᖏᇦᆅ㟈ほ ࡢࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࡿࡼ࡟ᚤ⣽ᵓ㐀ࡢゎ᫂ 

⛉研㈝㸸≉ᐃ㡿ᇦ研究ࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࠕ㸸࣐ࣥࡢࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࣝࢺ᪂ᒎ㛤ࠖ 

����㸫���� ࡿࡼ࡟ࠊ

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

<X]R 7R\D DQG 0�.DVDKDUD� 5REXVW DQG H[SORUDWRU\ DQDO\VLV RI DFWLYH PHVRVFDOH 

WHFWRQLF ]RQHV LQ -DSDQ XWLOL]LQJ WKH QDWLRQZLGH *36 DUUD\7ࠊHFWRQRSK\VLFV� 

���� ������ ���� 

➟ཎ ⛱ࠊ㧗ᶫ⿱᫭ࠊᒸᓮ⣖ಇࠊ୰ᑿⱱࠊ㮛㇂ ጾఀࠊ ⸨Ṋ⏨ࠊ኱㇂ᩥኵࠊబ⸨୍ᩄࠊ

⸨⏣ᏳⰋࠊᶫᮏ Ꮫࠊ⣽ ၿಙࠊຍ⸨↷அࠊ㣤἟༟ྐࠊ୍῟⏣⚟ࠊᯇᓥ ೺ࠊἙ

㔝♸ᕼࠊ⛻ᐦ *36 ほ ࡿࡼ࡟ ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡢవຠኚ動ほ ࠊ᭶㛫ᆅ⌫�ྕእࠊ

1R��� ����ࠊ�������ࠊ

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

研究✀┠㸪⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦≉ᐃ㡿ᇦ研究���㸧 

   研究ㄢ㢟㸸 ᗈᖏᇦᆅ㟈ほ ࡢࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࡿࡼ࡟ᚤ⣽ᵓ㐀ࡢゎ᫂ 

        ���� ᖺ � ᖺḟࡢ㸰ᖺ┠   ����� ୓෇ 

研究✀┠ཷࠊク研究 㸦ᮐᖠᕷ㸧 

研究ㄢ㢟㸸 ᮐᖠᕷ┤ୗ࡟Ⓨ⏕ࡿࡍᆅ㟈ࡢㄪᰝ研究 

  㔠㢠                 ��� ୓෇ 

研究✀┠ཷࠊク研究 㸦㈈ᅋἲே ཎᏊຊ⎔ቃᩚഛಁ㐍࣭㈨㔠࣮ࢱࣥࢭ㸧 

  研究ㄢ㢟㸸 ࢫࢡࢽࢺࢡࢸࢺ࣮ࣞࣉ㛵㐃ࡢ研究 

ࣥࢸᆅẆ活動࣏ࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹᆅẆኚ動ࡢቃ⏺㏆ഐࢺ࣮ࣞࣉ 㸸ࣝࢺ࢖ࢱࣈࢧ   

 㛤Ⓨࡢホ౯ᡭἲࣝࣕࢩ

  㔠㢠                 ����� ୓෇ 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 㸦ྛ✀ጤဨ఍ࡢጤဨ㸪ண▱㐃㸪༠㆟఍ጤဨ➼㸧 

୰ኸ㜵⅏఍㆟࣭ᾏ⁁ᆺㄪᰝᑓ㛛ጤဨ఍ጤဨ 

⛉Ꮫᢏ⾡࣭Ꮫ⾡ᑂ㆟఍⮫᫬ጤဨ㸦 ᆅᏛศ⛉఍㸧 

ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊࣭ᆅ㟈ㄪᰝጤဨ఍ጤဨ 

ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊࣭ᆅ㟈ㄪᰝጤဨ఍࣭ㄪᰝほ ィ⏬㒊఍ጤဨࠊ 
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ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊࣭ᆅ㟈ㄪᰝጤဨ఍࣭ㄪᰝほ ィ⏬㒊఍࣭ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ࢆᑐ㇟ࡋ࡜

 㔜Ⅼⓗほ ᡭἲ᳨ウᑓ㛛ጤဨ఍ጤဨࡓ

ᅜᅵᆅ⌮㝔研究ホ౯ጤဨ఍ጤဨ 

ᅜᅵᆅ⌮㝔研究ホ౯ጤဨ఍࣭ ᆅศ⛉఍୺ᰝ 

ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ࣭ᆅ㟈ண▱研究༠㆟఍ጤဨ 

 ኴᖹὒᅜ㝿ᆅ㟈࣭ⅆᒣほ ⥙㐠Ⴀ༠㆟఍ጤဨ࣭࢔ࢪ࢔

໭ᾏ㐨㜵⅏఍㆟ᑓ㛛ጤဨ㸦ᆅ㟈ᑓ㛛㒊఍ጤဨ 

໭ᾏ㐨ὠἼᾐỈண ᅗసᡂ࡟ಀࡿࢃᑓ㛛ᐙ఍㆟ጤဨ 

ᮐᖠᕷᆅ㟈㜵⅏᳨ウጤဨ఍ጤဨ 

ᆅ㟈ண▱⥲ྜ研究᣺⯆఍࣭ᮾ⃰ᆅ㟈⛉Ꮫ研究ᡤ࣭ᆅẆ活動研究ጤဨ఍ጤဨ 

 

㇂ᒸ ຬᕷ㑻 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

  㸯㸧࢝ࢵࣕࢳ࣒࣮࢝ࣥࣜࣁࢧ 㐣ཤࡢὠἼἼᙧグ㘓ࡢㄪᰝ研究 㸦⛉研㈝㸧 

     � ᭶ �� ᪥̿�� ᪥ 

  㸰㸧ࢻࣥ࢖ 㐣ཤࡢὠἼグ㘓ㄪᰝ研究 㸦⛉᣺㈝㸧 

     � ᭶ �� ᪥̿�� ᪥ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

6DWDNH� .�� .� +LUDWD� 6� <DPDNL� DQG <� 7DQLRND� 5H�HVWLPDWLRQ RI WVXQDPL VRXUFH 

RI WKH ���� 7RNDFKL�RNL HDUWKTXDNH� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� �������� ���� 

7DQLRND� <�� <XGKLFDUD� 7� .XVXQRVH� 6� .DWKLUROL� <� 1LVKLPXUD� 6� ,ZDVDNL� 

DQG .� 6DWDNH� 5XSWXUH SURFHVV RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH 

HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHIRUPV� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� �������� ���� 

+LUDWD� .�� .� 6DWDNH� <� 7DQLRND� 7� .XUDJDQR� <� +DVHJDZD� <� +D\DVKL� DQG 

1� +DPDGD� 7KH ���� ,QGLDQ 2FHDQ WVXQDPL� 7VXQDPL VRXUFH PRGHO IURP VDWHOOLWH 

DOWLPHWU\� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� �������� ���� 

7DQLRND� <�� <� 1LVKLPXUD� .� +LUDNDZD� )� ,PDPXUD� ,� $EH� <� $EH� .� 6KLQGRX� 

+� 0DWVXWRPL� 7� 7DNDKDVKL� .� ,PDL� .� )XMLWD� .� +DUDGD� <� 1DPHJDZD� <� 

+DVHJDZD� <� +D\DVKL� $� <RVKLNDZD� 7� 6LJD� $� .DPLNDZD� 0� .RED\DVKL� 6� 

0DVDND� 7� .DPDWDNL� )� 1DQD\DPD� .� 6DWDNH� <� .DZDWD� <� )XNDVDZD� 6� 

.RVKLPXUD� <� +DGD� <� $]XPDL� .� +LUDWD� )LHOG VXUYH\ RI WKH ���� 7RNDFKL�RNL 

HDUWKTXDNH WVXQDPL DQG VLPXODWLRQ DW WKH 2RWVX KDUERU ORFDWHG DW WKH 3DFLILF 

FRDVW RI +RNNDLGR� LQ .� 6DWDNH �HG��� 7VXQDPLV� &DVH VWXGLHV DQG UHFHQW 

GHYHORSPHQWV� $GYDQFHV LQ 1DWXUDO DQG 7HFKQRORJLFDO +D]DUGV 5HVHDUFK� 

6SULQJHU� ��� �������� ����� 

6DWDNH� .�� )� 1DQD\DPD� 6� <DPDNL� <� 7DQLRND� DQG .� +LUDWD� 9DULDELOLW\ DPRQJ 

WVXQDPL VRXUFHV LQ WKH ��WK���VW FHQWXULHV DORQJ WKH VRXWKHUQ .XULO WUHQFK� 

LQ .� 6DWDNH �HG��� 7VXQDPLV� &DVH VWXGLHV DQG UHFHQW GHYHORSPHQWV� $GYDQFHV 

LQ 1DWXUDO DQG 7HFKQRORJLFDO +D]DUGV 5HVHDUFK� 6SULQJHU� ��� �������� ����� 

ᯘ㇏࣭ᖹ⏣㈼἞࣭℈⏣ಙ⏕࣭బ➉೺἞࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭಴㈡㔝㐃࣭ᱜ஭ᩄஅ࣭㧗ᒣᐶ⨾࣭

㛗㇂ᕝὒᖹࠊ⾨ᫍᾏ㠃㧗ᗘィࡾࡼ࡟ほ ࡓࢀࡉ ���� ᖺࣛࢺ࣐ࢫἈᆅ㟈ὠἼࠊಙᏛ

ᢏሗࠊ��ࠊ��㸫� ����ࠊ�
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㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

7DQLRND <� �,QYLWHG 6SHDNHU�� 7VXQDPL JHQHUDWLRQ GXH WR ODUJH HDUWKTXDNHV� 

,QWHUQDWLRQDO ZRUNVKRS RQ ͆0RGHOLQJ WVXQDPL JHQHUDWLRQ� SURSDJDWLRQ� DQG 

LQSDFW͇ LQ ,QGLDQ ,QVWLWXWH RI 7HFKQRORJ\ 0DGUDV� $SULO ���� ���� 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭<XGKLFDUD࣭ᴋ℩཭ὒ࣭బ➉೺἞ࠊ���� ᖺࣛࢺ࣐ࢫᆅ㟈ࡢᆅẆኚ動ཬࡧ

ὠἼἼᙧゎᯒࠊᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍ ���� ᖺ㸳᭶ ��㸫�� ᪥ 

㒔ྖ჆ᐉ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ᯇᐩⱥኵ࣭ᴬᒣຮ࣭㙊⁪Ꮥಙ࣭ᮧୖ჆ㅬ࣭⾜㇂భ

୍࣭ᯇᒣᫀྐ࣭0RRU $QGUHZ࣭*HOIHQEDXP *X\࣭1XJURKR 6LQGKX࣭:DOX\R %XGL࣭

6XNDQWD ,Q\RPDQ�࣭7UL\RQR 5DKPDW࣭$OSKRQVR࣭<XGKLFDUDࣛࢺ࣐ࢫࠊᓥἈᆅ㟈ὠ

Ἴࡿࡼ࡟ %DQDGD $FKH ᕷࡢࡑ࡜࿘㎶ࡿࡅ࠾࡟ὠἼ⿕ᐖࡧࡼ࠾ࠊᾐỈ㧗ࡉศᕸࠊᆅ

⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍ ���� ᖺ㸳᭶ ��㸫�� ᪥ 

ᖹ⏣㈼἞࣭బ➉೺἞࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭಴㈡㔝㐃࣭㛗㇂ᕝὒᖹ࣭ᯘ㇏࣭℈⏣ಙ⏕ࠊᏱᐂ࠿

ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ࠊࣝࢹᆅ㟈᩿ᒙࣔ࡜Ἀᆅ㟈ὠἼࣛࢺ࣐ࢫࡓࢀࡉ ほࡽ ����

ᖺྜྠ኱఍ ���� ᖺ㸳᭶ ��㸫�� ᪥ 

ᴋ℩཭ὒ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭బ➉೺἞࣭㤿ሙಇᏕ࣭ᖹ⏣㈼἞࣭ᒾᓮఙ୍࣭ຍ⸨↷அ࣭㉺ᮧ

ಇ୍࣭㛗㇂ᕝὒᖹࠊ���� ᖺ � ᭶ � ᪥ࡢ⣖ఀ༙ᓥ༡ᮾἈᆅ㟈ࡢὠἼゎᯒࠊᆅ⌫ᝨᫍ

⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍ ���� ᖺ㸳᭶ ��㸫�� ᪥ 

7DQLRND� <�� 7KH VRXUFH SURFHVV RI WKH ���� 6XPDWUD HDUWKTXDNH DQG LWV 

DSSOLFDWLRQ WR JLDQW HDUWKTXDNHV DORQJ WKH .XULOH VXEGXFWLRQ ]RQH� 16) 

7VXQDPL 'HSRVLWV :RUNVKRS LQ 8QLYHUVLW\ RI :DVKLQJWRQ� 6HDWWOH� -XQH ������ 

���� 

7DQLRND� <�� <� 7VXML� $OSKRQVR� *� *HOIHQEDXP� 7� .DPDWDNL� +� 0DWVXWRPL� 0� 

0DWX\DPD� $� 0RRUH� <� 0XUDNDPL� <� 1DPHJD\D� 6� 1XJURKR� <� 1LVKLPXUD� 7� 

6DNDNL\DPD� ,� 6XNDQWD� 5� 7UL\RQR� %� :DOX\R� DQG <XGKLFDUD� 7VXQDPL ILHOG 

VXUYH\ LQ ,QGRQHVLD IRU WKH ���� 6XPDWUD HDUWKTXDNH� $2*6 ���� �QG DQQXDO 

PHHWLQJ -XQH ������ ���� 

+LUDWD� .�� .� 6DWDNH� 㹗� 7DQLRND� 7� .XUDJDQR� <� +DVHJDZD� <� +D\DVKL� DQG 

1� +DPDGD� 7KH ���� JLDQW 6XPDWUD HDUWKTXDNH VRXUFH PRGHO IURP VDWHOOLWH 

DOWLPHWU\� $2*6 ���� �QG DQQXDO PHHWLQJ -XQH ������ ���� 

7DQLRND� <�� DQG .� 6DWDNH� $QDO\VLV RI WVXQDPL ZDYHIRUPV IRU WKH ���� JUHDW 

.DQWR HDUWKTXDNH� $2*6 ���� �QG DQQXDO PHHWLQJ -XQH ����� 

7DQLRND� <�� �38%/,& /5&785(6�� :KDW LV WVXQDPL"� $2*6 ���� �QG DQQXDO PHHWLQJ 

-XQH ������ ���� 

7DQLRND� <�� 5XSWXUH SURFHVV RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH 

HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHIRUPV� ,QWHUQDWLRQDO 0HHWLQJ RQ WKH 6XPDWUDQ 

(DUWKTXDNH &KDOOHQJH LQ 3DGDQ� ,QGRQHVLD� $XJXVW ������ ���� 

7DQLRND� <�� 5XSWXUH SURFHVV RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH 

HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHHIRUPV DQG JHRGHWLF PHDVXUHPHQWV� $VLDQ $FDGHPLF 

6HPLQDU ����� ͆ *UHDW HDUWKTXDNH RFFXUUHG LQ WKH SODWH VXEGXFWLRQ ]RQHV LQ 

$VLD͇ LQ 1DJR\D 8QLYHUVLW\� 6HSW� ���2FW� �� ���� 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ᴋ℩཭ὒ࣭<XGKLFDUD࣭6� .DWKLROL࣭ᒾᓮఙ୍࣭బ➉೺἞ࠊ

ὠἼἼᙧ࡚ࡗࡼ࡟ࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖᥎ᐃࡓࢀࡉ ���� ᖺ �� ᭶࣐ࣥࢲࣥ࢔࣮ࣛࢺ࣐ࢫ

ᆅ㟈ࡢ◚ቯ㐣⛬ࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭㛗㇂ᕝὒᖹࠊὠἼἼᙧࡓ࠸⏝ࢆ ���� ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡢ㟈※㐣⛬࡜෌ゎ
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ᯒࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭㛗㇂ᕝὒᖹ࣭᱓ᒣ㎮ኵࠊὠἼἼᙧࡽ࠿᥎ᐃࡿࢀࡉ ���� ᖺᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈

᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ࠊ㔞ศᕸࡾ࡭ࡍࡢ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

㛗㇂ᕝὒᖹ࣭᱓ᒣ㎮ኵ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭ᒣ୰ెᏊ࣭ྜྷ⏣ᗣᘯ࣭ᒸ⏣ṇᐇ࣭ᯘ㇏ࠊ����

ᖺ�᭶��᪥ࡢᐑᇛ┴Ἀࡢᆅ㟈࡟కࡓࡗὠἼࡢほ Ἴᙧ᩿ࡢࠎ✀࡜ᒙࣔࡿࡼ࡟ࣝࢹ

ᩘ್ィ⟬Ἴᙧࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

బ➉೺἞࣭ụ⏣Ᏻ㝯࣭ᖹᕝ୍⮧࣭㇂ᒸຬᕷ㑻ࠊỿࡳ㎸ࡳᖏࡿࡅ࠾࡟㉸ᕧ኱ᆅ㟈ࠊ᪥ᮏ

ᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

ᖹ⏣㈼἞࣭బ➉೺἞࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭㛗㇂ᕝὒᖹࠊ����࣭���� ᖺ༑຾Ἀࠊ���� ᖺ᰿ᐊ

༙ᓥἈᆅ㟈ࡢὠἼ研究ࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

ᴋ℩཭ὒ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭బ➉೺἞࣭㤿ሙಇᏕ࣭ᖹ⏣㈼἞࣭ᒾᓮఙ୍࣭ຍ⸨↷அ࣭㉺ᮧ

ಇ୍࣭㛗㇂ᕝὒᖹ࣭௒⤥㯪ဴ㑻ࠊὠἼ࡜ᆅẆኚ動ࡽ࠿᥎ᐃࡿࢀࡉ ���� ᖺ⣖ఀ༙ᓥ

༡ᮾἈᆅ㟈㸦㹋㹵ࠊ������㸧᩿ࡢᒙࡾ࡭ࡍ㔞ศᕸࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱

఍ �� ᭶ ��㸫�� ᪥ 

7DQLRND� <�� 7KH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ WVXQDPL� �QG -DSDQHVH�*HUPDQ 

)URQWLHUV RI 6FLHQFH 6\PSRVLXP 1RY� ���� ���� 

7DQLRND� <�� �5HVRXUFH 6SHDNHU� 5XSWXUH SURFHVV RI WKH ���� JUHDW 

6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHHIRUPV DQG JHRGHWLF 

PHDVXUHPHQWV� ͆,QWHUQDWLRQDO 7UDLQLQJ�:RUNVKRS RQ 1XPHULFDO 0RGHOLQJ RI 

7VXQDPL IRU 'HYHORSLQJ &RXQWULHV LQ WKH 6RXWKHDVW $VLD� WKH 3DFLILF� DQG WKH 

,QGLDQ 2FHDQ͇ LQ 3KLOLSSLQHV� 1RY� ����� ���� 

7DQLRND� <�� <XGKLFDUD� 6� .DWKLUROL� <� 1LVKLPXUD� 6� ,ZDVDNL� 7� .XVXQRVH� 

5XSWXUH SURFHVV RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH HVWLPDWHG IURP 

WVXQDPL ZDYHIURPV� $*8 ���� IDOO PHHWLQJ 'HF����� ���� 

.XVXQRVH� 7�� <� 7DQLRND� .� 6DWDNH� 7� %DED� .� +LUDWD� 6� ,ZDVDNL� 7� .DWR� 

6� .RVKLPXUD� <� +DVHJDZD� 7� ,PDNLLUH� 6OLS GLVWULEXWLRQV RI WKH ���� 2II 

.LL SHQLQVXOD HDUWKTXDNHV �0Z ���� ���� HVWLPDWHG E\ MRLQW LQYHUVLRQ XVLQJ 

WVXQDPL ZDYHIURPV DQG FUXVWDO GHIRUPDWLRQ GDWD� $*8 ���� IDOO PHHWLQJ 'HF����� 

���� 

7DQLRND <�� 6� ,ZDVDNL� <� 7VXML� <� 1LVKLPXUD� +� 0DWVXPRWR� 6� ,QRXH� <� 

1DPHJD\D� DQG <XGKLFDUD� 0HFKDQLVP RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ 

HDUWKTXDNH HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHIRUPV� ,QWHUQDWLRQDO :RUNVKRS RQ WKH 

5HVWRUDWLRQ 3URJUDP IURP *LDQW (DUWKTXDNH DQG 7VXQDPL� 'HF� ������ ����� 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦ᇶ♏研究㹁㸧ࠕὠἼἼᙧゎᯒࡿࡼ࡟ �� ୡ⣖̿�� ୡ⣖๓༙࡟Ⓨ⏕ࡋ

��+���ゎ᫂ࠖ௦⾲⪅ ㇂ᒸຬᕷ㑻 㸦㹆ࡢ⛬ቯ㐣◚ࡢᾏ⁁ᆺᕧ኱ᆅ㟈ࡓ㸧 

⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦≉ู研究ಁ㐍㈝㸧ࠕ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥࡟Ⓨ⏕ࡓࡋᐑᇛ┴Ἀࡢᆅ

㟈࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究ࠖศᢸ⪅㸦௦⾲⪅ ᮾ໭኱Ꮫ 㛗㇂ᕝ᫛㸧 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

  ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ௦㆟ဨ 

  ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ࠕᆅ㟈ࠖ⦅㞟ጤဨ 

  ᪥ᮏᏛ⾡఍㆟ᾏὒ≀⌮Ꮫ研究㐃⤡ጤဨ఍ὠἼᑠጤဨ఍ ጤဨ 
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  ᆅ㟈ண▱㐃⤡఍ ጤဨ 

  ᆅ㟈ண▱㐃⤡఍≉ู㒊఍ ጤဨ 

  ᆅ㟈ண▱㐃⤡఍ࢫࢡࢵࣆࢺ㒊఍ ጤဨ 

  ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊ᨻ⟇ጤဨ఍ㄪᰝほ ィ⏬㒊఍ 

        ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜㔜Ⅼⓗㄪᰝほ ᡭἲ᳨ウᑓ㛛ጤဨ఍ ጤ

ဨ 

  ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊࣭ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ㄪᰝ研究㐠Ⴀጤဨ఍ ጤဨ 

  ෆ㛶ᗓ୰ኸ㜵⅏఍㆟ ᪥ᮏᾏ⁁࣭༓ᓥᾏ⁁࿘㎶ᾏ⁁ᆺᆅ㟈࡟㛵ࡿࡍᑓ㛛ㄪᰝ఍ 

        ໭ᾏ㐨࣮࣡࢟ࣥࣉ࣮ࣝࢢࢢ ጤဨ 

  ཎᏊຊᏳ඲ጤဨ఍ཎᏊ⅔Ᏻ඲ᑓ㛛ᑂᰝ఍ ጤဨ 

  ཎᏊຊᏳ඲ጤဨ఍ཎᏊ⅔Ᏻ඲ᑓ㛛ᑂᰝ఍➨ ��� 㒊఍㹁ࣉ࣮ࣝࢢ ጤဨ 

  ὠἼᾐỈண ᅗసᡂ࡟ಀࡿᑓ㛛ᐙ఍㆟㸦໭ᾏ㐨㸧 ጤဨ 

 

㸦㸴㸧఍㆟ཧຍࣜࢺࢫ 

ᆅ㟈ண▱㐃⤡఍㸦➨ ��� ᅇ̿➨ ��� ᅇ㸧 

ᆅ㟈ண▱㐃⤡఍ࢫࢡࢵࣆࢺ㒊఍ 㸦�᭶ �� ᪥㸧 

ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊ᨻ⟇ጤဨ఍ㄪᰝほ 㒊఍ 

   ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜㔜Ⅼⓗㄪᰝほ ᡭἲ᳨ウᑓ㛛ጤဨ఍㸦➨㸲ᅇ㸧 

ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊࣭ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ㄪᰝ研究㐠Ⴀጤဨ఍㸦➨ �ᅇ㸧 

ෆ㛶ᗓ୰ኸ㜵⅏఍㆟ ᪥ᮏᾏ⁁࣭༓ᓥᾏ⁁࿘㎶ᾏ⁁ᆺᆅ㟈࡟㛵ࡿࡍᑓ㛛ㄪᰝ఍ 

                     ໭ᾏ㐨࣮࣡࢟ࣥࣉ࣮ࣝࢢࢢ㸦➨㸳ᅇ㸧 

ཎᏊຊᏳ඲ጤဨ఍ཎᏊ⅔Ᏻ඲ᑓ㛛ᑂᰝ఍㸦➨ ��� ᅇ̿➨ ��� ᅇ㸧 

ཎᏊຊᏳ඲ጤဨ఍ཎᏊ⅔Ᏻ඲ᑓ㛛ᑂᰝ఍➨ ��� 㒊఍㹁ࣉ࣮ࣝࢢ఍ྜ㸦➨㸯ᅇ̿➨ �

ᅇ㸧 

ὠἼᾐỈண ᅗసᡂ࡟ಀࡿᑓ㛛ᐙ఍㆟㸦➨㸱ᅇ̿➨㸲ᅇ㸧 

 

㸦㸵㸧ㅮ₇࣭࣒࣮ࣗࢪ࣏ࣥࢩ 

 ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ㅮ₇ ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ ࠕ໭ᾏ㐨ࡢᆅ㟈࡜ὠἼࠖ 

 ���� ᖺ �� ᭶ � ᪥̿�� ᪥ ᅜ㝿ὠἼ᝟ሗ࣮ࢱࣥࢭ୺ദ ͆,QWHUQDWLRQDO 

7UDLQLQJ�:RUNVKRS RQ 1XPHULFDO 0RGHOLQJ RI 7VXQDPL IRU 'HYHORSLQJ &RXQWULHV 

LQ WKH 6RXWKHDVW $VLD� WKH 3DFLILF� DQG WKH ,QGLDQ 2FHDQ͇㸦ࣥࣆࣜ࢕ࣇ㸧

 ⩏ㅮ࡚ࡋ࡜࣮ࢼ࣮ࣞࢺ࡛

 

 

຾ಛ ၨ 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

.DWVXPDWD .� DQG <� <DPDQDND� 7KH �� 1RYHPEHU ���� 0��� .XVKLUR�RNL HDUWKTXDNH� 

$Q HYHQW EHWZHHQ WKH RQ�JRLQJ VHLVPLF TXLHVFHQFH DUHD DQG WKH DVSHULW\ 

UXSWXUHG E\ WKH ���� 1HPXUR�RNL HDUWKTXDNH� *HRSK\V� %XOO� +RNNDLGR 
8QLY�� ��� ������ 0DUFK ����� 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

຾ಛၨ࣭ ➟ཎ⛱㸪ᾏ⁁௜㏆ࡢᆅ㟈活動ࡢ㟼✜໬ࡸࡸ࡜῝Ⓨᆅ㟈ࡢ活Ⓨ໬ྠࡢᮇ⌧㇟㸪

���� ᖺᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍㸪ᖥᙇ࣓ࢭࢵ㸪���� ᖺ � ᭶． 
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຾ಛၨ㸪ᛂຊሙࣔࢢࣥࣜࢱࢽἲ㸪᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪ᮐᖠ㸪���� ᖺ

�� ᭶． 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

㸦㈈㸧ᆅ㟈ண▱⥲ྜ研究᣺⯆఍ 㐣ཤᆅ㟈ᇶ♏ࡢࢱ࣮ࢹ '% ໬᳨ウጤဨ఍ ጤဨ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ᆅ㟈ㄪᰝ研究᥎㐍ᮏ㒊ᆅ㟈ㄪᰝጤဨ఍㛗ᮇホ౯㒊఍ 

໭᪥ᮏ活᩿ᒙศ⛉఍ ጤဨ 

 

 

㧗ᶫ ᾈ᫭ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձ 研究ほ ᆅᇦ㸸໭ᾏ㐨໭㒊 

┠ⓗ㸸���� ᖺึ࡟ᒣูᮧ௜㏆࡛Ⓨ⏕ࡓࡋᆅ㟈㸦0���㸧ࡢㄪᰝ． 

ෆᐜ࣭ᡂᯝᴫせ㸸ࡢࡇᆅ㟈࡟క࠺ᆅ㟈ᛶᆅࢆࡾ࡭ࡍ☜ㄆ． 

ཧຍ⪅㸸㧗ᶫᾈ᫭㸪໭ᾏ㐨❧ᆅ㉁研究ᡤ 

஦ᴗྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究 

研究㈝ྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究 

ղ 研究ほ ᆅᇦ㸸໭᪉㡿ᅵ 

┠ⓗ㸸໭᪉㡿ᅵᆅᇦࡢᆅ㟈ほ ≧ἣࡢㄪᰝ． 

ෆᐜ࣭ᡂᯝᴫせ㸸Ⰽ୹ᓥ࡜ᢥᤊᓥࡢᆅ㟈ほ ᪋タࢆㄪᰝࡢ≦⌧ࡋᢕᥱࢆᐇ᪋ࡋ

 ．ࡓ

ཧຍ⪅㸸㧗ᶫᾈ᫭࣭୰ᕝගᘯ 

஦ᴗྡ㸸ෆ㛶ᗓ໭᪉ᑐ⟇ 

研究㈝ྡ㸸ෆ㛶ᗓ໭᪉ᑐ⟇⤒㈝ 

ճ 研究ᑐ㇟ᆅᇦ㸸໭ᾏ㐨ᮾ㒊 

┠ⓗ㸸ᆅ㟈࡟㛵㐃ࡓࡋయ✚ṍ᳨ฟࡢࡵࡓࡢᆅୗỈ఩ほ  

ෆᐜ㸸኱ᶞᬌᡂ࣭᰿ᐊᮾᱵ࣭௚ࡢ῝ᒙ࣎࡟࣮ࣝ࣍࢔Ỉ఩ィࢆタ⨨． 

ཧຍ⪅㸸㧗ᶫᾈ᫭㸪ᒣཱྀ↷ᐶ㸪໭ᾏ㐨❧ᆅ㉁研究ᡤ㸪⏘ᴗ⥲ྜᢏ⾡研究ᡤ㸪ᮾ

⃰ᆅ㟈⛉Ꮫ研究ᡤ 

஦ᴗྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究 

研究㈝ྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究 

մ ໭ᾏ㐨໭㒊ᆅᇦ 

   ┠ⓗ㸸໭ᾏ㐨໭㒊ࢺ࣮ࣞࣉࡢቃ⏺ࡢ⟇ᐃ． 

   ෆᐜ㸸໭ᾏ㐨໭㒊ᆅᇦ࡟ *36 ほ Ⅼࢆタ⨨ࡋ㐠⏝． 

   ཧຍ⪅㸸㧗ᶫᾈ᫭㸪➟ཎ⛱ 

   ஦ᴗྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究㸪ཷク研究 

   研究㈝ྡ㸸ᆅ㟈ண▱研究㸪ཷク研究 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

x ,ZDVKLWD 6�� +� 7DNDKDVKL� 1� 2ND]DNL� -� 0L\DPXUD� 0� ,FKL\DQDJL� 0� 

.DVDKDUD� 5� 7DNDKDVKL DQG 0� 1DNDJDZD� 9ROFDQLF LQIODWLRQ RI 

+RNNDLGR�.RPDJDWDNH� -DSDQ� GHWHUPLQHG IURP D GHQVH *36 DUUD\� *HRSK\V� 

5HV� /HWW�� ��� /������ GRL�������������*/������� ����� 
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x ୖ⏣‶἞࣭ 㧗ᶫᾈ᫭㸪���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡿࡼ࡟໭ᾏ㐨ᮾ㒊ⅆᒣ࡟ࢺࣥࣟࣇἢࡗ

�������㛵㐃ᛶ㸪ᆅ㟈 Ⅱ㸪��㸪ࡢ࡜㟼ⓗᛂຊኚ໬࡜ㄏⓎᆅ㟈活動ࡓ． 

x 7DNDKDVKL� +�� 7� 0DWVXVKLPD� 7� .DWR�  $� 7DNHXFKL� 7� <DPDJXFKL� <� 

.RKQR� 7� .DWDJL� -� )XNXGD� .� +DWDPRWR� 5� 'RNH� <� 0DWVX
XUD� DQG 0� 

.DVDKDUD�  $ GHQVH *36 REVHUYDWLRQ LPPHGLDWHO\ DIWHU WKH ���� PLG�1LLJDWD 

SUHIHFWXUH HDUWKTXDNH� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� �������� ����� 

x 㧗ᶫᾈ᫭㸪໭ᾏ㐨࡛Ⓨ⏕ࡓࡋὠἼᆅ㟈㸫���� ᖺ໭ᾏ㐨ᮾ᪉Ἀᆅ㟈㸸෌ゼ㸫㸪

໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌㸪��㸪�������� ����． 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

x ⛉研㈝㸸≉ᐃ㡿ᇦ㸸ᗈᖏᇦᆅ㟈ほ ࡢࣈࣛࢫࢺࣥࢼࢢࢱࢫࡿࡼ࡟ᚤ⣽ᵓ㐀

 ．ゎ᫂㸪௦⾲㸸➟ཎ⛱㸪ศᢸ㸦ほ 㸧ࡢ

x ⛉研㈝㸸ᾏእᏛ⾡㸸༓ᓥิᓥࡢⅆᒣᆅ㟈࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ研究㸪௦⾲㸸୰ᕝග

ᘯ㸪ศᢸ㸸ほ  

x ⛉研㈝㸸ᾏእᏛ⾡㸸࢝ࢫࣛ࢔ᚋịἙ㝯㉳ࡢᆅ⌫≀⌮Ꮫⓗほ 㸪௦⾲㸸୕ᾆ

ဴ㸪ศᢸ㸸ほ  

x ཷク研究㸸໭ᾏ㐨㸸᭷⌔ᒣࡢᆅẆኚ動࡟㛵ࡿࡍ研究㸪௦⾲㸸➟ཎ⛱㸪ศᢸ㸸

ほ ࣭ࣔࢢࣥࣜࢹ 

x ཷク研究㸸ཎ⎔࣮ࢱࣥࢭ㸸ࡢࢫࢡࢽࢺࢡࢸࢺ࣮ࣞࣉ研究㸪ศᢸ㸸ほ ࣭ࣔ

 ࢢࣥࣜࢹ

 

 

 

ᮏከ ு 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

���� ᖺ �� ᭶࡟␃ⴌᨭᗇ༡㒊࡛Ⓨ⏕ࡓࡋᆅ㟈㸦0-0$���㸧㟈※ᇦࡿࡅ࠾࡟㔜ຊ᥈ᰝ 

ෆ㝣ࡿࡅ࠾࡟ᕧ኱ᆅ㟈Ⓨ⏕࡛ୖࡿ▱ࢆ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ㸪㟈※ᇦࡢᆅẆᵓ㐀ࡣ࡜ࡇࡿ▱ࢆ

㔜せ࡛ࡵࡓࡢࡇ．ࡿ࠶����ᖺࡢ��᭶࡟㸪ࡢࡇᆅᇦࡢ㔜ຊࢆࣝ࢖ࣃࣥࢥࡢࢱ࣮ࢹጞࡵ㸪

  ．ࡓࡋ㛤ጞࢆᐃ ࡢࡵࡓ࠺⿵ࢆⓑᇦ✵ࡢࢱ࣮ࢹ

ཧຍ⪅㸸ᮏከு 

 ᐃ ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣜࣕ࢟ࡢ㔜ຊィ㸦6���㸧ࢫࢡࢵࣞࢺࣥࢩ

6��� 㔜ຊィࡢ┦ᑐ㔜ຊㄞࡢ್ࡾྲྀࡳኚ໬ࡀᐇ㝿ࡢ㔜ຊ್ࡢኚ໬༙ࡢศ⛬ᗘ࡛ࡓࡗ࠶

ᢕ࡟☜ṇࡅࡔࡿࡁ࡛ࢆഴྥࡢࡑ㸪࡛ࡇࡑ．ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ࡛᫂⛬㐣ࡢ⌮ฎࢱ࣮ࢹࡀ࡜ࡇ

ᥱࡋ㸪ࢀࡑ௨๓ࡢ ᐃ࡟ࡵࡓࡍ࠿⏕ࢆࢱ࣮ࢹ㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫᇶ‽Ⅼࡢ࡜⤯ᑐ㔜ຊ್ࡢᕪ

࡟㸧࡝࡞㔜ຊⅬ㸦వᕷᓅᒣ㡬㸪ᡭ✄ᒣᒣ㡬㸪୰ᒣᓘ㸪㔲㊰Ѹ᰿ᐊᆅᇦࡢ▱᪤࠸ࡁ኱ࡀ

 ．ࡓࡋᐇ᪋ࢆᐃ ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈ࡚ࣜࣕ࢟࠸࠾

ཧຍ⪅㸸⚄ᒣ⿱ᖾ㸪ᮏከு 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

ᮏከு࣭ᖹᯇⰋᾈ࣭ྂᮏ᐀඘࣭Ἑ㔝ⰾ㍤㸪㔜ຊ␗ᖖࡢỈᖹ໙㓄࡜ṍ㞟୰ᖏࡢ㛵ಀ㸪ᆅ

㟈 �㸪��㸪�������㸪����． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲࡝࡞ 

ᮏከு࣭Ἑ㔝ⰾ㍤㸪₻ᓁἈࡢ㧗㔜ຊ␗ᖖࡢཎᅉࠊ࡜༡ᾏࣇࣛࢺἢࡢ࠸ᕧ኱ᆅ㟈ࡢ࡜㛵

ಀ㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 
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ูᡤᏹ⨾࣭ᮏከு࣭ᖹᯇⰋᾈ࣭ྂᮏ᐀඘࣭Ἑ㔝ⰾ㍤㸪㔜ຊ␗ᖖࡽ࠿ぢࡓຍ㈡༡す㒊ࡢ

ᆅୗᵓ㐀㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

 

 

๓⏣ ᐅᾈ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

 㸦㸯㸧ࣥࣜࣁࢧ㸪ᴟᮾ࢔ࣜ࣋ࢩ 

 ┠ⓗ㸸ᗈᖏᇦᆅ㟈ィࡢタ⨨ 

 ෆᐜ࣭ᡂᯝ㸸ࣥࣜࣁࢧ �ᆅⅬ㸪ᴟᮾ࢔ࣜ࣋ࢩ � ᆅⅬ࡟ 676� ᆺᆅ㟈ィࢆタ⨨ࡓࡋ． 

 ཧຍ⪅㸸୍ᰗᫀ⩏㸪ᐑ⏫ᏹᶞ㸦㮵ඣᓥ኱Ꮫ㸧 

 

 㸦㸰㸧໭ᾏ㐨ᮾ㒊㸦ᗈᑿ㸪ཌᓊ㸪᰿ᐊ㸧 

 ┠ⓗ㸸ᙉ㟈動ホ౯ࡢࡵࡓࡢᆅ┙ㄪᰝ 

 ෆᐜ࣭ᡂᯝ㸸ᚤ動࣮ࣞ࢔ほ ࡾࡼ࡟ᙉ㟈ほ Ⅼ㏆ഐࡢᆅ㟈Ἴ㏿ᗘᵓ㐀ࢆ᥎ᐃࡓࡋ 

 ཧຍ⪅㸸୍ᰗᫀ⩏㸪➲㇂ດ㸪௚ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

๓⏣ᐅᾈ࣭ ➲㇂ດ㸪���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㸦0Z���㸧ࡿࡼ࡟࿘ᮇ⣙ �� 㛗࿘ᮇᆅ㟈動㸪ࡢ⛊

໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌㸪��㸪���㸫���㸪����． 

➲㇂ດ࣭᳃ᕝಙஅ࣭๓⏣ᐅᾈ㸪ࣈࣛࢫෆᆅ㟈ࡢ㟈※≉ᛶ㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研

究ሗ࿌㸪��㸪���㸫���㸪����． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

๓⏣ᐅᾈ࣭➲㇂ດ࣭㧗஭ఙ㞝࣭ΎỈᏛ㸪໭ᾏ㐨ෆࡢ .L.�QHW ほ Ⅼࡿࡅ࠾࡟ᆅ⾲ᆅ

㟈ィࡢタ⨨᪉఩ࡢ᥎ᐃ㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶㸪

༓ⴥ┴． 

๓⏣ᐅᾈ࣭➲㇂ດ୍࣭ᰗᫀ⩏࣭ᒣཱྀ↷ᐶ࣭㧗ᶫᾈ᫭࣭➟ཎ⛱㸪���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥␃

ⴌᨭᗇ༡㒊ࡢᆅ㟈㸦0���㸧㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ �

᭶㸪༓ⴥ┴． 

๓⏣ᐅᾈ୍࣭ᰗᫀ⩏࣭㧗ᶫᾈ᫭࣭➟ཎ⛱࣭➲㇂ດ࣭ᯇᓥ೺࣭ᯇᮏ⪽㸪⚟ᒸ┴す᪉Ἀ

᥎ᐃ㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ࡢᙉ㟈動ࡿࡅ࠾࡟ᓥ⏺⋟ࡢᆅ㟈㸸ᮏ㟈᫬ࡢ ���� ᖺྜ

ྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶㸪༓ⴥ┴． 

๓⏣ᐅᾈ࣭᪂ᒇ㞞அ࣭➲㇂ດ㸪໭ᾏ㐨ࡿࡅ࠾࡟ෆ㝣ᆅ㟈ࡿࡼ࡟ᙉ㟈動ࡢ研究㸪᪥ᮏ

ᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶㸪ᮐᖠ． 

๓⏣ᐅᾈ୍࣭ᰗᫀ⩏࣭➲㇂ດ㸪໭ᾏ㐨ෆ㝣ᆅ㟈ࡢ㟈※≉ᛶ㸪᪥ᮏᆅ㟈ᕤᏛ఍኱఍㸪

���� ᖺ �� ᭶㸪ி㒔． 

 

 

㧗Ἴ 㚡ኵ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

研究ほ ᆅᇦ㸸༑຾Ἀ 

���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ᮏ㟈ࡢࡑ࡜࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡢవຠࡾ⁥ᾏᇦ࡛ࢺ࣮ࣞࣉࡢቃ⏺ୖ㠃

����ࠊ࡚ࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࠸㐪ࡢᗘᵓ㐀㏿ࡿࡅ࠾࡟ ᖺ㸷᭶ �� ᪥ࡽ࠿ ��

᭶ �� ᪥࡛ࡲ �� ��ࠊࡋ⨨タࢆᾏᗏᆅ㟈ィࡢྎ ᭶ �� ᪥ࡽ࠿ �� ᪥࡜ࣥ࢞࢔࢚࡚ࡅ࠿࡟ᾏ
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ᗏᆅ㟈ィࡿࡼ࡟ᾏᗏᆅୗᵓ㐀᥈ᰝࢆᐇ᪋ࠋࡓࡋ⌧ᅾࠊほ グ㘓ࢆゎᯒ୰࡛ࠋࡿ࠶ 

ほ ཧຍ⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭∾㔝⏤⨾࣭⏫⏣⿱ᘺ࣭ᩧ⸨ᕷ㍜࣭ᮾ㱟௓ࠊᮾ኱

ᆅ㟈研ࠊᮾ໭኱ࠊ༓ⴥ኱ࠊᮾ኱ᾏὒ研ࠊ㸦ᰴ㸧࣐࣮ࣜࣥ࣡ࣃࣕࢪ࣭ࢡ

ࣥ 

ധ⯪㸸ᮾ኱ᾏὒ研ࠕⓑ㬅୸ ➨ࠕࣥࣙࢩ࣭ࣞ࣌࢜࢔ࣙࢩࣇ㸦ᰴ㸧࢜ࠊࠖ �ᾏᕤ୸  ࠋࠖ

 

研究ほ ᆅᇦ㸸㔲㊰Ἀ 

���� ᖺ �� ᭶᭶ �� ᪥ �� ᫬ �� ศ࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ㔲㊰Ἀᆅ㟈㸦0���㸧ࡢవ㟈࡜ ���� ᖺ᰿

ᐊ༙ᓥἈᆅ㟈ࡢ㟈※ᇦ࡛ࡢᆅ㟈活動ࢆᢕᥱࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ᣦࠊ࡚ࡋ���� ᖺ � ᭶ � ᪥ࡽ࠿

� ᭶ �� ᪥ࡢᮇ㛫ࠊ�� ᐇ᪋ࢆ ᾏᗏᆅ㟈ほࡢ㔲㊰Ἀ࣭᰿ᐊἈ࡛ࡿࡼ࡟ᾏᗏᆅ㟈ィࡢྎ

ࡓࡁ࡛⏝౑࡟ゎᯒࡕ࠺ࡢࡑࠋࡓࡋ 2%6 ࡣ � �ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ 㧗ឤᗘᆅ㟈ほࠋࡓࡗ࠶࡛ྎ��

ಶࡢᆅ㟈ࡣ࡝ࢇ࡜࡯ࡢࡽࢀࡑࠊࡀࡓࢀࡉ ᳨ࡀᚤᑠᆅ㟈࡛࡟ࡃ࡜ࠋࡿ࠶ ���� ᖺ᰿ᐊ

༙ᓥἈᆅ㟈ࡢ㟈※ᇦࡣ౫↛ᆅ㟈活動ࡣᴟ࡚ࡵపࠊࡀ࠸᫬ࢆ࣮ࢱࢫࣛࢡࠎᡂࡓࡋᆅ㟈⩌

 ࠋࡓࢀࡉㄆ☜࠿ࡘᗄࡀ

ほ ཧຍ⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭ᩧ⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭ᮾ㱟௓ࠊ㸦ᰴ㸧

 ࠋࢺ࣓ࣥࣉࢵࣟ࣋ࢹࣥࣕࢩ࣮࢜ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

ധ⯪㸸ᮾ኱ᾏὒ研ࠕῐ㟷୸ ➨ࠕྜ⤌㔲㊰ᕷ⁺ᴗࠊࠖ �� ⚈ᡂ୸  ࠋࠖ

 

研究ほ ᆅᇦ㸸⚟ᓥ┴Ἀ࣭Ⲉᇛ┴Ἀ࣭ᐑᇛ┴Ἀ 

㔜Ⅼㄪᰝほ ࠊ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ᪥ᮏᾏ⁁ἢࡿࡅ࠾࡟࠸㐣ཤ࡟Ⓨ⏕ࡓࡋᆅ㟈ࡢ◚ቯᇦࠊࡸ

᝿ᐃࠊ࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔ࡿࢀࡉཬࡢࡑࡧ࿘㎶࡛ࡢ῝㒊ᵓ㐀ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ┠ᣦࠊ࡚ࡋ

�᭶ ��᪥ࡽ࠿��᭶ ��᪥࡜ࣥ࢞࢔࢚࡚ࡅ࠿࡟ᾏᗏᆅ㟈ィࡿࡼ࡟ᾏᗏᆅẆᵓ㐀᥈ᰝࢆᐇ

᪋ࠋࡓࡋ⌧ᅾゎᯒ୰࡛ࠋࡿ࠶ 

ほ ཧຍ⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ࣭⏫⏣⿱ᘺ㺃ᮾ 㱟௓ࠊᮾ኱ᆅ㟈研ࠊᮾ໭኱Ꮫࠊ༓ⴥ኱Ꮫࠊ

ᮾ኱ᾏὒ研ࠊᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓࠊ㸦ᰴ㸧࣐࣭࣮ࣜࣥ࣡ࠋࣥࣃࣕࢪ࣭ࢡ 

 ധ⯪㸸ᮾ኱ᾏὒ研ࠕⓑ㬅୸  ࠋࠖ

 

研究ほ ᆅᇦ㸸ᐑᇛ┴Ἀ໭㒊࣭᰿ᐊ༙ᓥἈ 

 ���� ᖺ௨᮶ᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫᢏ⾡᣺⯆㈝ࠊ୺せ � ศ㔝ࡢ研究㛤Ⓨጤク஦ᴗ୍ࡢ⎔究

ᾏ⁁ᆺᆅ㟈ࠖࡢ᪥ᮏᾏ⁁࣭༓ᓥᾏ⁁࿘㎶ࠕࡿ࠸࡚ࡋᐇ᪋ࡀᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤࠊ࡚ࡋ࡜

ㄪᰝࠊࢆ㛵ಀᶵ㛵࡜⥥ᐦ࡞༠ຊ࡟࡜ࡶࡢ㛗ᮇほ ᆺᾏᗏᆅ㟈ィࡿࡼ࡟኱ᆅ㟈࣌ࢫ࢔ࡢ

����ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆゎ᫂ࡢᛶ≉ࡢᆅ㟈活動ࡿࡅ࠾࡟࿘㎶࢕ࢸࣜ ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᐑ

ᇛ┴Ἀ໭㒊ࡢᾏᗏᆅ㟈ィࡢᅇ཰ࡢࢱ࣮ࢹࠊゎᯒࡧࡼ࠾ࠊ᰿ᐊἈ࡛ࡢᾏᗏᆅ㟈ィࡢタ⨨

ࡸ㟈※ศᕸ࠸㧗ࡢ⢭ᗘࡣࡽ࠿ࢱ࣮ࢹᆅ㟈ࡓࢀࡽほ ࡛ᚓࡢᐑᇛ┴Ἀ໭㒊ࠋࡓࡗ⾜ࢆ➼

ヲ⣽࡞ᆅ㟈活動ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ 

 ほ ཧຍ⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭㞵ᐑ᫴୍㑻ࠊᮾ኱ᆅ㟈研ࠊᮾ໭኱Ꮫ 

 ധ⯪㸸᪂᪥ᮏᾏ஦㸦ᰴ㸧ࠕ᪂ୡ୸      /����㸸ᮅ᪥⯟ὒᰴᘧ఍♫ $6࣮ࢱࣉࢥࣜ࣊⏝౑ࠊࠖ

ᆺ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

 

0LHOGH� 5�� 7� 5DXP� %� 0\KUHQ� +� 6KLPDPXUD� <� 0XUDL� 7� 7DNDQDPL� 5� .DUSX]� 

DQG 8� 1DHVV� &RQWLQHQW�RFHDQ WUDQVLWLRQ RQ WKH 9RULQJ 3ODWHDX� 1( $WODQWLF� 

GHULYHG IURP GHQVHO\ VDPSOHG RFHDQ ERWWRP VHLVPRPHWHU GDWD� -RXU� *HRSK\V� 
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5HV�� ���� %������ GRL�������������-%������� �����   

㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⏫⏣⿱ᘺ㺃㰺⸨ᕷ㍜㺃∾㔝⏤⨾㺃຾ಛ ၨ㺃ᒣཱྀ↷ᐶ㺃す㔝 ᐇࠊ

ᾏᗏᆅ㟈ほ ࡀᤊࡓ࠼ ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈┤๓ࡢᚤᑠ࣮ࢱࢫࣛࢡ࡞ᆅ㟈ࠊ࡝࡞᭶ห

ᆅ⌫ྕእࠊ��㸫��㸪����． 

㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⏫⏣⿱ᘺ㺃㰺⸨ᕷ㍜㺃∾㔝⏤⨾㺃຾ಛ ၨ㺃ᒣཱྀ↷ᐶ㺃す㔝 ᐇࠊ

ᾏᗏᆅ㟈ィࡓࡋ♧᫂ࡀ ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈┤๓ࡢ㢧ⴭࠊ㇟⌧࡞ᆅ㟈ࠊ��ࠊ���㸫ࠊ���

����． 

ᒣ⏣▱ᮁ㺃⠛ཎ㞞ᑦ㺃㔠ἑᩄᙪ㺃ᖹ⏣ ┤㺃㔠⏣⩏⾜㺃㧗Ἴ㚩ኵ㺃୕ࣨ⏣ ᆒ㺃ᮎᘅ ₩㺃

㓇஭ៅ୍㺃Ώ㎶ᬛẎ㺃᳜ᖹ㈼ྖ㺃ᮧ஭ⰾኵ㺃㧗ᶫᡂᐇ㺃す㔝 ᐇ㺃ᮃ᭶බᘅ㺃బ⸨ ኊ㺃

Ⲩᮌⱥ୍㑻㺃᪥㔝ுኴ㺃Ᏹᖹᖾ୍㺃ሷཎ ⫕㺃ΎỈ ὒࠊ⛻ᐦᾏᗏᆅ㟈ほ ࡿࡼ࡟ ����

ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈ࡢవ㟈ศᕸࠊᆅ㟈ࠊ��ࠊ���㸫�� ．����ࠊ�

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

 

)XMLH� *�� 6� 0LXUD� 6� .RGDLUD� <� .DQHGD� $� ,WR� 0� 6KLQRKDUD� .� 0RFKL]XNL� 

7� <DPDGD� ,� :DWDQDEH� 7� .DQD]DZD� 5� +LQR� 0� 1LVKLQR� $� .XZDQR� <� <DPDPRWR� 

<� 0XUDL� ,� 6DLWR� 7� 7DNDQDPL� <� 0DFKLGD�� <� 0DNLQR� &� ,VKLPXUD� <� 2WD� 

+� 7RPRGD� 7� 6DWR� DQG .� 8HKLUD� 6HLVPLF H[SHULPHQW XVLQJ 2%6V DQG DLUJXQV 

LQ WKH UXSWXUH ]RQH RI 0L\DJLNHQ�RNL HDUWKTXDNH� $EVWUDFWV ���� -DSDQ (DUWK 

DQG 3ODQHWDU\ 6FLHQFH -RLQW 0HHWLQJ� -����3ࠊ�������． 

0DFKLGD� <�� 7� 7DNDQDPL� <� 0XUDL� 0� 6KLQRKDUD� 7� <DPDGD� 7� .DQD]DZD� 1� 

+LUDWD� 6� 6DNDL� .� 0RFKL]XNL� +� 6KLREDUD� 0� 1LVKLQR� 5� +LQR� .� 8HKLUD� 

+� 6KLPL]X� <� .DQHGD� +� 0LNDGD� .� 6X\HKLUR� 7� :DWDQDEH� 1� 7DNDKDVKL� 7� 

6DWR� (� $UDNL� DQG .� 8KLUD� +HWHURJHQHRXV YHORFLW\ VWUXFWXUH DURXQG WKH 

DVSHULW\ RI WKH ���� 7RNDFKL�RNL HDUWKTXDNH GHGXFHG IURP RFHDQ ERWWRP 

VHLVPRJUDSK� $EVWUDFWV ���� -DSDQ (DUWK DQG 3ODQHWDU\ 6FLHQFH -RLQW 0HHWLQJ� 

 ．����ࠊ���6����3

6DLWR� ,�� <� 0DFKLGD� <� 0DNLQR� <� 0XUDL� 7� 7DNDQDPL� 7� <DPDJXFKL� 7� .DQD]DZD� 

DQG 7� <DPDGDࠊ$IWHUVKRFN REVHUYDWLRQ RI WKH ���� .XVKLUR�RNL HDUWKTXDNH E\ 

XVLQJ RFHDQ ERWWRP VHLVPRPHWHU QHWZRUN� $EVWUDFWV ���� -DSDQ (DUWK DQG 

3ODQHWDU\ 6FLHQFH -RLQW 0HHWLQJ� 6����3ࠊ�������． 

6KLQ
LFKL� 6�� 7� <DPDGD� +� +DJLZDUD� 0� 6KLQRKDUD� 7� .DQD]DZD� 7� 7DNDQDPL� 

5� +LQR� +� 6KLPL]X� .� 2EDQD� 6� .RGDLUD� DQG <� .DQHGDࠊ&RPSOH[ DIWHUVKRFN 

GLVWULEXWLRQ RI WKH ���� 2II .LL�3HQLQVXOD HDUWKTXDNH XVLQJ RFHDQ ERWWRP VHLV� 

PRPHWHUV� $EVWUDFWV ���� -DSDQ (DUWK DQG 3ODQHWDU\ 6FLHQFH -RLQW 0HHWLQJ� 

 ．����ࠊ�������3-

:DWDQDEH� ,�� 0� 6KLQRKDUD� .� 0RFKL]XNL� 7� <DPDGD� 7� .DQD]DZD� (� .XUDVKLPR� 

$� .DWR� 7� ,LGDND� 1� +LUDWD� 7� ,ZDVDNL>� 5� +LQR� 0� 1LVKLQR� $� .XZDQR� 

<� <DPDPRWR� 7� 7DNDQDPL� <� 0XUDL� <� 0DFKLGD� <� 0DNLQR� 7� 6DWR� .� 8HKLUD� 

6� 0LXUD� *� )XMLH� DQG <� .DQHGD� 2IIVKRUH�RQVKRUH VHLVPLF VXUYH\ DFURVV 

DVSHULW\ DUHD RI RII 0L\DJL HDUWKTXDNH� 1( -DSDQ� $EVWUDFWV ���� -DSDQ (DUWK 

DQG 3ODQHWDU\ 6FLHQFH -RLQW 0HHWLQJ� -����3ࠊ�������． 

⸨Ụ๛࣭୕ᾆㄔ୍࣭ᑠᖹ⚽୍࣭㔠⏣⩏⾜࣭ఀ⸨ளድ�ᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓ�࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭

ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭Ώ㑓࣭ࡳࡎ࠸㔠ἑᩄᙪ�ᮾ኱ᆅ㟈研�࣭᪥㔝ுኴ࣭す㔝ᐇ࣭᱓
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㔝ளబᏊ࣭ᒣᮏᥭ஧ᮁ�ᮾ໭኱�࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭ᩪ⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭㧗Ἴ

㚡ኵ�໭኱�࣭▼ᮧ༓ᬕ࣭ኴ⏣㞝௓࣭཭⏣༤அ࣭బ⸨฼඾�༓ⴥ኱�࣭᳜ᖹ㈼ྖ�஑኱�� 

ᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡢ㟈※ᇦ࡜ᆅẆᵓ㐀 㹼 ���� ᖺ࢚6%2࣭ࣥ࢞࢔ ᵓ㐀᥈ᰝ 㹼� ᪥ᮏᆅ

㟈Ꮫ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍ㅮ₇ண✏㞟ࠊ��ࠊ���$ࠊ����．㓇஭ៅ୍࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭ⴗཎ

ᘯᏊ࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭㔠ἑᩄᙪ�ᆅ㟈研�࣭㧗Ἴ㚩ኵ�໭኱�࣭᪥㔝ுኴ�ᮾ໭኱�࣭ΎỈὒ

�஑኱�࣭ᑿ㰯ᾈ୍㑻࣭ᑠᖹ⚽୍࣭㔠⏣⩏⾜�ᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓ�� ᾏᗏᆅ㟈ィࡿࡼ࡟

వ㟈ศᕸ࡚࠸⏝ࢆỴࡓࡵ ���� ᖺ⣖ఀ༙ᓥ༡ᮾἈࡢᆅ㟈᩿ࡢᒙ㠃� ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍

���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍ㅮ₇ண✏㞟ࠊ���ࠊ���&ࠊ����． 

∾㔝⏤⨾࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭㰺⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ�໭኱⌮�࣭す㔝ᐇ࣭᪥㔝ுኴ�ᮾ

໭኱⌮�࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ�ᮾ኱ᆅ㟈研�࣭᳜ᖹ㈼ྖ�஑኱⌮�࣭ᐑ⏫ᏹᶞ࣭ᖹ㔝

⯚୍㑻�㮵኱⌮�� ����ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦ௜㏆ࡢᆅ㟈Ἴ㏿ᗘᵓ㐀᥈ᰝ� ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ

఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍ࠊ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍ㅮ₇ண✏㞟ࠊ��ࠊ���%ࠊ����． 

⏫⏣♸ᘺ࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ㸦໭኱࣭⌮㸧࣭ ⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ᖹ⏣

┤࣭㓇஭ៅ୍࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ሷཎ⫕㸦ᮾ኱ᆅ㟈研㸧࣭ す㔝ᐇ࣭᪥㔝ுኴ㸦ᮾ໭኱Ꮫ�࣭

᳜ᖹ㈼ྖ࣭ΎỈὒ㸦஑ᕞ኱Ꮫ㸧࣭ 㔠⏣⩏⾜࣭ᮎᗈ₩࣭Ώ㑔ᬛẎ࣭㧗ᶫᡂᐇ࣭బ⸨ኊ࣭

Ⲩᮌⱥ୍㑻㸦ᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓ㸧࣭ ୕ࣨ⏣ᆒ㸦ி኱࣭ᕤ㸧࣭ Ᏹᖹᖾ୍㸦Ẽ㇟ᗇ㸧� ����

ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢ㏿ᗘᵓ㐀� ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍ㅮ₇ண

✏㞟ࠊ���3ࠊ�� ．����ࠊ�

Ώ㑓࣭ࡳ࡙࠸⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭୰ᮾ࿴ኵ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ⶶୗⱥྖ࣭ຍ⸨

ឡኴ㑻࣭㣤㧗㝯࣭ᖹ⏣┤࣭ᒾᓮ㈗ဢ㸦ᮾ኱ᆅ㟈研㸧࣭ ᪥㔝ுኴ࣭ す㔝ᐇ࣭᱓㔝ளబ

Ꮚ࣭ᒣᮏᥭ஧㑻㸦ᮾ໭኱⌮㸧࣭ 㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭㰺⸨ᕷ

㍜࣭ᮾ㱟௓㸦໭኱⌮㸧࣭ బ⸨฼඾㸦༓ⴥ኱⌮㸧࣭ ᳜ᖹ㈼ྖ㸦஑኱⌮㸧࣭ ୕ᾆㄔ୍࣭⸨

Ụ๛࣭㔠⏣⩏⾜㸦ᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓ㸧� ᐑᇛἈᆅ㟈᝿ᐃ㟈※ᇦ௜㏆ࢆ◚⇿ࡿࡅ࠾࡟

㟈※ࡓࡋ࡜ᾏ㝣ᆅ㟈Ἴᵓ㐀᥈ᰝㅮ₇ண✏㞟ࠊ��ࠊ���$ࠊ����．  

 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠 ᇶ┙研究㸦$㸧㉸㧗ḟඖ᫬⣔ิࡿࡅ࠾࡟ண ࡧࡼ࠾᝟ሗᢳฟ

 ．研究௦⾲⪅㸸໭ᕝ※ᅄ㑻㸦⤫ィᩘ⌮研究ᡤ㸧ࠊゎᯒ㸧ࢱ࣮ࢹศᢸ㸦ࠊ᪉ἲࡢ

⛉Ꮫᢏ⾡᣺⯆㈝㸦研究㛤Ⓨ෌ጤク஦ᴗ㸧࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢᆅ㟈活動≉ᛶࡢ研究ࠊ 

 研究௦⾲⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ． 

⤫ィᩘ⌮研究ᡤඹྠ研究 ࣮࣎ࣝ࣍࢔ᘧṍィ࡟グ㘓ࡓࢀࡉᆅẆኚ動ࡢࢱ࣮ࢹຠ

ᯝⓗ࡞ᢳฟἲࡢ㛤Ⓨࠊ研究௦⾲⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ 

   

㸦㸳㸧♫఍活動 

  ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤᾏ⁁ᆺᆅ㟈ㄪᰝ研究㐠Ⴀጤဨ఍ጤဨ 

  ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤᆅ㟈ண▱研究༠㆟఍ィ⏬᥎㐍㒊఍ጤဨ 

  ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍௦㆟ဨ 

 

㸦㸴㸧఍㆟ཧຍ 

  ᖹᡂ �� ᖺ �� ᭶ �� ᪥  ᖹᡂ �� ᖺᗘ➨㸯ᅇᾏ⁁ᆺᆅ㟈ㄪᰝ研究㐠Ⴀጤဨ఍ 

  ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥   ᖹᡂ �� ᖺᗘ➨ �ᅇᾏ⁁ᆺᆅ㟈ㄪᰝ研究㐠Ⴀጤဨ఍ 

  ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥  ᆅ㟈ண▱研究༠㆟఍ィ⏬᥎㐍ほ ᢏ⾡㛤Ⓨ㒊఍ 

  ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥  ⤫ィᩘ⌮研究ᡤࣜࢡࢫ研究ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⥲఍ 
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  ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥㹼�� ᪥ ᆅ㟈ண▱ࡢࡵࡓࡢ᪂࡞ࡓほ 研究ィ⏬ࠊᖹᡂ �� ᖺ

ᗘᡂᯝሗ࿌࣒࣮ࣗࢪ࣏ࣥࢩ 

 

ᮧ஭ ⰾኵ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

 ࣭༑຾Ἀࡿࡅ࠾࡟ᆅୗᵓ㐀᥈ᰝ㸦���� ᖺ � ᭶㸧 

���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㸦0���㸧ࡢ㟈※ᇦࡽ࠿ ���� ᖺ᰿ᐊ༙ᓥἈᆅ㟈㸦0���㸧ࡢ㟈

※ᇦࡢ࡚ࡅ࠿࡟ᾏ⁁㍈࡟ᖹ⾜࡞᪉ྥࡢᆅୗᵓ㐀ࠊࣉࡧࡼ࠾ ୙ᆒ㉁ᵓࡢ⏺ቃࢺ࣮ࣞ

㐀࡜ᆅ㟈᫬ࡢኚ఩ศᕸࡸᆅ㟈活動ࡢ࡜㛵ಀࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜ 

ᾏ⁁㍈࡟ᖹ⾜࡟ୖ⥺ ࡞ �� ࢆᾏᗏᆅ㟈ィࡢྎ ��NP 㛫㝸࡛タ⨨ࠊ࢚ࡋ ࢆࣥ࢞࢔

㟈※࡚࠸⏝࡟ᵓ㐀᥈ᰝࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ཧຍ⪅㸸㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭ᮾ㱟௓࣭⏫⏣⿱ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭㰻⸨ᕷ㍜ࠊᮾ໭኱

Ꮫࠊᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤࠊ༓ⴥ኱Ꮫࠊᾏὒ研究㛤Ⓨᶵᵓ 

஦ᴗ 㸸ྡ༑຾Ἀ࣭ ᰿ᐊ༙ᓥἈᆅ㟈ࡢࢢࣥࣜࣉࢵ࢝ࡿࡅ࠾࡟᫬✵㛫ศᕸ㸦ㄢ㢟␒ྕ㸸

����㸧 

研究㈝ྡ㸸ᆅ㟈ண▱ィ⏬஦ᴗ㈝ 

 ࣭㟷᳃Ἀࡿࡅ࠾࡟㛗ᮇほ ᆺᾏᗏᆅ㟈ィᅇ཰㸦���� ᖺ �� ᭶㸧 

㟷᳃Ἀࡢ᪥ᮏᾏ⁁ࡿࡅ࠾࡟ᚤᑠᆅ㟈活動ࡢᢕᥱࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜ 

���� ᖺ �� ᭶࡟㟷᳃Ἀ࡟タ⨨ࡓ࠸࡚ࡋ ��  ࠋࡓࡋᅇ཰ࢆ㛗ᮇᆺᾏᗏᆅ㟈ィࡢྎ

ཧຍ⪅㸸ᮧ஭ⰾኵ࣭㞵ᐑ᫴୍㑻ࠊᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤࠊᮾ໭኱Ꮫࠊ༓ⴥ኱Ꮫ 

஦ᴗྡ㸸࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢᆅ㟈活動ࡢ≉ᛶ࡟㛵ࡿࡍ研究 

研究㈝ྡ㸸⛉Ꮫᢏ⾡᣺⯆㈝㸦研究㛤Ⓨ෌ጤク஦ᴗ㸧 

 ࣭᰿ᐊἈࡿࡅ࠾࡟㛗ᮇほ ᆺᾏᗏᆅ㟈ィタ⨨㸦���� ᖺ � ᭶㸧 

᰿ᐊἈࡢ᪥ᮏᾏ⁁ࡿࡅ࠾࡟ᚤᑠᆅ㟈活動ࡢᢕᥱࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜ 

᰿ᐊἈ࡟ �� ࡣᅇ཰ࠋࡓࡋ⨨タ࡛࣮ࢱࣉࢥࣜ࣊ࢆ㛗ᮇᆺᾏᗏᆅ㟈ィࡢྎ ���� ᖺ

�� ᭶ࡢணᐃࠋ 

ཧຍ⪅㸸ᮧ஭ⰾኵ࣭㞵ᐑ᫴୍㑻ࠊᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤࠊᮾ໭኱Ꮫ 

஦ᴗྡ㸸࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢᆅ㟈活動ࡢ≉ᛶ࡟㛵ࡿࡍ研究 

研究㈝ྡ㸸⛉Ꮫᢏ⾡᣺⯆㈝㸦研究㛤Ⓨ෌ጤク஦ᴗ㸧 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

%UHLYLN� $� -�� 0MHOGH� 5�� *URJDQ� 3�� 6KLPDPXUD� +�� 0XUDL� <�� 1LVKLPXUD <�� 

&DOHGRQLGH GHYHORSPHQW RIIVKRUH�RQVKRUH 6YDOEDUG EDVHG RQ RFHDQ ERWWRP 

VHLVPRPHWHU� FRQYHQWLRQDO VHLVPLF� DQG SRWHQWLDO ILHOG GDWD� 7HFWRQRSK\VLFV� 

9RO����� 1RV����� SS� ������� ����� 

0MHOGH� 5�� 5DXP� 7�� 0\KUHQ� %�� 6KLPDPXUD� +�� 0XUDL� <�� 7DNDQDPL 7�� .DUSX]� 

5�� 1¨VV� 8�� &RQWLQHQW�RFHDQ WUDQVLWLRQ RQ WKH 9ºULQJ 3ODWHDX� 1( $WODQWLF� 

GHULYHG IURP GHQVHO\ VDPSOHG RFHDQ ERWWRP VHLVPRPHWHU GDWD� -� *HRSK\V� 5HV�� 

9RO� ���� 1R� %�� %������ GRL�������������-%������� ����� 

5DXP� 7�� 0MHOGH� 5�� 6KLPDPXUD� +�� 0XUDL� <�� %U§VWHLQ� (�� .DUSX]� 5� 0�� 

.UDYLN� .�� .ROVWº� +� -�� &UXVWDO VWUXFWXUH DQG HYROXWLRQ RI WKH VRXWKHUQ 

9ºULQJ %DVLQ DQG 9ºULQJ 7UDQVIRUP 0DUJLQ� 1( $WODQWLF� 7HFWRQRSK\VLFV� 

9RO����� 1RV����� SS��������� ����� 
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㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

Ώ㑓࣭ࡳ࡙࠸⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ⶶୗⱥྖ࣭ຍ⸨ឡኴ㑻࣭㣤

㧗㝯࣭ᖹ⏣┤࣭ᒾᓮ㈗ဢ࣭᪥㔝ுኴ࣭す㔝 ᐇ࣭᱓㔝ளబᏊ࣭ᒣᮏᥭ஧ᮁ࣭㧗Ἴ㚩

ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭బ⸨฼඾࣭᳜ᖹ㈼ྖ࣭୕ᾆㄔ୍࣭⸨Ụ ๛࣭

㔠⏣⩏⾜㸪ᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈᝿ᐃ㟈※ᇦ௜㏆ࡢᾏ㝣ྜྠᆅ㟈Ἴᵓ㐀᥈ᰝ㸫⇿◚㟈※࡟ᑐ

ゎᯒ㸫㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ࡿࡍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

⸨Ụ ๛࣭୕ᾆㄔ୍࣭ᑠᖹ⚽୍࣭㔠⏣⩏⾜࣭ఀ⸨ளድ࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱

ᮁ࣭Ώ㑓࣭ࡳ࡙࠸㔠ἑᩄᙪ࣭᪥㔝ுኴ࣭す㔝 ᐇ࣭᱓㔝ளబᏊ࣭ᒣᮏᥭ஧ᮁ࣭ᮧ஭

ⰾኵ࣭㰺⸨ᕷ㍜࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭▼ᮧ༓ᬕ࣭ኴ⏣㞝௓࣭཭⏣༤அ࣭

బ⸨฼඾࣭᳜ᖹ㈼ྖ㸪ᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈㟈※ᇦ௜㏆ࣥ࢞࢔࢚ࡿࡅ࠾࡟㸫2%6 ᵓ㐀᥈ᰝ㸪

ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

㰺⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᒣཱྀ↷ᐶ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ᒣ⏣▱

ᮁ㸪���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥ࡢ㔲㊰Ἀᆅ㟈ࡿࡅ࠾࡟ᾏᗏᆅ㟈ィࡓ࠸⏝ࢆ⥭ᛴవ㟈ほ 㸪ᆅ

⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

⏫⏣♸ᘺ࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ᖹ⏣ ┤࣭㓇஭ៅ

୍࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ሷཎ ⫕࣭す㔝 ᐇ࣭᪥㔝ுኴ࣭᳜ᖹ㈼ྖ࣭ΎỈ ὒ࣭㔠⏣⩏⾜࣭୕

ᆒ࣭ᮎᗈ ₩࣭Ώ㑔ᬛẎ࣭㧗ᶫᡂᐇ࣭బ⸨ ኊ࣭Ⲩᮌⱥ୍㑻࣭Ᏹᖹᖾ୍㸪኱つᶍ⏣ࢣ

ᾏᗏᆅ㟈ほ ࡿࡼ࡟ ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢ㏿ᗘ୙ᆒ㉁ᵓ㐀㸪ᆅ⌫

ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

⸨Ụ ๛࣭୕ᾆㄔ୍࣭ᑠᖹ⚽୍࣭㔠⏣⩏⾜࣭ఀ⸨ளድ࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱

ᮁ࣭Ώ㑓࣭ࡳ࡙࠸㔠ἑᩄᙪ࣭᪥㔝ுኴ࣭す㔝 ᐇ࣭᱓㔝ளబᏊ࣭ᒣᮏᥭ஧ᮁ࣭ᮧ஭

ⰾኵ࣭㰺⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭▼ᮧ༓ᬕ࣭ኴ⏣㞝௓࣭཭⏣༤அ࣭

బ⸨฼඾࣭᳜ᖹ㈼ྖ㸪ᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈ࡢ㟈※ᇦ࡜ᵓ㐀᥈ᰝ㹼���� ᖺ࢚6%2࣭ࣥ࢞࢔ ᵓ

㐀᥈ᰝ㹼㸪᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

Ώ㑓࣭ࡳ࡙࠸⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭୰ᮾ࿴ኵ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ⶶୗⱥྖ࣭ຍ⸨

ឡኴ㑻࣭㣤㧗 㝯࣭ᖹ⏣ ┤࣭ᒾᓮ㈗ဢ࣭᪥㔝ுኴ࣭す㔝 ᐇ࣭᱓㔝ளబᏊ࣭ᒣᮏᥭ

஧㑻࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⏫⏣♸ᘺ࣭∾㔝⏤⨾࣭㰺⸨ᕷ㍜࣭ᮾ 㱟௓࣭బ⸨฼඾࣭

᳜ᖹ㈼ྖ࣭୕ᾆㄔ୍࣭⸨Ụ ๛࣭㔠⏣⩏⾜㸪ᐑᇛἈᆅ㟈᝿ᐃ㟈※ᇦ௜㏆ࡿࡅ࠾࡟⇿

ᾏ㝣ᆅ㟈Ἴᵓ㐀᥈ᰝ㸪᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ࡓࡋ࡜※㟈ࢆ◚ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ ��

᭶． 

∾㔝⏤⨾࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭㰺⸨ᕷ㍜࣭⏫⏣♸ᘺ࣭す㔝 ᐇ࣭᪥㔝ுኴ࣭ᒣ⏣▱

ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭᳜ᖹ㈼ྖ࣭ᐑ⏫ᏹᶞ࣭ᖹ㔝⯚୍㑻㸪���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦ௜㏆ࡢ

ᆅ㟈Ἴ㏿ᗘᵓ㐀᥈ᰝ㸪᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

⏫⏣♸ᘺ࣭㧗Ἴ㚩ኵ࣭ᮧ஭ⰾኵ࣭⠛ཎ㞞ᑦ࣭ᒣ⏣▱ᮁ࣭㔠ἑᩄᙪ࣭ᖹ⏣ ┤࣭㓇஭ៅ

୍࣭ᮃ᭶බᘅ࣭ሷཎ ⫕࣭す㔝 ᐇ࣭᪥㔝ுኴ࣭᳜ᖹ㈼ྖ࣭ΎỈ ὒ࣭㔠⏣⩏⾜࣭ᮎ

ᗈ ₩࣭Ώ㑔ᬛẎ࣭㧗ᶫᡂᐇ࣭బ⸨ ኊ࣭Ⲩᮌⱥ୍㑻࣭୕ࢣ⏣ᆒ࣭Ᏹᖹᖾ୍㸪���� ᖺ

༑຾Ἀᆅ㟈࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢ㏿ᗘᵓ㐀㸪᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪����

ᖺ �� ᭶． 

:DWDQDEH� ,�� 6KLQRKDUD� 0�� 0RFKL]XNL� .�� <DPDGD� 7�� 1DNDKLJDVKL� .�� 

.DQD]DZD� 7�� .XUDVKLPR� (�� .DWR� $�� ,LGDND� 7�� +LUDWD� 1�� ,ZDVDNL� 7�� 

+LQR� 5�� 1LVLQR� 0�� .XZDQR� $�� <DPDPRWR� <�� 7DNDQDPL� 7�� 0XUDL� <�� 

0DWFKLGD� <�� 0DNLQR� <�� 6DLWR� ,�� $]XPD� 5�� 6DWR� 7�� 8HKLUD� .�� 0LXUD� 

6�� )XMLH� *�� .DQHGD� <�� 6HLVPLF VWUXFWXUH DFURVV DVSHULW\ DUHD RI RII�0L\DJL 

HDUWKTXDNH� 1( -DSDQ XVLQJ 2%6V� ODQG VWDWLRQV DQG H[SORVLYHV� (RV� 
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7UDQVDFWLRQV� $PHULFDQ *HRSK\VLFDO 8QLRQ� 9RO���� 1R���� ����� 

/DLJOH� 0�� 5RX[� (�� 6DSLQ� 0�� +LUQ� $�� 'H 9RRJG� %�� &KDUYLV� 3�� +HOOR� 

<�� 0XUDL� <�� 1LVKLPXUD� <�� 6KLPDPXUD� +�� *DOYH� $�� /HSLQH� -��&�� /HEUXQ� 

-��)�� 'LD]� -�� *DOODUW� -�� %HDXGXFHO� )�� 9LRGH� -��3�� (OHPHQWV RI WKH 

VHLVPLF VWUXFWXUH DQG DFWLYLW\ RI WKH /HVVHU $QWLOOHV VXEGXFWLRQ ]RQH 

�*XDGHORXSH DQG 0DUWLQLTXH ,VODQGV� IURP WKH 6,60$17,//(6 VHLVPLF VXUYH\� (RV� 

7UDQVDFWLRQV� $PHULFDQ *HRSK\VLFDO 8QLRQ� 9RO���� 1R���� ����� 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

࣭ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ ≉ᐃඹྠ研究㸦㹀㸧㸪ࣜࡢ࢔࢙ࣇࢫࢯ▷Ἴ㛗୙ᆒ㉁ᵓ㐀ࡢ≀

⌮ⓗゎ㔘㸪研究௦⾲⪅ Ἑཎ ⣧㸦Ⲉᇛ኱Ꮫ⌮Ꮫ㒊㸧㸪研究ศᢸㄢ㢟 ཯ᑕἼ࠸⏝ࢆ

 ．研究ࡿࡍ㛵࡟᥎ᐃࡢ୙ᆒ㉁ᛶࡢᒙ㠃᩿ࡓ

࣭⛉Ꮫᢏ⾡᣺⯆㈝㸦研究㛤Ⓨ෌ጤク஦ᴗ㸧㸪࢕ࢸࣜ࣌ࢫ࢔࿘㎶ࡢᆅ㟈活動ࡢ≉ᛶ࡟㛵

������タ⨨㸪ࡢ研究㸪研究௦⾲⪅ 㧗Ἴ㚩ኵ㸪ᴗົศᢸ ᾏᗏᆅ㟈ィࡿࡍ ༓෇． 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍௦㆟ဨ 

 

ᒸ⏣ᘯ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡝࡞㸹୺ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ࡞ㄪᰝ࡝࡞ 

᭷⌔ᒣ⌧ᆅㄪᰝ  

� ᭶ �� ᪥ࠊ�᭶ �� ᪥ࠊ�᭶ �᪥ࠊ�᭶ �� ᪥ࠊ�᭶ ����� ᪥ࠊ�᭶ �᪥ࠊ�᭶ �᪥ࠊ�

᭶ �᪥ 

೜ከᴦ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ � ᪥࣊ࣜࠊ�᭶ �� ᪥ࠊ�᭶ �� ᪥ࠊ 

ᶡ๓ᒣ � ᭶ � ᪥࣊ࣜࠊ�᭶ �� ᪥ 

ᜨᗞ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ � ᪥࣊ࣜ 

༑຾ᓅ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ �� ᪥ 

㥖࢞ᓅ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ � ᪥ࠊ�᭶ ��ࠊ����� ᪥ࠊ 

ᜨᒣ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ � ᪥࣊ࣜ  

㞤㜿ᐮᓅ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ �� ᪥࣊ࣜࠊ�᭶ �� ᪥࣊ࣜࠊ�᭶ �� ᪥࣊ࣜ 

኱㞷ᒣ⌧ᆅㄪᰝ � ᭶ �� ᪥ 

� ௚ࣜࣉࢾࢧࢺ࢔ ᭶ ����� ᪥  

໭ᾏ㐨㛤Ⓨᒁ㜵⅏࣊ࣜࡿࡼ࡟࣮ࢱࣉࢥⅆᒣㄪᰝ � ᭶ � ᪥ 

໭ᾏ㐨㜵⅏఍㆟㜵⅏࣊ࣜࡿࡼ࡟࣮ࢱࣉࢥⅆᒣㄪᰝ 

 � ᭶ �� ᪥㞤㜿ᐮᓅࠊ�᭶ �� ᪥㞤㜿ᐮᓅࠊ� ᭶ �� ᪥㞤㜿ᐮᓅ 

ⱥ㡿ࣔࣥࢺࣛࢭࢸᓥࢬࣝࣄ࣮࢚ࣝࣜࣇࢫⅆᒣ � ᭶ ����� ᪥  

ᒣ࢔࢘ࣛࣝࣉ㸦ࣝࢻ࢔ࢡ࢚ �᭶ �� ᪥ࢩࢡࣃࢺࢥࠊᒣ �᭶ �� ᪥㸧 

    

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

ᒸ⏣ᘯࠊ���� 

 ᶡ๓ᒣࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁࡢ．᭶หᆅ⌫ࠊ���ࠊ�������． 

ᒸ⏣ᘯ࣭✄ⴥ༓⛅ࠊ���� 

 㞤㜿ᐮᓅࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁࡢ．᭶หᆅ⌫ࠊ���ࠊ�������．   

ᒸ⏣ᘯ࣭຾஭⩏㞝࣭Ᏹ஭ᛅⱥࠊ���� 
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 ᙺ❧ࡓࡗ᭷⌔ᒣࠊ���．ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁࡢึ᭱ࡢ�������． 

Ᏹ஭ᛅⱥ࣭ᒸ⏣ᘯ࣭຾஭⩏㞝ࠊ���� 

 ���� ᖺᄇⅆᚋ࡟ᨵᐃࡓࢀࡉ᭷⌔ᒣࠊ���．ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁࡢ�������． 

ᒸ⏣ᘯ࣭Ᏹ஭ᛅⱥ࣭୰ᮧὒ୍࣭⸨஭┤அ࣭㘽ᒣᜏ⮧࣭ᑠᒣ┿ே࣭Ⲩ∾㔜㞝࣭ఀ⸨࿴࣭᫂

Ώ 

㑔⚽ᩥ࣭✄ⴥ༓⛅࣭஬࿡᪂୍㑻࣭⸨஭ᩄႹ࣭▼ཎ࿴ᘯ࣭ᯇ஭᐀ᘅࠊⅆᒣࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ

 ．�������ࠊ���．ウㄽྜ⥲ࡢ࡚࠸ࡘ࡟ࣉ

ᒸ⏣ᘯࠊ���� 

 ከⓎࡿࡍ⮬↛⅏ᐖ࡜ῶ⅏ᨭ᥼⛉Ꮫ．Ꮫ⾡ࡢ動ྥ�᪥ᮏᏛ⾡఍㆟�ࠊ������ࠊ�����． 

ᒸ⏣ᘯࠊ���� 

ⅆᒣᄇⅆࡢ㛗ᮇண ࡜⅏ᐖ㍍ῶࡢࡵࡓࡢᇶ♏⛉Ꮫࡢ研究ᡂᯝࡢ⥲ᣓ࡜௒ᚋࡢㄢ㢟．

ࢫࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࡢⅆᒣ⇿Ⓨࠕ 1R��㸦ࠖ⛉研㈝≉ᐃ研究ࠊ௦⾲஭⏣႐᫂ࠊS���㸧ࠊ�����． 

ᒸ⏣ᘯࠊ���� 

ⅆᒣ⇿Ⓨࡢ⅏ᐖ㍍ῶࡿࡅ࠾࡟⛉Ꮫⓗຓゝ活動࡜ῶ⅏ᩥ໬ᵓ⠏ࡢㄢ㢟．ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࡢ

ࢫࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲ 1R�� 㸦ࠖ⛉研㈝≉ᐃ研究ࠊ௦⾲஭⏣႐᫂ࠊS���㸧ࠊ�������． 

ᒸ⏣ᘯࠊ���� 

ᆅඖ࡟᰿ࡍࡊⅆᒣࡢ研究．ࣜ ࠊ05㸧(ࠊ࣮ࣗࣅࣞࢺ࣓ࣥࢪࢿே㛫ຊ㸦ᐩኈ㏻࣐ࡢ࣮ࢲ࣮

��� ．�����ࠊ

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

 � ᭶ �� ᪥̿�᭶ �᪥ ࣮ࣚࣟࣃࢵᆅ⌫≀⌮Ꮫ㐃ྜ⥲఍�(*8࣮ࣥ࢕࢘ࠊ�． 

+� 2NDGD8 �7ࠊL� DQG <� .DWVXL�͆ 6WUDWHJ\ RI HUXSWLRQ IRUHFDVWLQJ DQG UHODWHG 

ULVN FRPPXQLFDWLRQ GXULQJ VRPH UHFHQW PDMRU YROFDQLF HUXSWLRQV LQ -DSDQ 

ZLWK VSHFLDO HPSKDVLV RI 0W� 8VX� -DSDQ͇�LQYLWHG� 

 � ᭶ ����� ᪥ ᪥ᮏᆅ⌫ᝨᫍྜྠᏛ఍�ᖥᙇ�． 

ᒸ⏣ᘯࠕⅆᒣ活動ࣝ࣋ࣞࡢ໬᝟ሗ࢜ࣜࢼࢩࡧࡼ࠾ᆺᑐ⟇࡟㛵୍ࡿࡍ⪃ᐹࠖ 

 � ᭶ ����� ᪥ ໭ᾏ㐨ⅆᒣຮᙉ఍㥖ࢣᓅ⌧ᆅ᳨ウ఍�᳃⏫� 

 � ᭶ �� ᪥࣮� ᭶ � ᪥ ࢬࣝࣄ࣮࢚ࣝࣜࣇࢫⅆᒣᄇⅆ �� ࿘ᖺグᛕᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

�す࢖ 

 ．�ᓥࢺࣛࢭࢸㅖᓥⱥᅜ㡿ࣔࣥࢻࣥ

+� 2NDGD�͇/RQJ�WHUP +D]DUG 0LWLJDWLRQ 6WUDWHJ\ WKURXJK WKH )RXU 5HFHQW 

'RPH�EXLOGLQJ $FWLYLWLHV DW 0W� 8VX� -DSDQ͇� -� 2NDGD DQG +� 2NDGD� 

͆5HODWLRQ EHWZHHQVHLVPLF DQG GHIRUPDWLRQ SDWWHUQV IRU WKH UHFHQW IRXU 

GDFLWH GRPH�EXLOGLQJ DFWLYLWLHV RI 0W� 8VX� -DSDQ�͇ 

 � ᭶ ��̿�� ᪥ ᅜ㝿ⅆᒣ㒔ᕷ఍㆟㸦&29ࣝࢻ࢔ࢡ࢚ࠊ�ᅜ࢟ࢺᕷ㸧． 

+� 2NDGD� 6� 0LPDWVX� 7� 6DWR� 7� (ELQD� DQG 7� 7DQDEH� ͆'HFDGHV�ORQJ 

$FWLYLWLHV IRU 0LWLJDWLQJ 9ROFDQLF +D]DUGV� DQG 7KHLU &RQVHFXHQFHV DW WKH 

���� 0W� 8VX (UXSWLRQ� -DSDQ͇ 

 � ᭶ � ᪥ ⛉Ꮫ研究㈝≉ᐃ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖᖹᡂ �� ᖺᗘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ�ᮾி�． 

ᒸ⏣ᘯࠕⅆᒣ⇿Ⓨࡢ⅏ᐖ㍍ῶࡿࡅ࠾࡟⛉Ꮫⓗຓゝ活動࡜ῶ⅏ᩥ໬ᵓ⠏ࡢㄢ㢟ࠖ 

 � ᭶ �̿�� ᪥ 㜵⅏࣐࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪࢿ㸦,60'ࠊ����㧗▱㸧． 

+� 2NDGD͆ࠊ 9ROFDQR &ULVLV 0QDJHPHQW� ORQJ�WHUP� GXULQJ DQG UHFRYHU\ SHULRGV 

̽ ZLWK VSHFLDO HPSKDVLV RI 0W� 8VX ���� DQG �����͇�LQYLWHG� 
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㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝   

㸯㸧 ᖹᡂ㸯㸵ᗘ⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠࣭≉ᐃ㡿ᇦ研究㸦㸰㸧 

ᇶ♏⛉Ꮫࡢࡵࡓࡢ⅏ᐖ㍍ῶ࡜ 㛗ᮇணࡢⅆᒣᄇⅆࠕ 㸦ࠖ研究௦⾲⪅ᒸ⏣ᘯࠊ研

究ศᢸ⪅୰ᕝගᘯ௚ࠊ������ ༓෇㸧  

㸰㸧 ᖹᡂ㸯㸵ᖺᗘ໭ᾏ㐨ᗇཷク研究 

�༑຾ᓅ�ㄪᰝ研究ࡿࡍ㛵࡟ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟໭ᾏ㐨ࠕ 㸦ࠖ研究௦⾲⪅ᒸ⏣ᘯࠊ研究

ศᢸ⪅୰ᕝගᘯ௚ࠊ����� ༓෇㸧 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

㸯㸧୺࡞ጤဨ 

  ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ⛉Ꮫᢏ⾡࣭Ꮫ⾡ᑂ㆟఍  ᆅᏛศ⛉఍㸸ⅆᒣ㒊఍⮫᫬ጤဨ 

  Ẽ㇟ᗇⅆᒣᄇⅆண▱㐃⤡఍㸦ጤဨࠊ໭ᾏ㐨ᆅ༊ᖿ஦වࠊ���� ᖺ㹼㸧 

  ໭ᾏ㐨㜵⅏఍㆟㸸ⅆᒣᑓ㛛ጤဨ㸦����㹼㸧ࠊᗙ㛗�����㹼� 

 

㸰㸧୺࡞఍㆟ཧຍ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ⛉Ꮫᢏ⾡࣭Ꮫ⾡ᑂ㆟఍  ᆅᏛศ⛉఍㸸ⅆᒣ㒊఍ � ᭶ �� ᪥ 

ⅆᒣᄇⅆண▱㐃⤡఍㸦Ẽ㇟ᗇ㸹ጤဨࠊᖿ஦㸧 � ᭶ �� ᪥ 

໭ᾏ㐨㜵⅏఍㆟�໭ᾏ㐨ᗇࠊⅆᒣᑓ㛛ጤဨ�㸹㈨ᩱᥦฟࠊ఍㆟ᚋグ⪅ㄝ᫂➼ 

 � ᭶ �� ᪥ 㞤㜿ᐮᓅᑠᄇⅆ活動ㄝ᫂఍㸦㔲㊰✵ ఍㆟ᐊ㸧 

 � ᭶ �� ᪥ 㞤㜿ᐮᓅᑠᄇⅆ⥭ᛴ࣮࣊ࣜࢱࣉࢥㄪᰝㄝ᫂఍�໭ᾏ㐨ᗇ� 

 � ᭶ �� ᪥ 㞤㜿ᐮᓅ⥭ᛴ࣮࣊ࣜࢱࣉࢥㄪᰝㄝ᫂఍㸦㔲㊰✵ ஦ົᡤ࣮ࣟࣅ㸧 

 � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨㜵⅏఍㆟ᐃ౛఍㸦ᗙ㛗㸧ࠊ⤊஢ᚋグ⪅఍ぢ 

᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ⅆᒣ㜵⅏Ꮫጤဨ఍ � ᭶ �� ᪥ 

ෆ㛶ᗓ⅏ᐖᩍカ᳨ウ఍ ༑຾ᓅ᳨ウศ⛉఍ � ᭶ �� ᪥ 

  

㸱㸧♫఍活動㸹ㅮ₇࣭࡝࡞࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

 � ᭶ � ᪥ ���� ᖺᗘ໭ᾏ㐨኱Ꮫ⥲ྜ༤≀㤋ᅵ᭙⛉Ꮫ࣮ࢼ࣑ࢭ． 

ᒸ⏣ᘯࠕᄇⅆ㺃ᆅ㟈㺃ὠᾉ⅏ᐖࡢ┤ᧁᅇ㑊ࢆᨭࡿ࠼⛉Ꮫ࣭࣭ᫎീ࡛Ꮫࠖࡪ 

 � ᭶ �� ᪥ ᪥ᮏᆅ⌫ᝨᫍྜྠᏛ఍ࣘࣥ࢜ࢽ≉ูබ㛤ࠕࣥࣙࢩࢵࢭ㏆ᮍ᮶ᆅ⌫኱ண

   ．�ᣍᚅㅮ₇�ᒎᮃࠖࡢ▱ⅆᒣᄇⅆணࠕᒸ⏣ᘯࠋࠖ

� ᭶ �� ᪥ ኊ▌⏫࢚࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࢥ㸦'U�3HWHU)UHQ]HQ㸧． 

ᒸ⏣ᘯࠕⅆᒣࠖ࡟ࡶ࡜࡜ 

 � ᭶ �� ᪥ 㞤㜿ᐮᓅ⥲ྜ㜵⅏カ⦎ࠊㅮヰࠊ 

ᒸ⏣ᘯࠕ+��� ᖺ㞤㜿ᐮᓅⅆᒣᄇⅆ㜵⅏⥲ྜカ⦎࣭࣭㞤㜿ᐮᓅࡢⅆᒣ㜵⅏࠼⪄ࢆ

 ࠖ ࡿ

� ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨኱Ꮫ⌮Ꮫ研究⛉௜ᒓᆅ㟈ⅆᒣほ 研究࣮ࢱࣥࢭ���� ᖺᗘබ㛤ࢩ

࡚ࡋࡊࡵࢆ㍍ῶࡢᆅ㟈࣭ⅆᒣ࣭ὠᾉ⅏ᐖࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥ 㸦ࠖ໭ᾏ㐨኱ᏛᏛ⾡஺ὶ

㺜㺻㺞㺎㸧ࠊ 

ᒸ⏣ᘯࠕ⾜ᨻ࣭࣓࣭࢔࢕ࢹ⛉Ꮫ⪅ࡢ㐃ᦠ࡜ఫẸࡢᏳ඲࣭࣭࣭ⅆᒣ⅏ᐖࡢ⌧ሙ

 ࠖࡽ࠿

 � ᭶ �� ᪥ 㞤㜿ᐮᓅᑠᄇⅆㄝ᫂఍㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫ⌮Ꮫ研究⛉௜ᒓᆅ㟈ⅆᒣ研究 ほ 

 ᐊ㸧࣑ࢮྠࠊ࣮ࢱࣥࢭ
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㸦㸴㸧ᩍ⫱活動㸦ㅮ⩏࣭₇⩦࡝࡞㸧 

㸯㸧 ᩍ⫱活動 

඲Ꮫᩍ⫱⛉┠࣭࣭ᆅᏛ ,,㸦ᮏேධ㝔ࡧࡼ࠾ຍ⒪୰࡛ࠊ኱༙ࡣ➟ཎ⛱ᩍᤵࡧࡼ࠾ᶫ

ᮏṊᚿຓᩍᤵࡿࡼ࡟௦ㅮ㸧 

ᅜ㝿༠ຊ஦ᴗᅋ㸦-,&$㸧ᅜ㝿研ಟ㸦ⅆᒣᏛཬࡧⅆᒣ◁㜵ᕤᏛ㸧 

  㸯．㞟ᅋ研ಟㅮ⩏�ⱥㄒ�ࠕⅆᒣᄇⅆ࡜༴ᶵ⟶⌮ 㸦ࠖᮾிᅜ㝿༠ຊ研ಟࠊ࣮ࢱࣥࢭ�

᭶ �᪥㸧 

  㸰．㞟ᅋ研ಟࠕ᭷⌔ᒣ⌧ᆅ研ಟ �᭶ࠊᆅ᱌ෆ⌧ࠊࠖ ����� ᪥ 

  㸱．እᅜே▷ᮇ研ಟ⏕ཷࡅධࢀ㸦0V� 5DPRQD 6LPHRQD -XODEU� IURP 3KLOLSSLQHV 

,QVWLWXWH RI 9ROFDQRORJ\ DQG 6HLVPRORJ\ �3+,92/&6�3ࠊKLOLSSLQHVࠊⅆ

ᒣᏛ࣭◁㜵Ꮫಶே研ಟࠊ���� ᖺ � ᭶㹼� ᭶㸧 

  㸲．እᅜே኱Ꮫ㝔⏕ཷࡅධࢀ㸦0V� $QWRQLD %RUQDV� IURP 3KLOLSSLQHV ,QVWLWXWH 

RI 9ROFDQRORJ\ DQG 6HLVPRORJ\ �3+,92/&6�3ࠊKLOLSSLQHVࠊಟኈㄢ⛬ࠊ����

ᖺ �� ᭶㹼���� ᖺ � ᭶ࠊಟኈྲྀᚓᚋᖐᅜ㸧 

 

㸦㸵㸧ࡢࡑ௚㸦᪂⪺࣭㞧ㄅࡿࡼ࡟࡝࡞活動⤂௓グ஦࡝࡞㸧 

���� ᖺ㸲᭶㸯᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

⺁⏣⏫ఫẸࡀࡽ᭷⌔ᒣᄇⅆࡢⅆᒣ㑇ᵓࢆぢᏛ．⅏ᐖ㑇ᵓࡢゎㄝ 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

໭ᾏ㐨ࡢ活ⅆᒣࠊᇳ➹ேࡢ � Ặࡀᗙㄯ఍ज़ࠋ⅏ᐖண ᅗ㜵⅏ࡢせࠋ࡟ୡ⏺ⓗ࡞ど

㔝࡛᝟ሗ஺᥮�ᒸ⏣� 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

㥖ࢣᓅ኱ᄇⅆྍࠊ⬟ᛶపࠋ࠸໭኱ᩍᤵㅮ₇ࠊᑠ୰つᶍࡣᩓⓎࠋ㜵⅏ୖ༢⣧໬ࡣ༴

㝤ࠊ࡜ᒸ⏣ᘯᩍᤵࠋ 

���� ᖺ㸶᭶㸷᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

㐨ෆࡢᩍᖌࡀࡽ᭷⌔ᒣࡢ㨩ຊࢆయ㦂．እ㍯ᒣ㐟Ṍ㐨᱌ෆࠋ 

���� ᖺ㸶᭶㸯㸰᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

㸯㸮᭶㛤ദࠕ໭ᾏ㐨ⅆᒣ㜵⅏ࢺࢵ࣑ࢧ ．ࠖᒸ⏣ᩍᤵࢆᐇ⾜ጤဨ㛗࡟㛤ദணᐃ．  

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ಙ⃰ẖ᪥᪂⪺ 

࡬ᜥ྿యឤ㜵⅏࡟⌫ⅆཱྀ࣭㒓ᅵྐㅮᗙ࣭࣭ᆅࡢ᭷⌔ᒣ࣭࣭ࡿ࡚⫱ࠕ 㸦ࠖඹྠ㏻ಙ㓄

ಙ༙࣮࣌ࢪグ஦ࠊ㛵㐃ྛ♫࡛ࡶᥖ㍕㸧 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

����㸦ࠋᯇ୕ᮁ୕ࠊࡃ᭷⌔ᒣ動ࠊṔྐࡢ୰ࡢ⚾ ᖺᄇⅆண▱ᑐᛂࡢグ㏙㸧 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

��ࠊṔྐࡢ୰ࡢ⚾ ᖺ┠ࡢ᫛࿴᪂ᒣࠊ㒓ᅵྐㅮᗙ୕ࠊᯇ୕ᮁࠋ㸦୕ᯇグᛕ㤋࡜໭኱

 㸧⥆⥅ࢆᏊ౪ㅮᗙࡢ㛗ᖺ࡚ࡋ㐃ᦠࡀ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅ � ᖺࡾࡪⅆᒣᛶᆅ㟈㢖Ⓨࠊᄇⅆྍࡢ⬟ᛶప࠸㸽㸦ᒸ⏣ᘯ࣭໭኱኱Ꮫ㝔ᩍ

ᤵࠊࡣᑠつᶍ࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡣᄇⅆྍࡢ⬟ᛶࠋࡿ࠶ࡣⅆᒣᛶᆅ㟈ࡀῶࡗ࠸࡜ࡽ࠿ࡓࡗ

࡚Ᏻᚰࠋࡿࡳ࡜ࠊ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ�� ᖺࡢᄇⅆ࡛ࡣ �ᅇ┠ࡢ⩌Ⓨᆅ㟈࡛ᄇⅆࡀⓎ⏕࡚ࡋ

 㸧ࠋࡍヰ࡜࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡿࡇ㉳ࡀⓎᆅ㟈⩌ࡓࡲࡈࢇࡇࠊ࡛ࡵࡓࡿ࠸

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

㞤㜿ᐮᓅࡀᑠつᶍᄇⅆࠕࠊ኱つᶍᄇⅆ⪃ࠖ࠸ࡃ࡟࠼ᒸ⏣໭኱ᩍᤵࡀぢゎࠕࠋⅆᒣᛶ
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ᆅ㟈ࡸⅆᒣᛶᚤ動ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣⅆᒣ活動ࡢ⠊ᅖࢆ㉸࠸࡞࠸ࡣ࡚࠼  ࠋࡓࡋㄝ᫂ࠖ࡜

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅᄇⅆࠊ㝆⅊୍ࡃࡈࡣ㒊ࠋᑓ㛛ᐙࠕせὀពࡢ⠊ᅖᣑ኱ ௒ࠊࡣᒸ⏣ᘯᩍᤵࠋࠖ

ᅇࡣ㉥἟ⅆཱྀ࿘㎶࡛ᄇ↮ࡀฟ࡚࡜ࡿ࠸ヰࠊࡋ�� ᖺ௨᮶୙活Ⓨࡓࡗࡔሙᡤ࡟᪂࠸ࡋ

ⅆཱྀࡀ㛤ྍࡓ࠸⬟ᛶࡀ㧗ࠋ࠺࠸࡜࠸ᄇⅆࡢཎᅉࠊࡣ⌧᫬Ⅼ࡛Ỉ⵨Ẽ⇿Ⓨࠋࡿ࠼⪄࡜

㞤㜿ᐮᓅ࡛ࡣᖖ࡟㧗 ࢞ࢆࢫฟࠊ࢞ࡾ࠾࡚ࡋ  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᥎࡜ࡣ࡛ࡢࡓࡗࡲ⁀ࡀࢫ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ẖ᪥᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅᄇⅆࠊ኱つᶍྍࡢ⬟ᛶపࠊࡃ≉␗ᛶࠋࡋ࡞ࡶᆅඖࡣ෭㟼ࠋᒸ⏣ᩍᤵࠊࡣ

�� ᪥ᛴ㑉ゎㄝ఍ࢆ㛤ࠋࡓ࠸௒ᚋࡢぢ㏻ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࡋᄇⅆࡢሙᡤࡢ࡛ࡲࢀࡇࡀሙ

ᡤ࡜㐪ࠊ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶ࡞␗≉ࠊࡀ࠺ᇶᮏⓗ࡟኱ࡢ࣒ࢸࢫࢩ࡞ࡁኚ໬ࡣぢࠊࡎࢀࡽ

ὀࠊ࠿ࡿࡁᙧ࡛㉳࠺࠸࠺࡝ࡀ෌ᄇⅆࡔࡓࠊ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡽࢃኚࡃࡁ኱࡜࡛ࡲࢀࡇ

ࡋᙉㄪࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋὀពࡁ⥆ࡁᘬࠊ࡭㏙࡜ࠊࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ┠

 ࠋࡓ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

㞤㜿ᐮᓅ᪂ⅆཱྀࡢἾὶ � ௒ࠊࡣᒸ⏣ᩍᤵࠋὀពᚲせ࡝࡞໭኱ᒸ⏣ᩍᤵ኱㞵ࠊࣟ࢟

ᚋ኱つᶍ࡞ᄇⅆྍࡿࡀ࡞ࡘ࡟⬟ᛶࡣ㧗ࡢ࡜ࠊ࠸࡞ࡃㄆ㆑ࢆᨵࠋࡓࡋ♧࡚ࡵ 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᮅ᪥᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅ໭኱ᩍᤵࡽほᐹࠊᒣ㡬࢝ࣝ࡟ࣛࢹ᪂ⅆཱྀྍࡢ⬟ᛶࠋᒸ⏣ᩍᤵࠊ࡜ࡿࡼ࡟

☜࡚ࢀࢃそ࡟↮ᄇࡣⅆཱྀࠊࡀࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡁ࡛ࡀⅆཱྀ࡞ࡓ᪂ࡶ࡟ෆࣛࢹࣝ࢝ࠕ

ㄆ࡛࡜ࠖࡓࡗ࠿࡞ࡁㄝ᫂ࠋࡓࡋ௒ᚋࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟�� ᖺࡣ࡟ � ᅇࡢᄇⅆࡾ⧞ࢆ㏉ࡋ

ヰ࡜ࠖࡔᚲせࡀὀពࡁ⥆ࡁᘬࡣⅆཱྀ࿘㎶࡛ࠋࡿ࠶༑ศࡣᛶ⬟ྍࡢ෌ᄇⅆࠊࣜ࠾࡚

 ࠋࡓࡋ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅᒣ㡬ⅆཱྀ࡛ࡶᄇⅆࠋᒸ⏣ᩍᤵ࣊ࣜㄪᰝࠊ᪂ⅆཱྀࡣໃ࠸ᙅࠋࡿࡲ௒ᚋࡣἾ

ὶ࡟ὀពࠋࢆ㜵⅏࡛࣊ࣜୖ✵ࡽ࠿ㄪᰝࡓࡋ໭኱ᒸ⏣ᩍᤵࠕࡣ๓᪥☜ㄆࡓࡋ໭すഃ

ᩳ㠃ࡢ᪂ⅆཱྀ㸦ⅆཱྀᆅᙧࡃ࡞ࡣ᪂ᄇฟᏍࡀṇ☜㸧ࠊ࡟ูࡣ࡜㉥἟ⅆཱྀ࡛ໃࡃࡼ࠸

ᄇ↮ࠊࡾ࠾࡚ࡗࡀୖࡀ㉥἟ⅆཱྀࡀᄇⅆ活動ࡢ୰ᚰ࡜ぢࡢ࡜ࠖࡿࢀࡽㄪᰝ⤖ᯝࢆሗ

࿌ࠋࠖࡓࡋ  

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ㄞ኎᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅᄇⅆࠊ㉥἟ⅆཱྀࡀ෌活動ࠋ໭኱ᒸ⏣ᩍᤵୖࠊࡽ✵どᐹࠊἾὶ � 㜵ࠋࣟ࢟

⅏࡛࣊ࣜୖ✵ࡽ࠿どᐹᚋࠊᒸ⏣㺃୰ᕝ୧ᩍᤵࡣ௒ᅇࡢᄇⅆࠕࠊ࡚࠸ࡘ࡟㉥἟ⅆཱྀ࡟

෌活動ࡢ࡜ࠖࡢࡶࡿࡼ࡟ぢゎࠋࡓࡋ♧ࢆ௒ᚋࡢぢ㏻࡚࠸ࡘ࡟ࡋᒸ⏣ᩍᤵࠕࠊࡣ௒ᅇ

࠶ࡀᚲせࡿぢࢆᵝᏊࡢ㉥἟ⅆཱྀࠊࡣ࠿࠺࡝࠿ࡿࡍ෌ᄇⅆࠋᑠつᶍ࡚ࡵᴟࡣᄇⅆࡢ

 ࠋࡓࡋヰ࡜ࠖࡿ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅࠊᄇⅆࡣỈ⵨Ẽ⇿Ⓨࠋᒸ⏣ᘯᩍᤵࠕࡣ᪂ⅆཱྀࡢࡽ࠿Ἶὶࡣ㛗ࡉ � ࠶ࣟ࢟

 ࠋࡓࡗㄒ࡜ᚲせࠖࡀὀព࡟࡝࡞௒ᚋ኱㞵ࠊࡿ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ẖ᪥᪂⪺ 

ᒣ㡬ⅆཱྀ࡛ࡶᄇⅆࠊ࠿㞤㜿ᐮᓅࠊᄇ↮ࡢ඘‶ࢆ☜ㄆࠋ㐨ᗇ࡛఍ぢࡓࡋᒸ⏣ᩍᤵࡣ

ࠖࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡁ࡛ࡀⅆཱྀ࡞ࡓ᪂ࠋࡓ࠸࡚ࢀࢃそ࡟↮ᄇࡢ኱㔞ࡀ㉥἟ⅆཱྀ඲యࠕ

 ࠋࡓࡋ♧ࢆぢゎࡢ࡜

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

ᑠᄇⅆࡢ㞤㜿ᐮᓅࠊほ ᶵჾすഃ࡟㞟୰ࠋᒸ⏣ᩍᤵࠕࡣᆅ㟈ィࡗ࠿࡞࠿ࡋࡘ୍ࡀ

ࡓ ���� ᖺ௦࡟ẚࠊ࡭┘どయไࡣ᱁ẁ࡟Ⰻࠊࡀࡓࡗ࡞ࡃᮾഃࡶ࡟ᆅ㟈ィࡸ *36 ⨨ࢆ
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 ࠋᣦ᦬࡜ࠖࡔࡁ࡭ࡃ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ໭ᾏ㐨᪂⪺ 

㞤㜿ᐮᓅࠊἾὶ⿕ᐖᚰ㓄ࠋ࠸࡞ᒸ⏣ᩍᤵࡽ࠿✵ୖࡽㄪᰝࠋ動ࡣࡁ౫↛活Ⓨࠋᒸ⏣

ᩍᤵࠕࡣࡽ活動㺨౫↛࡚ࡋ࡜活Ⓨࠊࡀࡔᒣ㡬㒊ࡢ㉥἟ⅆཱྀෆ࡛ࡃࡈࡢᑠつᶍ࡞ᄇⅆ

ࡔ ࠸࡞ࡣᚰ㓄ࡢ᫬Ⅼ࡛⿕ᐖ⌧ࠊࡃᙅࡣ࠸ໃࡢἾὶࠕࠊ࡭㏙ࠖ࡜  ࠋࡓࡋ♧ࢆ࠼⪄ࡢࠖ࡜

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

㞤㜿ᐮᓅࠊ౫↛活Ⓨ࡞≧ែ⥆ࠋࡃᒸ⏣ᩍᤵୖᾋࡽ࠿࠺ࡃㄪᰝࠋᒸ⏣ᘯᩍᤵࠊࡣࡽ

㔲㊰ᕷෆ࡛グ⪅఍ぢࠕࠊࡋࢆᒣ㡬ࡢ㉥἟ⅆཱྀ࡛ࡣᑠつᶍ࡞ᄇⅆࠊࡾ࠶ࡀ活Ⓨ࡞≧ែ

ࡇࡿ࠶㉥἟ⅆཱྀ࡛ࡣ୰ᚰࡢ活動ࡢ௒ᅇࠕࡓࡲࠋࡓࡋ♧ࢆぢゎࡢ࡜ࠖࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀ

 ࠋࡓ࡭㏙࡜ࠖࡿ࠸࡚ࡋฟࢆᄇẼ࡟活Ⓨࠊᐇ࡛☜ࡣ࡜

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᐊ⹒Ẹሗ 

ᑠつᶍ࡞⇿Ⓨࡾ⧞ࢆ㏉ྍࡍ⬟ᛶࠊ㞤㜿ᐮᓅᄇⅆ࡛໭኱ᩍᤵࡀ㐨ᗇ࡛఍ぢࠋ 

 

㞧ㄅࡢ࡝࡞᭩⡠࡛ࡢᴗ⦼ᘬ⏝࣭ホ౯࡝࡞ 

ᒣᓮⓏۑ ࠺ᩆࢆ࿨ࡀ⅏ᐖ᝟ሗࠕࠊ����  �༢⾜ᮏ�㏆௦ᾘ㜵♫ࠊࠖ

➨ � ❶ᑓ㛛▱㆑ࢆ㜵⅏ࠕࠊࡍ࠿⏕࡟᭷⌔ᒣࡣ࡟ከࡢࡃほ ࡀࢱ࣮ࢹṧࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ

࠸࡟໭ᾏ㐨኱Ꮫࡢᆅඖࠊࡀ⪅研究ࡿ࠸࡚ࡋ研究࡟ᚰ⇕ࢆࢀࡑ࡟࡜ࡇ࡞ᖾ㐠ࠊୖࡢࡑ

ࠋࠖࡓ  

ᡤ⃝᪂୍㑻ۑ �����㞧ㄅࠖࢫࣥࢼ࣮࢓ࣦ࢞ࠕ���� ᖺ � ᭶ྕ 

᭷⌔ᒣᄇⅆࠊᖹ᫬ࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡽ࠿ዌຌࠊᄇⅆண▱࡜ῶ⅏ࡢඖࡓࡗ࡞࡜ᑓ㛛ᐙ࣭⾜

ᨻ࣭ఫẸࡀಙ㢗㛵ಀᵓ⠏ࢆホ౯ࠋ 

ᮌᗞᇶᬕ⦅ⴭ ۑ ⅆᒣ࡜Ᏹᐂ࣭ᆅ⌫࣭ᆅ㟈ࠕࠊ����  �ᩍ⛉᭩�S���．ࠊ௒᭩㝔ྂࠊࠖ

��� ⅆᒣࠊ��� ���� ᖺ᭷⌔ᒣᄇⅆ࡜๓ྐ㸦࣮࣒࣮࣍࣌ࡸࢪ᪂⪺ሗ㐨ࢆඖࠊ࡟ᄇⅆண

 㸧ࡾ࠶グ㏙࠸ࡋヲࡢῶ⅏㐩ᡂ࡜▱

 

 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

㸯㸧ὸ㛫ᒣ⛻ᐦᆅ㟈ほ  

ὸ㛫ᒣ㞟୰⥲ྜほ ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢᐇ᪋ࡿࢀࡉ⛻ᐦᆅ㟈ほ ࡚ࡅࡴ࡟ᆅ㟈ほ Ⅼࡢ

タ⨨ࡓࡗ⾜ࢆ．  

 ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග�㟷ᒣ⿱㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

㸰㸧ὸ㛫ᒣỈ‽ 㔞 

���� ᖺ㸷᭶࡟ᄇⅆࡓࡋὸ㛫ᒣ࡚࠸࠾࡟ᄇⅆ活動ࡢ⌧ἣホ౯ࢆ┠ⓗ࡟㸪㞟୰⥲ྜほ

 ．ࡓࡋᐇ᪋ࢆỈ‽ 㔞࡚࠸࠾࡟㒊༊㛫୍࡚ࡋ⾜ඛ࡟ 

 ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග㸪㟷ᒣ ⿱㸪ᶫᮏṊᚿ㸪᳃ ῭㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

㸱㸧ὸ㛫ᒣ⢭ᐦ㔜ຊ ᐃ 

���� ᖺ㸷᭶࡟ᄇⅆࡓࡋὸ㛫ᒣ࡚࠸࠾࡟ⅆᒣ活動ࡢ⌧ἣホ౯ࢆ┠ⓗ࡟㸪㞟୰⥲ྜほ

ࢆ෌ ᐃࡢᑐ㔜ຊ┦࡜ᑐ㔜ຊ⤯࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ  ���� ᖺ㸳᭶ �� ᪥ࡽ࠿㸴᭶㸳᪥࡟

ᐇ᪋ࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග�๓ᕝᚨග㸪ᮾ໭኱Ꮫ㸪ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ 

㸲㸧࿃ጔᒣࡿࡅ࠾࡟⢭ᐦ㔜ຊ 㔞 

࿃ጔᒣࡢⅆᒣ活動࡟క࠺㔜ຊኚ໬᳨ࢆฟ࡟ࡵࡓࡿࡍ㸪ίᅵᖹࡿࡅ࠾࡟⤯ᑐ㔜ຊ 

ᐃ࡜㸪᪤タ㔜ຊⅬࡢ┦ᑐ㔜ຊ ᐃࢆ �᭶ ��ࠥ�� ᪥࡚ࡅ࠿࡟ᐇ᪋ࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග�๓ᕝᚨග㸪ྜྷ⏣᭷㤶㸪᳜ᮌ㈆ே㸦ᮾ໭኱㸧 
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㸳㸧ⅆᒣ⇿Ⓨィ ࣮ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ���� 㔝እ⇿◚ᐇ㦂࣮ 

ⅆᒣ⇿Ⓨ࡟క࠺ㅖ⌧㇟�≉࡟⇿Ⓨ࢚࡜࣮ࢠࣝࢿⅆཱྀᙧ≧㸪ᄇ▼ศᕸ㸪⇿㢼࣭✵᣺≉

ᛶࡢ�⌮ゎࢆ㐍࡟ࡵࡓࡿࡵ㸪���� ᖺࡓࡁ࡚ࡅ⥆ࡽ࠿ேᕤⅆ⸆⇿◚ᐇ㦂ࢆ �� ᭶ ��

᪥ࠥ�� ᭶㸯᪥࡚ࡅ࠿࡟ኊ▌⏫Ⴀୖஂಖෆ∾ሙ࡛ᐇ᪋ࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග࣭๓ᕝᚨග࣭ᐊ⹒ᕤᴗ኱Ꮫ㸪ᮾ໭኱Ꮫ㸪ྡ ྂᒇ኱Ꮫ㸪ᮾி኱Ꮫ㸪

ி㒔኱Ꮫ㸪⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究ᡤ  

㸴㸧㞤㜿ᐮᓅ⮫᫬ほ  

㸰᭶ �� ᪥ࡢ⩌Ⓨᆅ㟈活動࡟ጞࡿࡲ � ᭶ �� ᪥ࡢ㞤㜿ᐮᓅࡢᑠつᶍᄇⅆ࡟㝿࡚ࡋ㸪

⮫᫬ほ Ⅼࡢタ⨨㸪ᑠᄇⅆᚋࡣ࡟⾲㠃⇕ᫎീ㸪ᨺ⇕㔞㸪஧㓟໬࢘࢜࢖ᨺฟ㔞ࡢ 

ᐃ࡝࡞⌧ᆅほ ࢆᐇ᪋ࡓࡋ．  

ཧຍ⪅㸸ᒸ⏣ ᘯ㸪኱ᓥᘯග㸪ᶫᮏṊᚿ㸪᳃ ῭㸪㟷ᒣ ⿱㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ

⏕ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

஭ཱྀṇே㸪኱ᓥᘯග࠿࡯㸪ཱྀỌⰋ㒊ᓥⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ேᕤᆅ㟈᥈ᰝ̿᥈ᰝࡢᴫせึ࡜

動ࡢ㉮᫬࡚̿࠸ࡘ࡟㸪ி㒔኱Ꮫ㜵⅏研究ᡤᖺሗ㸪��%㸪�������㸪����� 

᳜ᮌ㈆ே㸪኱ஂಖಟᖹ㸪኱ᓥᘯග࠿࡯㸪����ᖺ㸷᭶㸯᪥ὸ㛫ᒣᄇⅆ๓ᚋࡢ㔜ຊኚ໬㸪

ⅆᒣ㸪���  �������㸪����� 

኱ᓥᘯග㸪໭ᾏ㐨ࡢࣛࢹ࣮ࣝ࢝ࣛࢹࣝ࢝ࡢ㔜ຊ␗ᖖ࣮㸪᭶หᆅ⌫㸪��㸪�������㸪

����� 

኱ᓥᘯග㸪㟷ᒣ ⿱㸪ⅆᒣほ ⏝ࣛࣉࢵࢻѸࣞѸࢲѸࡢ㛤ⓎѸᛶ⬟ヨ㦂Ѹ�≉ᐃ㡿ᇦ研究

 ���������ᖺᗘᡂᯝሗ࿌᭩㸪ࠖࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢⅆᒣ⇿Ⓨࠕ

኱ᓥᘯග㸪᭷⌔ᒣࡢᄇⅆ活動࡜ᵓ㐀㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍➨㸯㸰ᅇබ㛤ㅮᗙࢺࢫ࢟ࢸ㸪㸳

Ѹ㸶㸪����� 

᪂஭⏣Ύಙ㸪኱ᓥᘯග࠿࡯㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍����ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍⌧ᆅウㄽ఍ࠕ᭷⌔ᒣࠖ

㈨ᩱ㞟㸪33��㸪����� 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

኱ᓥᘯග㸪᭷⌔ᒣࡢᵓ㐀࡜ᄇⅆ活動㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍����ᖺྜྠ኱఍㸪༓ⴥ

┴㸪����ᖺ㸳᭶． 

ྜྷ⏣᭷㤶㸪኱ᓥᘯග࠿࡯� ᭷⌔����ᖺ᪂ᒣࡢ㝯㉳࡜ỿ㝆㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍

����ᖺྜྠ኱఍㸪༓ⴥ┴㸪����ᖺ㸳᭶． 

㧗ᑿᩥோ㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪኱ᓥᘯග㸪᭷⌔ᒣ㡬ⅆཱྀཎࡿࡅ࠾࡟⇕活動㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵

㐃Ꮫ఍����ᖺྜྠ኱఍㸪༓ⴥ┴㸪����ᖺ㸳᭶． 

ᕷཎ⨾ᜨ� ㇂ཱྀᏹ඘�ᚋ⸨❶ኵ�኱ᓥᘯග�஭ཱྀṇே㸪↓ேⅆᒣ᥈ᰝ㌴029(ᦚ㍕ほ 

����ヨ㦂⤖ᯝ㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍����ᖺྜྠ኱఍㸪༓ⴥ┴㸪࡜௙ᵝࡢ࣒ࢸࢫࢩ

ᖺ㸳᭶． 

኱ᓥᘯග㸪ⅆᒣほ ࡜≦⌧ࡢᑗ᮶㸪㟁Ẽ㏻ಙᏛ఍㸪ᮐᖠ㸪����ᖺ㸷᭶． 

኱ᓥᘯග㸪໭ᾏ㐨ࡢࣛࢹ࣮ࣝ࢝ࣛࢹࣝ࢝ࡢ㔜ຊ␗ᖖ̾㸪ᆅ㟈研究ᡤඹྠ≉ᐃ研究�%�

 �����ᣮᡓ̾㸪⇃ᮏ┴㸪�᭶㸪ࡢ࡬ ᅾ̾2XW RI UDQJH⌧࡚ࡋࡑ活動࡜ᵓ㐀ࡢࣛࢹࣝ࢝

኱ᓥᘯග㸪᭷⌔ᒣࡢ᪂ᒣᙧᡂ࡟క࠺ᆅẆኚ動ࡢ≉ᚩ㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍����ᖺᗘ⛅Ꮨ኱

఍㸪����ᖺ��᭶�ᮐᖠ． 

ྜྷ⏣཭㤶࣭኱ᓥᘯග࠿࡯㸪Ỉ‽ 㔞ࡓࢀࡽ࠼ࡽ࡜ࡽ࠿ ���� ᖺᄇⅆᚋࡢ᭷⌔ᒣࡢỿ

㝆㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶�ᮐᖠ． 
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᳜ᮌ㈆ே࣭኱ᓥᘯග࠿࡯㸪࿃ጔⅆᒣࡿࡅ࠾࡟⤯ᑐ㔜ຊ ᐃ⥙ࡢᵓ⠏㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍

����ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪����ᖺ��᭶�ᮐᖠ． 

బἼ⍞ᜨ࣭ⱱᮌ ㏱࣭す⏣Ὀ඾㸪኱ᓥᘯග࠿࡯㸪����ᖺ᭷⌔ᒣᄇⅆࡿࡅ࠾࡟ᆅ⇕⣔

Ⓨ㐩㐣⛬㸫ᩘ್ィ⟬᳨ࡿࡼ࡟ウ㸫㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍����ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪����ᖺ��᭶�

ᮐᖠ． 

ᖹᯘ㡰୍࣭㔝ୖ೺἞㸪኱ᓥᘯග࠿࡯㸪ཱྀỌⰋ㒊ᓥ᭱ࡿࡅ࠾࡟㏆ࡢⅆᒣ࢞ࢫ⤌ᡂኚ໬

㐃⥆ほ 㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ࡢᄇẼ ᗘ࡜ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶�ᮐᖠ． 

኱ᓥᘯග�㟷ᒣ ⿱㸪ⅆᒣほ ⏝࣮ࣞࡢ࣮ࢲ㛤Ⓨ研究̾⥲ྜ࡜࣒ࢸࢫࢩヨ㦂ほ Ѹ≉

ᐃ㡿ᇦ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢ ᖹࠖᡂ �� ᖺᗘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᮾி኱Ꮫ�����

ᖺ㸱᭶ 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠 ≉ᐃ㡿ᇦ研究 ⅆᒣ⇿Ⓨࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢ㸪$�� ⅆᒣ⇿Ⓨ࡟క࠺

ᆅ⾲⌧㇟࡟ᑐࡿࡍ᪂研究ᡭἲࡢ㛤Ⓨ࡜㐺⏝㸪ศᢸ⪅㸪௦⾲⪅㸸ᮾ໭኱Ꮫᮾ໭ࢪ࢔

 ．Ѹ ᩍᤵ ㇂ཱྀᏹගࢱࣥࢭ研究࢔

 

㸦㸳㸧♫఍㈉⊩活動 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫᢏ⾡࣭Ꮫ⾡ᑂ㆟఍ ᆅᏛศ⛉఍ⅆᒣ㒊఍ᑓ㛛ጤဨ 

᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⌮஦ 

���� ᖺᗘ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍ᐇ⾜ጤဨ఍ጤဨ㛗 

ఀ㐩ᕷᩍ⫱研究఍ ⌮⛉㒊఍ㅮᖌ㸦����ᖺ㸷᭶��᪥㸪ኊ▌⏫㸧 

ఀ㐩ᕷ❧ఀ㐩୰Ꮫᰯ⥲ྜᏛ⩦ㅮᖌ㸦����ᖺ㸶᭶��᪥㸪����ᖺ��᭶��᪥㸧 

ᮐᖠᕷ❧㛤ᡂ㧗ᰯ㔝እほᐹㅮᖌ 

 

㸦㸴㸧఍㆟ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫᢏ⾡࣭Ꮫ⾡ᑂ㆟఍ ᆅᏛศ⛉఍ⅆᒣ㒊఍㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸪����

ᖺ � ᭶ �� ᪥㸧 

ⅆᒣᄇⅆண▱研究఍㸦���� ᖺ㸳᭶ �� ᪥ࠊ�� ᭶ � ᪥㸧 

ⅆᒣᄇⅆண▱研究༠㆟఍㸦����ᖺ㸴᭶��᪥㸧 

ⅆᒣᄇⅆண▱㐃⤡఍㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ࠊ�� ᭶ � ᪥㸧 

 

 

㸦㸵㸧୺࡞ゼၥ⪅ 

ᮐᖠᕷ❧㛤ᡂ㧗ᰯ              �� 㸦ྡ����ᖺ㸶᭶��ࠥ��᪥㸪㔝እほᐹ㸧 

-,&$ⅆᒣᏛ⥲ྜ◁㜵ᑐ⟇研ಟ     㸴ྡ㸦����ᖺ㸴᭶㸪㔝እ研究㸧 

-,&$ᆅ㟈Ꮫ࣭ᆅ㟈ᕤᏛࢫ࣮ࢥ研ಟ⏕   ��ྡ㸦����ᖺ��᭶㸵᪥㸪㔝እ研ಟ㸧 

໭኱ᆅ⌫≀⌮㸱ᖺ     㸱ྡ㸦����ᖺ��᭶㸳᪥㸪㔝እᐇ⩦㸧 

໭኱ᆅ⌫≀⌮㸱ᖺ     㸰ྡ㸦����ᖺ��᭶��᪥㸪㔝እᐇ⩦㸧 

1+.ᐊ⹒      �ྡ㸦����ᖺ��᭶��᪥㸪ྲྀᮦᡴࡏࢃྜࡕ㸧 

ⓑᒣᕤᴗ      㸱ྡ㸦����ᖺ��᭶��᪥㸪᪋タぢᏛ㸧 

ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ            㸲ྡ㸦㸯᭶㸴᪥㸪᪋タぢᏛ㸧 

 

 

ᶫᮏ Ṋᚿ 
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㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

 

 ὸ㛫ᒣᵓ㐀᥈ᰝۑ

 ┠ⓗ㸸ᄇⅆண▱஦ᴗࠕⅆᒣయᵓ㐀᥈ᰝࠖࡢ㐙⾜ 

 ᡂᯝ㸸࣊ࣜࢆ࣮ࢱࣉࢥ฼⏝ࡓࡋ⢭ᐦ✵୰☢Ẽ᥈ᰝࢆᐇ᪋ࡋ㸪ὸ㛫ᒣࡢὸ㒊☢໬ᵓ㐀

ᆅୖ．ࡓᚓࢆ 07 ἲࡿࡼ࡟ẚ᢬ᢠ᥈ᰝࢆᐇ᪋ࡋ㸪ⅆᒣయす㒊ᇦ࡟᥎ᐃ࡚ࢀࡉ

 ．ࡓᚓࢆẚ᢬ᢠ᩿㠃ࡿࡍ஺┤࡟ࢡ࢖ࢲ㈏ධࡿ࠸

 ஦ᴗ㸸ⅆᒣᄇⅆண▱ィ⏬ 

 ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭୕ရṇ᫂㸦ᮾ໭኱㸧࣭ ୰ሯṇ㸦⏘

⥲研㸧࣭ ᑠᒣᓫኵ㸦ᮾி኱㸧࣭ ᑠᒣᝋ㑻㸦ᮾி኱㸧࣭ ᑠᕝᗣ㞝㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ ┦

⃝ᗈグ㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ ᯇᑿඖᗈ㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ Ặཎ┤ே㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ ᮡᒣᗣᏊ㸦ᮾ

ᕤ኱㸧࣭ ᖹᯘ㡰୍㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ 㔝ୖ೺἞㸦ᮾᕤ኱㸧࣭ ⏣୰Ⰻ࿴㸦ி㒔኱㸧࣭ Ᏹ

ὠᮌ඘㸦ி㒔኱㸧࣭ 㘽ᒣᜏ⮧㸦ி㒔኱㸧࣭ ⚄⏣ᚄ㸦ி㒔኱㸧࣭ ኱ஂಖ⥤Ꮚ㸦ி

㒔኱㸧࣭ Ᏹ㒔ᬛྐ㸦ி㒔኱㸧 

 

  ᭷⌔ⅆᒣᆅ☢Ẽ඲☢ຊほۑ

┠ⓗ㸸᭷⌔ᒣすᒣⅆཱྀᇦࡢᆅୗὸ㒊 ᗘኚ໬ࢆᆅ☢Ẽኚ໬ࡽ࠿᥎ᐃࡿࡍ 

ᡂᯝ㸸すᒣⅆཱྀ࿘㎶ᇦࡾ⧞ࡿࡅ࠾࡟㏉ࡋ☢Ẽ 㔞ࡧࡼ࠾㐃⥆ほ Ⅼ࣓ࣥ࡟ࢫࣥࢼࢸ

㸪1%࡚ࡗࡼ ⅆཱྀࡢ༡す⣙ ���P㸪ᶆ㧗����P ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⾜㐍ࡀ෭༷࡟୰ᚰࢆ

 ．ࡓࢀࡽࡵ࠿☜ࡀ

研究㈝㸸⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠࣭໭ᾏ㐨኱Ꮫ㐠Ⴀ஺௜㔠 

ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭๓ᕝᚨග࣭బ⸨ὶ࣭ⱱᮌ㏱ 

 

  ᶡ๓ᒣ㹋㹒ほۑ

┠ⓗ㸸ᶡ๓ᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆ㹋㹒ἲㄪᰝࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࡾࡼ࡟ 

ᡂᯝ㸸໭す㸫༡ᮾ ⥺࡚࠸࠾࡟⣙㸯㸮Ⅼࡢ ᐃࢆᐇ᪋．ᒣ㡬⁐ᒾ࣒࣮ࢻ࿘㎶ᇦ࡛ $07

 ．㸰ḟඖゎᯒࡿࡼ࡟㇂⣙㸯㸮Ⅼ ᐃ．ᒣࢆ

研究㈝㸸⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦ᶫᮏྲྀᚓศ㸧 

ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭ᒣ㇂♸௓࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ᕷཎᐶ࣭ⱱᮌ㏱࣭す⏣Ὀ඾ 

 

  㥖ࣨᓅᆅ☢Ẽ඲☢ຊほۑ

┠ⓗ㸸໭ᾏ㐨㥖ࣨᓅࡢⅆᒣ活動࡟క࠺ᆅ☢Ẽኚ໬ࢆᤊ࠼㸪活動ண ࡟㈨ࡿࡍ 

ᡂᯝ㸸㐃⥆ほ Ⅼࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡢ㸪᪤Ꮡᩚࡢࢱ࣮ࢹ⌮ 

研究㈝㸸⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦ᶫᮏྲྀᚓศ㸧㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㐠Ⴀ஺௜㔠 

ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ㏱ 

 

 ୰☢Ẽ 㔞✵ࡢᓥⅆᒣࢺ࢖࣭࣡࣍ࢻ࣮ࣥࣛࢪ࣮ࣗࢽۑ

┠ⓗ㸸⧞ࡾ㏉ࡋ 㔞ࡿࡼ࡟᫬㛫ኚ໬᳨ฟࢆ┠ⓗ࡚ࡋ࡜㸪࣍࣡ࢺ࢖ᓥⅆᒣࡢ✵୰☢Ẽ

 㔞࠺⾜ࢆ 

ᡂᯝ㸸⌧ᆅ࡚࡟➨㸰ᅇ┠ࡢ✵୰☢Ẽ 㔞ࢆᐇ᪋ࡓࡋ．ᆅୖ☢Ẽ 㔞ࡾ⧞ࡢ㏉࡟ࡋ

 ．ࡓࢀࡉ᥎ᐃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⾜㐍ࡀ☢ᆅୗὸ㒊࡛⇕ᾘࡢ㸪ⅆཱྀ†௜㏆࡚ࡗࡼ

研究㈝㸸⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠ᾏእᏛ⾡研究㸦ศᢸ㸧 

 ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭ྜྷᮧ௧្㸦ி኱㜵㸧࣭ ⚄⏣ᚄ㸦ி኱㜵㸧࣭ Ᏹὠᮌ඘㸦ி኱⌮㸧࣭

⏣୰Ⰻ࿴㸦ி኱⌮㸧࣭ 㘽ᒣᜏ⮧㸦ி኱⌮㸧࣭ Ώ㑔⠜ᚿ㸦஑ᕞ኱㸧࣭ $� :� +XUVW 
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�,*16� 

 

 Ỉ⵨Ẽ ᐃᐇ㦂ࡢ↮ⅆᒣᄇࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖࣐ࣛࣥࣛۑ

┠ⓗ㸸ⅆᒣᄇ↮୰ࡢỈ⵨Ẽ㔞ࡿࡍࢢࣥࢩࣥࢭࢺ࣮ࣔࣜࢆ᪂ᢏ⾡ࢆᐇ⏝໬ࡿࡍ 

ᡂᯝ㸸᪤Ꮡࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢ฼⏝࡚ࡋ㜿⸽୰ᓅⅆཱྀ࡛ヨ㦂ほ ࢆᐇ᪋ 

 研究㈝㸸⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠㸦ᶫᮏྲྀᚓศ㸧 

 ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭ᑎ⏣ᬡᙪ࣭୰ᮧ༟ྖ㸦ி኱⏕Ꮡ研㸧࣭ ᮡᮏᑦᝆ㸦ி኱⏕Ꮡ研㸧࣭

⏣୰Ⰻ࿴㸦ி኱⌮㸧࣭ 㘽ᒣᜏ⮧㸦ி኱⌮㸧࣭ Ᏹὠᮌ඘㸦ி኱⌮㸧 

 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

$L]DZD� .�� 5� <RVKLPXUD� 1� 2VKLPDQ� .� <DPD]DNL� 7� 8WR� <� 2JDZD� 6� %� 7DQN�� 

:� .DQGD� 6� 6DNDQDND� <� )XUXNDZD� 7� +DVKLPRWR� 0� 8\HVKLPD� 7� 2JDZD� ,� 

6KLR]DNL� $� :� +XUVW� +\GURWKHUPDO V\VWHP EHQHDWK 0W� )XML YROFDQR LQIHUUHG 

IURP PDJQHWRWHOOXULFV DQG HOHFWULF VHOI�SRWHQWLDO� (DUWK 3ODQHW� 6FL� /HWW�� 

���� �������� ����� 

+DVH� +�� 7� +DVKLPRWR� 6� 6DNDQDND� :� .DQGD� <� 7DQDND� +\GURWKHUPDO V\VWHP 

EHQHDWK $VR YROFDQR DV LQIHUUHG IURP VHOI�SRWHQWLDO PDSSLQJ DQG UHVLVWLYLW\ 

VWUXFWXUH� -� 9ROFDQRO� *HRWKHUP� 5HV�� ���� �������� ����� 

6DVDL� <�� 0� -� 6� -RKQVWRQ� <� 7DQDND� 5� 0XHOOHU� 7� +DVKLPRWR� 0� 8WVXJL� 

6� 6DNDQDND� 0� 8\HVKLPD� -� =ORWQLFNL� 3� <YHWRW� 'UDJ�RXW HIIHFW RI 

SLH]RPDJQHWLF VLJQDOV GXH WR D ERUHKRUH� 7KH 0RJL VRXUFH DV DQ H[DPSOH� $QQDOL 

GL *HRILVLFD� ���� LQ SUHVV� 

㛗㇂ⱥᙲ࣭▼ᡞ⤒ኈ࣭ᶫᮏṊᚿ࣭ྂᕝ㑥அ� ࣮࣎ࣜࣥࣝࣉࣥࢧ࢔ࢥࢢ㸦㧗㔝ᑿ⩚᰿⁐

ᒾ㸧ࢱ࣮ࢮࡢ㟁఩ ᐃ� 㹁㸿研究఍ㄽᩥ㞟� ������ ����� 

ᶫᮏṊᚿ� ⅆᒣࡢ㟁☢Ẽほ  㸫Ṕྐ࣭ព⩏࣭ᒎᮃ㸫� ⅆᒣ� ��� 6����6���� ����� 

஭ཱྀṇே࣭ᒣᮏᆂ࿃࣭ᶫᮏṊᚿ࣭⟄஭ᬛᶞ࣭⏣୰ ⪽࣭㨣⃝┿ஓ࣭㟷ᮌ㝧௓࣭Ώ㎶ಇ

ᶞ࣭኱಴ᩗᏹ࣭ΎỈ ὒ࣭ඵᮌཎᐶ࣭ᐑ⏫ᏹᶞ࣭ᖹᯇ⚽⾜࣭Ⅽᰩ ೺࣭㧗ᒣ㕲ᮁ࣭

⚟ᔱ㯞Ἃ௦࣭+HWW\ 7ULDVWXW\࣭▼ཎ࿴ᘯ࣭኱ᓥᘯග࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭๓ᕝᚨග࣭Ლ஭

㐩▮࣭Ώ㎶⩏࣭᫂ⴗཎᗤᖹ࣭㔝ୖ೺἞࣭ཬᕝගᘯ࣭ᖹᯘ㡰୍࣭㎷  ᾈ࣭ᖹ⏣Ᏻ

ᘅ࣭ዟ⏣ 㝯࣭ఀ⸨ ᣅ࣭ྜྷᕝ ៅ࣭஭ୖᐶஅ࣭ụ⏣ࡸࡉ㤶࣭ᇼ ⨾⥴࣭ᩪ⸨ᨻ

ᇛ࣭ᖹ㔝⯚୍㑻࣭ୖ㔩཭኱࣭஭ཱྀඖ἞࣭➉ୗᏕᘯ࣭᳃ ೺ᙪ� ཱྀỌⰋ㒊ᓥⅆᒣ࡟

 ��� �㸫� ᆅ㟈研究ᡤᙡሗ࡚࠸ࡘ࡟㉮᫬ࡢ動ึ࡜ᴫせࡢேᕤᆅ㟈᥈ᰝ㸫᥈ᰝࡿࡅ࠾

������ ����� 

ᶫᮏṊᚿ� ࣭࣮ࣟࣥࣞࣂࢢ ������� �� ��� �⌫ᅾ㸫� ᭶หᆅ⌧ࡢ㸫ᆅẆ活動 ࣛࢹࣝ࢝� 

����� 
 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

+DVKLPRWR� 7�� <� 7DQDND� 0� 8WVXJL� $� :� +XUVW� 5� <RVKLPXUD� :� .DQGD� 7� 

0DWVXVKLPD� %� -� 6FRWW� '� -� :RRGZDUG� 7� 2KNXUD� 7� .DJL\DPD� 7� 2JDZD� 

$ KHOLFRSWHU�ERUQH JHRPDJQHWLF VXUYH\ RQ :KLWH ,VODQG� 1HZ =HDODQG �)<������ 

ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍� ���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥� ᖥᙇ� 

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭ⱱᮌ㏱࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭す⏣Ὀ඾࣭㇂ඖ೺๛࣭᳃῭࣭ᑎ⏣ᬡᙪ࣭୕

ရṇ࣭᫂㛗㇂ⱥᙲ� ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝ㸦➨ � ሗ㸧� ᆅ⌫ᝨᫍ⛉
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Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍� ���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥� ᖥᙇ� 

㛗㇂ⱥᙲ� ▼ᡞ⤒ኈ� ᶫᮏṊᚿ� 㜿⸽ᯂᓥᓅࡢ⮬↛㟁఩ゎ㔘� ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ

఍ྜྠ኱఍� ���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥� ᖥᙇ� 

ᒣᮏᆂ࿃� ஭ཱྀṇே� ᶫᮏṊᚿ� ⟄஭ᬛᶞ� ⏣୰⪽� 㟷ᮌ㝧௓� 㨣⃝┿ஓ� Ώ㎶ಇ

ᶞ� ΎỈὒ� ኱಴ᩗᏹ� ᐑ⏫ᏹᶞ� ඵᮌཎᐶ� ᖹᯇ⚽⾜� ���� ᖺཱྀỌⰋ㒊ᓥⅆᒣ

ேᕤᆅ㟈᥈ᰝࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹᆅ㟈Ἴ㏿ᗘᵓ㐀ゎᯒ� ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ

኱఍� ���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥� ᖥᙇ� 

㘽ᒣᜏ⮧� ࣮ࣗࣄ࣡ ࣔࢺࢢࣜࢫ� ⚄⏣ᚄ� ᶫᮏṊᚿ� ᐀ໟᾈᚿ� ⏣୰Ⰻ࿴� ᑠἙຮ� 

Ᏹὠᮌ඘� 㞼௝ⅆᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡢ࣐ࢢ࣐࡜౪⤥࣭ᨺฟ⣔� ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ

఍ྜྠ኱఍� ���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥� ᖥᙇ� 

ᶫᮏṊᚿ� ࣟࣥࣛࢹ࣭࣮ࣝ࢝ࣞࣂࢢ 㸫᭱㏆ᩘ༑ᖺࡢ活動࡜ᆅ☢Ẽほ ࡢ┠ᶆ㸫� ࢩ

ᅾ㸫2XW RI UDQJH⌧࡚ࡋࡑ活動࡜ᵓ㐀ࡢࣛࢹࣝ࢝ࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥ ���� �ᣮᡓࠖࡢ࡬

ᖺ � ᭶ �� ᪥㸫�� ᪥� ⇃ᮏ� 

ᶫᮏṊᚿ� ࣒࣮ࢻ≧㝯㉳࡟క࠺☢ሙኚ໬㸫᭷⌔ᒣ ���� ᖺᄇⅆ᫬ࡢ඲☢ຊኚ໬෌᳨ウ

㸫� ᆅ⌫㟁☢Ẽ࣭ᆅ⌫ᝨᫍᅪᏛ఍� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸫�� ᭶ � ᪥� ி㒔� 

Ᏹὠᮌ඘࣭⏣୰Ⰻ࿴࣭ᶫᮏṊᚿ +࣭XUVW $QWRQ\ :�࣭ ⚄⏣ᚄ࣭ᯇᓥ೺࣭ྜྷᮧ௧្� ࣮ࣗࢽ

୰☢Ẽほ � ᆅ⌫㟁☢Ẽ࣭ᆅ⌫ᝨᫍ✵ࡿࡅ࠾࡟ࢻࣥࣛ࢖࢔ࢺ࢖࣭࣡࣍ࢻ࣮ࣥࣛࢪ

ᅪᏛ఍� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸫�� ᭶ � ᪥� ி㒔� 

ᑎ⏣ᬡᙪ࣭᪥㔝ṇᖾ࣭➉ධၨྖ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ᶫᮏṊᚿ� ᚚⶶᓥᮧⅆᒣ࣭ࡀࡌ࠿ࡍࡸ᳃

⁐ᒾ࣒࣮ࢻᒣ㡬࡛┿෤࡟ⓑ↮ࡿࡆୖࢆᄇẼᏍ㢮ఝࡢ✰� ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍� 

���� ᖺ �� ᭶ ��� ᪥� ᮐᖠ�  

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ す⏣Ὀ඾࣭ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱࣭ Ώ㎶᭸඾࣭Ώ㑓ἲ

ኵ� ᶡ๓ⅆᒣᒣ㡬࣒࣮ࢻ࿘㎶ࡿࡅ࠾࡟ $07 ẚ᢬ᢠ᥈ᰝ� ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍� 

���� ᖺ �� ᭶ ��� ᪥� ᮐᖠ� 

⏣ᮧ ៅ࣭ᒸᓮ⣖ಇ࣭኱ὠ ┤࣭ ᶫᮏṊᚿ࣭ⱱᮌ ㏱� ≀⌮᥈ᰝ㸦ᆅ୰࣮࣮ࣞࢲ㸪㟁Ẽ

᥈ᰝ㸧ࡿࡼ࡟᭷⌔ᒣ໭㯄ࡢⅆᒣᛶ᩿ᒙㄪᰝ� ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍� ���� ᖺ ��

᭶ ��� ᪥� ᮐᖠ� 

ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭୕ရṇ࣭᫂୰ሯṇ࣭ᑠᒣᓫኵ࣭ᑠᒣᝋ㑻࣭

ᑠᕝᗣ㞝࣭┦ἑᗈグ࣭Ặཎ┤ே࣭ᯇᑿඖᗈ࣭ᖹᯘ㡰୍࣭㔝ୖ೺἞࣭⏣୰Ⰻ࿴࣭㘽

ᒣᜏ⮧࣭Ᏹὠᮌ඘࣭⚄⏣ᚄ࣭Ᏹ㒔ᬛྐ࣭኱ஂಖ⥤Ꮚ� ᖹᡂ㸯㸵ᖺᗘὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽ

ᵓ㐀᥈ᰝᗎሗ� ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ➨㸶㸱㸱ᅇㄯヰ఍� ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥� ᮾ

ி኱Ꮫ� 

ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭୕ရṇ࣭᫂୰ሯṇ࣭ᑠᒣᓫኵ࣭ᑠᒣᝋ㑻࣭

ᑠᕝᗣ㞝࣭┦ἑᗈグ࣭Ặཎ┤ே࣭ᯇᑿඖᗈ࣭ᖹᯘ㡰୍࣭㔝ୖ೺἞࣭⏣୰Ⰻ࿴࣭㘽

ᒣᜏ⮧࣭Ᏹὠᮌ඘࣭⚄⏣ᚄ࣭Ᏹ㒔ᬛྐ࣭኱ஂಖ⥤Ꮚ�  㹆㸯㸵ᖺᗘὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽ

ᵓ㐀᥈ᰝᗎሗ� &RQGXFWLYLW\ $QRPDO\ 研究఍� ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸫�� ᪥� ᮾ

ி� 

ᶫᮏṊᚿ� Ọᖺኚ動ࡢࡅ࠿ࡳࡿࡼ࡟඲☢ຊኚ໬㸫ⅆᒣᆅ☢Ẽຠᯝࡢホ౯㸫� 

&RQGXFWLYLW\ $QRPDO\ 研究఍� ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸫�� ᪥� ᮾி� 

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭す⏣Ὀ඾࣭ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱� 07 ᥈ᰝࡿࡼ࡟ᶡ๓

ⅆᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀� &RQGXFWLYLW\ $QRPDO\ 研究఍� ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸫�� ᪥� 

ᮾி� 

⚄⏣ ᚄ࣭⏣୰Ⰻ࿴࣭Ᏹὠᮌ඘࣭㧗಴ఙ୍࣭ᶫᮏṊᚿ࣭஭ୖᐶஅ࣭ᒸ⏣㟹❶� 㜿⸽୰
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ᓅ࿘㎶ࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀� &RQGXFWLYLW\ $QRPDO\ 研究఍� ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸫��

᪥� ᮾி� 

+DVKLPRWR� 7�� <� 7DQDND� 0� 8WVXJL� $� :� +XUVW� 5� <RVKLPXUD� :� .DQGD� 7� 

0DWVXVKLPD� %� -� 6FRWW� '� -� :RRGZDUG� 7� 2KNXUD� 7� .DJL\DPD� 7� 2JDZD� 

+HOLFRSWHU�ERUQH PDJQHWLF VXUYH\ RYHU :KLWH ,VODQG �,V YROFDQRPDJQHWLF 

HIIHFW GHWHFWDEOH E\ UHSHDWHG VXUYH\"� ,QWHUQDWLRQDO 6\PSRVLXP RQ $LUERUQH 

*HRSK\VLFV ����� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸫�� ᪥� ࡤࡃࡘ� 

ᶫᮏṊᚿ࣭ὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ᰝࣉ࣮ࣝࢢ� ᖹᡂ㸯㸵ᖺᗘὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ࡢᴫせ� 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥� ὸ㛫ᒣᵓ㐀᥈ᰝሗ࿌఍� ᮾி� 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

⛉研㈝ᇶ┙研究㹁 

 ௦⾲⪅㸸ᶫᮏṊᚿ 

 㢟┠ 㸸ⅆᒣᒾࢱ࣮ࢮࡢ㟁఩Ỵᐃせ⣲ࡢゎ᫂ 

 㔠㢠 㸸+��� ����� ༓෇ᐇ⦼ �������������༓෇ �+������ � ᖺ㛫� 

 

⛉研㈝ᇶ┙研究 %㸦ᾏእᏛ⾡ㄪᰝ㸧 

 ௦⾲⪅㸸⏣୰Ⰻ࿴  

 ศᢸ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ࣭⚄⏣ᚄ࣭኱಴ᩗᏹ࣭ྜྷᮧ௧្࣭ᯇᓥ೺࣭㘽ᒣᜏ⮧࣭ᑠἙຮ࣭ 

     $�:�+XUVW� '�-�:RRGZDUG 

 㢟┠ 㸸✵୰☢Ẽ 㔞ࡿࡼ࡟ⅆᒣᛶ☢ሙኚ動᳨ࡢฟ 

 㔠㢠 㸸+��� ����� ༓෇ᐇ⦼ �������������������༓෇㸦+������ � ᖺ㛫㸧 

 

⛉研㈝ᇶ┙研究 $��� 

 ௦⾲⪅㸸ᕝ຾ ᆒ 

 ศᢸ⪅㸸ཬᕝ ⣧࣭኱‖㝯㞝࣭㡲⸨㟹࣭᫂኱಴ᩗᏹ࣭Ᏹὠᮌ඘࣭㔠ᔱ ⫄࣭ 

     ᶫᮏṊᚿ࣭ᒣᮏ ᕼ 

 㢟┠ 㸸ⅆᒣὶయ࡜ࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡢ῝㒊࣐ࡢ࣒ࢬࢽ࣓࢝᪼ୖ࣐ࢢゎ᫂ 

 㔠㢠 㸸+��� ����� ༓෇ ��������������������������༓෇㸦+������ � ᖺ㛫㸧 

 ศᢸෆᐜ㸸㟁☢Ẽほ ࣭ゎᯒ 

 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

࣭-3*8 ᩍ⫱ၥ㢟ጤဨ఍ጤဨ㸦ᆅ⌫㟁☢Ẽ࣭ᆅ⌫ᝨᫍᅪᏛ఍௦⾲㸧 

࣭ᆅ㟈研究ᡤᐈဨຓᩍᤵ㸦ⅆᒣ㛵ಀ㸧ண⟬㸸����� ༓෇ 

࣭ᄇⅆண▱༠㆟఍࣮࢜ࣂ࣮ࢨࣈ 

࣭6*(366  ࣮ࣂ㒊఍࣓ࣥࢳ࣮ࣜࢺ࢘࢔

࣭᪥ᮏᏛ⾡఍㆟ᆅ⌫㟁☢ẼᏛ研究㐃⤡ጤဨ఍ 

  ᆅ⌫㟁☢Ẽ࣭㉸㧗ᒙ኱Ẽࢱ࣮ࢹၥ㢟᳨ウᑠጤဨ఍ጤဨ 

��ⅆᒣࠖࠕ࣭ ࿘ᖺグᛕྕ௻⏬ᢸᙜጤဨ 

࣭㛤ᡂ㧗ᰯ㔝እᐇ⩦ࡧࡼ࠾᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ࣥࣙࢩࢵࢭ࢔ࢽࣗࢪⓎ⾲ࡢᣦᑟ 

 

㸦㸴㸧఍㆟ཧຍ 
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 ࣭ⅆᒣᄇⅆண▱研究༠㆟఍㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸸ᮾ኱ᆅ㟈研㸧 

 ࣭ⅆᒣᄇⅆண▱研究ጤဨ఍㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸸ᮾ኱ᆅ㟈研 

              ���� ᖺ �� ᭶ � ᪥㸸໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸧 

 

 

᳃ ῭ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

㸯㸧ὸ㛫ᒣỈ‽ 㔞 

┠ⓗ㸸㞟୰⥲ྜほ ࠊ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ���� ᖺ � ᭶㹼�� ᭶࡟ᄇⅆࡓࡋὸ㛫ᒣࡢᒣ⭡࣭

ᒣ㯄ࡢỈ‽㊰⥺ࡢ෌ ࡢࡑࠊࡾࡼ࡟ᚋࡢ活動᥎⛣ࢆண ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍᚓࠋࡿ㸦ྡ

ྂᒇ኱Ꮫ࣭ᮾி኱Ꮫ࣭ி㒔኱Ꮫࡢ࡜ඹྠほ 㸧 

ཧຍ⪅㸸᳃ ῭㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕㸦௨ୖ඲ᮇ㛫ཧຍࠊ௨ୗࡣඛ⾜ᮇ㛫ࡳࡢཧຍ㸧ࠊ

኱ᓥᘯගྜྷࠊ⏣཭㤶ࠊబ⸨ὶࠊ㟷ᒣ ⿱ࠊᶫᮏṊᚿ． 

㸰㸧㞤㜿ᐮᓅ⮫᫬ほ  

┠ⓗ㸸���� ᖺ � ᭶ �� ᪥࡟ᑠᄇⅆࡓࡋ㞤㜿ᐮᓅࡢ �᭶ �� ᪥ࡢᚤ動࡟ጞࡿࡲ๓඙活動

ࠊീᫎ⇕ࠊ⨨タࡢ᫬ᆅ㟈ほ Ⅼ⮫ࡿࡍᙉ⿵ࢆ᪤Ꮡほ ᪋タࡢ活動ࡢ㐃୍ࡓࡵྵࢆ

3OXPH ἲࡿࡼ࡟ᨺ⇕㔞ࠊ஧㓟໬◲㯤ᨺฟ㔞ࡢ ᐃࡿࡼ࡟活動≧ἣㄪᰝࠋ 

ཧຍ⪅㸸ᒸ⏣ ᘯ㸪኱ᓥᘯග㸪᳃ ῭㸪㟷ᒣ ⿱㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

᳃ ῭㸪Ỉ‽ 㔞ࡽ࠿ぢࡓ᭷⌔ᒣࡢ୰㛗ᮇⓗ活動㸪ⅆᒣ⇿Ⓨࠖࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢᖹᡂ

�� ᖺᗘ研究ᡂᯝሗ࿌᭩㸪�������㸪����． 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

᳃ ῭㸪Ỉ‽ 㔞ࡿࡼ࡟໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅࡢ୰㛗ᮇⓗ活動ண 㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍

���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

ᑠ㔝ᖾ἞㸪ᮧ℩㞞அ㸪ኴ⏣㞝⟇㸪す๓೺୍㸪ᐑᓥຊ㞝㸪ᮌ⫤ᩥ᫛㸪᳃ ῭㸪㟷ᒣ⿱㸪

ᑎ⏣ᬡᙪ㸪ᑠᒣᝋ㑻㸪➉⏣㇏ኴ㑻㸪㛗⏣᪼㸪Ώ㎶⚽ᩥ㸪ὸ㛫ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟Ỉ‽ 

㔞ࡿࡼ࡟ᅽຊ※ࡢ᥎ᐃ㸪ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

ᒣ㇂ ♸௓㸪ᶫᮏ Ṋᚿ㸪ⱱᮌ ㏱㸪㕥ᮌ ᩔ⏕㸪す⏣ Ὀ඾㸪㇂ඖ ೺๛㸪᳃ ῭㸪ᑎ

⏣ ᬡᙪ㸪୕ရ ṇ᫂㸪㛗㇂ ⱥᙲ㸪ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝ�➨ � ሗ�㸪

���� ᖺᆅ⌫ᝨᫍ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

᳃ ῭㸪໭ᾏ㐨㥖ࣨᓅࡢ㛗ᮇୖୗኚ動㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺ㸪���� ᖺ �� ᭶． 

ᮧ℩㞞அ㸪ᑠ㔝ᖾ἞㸪ኴ⏣㞝⟇㸪す๓೺୍㸪௬ᒇ᪂୍㸪ᐑᓥຊ㞝㸪ᮌ⫤ᩥ᫛㸪᳃ ῭࣭

㟷ᒣ ⿱࣭ᑎ⏣ᬡᙪ㸪ᑠᒣᝋ㑻㸪➉⏣㇏ኴ㑻㸪㛗⏣ ᪼㸪Ώ㎶⚽ᩥ㸪Ỉ‽ 㔞࣮ࢹ

ᅽຊ※ 㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ࡢὸ㛫ᒣࡿࡍ᥎ᐃࡽ࠿ࢱ ���� ᖺ㸪���� ᖺ �� ᭶． 

᳃ ῭㸪Ỉ‽ 㔞ࡽ࠿ぢࡓ᭷⌔ᒣࡢ୰㛗ᮇⓗ活動㸪⛉Ꮫ研究㈝≉ᐃ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖ

ᖹᡂ �� ᖺᗘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪���� ᖺ � ᭶． 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝   

㸯㸧ᖹᡂ㸯㸵ᗘ⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ㔠࣭≉ᐃ㡿ᇦ研究㸦㸰㸧 

ᇶ♏⛉Ꮫࡢࡵࡓࡢ⅏ᐖ㍍ῶ࡜ 㛗ᮇணࡢⅆᒣᄇⅆࠕ ศࠖᢸ⪅㸦研究௦⾲⪅ᒸ⏣ᘯ㸪

������ ༓෇㸧  

㸦㸳㸧♫఍活動 

ᅜ㝿༠ຊ஦ᴗᅋ㸦-,&$㸧ᅜ㝿研ಟ㸦ⅆᒣᏛཬࡧⅆᒣ◁㜵ᕤᏛ㸧㸪㞟ᅋ研ಟࠕ᭷⌔ᒣ

⌧ᆅ研ಟ 㸪ࠖ⌧ᆅ᱌ෆ㸪���� ᖺ � ᭶． 

໭ᾏ㐨ᮐᖠ㛤ᡂ㧗ᰯࡢⅆᒣほ ᐇ⩦ㅮᖌ ���� ᖺ � ᭶． 
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すᮧ ⿱୍ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

 

㸯Ѹ㸯 ໭ᴟᾏࡢᾏᗏᆅ㟈ほ  

 ᆅᇦ㸸໭኱すὒ㸪ࣥࢤࣝ࣋ࢶࢵࣆࢫᓥ࿘㎶ 

 ┠ⓗ㸸ᆅẆᵓ㐀ࡢゎ᫂ 

 ෆᐜ㸸໭኱すὒ㸪ࣥࢤࣝ࣋ࢶࢵࣆࢫᓥ࿘㎶࡚࠸࠾࡟㸪ேᕤᆅ㟈※࡜ࣥ࢞࢔࢚࡚ࡋ࡜

Ⓨ◚ࡓ࠸⏝ࢆᾏᗏᆅ㟈ほ ࢆᐇ᪋ࡢࡇ．ࡓࡋ研究ࡣ㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸪࣋ࣝࣥࢤ኱Ꮫ㸪

 ．ࡿ࠶ඹྠ研究࡛ࡿࡼ࡟࣮࣑ࢹ࢝࢔Ꮫ⛉ࢻ࣮࣏ࣥࣛ

  ཧຍ⪅㸸すᮧ⿱୍㸪ᮾ 㱟௓㸦᪥ᮏഃࡳࡢ㸧 

  ㈝ ⏝㸸࣏࣮ࣛࣥࢻ⛉Ꮫ࣮࣑ࢹ࢝࢔㈇ᢸ 

 

㸯Ѹ㸰 ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ኴᖹὒᒾࡢὠἼሁ✚≀ㄪᰝ 

  ᆅᇦ㸸໭ᾏ㐨ᮾ㒊ኴᖹὒᓊ㸪᰿ᐊᨭᗇ㸪ูᙜ㈡࿘㎶ 

  ┠ⓗ㸸Ṕྐ᫬௦ࡢὠἼሁ✚≀ࡢㄪᰝ研究 

  ෆᐜ㸸ୖࡢᆅᇦ࡚࠸࠾࡟㸪⦆ᩳ㠃࡟Ⓨ㐩ࡓࡋἾⅣᆅ࡟ഃ⥺ࢆタࡅ㸪ࢧ࢖ࣛࢫ࢜ࢪ 

��．ࡓࡗ⾜ࢆࢢࣥࣜࣉࣥࢧࡧࡼ࠾๐᥀ࡿࡼ࡟࣮      ୡ⣖ࡢᕧ኱ὠἼࢆࢺࣥ࣋࢖ 

 ．ࡓ࡭ㄪࢆ⛬㐳ୖ㐣ࡢࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㏣㊧ࢆᒙ◁ࡿࡼ࡟ὠἼࡢᩘ「ࡴྵ     

  ཧຍ⪅㸸ᖹᕝ୍⮧㸪୰ᮧ᭷࿃㸪すᮧ⿱୍ 

  ㈝ ⏝㸸⛉研㈝ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

 

=RELQ� 9� 0�� 1LVKLPXUD� <� DQG 0L\DPXUD� -�� 7KH QDWXUH RI YROFDQLF HDUWKTXDNH 

VZDUP SUHFHGLQJ WKH ���� IODQN HUXSWLRQ DW 8VX YROFDQR� +RNNDLGR� -DSDQ� 

*HRSK\V� -� ,QW�� ���� �������� ����� 

%UHLYLN� $� -�� 0MHOGH� 5�� *URJDQ� 3�� 6KLPDPXUD� +�� 0XUDL� <� DQG 1LVKLPXUD� 

<�� &DOHGRQLGH GHYHORSPHQW RIIVKRUH�RQVKRUH 6YDOEDUG EDVHG RQ RFHDQ ERWWRP 

VHLVPRPHWHU� FRQYHQWLRQDO VHLVPLF� DQG SRWHQWLDO ILHOG GDWD� 7HFWRQRSK\VLFV� 

���� ������� �����͒͒  

7DQLRND� <�� 1LVKLPXUD� <�� +LUDNDZD� .�� ,PDPXUD� )�� $EH� ,�� $EH� <�� 6KLQGRX� 

.�� 0DWVXWRPL� +�� 7DNDKDVKL� 7�� ,PDL� .�� )XMLPD� .�� +DUDGD� .�� 1DPHJD\D� 

<�� +DVHJDZD� <�� +D\DVKL� <�� <RVKLNDZD� $�� 6LJD� 7�� .DPLNDZD� $�� .RED\DVK� 

0�� 0DVDND� 6�� .DPDWDNL� 7�� 1DQD\DPD� )�� 6DWDNH� .�� .DZDWD� <�� )XNDVDZD� 

<�� .RVKLPXUD� 6�� +DGD� <�� $]XPDL� <� DQG +LUDWD� .�� )LHOG VXUYH\ RI WKH 

���� 7RNDFKL�RNL HDUWKTXDNH WVXQDPL DQG VLPXODWLRQ DW WKH 2RWVX KDUERU ORFDWHG 

DW WKH 3DFLILF FRDVW RI +RNNDLGR� -DSDQ� LQ �7VXQDPLV� &DVH 6WXGLHV DQG 5HFHQW 

'HYHORSPHQWV� .� 6DWDNH HG�� �������� ����� 

1LVKLPXUD� <�� 1DNDJDZD� 0�� .XGXRQ� -� DQG :XNDZD� -�� 7LPLQJ DQG VFDOH RI 

WVXQDPLV FDXVHG E\ WKH ���� 5DEDXO HUXSWLRQ� (DVW 1HZ %ULWDLQ� 3DSXD 1HZ *XLQHD� 

LQ �7VXQDPLV� &DVH 6WXGLHV DQG 5HFHQW 'HYHORSPHQWV� .� 6DWDNH HG�� ������ ����� 

&]XED� %�� 5LW]PDQQ� 2�� 1LVKLPXUD� <�� *UDG� 0�� 0MHOGH� 5�� *XWHUFK� $� DQG 
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-RNDW� :�� &UXVWDO 6WUXFWXUH RI QRUWKHUQ 6SLWVEHUJHQ DORQJ WKH GHHS VHLVPLF 

WUDQVHFW EHWZHHQ WKH 0ROOR\ 'HHS DQG 1RUGDXVWODQGHW� *HRSK\V� -� ,QW�� ���� 

�������� ����� 

.RLNH� 1�� 7DNDKDVKL� 7�� ,PDL� .�� 7DQLRND� <�� 1LVKLPXUD� <�� +DUDGD� .�� 

6X]XNL� 6�� )XMLPD� .�� 6KLJLKDUD� <�� 1DPHJD\D� <� DQG .RVKLPXUD� 6�� 7VXQDPL 

UXQ�XS KHLJKWV RI WKH ���� RII WKH .LL SHQLQVXOD HDUWKTXDNH� (DUWK 3ODQHWV 

6SDFH� ��� �������� ����� 

ᯇ෠ⱥኵ࣭ᴬᒣ ຮ࣭6LQGKX 1XJURKR࣭㒔ྖ჆ᐉ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭㙊⁪Ꮥಙ࣭

ᮧୖ჆ㅬ࣭ᯇᒣᫀྐ࣭ᰩሯ୍⠊㸪%DQGD $FHK ࡿࡅ࠾࡟࿘㎶࡜ ���� ᖺࢻࣥ࢖ὒὠἼ

➨ㄢ㢟．ᾏᓊᕤᏛㄽᩥ㞟㸪ࡓࡳࡽ࠿ᐖ᝿ᐃ⿕࡜ �� ᕳ㸪SS����������� ����． 

ᑠụಙ᫛࣭㉺ᮧಇ୍࣭㧗ᶫᬛᖾ࣭Ἑ⏣ᜨ᫛࣭௒ᮧᩥᙪ࣭ཎ⏣㈼἞࣭⸨㛫ຌྖ࣭㬠ཎⰋ

඾࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ຍ⸨↷அ࣭ᑎ⏣ᖾ༤࣭㕥ᮌ㐍࿃࣭ዟᮧ୚ᚿᘯ㸪����

ᖺ⣖ఀ༙ᓥἈᆅ㟈ὠἼ࡟㛵ࡿࡍ⌧ᆅㄪᰝ࡜㜵⅏ୖࡢㄢ㢟．ᾏᓊᕤᏛㄽᩥ㞟㸪➨ ��

ᕳ㸪SS����������㸪����� 

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍࣭*X\ *HOIHQEDXP࣭$QGUHZ 0RRUH࣭5DKPDW 7UL\RQR㸪���� ᖺ࣐ࢫ

≀✚ሁ࡜ὠἼἼ㧗ࡿࡅ࠾࡟➃ᓥ໭すࣛࢺ࣐ࢫᆅ㟈ὠἼㄪᰝሗ࿌㸸࣐ࣥࢲࣥ࢔࣭ࣛࢺ

 ����� �������� �� �ศᕸ．活᩿ᒙ࣭ྂᆅ㟈研究ሗ࿌ࡢ

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍㸪࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖㸪࢙ࢳ࢔ࢲࣥࣂ࿘㎶ࡢὠἼㄪᰝ㸪$)5& 1(:6� ��� 

���� ����� 

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍㸪���� ᖺࣛࢺ࣐ࢫᓥἈᆅ㟈ὠἼㄪᰝሗ࿌．ᆅᏛ㞧ㄅ㸪���� ������ 

�����㸦ཱྀ࣮࢝ࣛ⤮ �� ᯛࡾ࠶㸧 

ᖹᕝ୍⮧࣭୰ᮧ᭷࿃࣭すᮧ⿱୍㸪໭ᾏ㐨ኴᖹὒἢᓊࡢ᏶᪂ୡᕧ኱ὠἼ㸸���� ༑຾Ἀ

ᆅ㟈ὠἼࡢ࡜ẚ㍑࡚ࡵྵࢆ．᭶หᆅ⌫ྕእ㸪��� �������� ����． 

㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ᖹᕝ୍⮧࣭௒ᮧᩥᙪ࣭㜿㒊㑳⏨࣭Ᏻ㒊⚈࣭㐍⸨୍ᘺ࣭ᯇ෠ⱥ

ኵ࣭㧗ᶫᬛᖾ࣭௒஭೺ኴ㑻࣭⸨㛫ຌྖ࣭ཎ⏣㈼἞࣭⾜㇂భ୍࣭㛗㇂ᕝὒᖹ࣭ᯘ㇏࣭

ྜྷᕝ❶ᩥ࣭ୖᕝ᫂ಖ࣭ᚿ㈡㏱࣭ᑠᯘᨻᶞ࣭┿ᆏ⢭୍࣭㙊⁪Ꮥಙ࣭୐ᒣኴ࣭బ➉೺἞࣭

Ἑ⏣ᜨ᫛࣭῝⃝Ⰻಙ࣭㉺ᮧಇ୍࣭⛙ᗣ⠊࣭ᮾ஭⿱௓࣭ᖹ⏣㈼἞㸪���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈

�� �ὠἼᩘ್ィ⟬．᭶หᆅ⌫ྕእࡢ࡛ ⁺኱ὠࡧࡼ࠾ὠἼ㐳ୖ㧗ㄪᰝࡢ� �������� 

����． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

 

0RRUH� 1LVKLPXUD� .DPDWDNL� *HOIHQEDXP� 6HGLPHQWDWLRQ IURP WKH 'HFHPEHU ��WK 

���� 6RXWK $VLD WVXQDPL LQ QRUWKHUQ 6XPDWUD� ,QGRQHVLD� 0HPRULDO &RQIHUHQFH 

RQ WKH ���� *LDQW (DUWKTXDNH DQG 7VXQDPL LQ WKH ,QGLDQ 2FHDQ� 7RN\R� ��������  

,ZDVDNL� 7DQLRND� 7VXML� 1LVKLPXUD� 0DWVXPRWR� ,QRXH� 1DPHJD\D� <XGKLFDUD� 

0HFKDQLVP RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH HVWLPDWHG IURP WVXQDPL 

ZDYHIRUPV� 0HPRULDO &RQIHUHQFH RQ WKH ���� *LDQW (DUWKTXDNH DQG 7VXQDPL LQ 

WKH ,QGLDQ 2FHDQ� 7RN\R� ��������  

/DLJOH� 5RX[� 6DSLQ� +LUQ� 'H 9RRJG� &KDUYLV� +HOOR� 0XUDL� 1LVKLPXUD� 6KLPDPXUD� 

*DOYH� /HSLQH� /HEUXQ� 'LD]� *DOODUW� %HDXGXFHO� 9LRGH� OHPHQWV RI WKH 6HLVPLF 

6WUXFWXUH DQG $FWLYLW\ RI WKH /HVVHU $QWLOOHV 6XEGXFWLRQ =RQH �*XDGHORXSH DQG 

0DUWLQLTXH ,VODQGV� IURP WKH 6,60$17,//(6 6HLVPLF 6XUYH\� $*8 IDOO PHHWLQJ 

�6DQ )UDQFLVFR�� �������� 
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7DQLRND� <XGKLFDUD� .DWKLUROL� 1LVKLPXUD� ,ZDVDNL� .XVXQRVH� 5XSWXUH SURFHVV 

RI WKH ���� JUHDW 6XPDWUD�$QGDPDQ HDUWKTXDNH HVWLPDWHG IURP WVXQDPL ZDYHIRUPV� 

$*8 IDOO PHHWLQJ �6DQ )UDQFLVFR�� �������� 

0RRUH� *HOIHQEDXP� .DPDWDNL� 1LVKLPXUD� 6HGLPHQWDWLRQ IURP WKH �� 'HFHPEHU VRXWK 

$VLD WVXQDPL LQ QRUWKHUQ 6XPDWUD� ,QGRQHVLD� *6$ $QQXDO 0HHWLQJ� 6DOW /DNH 

&LW\� 86$� ��������  

:RRGZDUG� 1LVKLPXUD� +LUDNDZD� 0RRUH� /DQGZDUG ILQLQJ LQ ODWH +RORFHQH WVXQDPL 

GHSRVLWV IURP VRXWKHDVWHUQ +RNNDLGR� *6$ $QQXDO 0HHWLQJ� 6DOW /DNH &LW\� 86$� 

��������  

7DQLRND� 7VXML� $OSKRQVR� *HOIHQEDXP� .DPDWDNL� 0DWVXWRPL� 0DWVX\DPD� 0RRUH� 

0XUDNDPL� 1DPHJD\D� 1XJURKR� 1LVKLPXUD� 6DNDNL\DPD� 6XNDQWD� 7UL\RQR� :DOX\R� 

<XGKLFDUD� 7VXQDPL ILHOG VXUYH\ LQ ,QGRQHVLD IRU WKH ���� 6XPDWUD HDUWKTXDNH� 

$2*6� 6LQJDSRUH� ������� 

1LVKLPXUD� .DPDWDNL� *HOIHQEDXP� 0RRUH� 7UL\RQR� 7KH �� 'HFHPEHU RII�6XPDWUD 

WVXQDPL� HYLGHQFH RI UXQ�XS DQG VHGLPHQWDWLRQ DORQJ WKH QRUWK�ZHVW FRDVW RI 

6XPDWUD ,VODQG� ,QGRQHVLD� 7VXQDPL 'HSRVLWV DQG WKHLU 5ROH LQ +D]DUG 

0LWLJDWLRQ� 6HDWWOH �86$�� ������� 

1LVKLPXUD� 1DNDJDZD� 0L\DML� 7LPLQJ RI YROFDQRJHQLF WVXQDPLV LQIHUUHG E\ 

FKURQRORJLFDO VWXGLHV RI ERWK WHSKUD DQG WVXQDPL GHSRVLWV� 7VXQDPL 'HSRVLWV 

DQG WKHLU 5ROH LQ +D]DUG 0LWLJDWLRQ� 6HDWWOH �86$�� ������� 

ᖹᕝ୍⮧࣭୰ᮧ᭷࿃࣭すᮧ⿱୍㸪໭ᾏ㐨ኴᖹὒἢᓊࢆく࠺ ��� ᖺ㛫㝸ࡢᕧ኱ὠἼ．᪥

ᮏᆅ㟈Ꮫ఍㸪���� ᖺ �� ᭶．͒͒㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ᴋ℩཭ὒ࣭<XGKLFDUD࣭

.DWKLROL࣭ ᒾᓮఙ୍࣭ బ➉೺἞㸪 ὠἼἼᙧ࡚ࡗࡼ࡟ࣥࣙࢪ࣮ࣂࣥ࢖᥎ᐃࡓࢀࡉ ����

ᖺ࣐ࣥࢲࣥ࢔࣭ࣛࢺ࣐ࢫᆅ㟈ࡢ◚ቯ㐣⛬．᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

㙊⁪Ꮥಙ࣭⃝஭♸⣖࣭᏷಴ṇᒎ࣭బ➉೺἞࣭ᒸᮧ⾜ಙ࣭すᮧ⿱୍ 㸪ἢᓊᇦ࡟ᙧᡂࡉ

����ᚩ．᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍㸪≉ࡢ≀✚ὠἼሁࡓࢀ ᖺ �� ᭶． ͒͒ 

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍࣭*X\ *HOIHQEDXP࣭$QGUHZ 0RRUH࣭5DKPDW 7UL\RQR Ἀᆅࣛࢺ࣐ࢫ

㟈ὠἼ࡚ࡗࡼ࡟ᙧᡂࡓࢀࡉὠἼሁ✚≀㸸ࣛࢺ࣐ࢫ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ᓥ࢙ࢳ࢔ᕞすᾏᓊࡢ

౛．᪥ᮏᆅ㉁Ꮫ఍㸪���� ᖺ � ᭶．͒͒ 

㒔ྖ჆ᐉ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭すᮧ⿱୍࣭ ᯇ෠ⱥኵ࣭ᴬᒣ ຮ࣭㙊⁪Ꮥಙ࣭ᮧୖ჆ㅬ࣭⾜

㇂భ୍  ࣭ᯇᒣᫀྐ $࣭QGUHZ 0RRUH࣭ *X\ *HOIHQEDXP࣭ 6LQGKX 1XJURKR࣭ %XGL :DOX\R  ࣭

,Q\RPDQ 6XNDQWD࣭5DKPDW 7UL\RQR࣭$OSKRQVR ࣭<XGKLFDUD㸪ࣛࢺ࣐ࢫᓥἈᆅ㟈ὠ

Ἴࡿࡼ࡟ %DQGD $FHK ᕷࡢࡑ࡜࿘㎶ࡿࡅ࠾࡟ὠἼ⿕ᐖࡧࡼ࠾ࠊᾐỈ㧗ࡉศᕸ．ᆅ⌫

ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

すᮧ⿱୍࣭㙊⁪Ꮥಙ࣭*X\ *HOIHQEDXP࣭$QGUHZ 0RRUH࣭5DKPDW 7UL\RQR㸪ࢩࢿࢻࣥ࢖

ࡿࡅ࠾࡟ᕞすᾏᓊ࢙ࢳ࢔໭㒊࢔ ���� ᖺࣛࢺ࣐ࢫᓥἈὠἼࡢ⑞㊧㸪Ἴ㧗㸪ሁ✚≀．

ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍࣭*X\ *HOIHQEDXP࣭$QGUHZ 0RRUH࣭5DKPDW 7UL\RQR㸪���� ᖺ࣐ࢫ

≀✚ὠἼሁࡿࡅ࠾࡟࿘㎶࢙ࢳ࢔ࢲࣥࣂᓥࣛࢺ࣐ࢫᓥ໭すἈᆅ㟈ὠἼㄪᰝሗ࿌㸸ࣛࢺ

ㄪᰝ．ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

㙊⁪Ꮥಙ࣭すᮧ⿱୍࣭*X\ *HOIHQEDXP࣭$QGUHZ 0RRUH࣭5DKPDW 7UL\RQR㸪ࣛࢺ࣐ࢫᓥ

໭㒊࢙ࢳ࢔ᕞすᾏᓊࡿࡅ࠾࡟ὠἼሁ✚≀ㄪᰝሗ࿌．᪥ᮏሁ✚Ꮫ఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 
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⛉研㈝ⴌⱆⓗ研究 ��������� ᖺ㸦ᖹᡂ ����� ᖺ㸧 

 研究ࠖࡿࡍ㛵࡟ホ౯࡜ㄆᐃࡢὠἼྂࡿࡅ࠾࡟ἢᓊᇦࡢ໭ᾏ㐨ࠕ

㸦௦⾲㸸ᖹᕝ୍⮧㸧 

 

⛉研㈝ᇶ┙研究 ��������� ᖺ㸦ᖹᡂ ����� ᖺ㸧͒ 

᪥㟢⡿ࡿࡍ㛵࡟ⅆᒣ活動࣭ᆅ㟈活動࣭ᆅẆኚ動ࡢ༓ᓥᘼࠕ �ࣨᅜඹྠ研究ࠖ 

㸦௦⾲㸸୰ᕝගᘯ㸧 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ㅮ₇ 

   ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎㄯヰ఍ 

ᕧ኱ὠἼ࠺క࡟Ἀᆅ㟈ࣛࢺ࣐ࢫࠕ    㸦ࠖ�� ศ㸧 

 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥ ㅮ₇ ,I0�*(20$5� .LHO� *HUPDQ\ ͒   

7KH �� 'HFHPEHU RII�6XPDWUD WVXQDPL� HYLGHQFH RI UXQ�XS DQG VHGLPHQWDWLRQ DORQJ

͒  WKH ZHVW FRDVW RI QRUWKHUQPRVW 6XPDWUD� ,QGRQHVLD� DQG WKH HDVW FRDVW 

RI 6UL /DQND 

 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ㅮ₇ ໭ᾏ㐨ᆅ⌮Ꮫ఍͒   

 ὒ኱ὠἼࠖ͒͒ࢻࣥ࢖࡜Ἀᕧ኱ᆅ㟈ࣛࢺ࣐ࢫࠕ

 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᤵᴗ༠ຊ ᮐᖠᕷ❧ᰤすᑠᏛᰯ͒   

 ͒͒ࠖࡂࡋࡩࡢⅆᒣࠕ

 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥ ㅮ₇ ᮾி⌮⛉኱Ꮫ͒   

⌧௦⛉Ꮫࣛࢺ࣐ࢫࠕ ࣮ࢼ࣑ࢭἈᕧ኱ᆅ㟈ࢻࣥ࢖࡜ὒ኱ὠἼࠖ͒ 

 

 

㟷ᒣ ⿱ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

 

ヱᙜ↓ࡋ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

㟷ᒣ ⿱㸪����㸪� ḟඖྍど⏬ീ᧜ᙳ⿦⨨ࡢヨస㸪≉ᐃ㡿ᇦ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨ࢖ࢲࡢ

ᖹᡂࠖࢫࢡࢵ࣑ࢼ �� ᖺᗘ研究ᡂᯝሗ࿌᭩． 

኱ᓥᘯග㸪㟷ᒣ ⿱㸪����㸪ⅆᒣほ ⏝࣮ࣞࡢ࣮ࢲ㛤Ⓨ研究㸫⥲ྜ࡜࣒ࢸࢫࢩヨ㦂

ほ 㸫㸪≉ᐃ㡿ᇦ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢᖹᡂ �� ᖺᗘᡂᯝሗ࿌᭩． 

 

 

㸦㸲㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

㟷ᒣ ⿱㸪ⅆᒣほ ⏝ � ḟඖྍど⏬ീ᧜ᙳ⿦⨨㛤Ⓨࡢヨ᱌㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺ
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ᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸪���� ᖺ �� ᭶． 

ྜྷ⏣཭㤶㸪኱ᓥᘯග㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪㟷ᒣ ⿱㸪Ỉ‽ 㔞ࡓࢀࡽ࠼ࡽ࡜ࡽ࠿

���� ᖺᄇⅆᚋࡢ᭷⌔ᒣࡢỿ㝆㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸪

���� ᖺ �� ᭶． 

㟷ᒣ ⿱㸪�ḟඖྍど⏬ീ᧜ᙳ⿦⨨ࡢヨస㸪≉ᐃ㡿ᇦࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢ

ᖹᡂ��ᖺᗘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᮾி኱Ꮫ㸪����ᖺ�᭶． 

኱ᓥᘯග㸪㟷ᒣ ⿱㸪ⅆᒣほ ⏝࣮ࣞࡢ࣮ࢲ㛤Ⓨ研究㸫⥲ྜ࡜࣒ࢸࢫࢩヨ㦂ほ 㸫㸪

≉ᐃ㡿ᇦࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢᖹᡂ��ᖺᗘ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪ᮾி኱Ꮫ㸪����

ᖺ�᭶． 

 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫ研究㈝ ≉ᐃ㡿ᇦ研究ࠕⅆᒣ⇿Ⓨࠖࢫࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࡢ$�� ⌜බເ研

究㸪ⅆᒣほ ⏝㸱ḟඖྍど⏬ീ᧜ᙳ⿦⨨ࡢ㛤Ⓨ㸦ㄢ㢟␒ྕ㸸��������㸧㸪ᖹᡂ �� ᖺ

ᗘ㹼ᖹᡂ �� ᖺᗘ． 

 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ௦㆟ဨ㸦���� ᖺᗘ㸧 

᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ᗢົጤဨ㸦���� ᖺᗘ㸧 

ᄇⅆண▱研究ጤဨ఍ ጤဨ㸦���� ᖺᗘ㸧 

 

 

ᑎ⏣ ᬡᙪ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձ 㞤㜿ᐮᓅⅆᒣ 

┠ⓗ㸸ᄇⅆ๓ᚋࡢ㞤㜿ᐮᓅⅆᒣᄇ↮ほ  

࣭ ���������㸸 ࣊ࣜࡢࡽ࠿࣮ࢱࣉࢥᄇ↮᧜ᙳࡧࡼ࠾Ẽ㇟ほ  

࣭ ���������㸸 ࣊ࣜࡢࡽ࠿࣮ࢱࣉࢥᄇ↮᧜ᙳࡧࡼ࠾Ẽ㇟ほ  

࣭ ������������㸸ᆅୖࡢࡽ࠿ᄇ↮ほ  

ෆᐜ㸸���� ᖺ � ᭶ �� ᪥࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ㞤㜿ᐮᓅⅆᒣᄇⅆࡓࡌ⏕ࡾࡼ࡟㸪ᆅᙧࡧࡼ࠾ᄇ↮

 ．ࡓࡗ⾜ࢆ ほ✀ྛࡽ࠿ᆅୖࡧࡼ࠾✵㸪ୖࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆኚ໬ࡢ

ᡂᯝᴫせ㸸���ᄇⅆ⩣᪥ࡢⅆཱྀᗏࡢほᐹ࡟၏୍ᡂຌࡋ㸪ⅆཱྀᗏ࡟෇ᘼ≧ࡢட⿣ࡀᙧᡂ

ᄇⅆ���．ࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᙧᡂࡀἾụ࡟㸪ⅆཱྀᗏ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ

┤ᚋࡢⅆᒣୖ✵ࡢ ᗘ‵ᗘ㖄┤ศᕸࢆ ᐃ࡚ࡵึ࡟࡜ࡇࡿࡍᡂຌ．ࡓࡋ�3��OXPH 

5LVH ἲࡧࡼ࠾ᑎ⏣㸦����㸧ࡢ᪉ἲ࡚࠸⏝ࢆ᪂ⅆཱྀ⩌ࡽ࠿ᨺฟࡿࢀࡉỈ㔞ࢆぢ✚ࡶ

]㸪)OXࡾ ࡢᄇⅆ௨๓ࡀ �� ಸ࡟ቑຍࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸໭ᾏ㐨᪂⪺♫㸪໭ᾏ㐨㛤Ⓨᒁ㸪132 ἲே㸪ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ 

 

ղ ᚚⶶᓥⅆᒣ 

┠ⓗ㸸ᆅ⇕ㄪᰝ 

࣭ ���������㸸᭷⌔ⅆᒣほ ᡤ㸪ᆅ⇕ほ ‽ഛ 

࣭ ������������㸸ᆅ⇕ほ 㸪㢼✰࡟ほ ᶵჾタ⨨ 

࣭ �������������㸸ほ ᶵჾ࣓ࣥࢱ࣮ࢹ࡜ࢫࣥࢼࢸᅇ཰ 
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࣭ �������������㸸ほ ᶵჾ࣓ࣥࢱ࣮ࢹ࡜ࢫࣥࢼࢸᅇ཰ 

ෆᐜ㸸ᚚⶶᓥⅆᒣ࡛▱ࡿ࠸࡚ࢀࡽ㸪෤Ꮨ࡟ⓑ↮ࡿࡆୖࢆ �⟠ᡤࡢᆅᇦ࡚࠸࠾࡟ᆅ⇕ほ

 ．ࡓࡋᢕᥱࢆ≦⌧ࡢ㸪⇕活動࡚ࡋᐇ᪋ࢆ 

ᡂᯝᴫせ㸸ᓥ༡ᮾ㒊ࡢ⁐ᒾ࣒࣮ࢻᒣ㡬࡟ศᕸࡿࡍⓑ↮ࡣ✰ࡿࡆୖࢆ㸪⣼▼ᆺ㢼✰࡛࠶

 㸪పࡣ㡿ᇦ࡛ࡓࡆୖࢆ↮ⓑ࡚ࡘ࠿࡛࠸ᓥᮾ㒊㒔㐨ἢ．ࡓࡋㄆ☜࡚ࡵึࢆ࡜ࡇࡿ

ᯝ⤖ࡿࡍᐃ⫯ࢆ㛵㐃ࡢ࡜㸪⇕Ỉ活動ࡶ㡿ᇦ࡛ࡢࢀࡎ࠸．ࡓࡋぢฟࢆᖖ㡿ᇦ␗⇕ࡢ

 ．ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽᚓࡣ

ཧຍ⪅㸸ᚚⶶᓥᮧᩍ⫱ጤဨ఍㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪኱ᓥᘯග 

 

մ ὸ㛫ⅆᒣ 

┠ⓗ㸸ᄇ↮ほ  

࣭ ������������㸸ほ Ⅼ࣓ࣥࢱ࣮ࢹ࡜ࢫࣥࢼࢸᅇ཰ 

࣭ ����������㸸ほ Ⅼ࣓ࣥࢱ࣮ࢹ࡜ࢫࣥࢼࢸᅇ཰ 

࣭ ����������㸸ほ Ⅼ࣓ࣥࢱ࣮ࢹ࡜ࢫࣥࢼࢸᅇ཰ 

ෆᐜ㸸ࣀ࢝ࣝࣈᘧᄇⅆࡢᄇ↮ୖ᪼㐣⛬ࢆグ㘓ࡿࡍ┠ⓗ࡛㸪���� ᖺ � ᭶࡟ὸ㛫ⅆᒣࡢⅆ

ࡽ࠿ཱྀ ��NP 㞳ࡓࢀబஂᕷෆ࡟ほ ࣓࢝ࣛࢆタ⨨ࡓࡋ． 

ᡂᯝᴫせ㸸ࡰ࡯඲ᮇ㛫ࡾࡓࢃ࡟㸪Ḟ ࡃ࡞ �VHF 㛫㝸࡛Ⰻ㉁ࡢ⏬ീࢆグ㘓ࡓࡋ． 

 

յ ᶡ๓ⅆᒣ㸦ⓑ⪁ᑠᏛᰯ㸧 

┠ⓗ㸸ᶡ๓ⅆᒣࡢᄇ↮ࡧࡼ࠾ᄇẼᏍほ ࡢࡵࡓࡢほ ࣓࢝ࣛタ⨨ 

࣭ ���������㸸ほ ࣓࣓࢝ࣛࣥࢫࣥࢼࢸ 

࣭ ��������㸸ほ ࣓࣓࢝ࣛࣥࢫࣥࢼࢸ 

࣭ ���������㸸ほ ࣓࢝ࣛ᚟ᪧసᴗ 

࣭ ���������� ほ ࣓࣓࢝ࣛࣥࢫࣥࢼࢸ 

࣭ ����������㸸ほ ࣓࣓࢝ࣛࣥࢫࣥࢼࢸ 

ෆᐜ㸸ᶡ๓ⅆᒣ༡㯄ࡢⓑ⪁ᑠᏛᰯᒇୖ࡟ᐃᖖⓗ࡞ほ ࣓࢝ࣛࢆタ⨨ࡓࡋ． 

ᡂᯝᴫせ㸸୰ᑠつᶍᄇⅆ࡟ᑐᛂ࡛ୖ࠺ࡼࡿࡁ✵ ����P 㸪࠼ຍ࡟࣓ࣛ࢝࡞⬟᧜ᙳྍ࡛ࡲ

ࢀࡼ࡟࣓ࣛ࢝ࡢ⪅ᚋ．ࡓࡋቑタࢆ࣓ࣛ࢝ࡿࡍ᭷ࢆឤᗘ࠸㧗࡟⥺㏆㉥እࡘ࠿࣒࣮ࢬ

࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᤊࡽ࠿㐲᪉ࡶ࡚࠸ࡘ࡟㸪 ᗘ␗ᖖࡃ࡞࡛ࡾ࠿ࡤヲ⣽ࡢ↮㸪ᄇࡤ

୰ᑠつᶍ࡟ࡽࡉᖖ㸪␗⇕ࡢᄇⅆ┤๓ࡽ࠿㸪ᖹᖖ᫬ࡾࡼ࡟࣓ࣛ࢝ ほࡽࢀࡇ．ࡿ࠶

ᄇⅆ࡛ࡲࡿ⮳࡟ほ ྍ⬟࡞యไࡀᵓ⠏ࡓࢀࡉ． 

ཧຍ㸸ᒾᓮ࣓ࣥࢫࣅ࣮ࢧࢫࣥࢼࢸ㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

 

ն ᶡ๓ⅆᒣ㸦ᒣ㡬㸧 

┠ⓗ㸸ᄇ↮ほ ࡧࡼ࠾ほ ‽ഛ 

࣭ ���������㸸ᶡ๓ⅆᒣᒣ㡬㒊㸪研究ᡴࡏࢃྜࡕ 

࣭ ��������㸸ᶡ๓ⅆᒣᒣ㡬㒊㸪$ⅆཱྀᄇ↮ほ  

࣭ ���������㸸 ᶡ๓ⅆᒣᒣ㡬㒊㸪ᄇ↮ほ ࡧࡼ࠾ほ ⅬಖᏲ 

ෆᐜ㸸ᐃᖖほ Ⅼࡢ⥔ᣢࡧࡼ࠾᪂࡞ࡓほ ィ⏬ࡢ⟇ᐃ 

ᡂᯝᴫせ㸸ྂᶡ๓ほ Ⅼ࠿࡯ࡓࡗ⾜ࢆࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡢ㸪$ ⅆཱྀ௜㏆࡛ࡢⅆᒣ࢞ࢫほ 

ᨭ᥼㸪࣮ࣛࢲ࢖ほ ࡢࡵࡓࡢୗぢ࠸࡞⾜ࢆ࡝࡞㸪௒ᚋࡢほ ࡢ㊊ࡓࡋ࡜ࡾ࠿ࡀ． 

ཧຍ⪅㸸ᮏከ ு㸪బ⸨ ὶ㸪ᒸ㒊ᩗྐ㸪ᶫᮏṊᚿ㸪⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究ᡤ㸪ி㒔኱Ꮫ

⏕Ꮡᅪ研究ᡤ 
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շ 㜿⸽ⅆᒣ 

┠ⓗ㸸ࣛࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖ⅆᒣ࢞ࢫほ ᐇ㦂 

࣭ �������������㸸 㜿⸽ⅆᒣ୰ᓅⅆཱྀ௜㏆ 

ෆᐜ㸸ࣛࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖ⅆᒣ࢞ࢫほ  

ᡂᯝᴫせ㸸ึ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢲ࢖࡚ࣛࡵⅆᒣ࢞ࢆࢫほ ࡟࡜ࡇࡿࡍᡂຌࡓࡋ．ᐇ㝿ࡢ活動

ⓗⅆᒣࡿࡅ࠾࡟㐠⏝ୖࡢၥ㢟࠿ࡘࡃ࠸ࢆὙ࠸ฟࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ⿦⨨ᨵⰋࡵࡓࡢ

 ．ࡓᚓࢆ㦂⤒ࡢ

ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ㸪ி㒔኱Ꮫ⏕Ꮡᅪ研究ᡤ㸪ி㒔኱Ꮫⅆᒣ研究࣮ࢱࣥࢭ 

 

ո ໭ᾏ㐨㥖ࢣᓅⅆᒣ 

┠ⓗ㸸ᄇ↮ほ  

࣭ �������������㸸ᒣ㡬࢝ࣝࣛࢹෆ 

ෆᐜ㸸᫛࿴ �ᖺⅆཱྀࡢࡽ࠿ᨺ⇕㔞᥎ᐃ 

ᡂᯝᴫせ㸸ᩘࡇࡇᖺ࡛ᒣ㯄ࡤࡋࡤࡋࡶࡽ࠿ᮃぢࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ᫛࿴ �ᖺⅆཱྀࡽ࠿

࣓ᫎࣛ࢝࢜ࢹࣅࡓࡋ⨨᫬タ⮫࡟ෆࣛࢹ㸪ᒣ㡬࢝ࣝࡵࡓࡿࡍホ౯࡟ᐃ㔞ⓗࢆᄇẼࡢ

ീࡽ࠿ 3OXPH 5LVH ἲ࡚ࡗࡼ࡟ᨺ⇕⋡ࢆぢ✚ࡓࡗࡶ．ᚓࡣ್ࡓࢀࡽ ���0: ࡽ᫂࡜

ࡾࡼ࡟Ẽὶ࡞㞧「ࡢ㸪ᒣ㡬௜㏆ࢀࡽᚓࡀ㐣኱್࡟࠿ 3OXPH 5LVH ἲࡢ㐺⏝ࡀᅔ㞴

 ．ࡿࢀࡉ᥎ᐹࡀ࡜ࡇࡿ࠶ែ࡛≦࡞

ཧຍ⪅㸸బ⸨ ὶ㸪ᶫᮏṊᚿ 

 

չ ᭷⌔ⅆᒣ 

┠ⓗ㸸すᒣⅆཱྀ࿘㎶ࡢࡽ࠿ᨺ⇕⋡ほ  

࣭ ���������㸸 ᭷⌔ⅆᒣ㸪ᆅ⇕ほ ࡢᐇ⩦‽ഛ 

࣭ ������������㸸 ᭷⌔ⅆᒣ㸪ᮐᖠ㛤ᡂ㧗ᰯⅆᒣほ ᐇ⩦ 

ෆᐜ㸸ịࡢ⁐ゎ㏿ᗘࡓ࠸⏝ࢆ⡆౽࡞ᨺ⇕⋡ ᐃ 

ᡂᯝᴫせ㸸 ᐃࡀᅔ㞴࡞ VWHDPLQJ JURXQG ᪉ἲࡿࡍᐃ ࡚࠸⏝ࢆ㸪ịࢆ⋠⇕ᨺࡢࡽ࠿

࡚ࡋ࡜⋠⇕ᨺࡢ㸪すᒣ௜㏆࡚࠼⪄ࢆ �������0: ࡏࢃྜࡶศࡢᮍ ᐃᆅᇦ．ࡓᚓࢆ

 ．ࡿࢀࢃᛮ࡜ࡿࡍ㐩࡟ಸ⛬ᗘᩘࡢࡾࡶ✚ᮏぢࡣ⋠⇕ᨺࡢ㸪ᐇ㝿࡜ࡿ

ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග㸪໭ᾏ㐨ᮐᖠ㛤ᡂ㧗ᰯ㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪బἼ⍞ᯞ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

࣭ 7HUDGD� $� DQG ,GD� <�� .LQHPDWLF )HDWXUHV RI ,VRODWHG 9ROFDQLF &ORXGV 

5HYHDOHG E\ 9LGHR�UHFRUGV� *HRSKV� 5HV� /HWW�� VXEPLWWHG� 
࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭᪥㔝ṇᖾ࣭➉ධၨྖ㸪ᚚⶶᓥⅆᒣ࣭ࣖࣨࢪ࢝ࢫ᳃⁐ᒾ࣒࣮ࢻᒣ㡬࡛෤

Ꮨ࡟ⓑ↮ࡿࡆୖࢆ 㢼✰．ᆅ㉁Ꮫ㞧ㄅ㸪༳ๅ୰． 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ㸪ᆅໃ．ᚚⶶᓥᓥྐ㸪⮬↛⦅㸪༳ๅ୰． 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭஭⏣႐࣭᫂㣤ᓥ ⪷࣭ྜྷᮏ඘ᏹ࣭ᔱ㔝ᓅே㸪ὸ㛫ⅆᒣ࡛㢖Ⓨࡓࡋᑠᄇ

ⅆࡢᄇ↮㐠動ࡢ≉ᚩ̺���� ᖺ � ᭶ ����� ᪥ᄇⅆ̺．ⅆᒣ㸪��㸪�������㸪���� ᖺ． 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭ᔱ㔝ᓅே࣭㣤ᓥ ⪷࣭ཬᕝ ⣧㸪ᄇ↮ᫎീࡓ࠸⏝ࢆⅆᒣ⅊ᄇฟ㔞ࡢ᥎

ᐃ̺ὸ㛫ⅆᒣ ���� ᖺ � ᭶ � ᪥ᄇⅆࡢᄇ↮ゎᯒ̺．ⅆᒣ㸪��㸪�������㸪���� ᖺ． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭᪥㔝ṇᖾ࣭➉ධၨྖ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ᶫᮏṊᚿ㸪ᚚⶶᓥⅆᒣ࣭ࡀࡌ࠿ࡍࡸ

᳃⁐ᒾ࣒࣮ࢻᒣ㡬࡛┿෤࡟ⓑ↮ࡿࡆୖࢆᄇẼᏍ㢮ఝࡢ✰．᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸪
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���� ᖺ �� ᭶． 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭஭⏣႐࣭᫂ᔱ㔝ᓅே࣭ྜྷᮏ඘ᏹ࣭㣤ᓥ ⪷㸪ὸ㛫ⅆᒣ ���� ᖺ � ᭶ �����

᪥ᄇⅆࡢᄇ↮㐠動ࡢ≉ᚩ．ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

࣭ ᑎ⏣ᬡᙪ࣭஭⏣႐᫂㸪ᫎീࡓ࠸⏝ࢆⅆᒣᄇ↮研究．ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺ

ྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

࣭ ᱵᮏ┿ྐ࣭Ọᓠ㈼୍࣭ᱵཎᏹஅ࣭ᑎ⏣ᬡᙪ㸪ịࡢ⼥ゎ㏿ᗘࢆ฼⏝ࡓࡋ⡆౽࡞ᆅ⇕

ほ 㸫᭷⌔ᒣすᒣⅆཱྀ࿘㎶ᄇẼᆅࡢࡽ࠿⇕ᨺฟ⋡᥎ᐃ㸫．᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸪

���� ᖺ �� ᭶． 

࣭ ᑠ㔝ᖾ἞࣭ᮧ℩㞞அ࣭ኴ⏣㞝⟇࣭す๓೺୍࣭ᐑᓥຊ㞝࣭ᮌ⫤ᩥ᫛࣭᳃ ῭࣭㟷ᒣ 

⿱࣭ᑎ⏣ᬡᙪ࣭ᑠᒣᝋ㑻࣭Ṋ⏣┤ே࣭㛗⏣ ࣭᪼Ώ㎶⚽ᩥ．ὸ㛫ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟Ỉ

‽ 㔞ࡿࡼ࡟ᅽຊ※ࡢ᥎ᐃ．ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍ ���� ᖺ኱఍㸪����

ᖺ � ᭶． 

࣭ ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭ⱱᮌ ㏱࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭す⏣Ὀ඾࣭㇂ඖ೺๛࣭᳃ ῭࣭ᑎ⏣

ᬡᙪ࣭୕ရṇ࣭᫂㛗㇂ⱥᙲ．ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝ㸦➨ � ሗ㸧㸪ᆅ⌫

ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍ ���� ᖺ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

㢟┠㸸ᚚⶶᓥⅆᒣࡢᆅ⇕ㄪᰝ 

௦⾲⪅㸸ᑎ⏣ᬡᙪ 

㔠㢠㸸��� ༓෇ 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

໭ᾏ㐨ᮐᖠ㛤ᡂ㧗ᰯࡢⅆᒣほ ᐇ⩦ㅮᖌ． 

 

 

㕥ᮌ ᩔ⏕                                                                  

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձ���� ᖺ � ᭶㞤㜿ᐮᓅᄇⅆᚋࡢ 62� ����ᐃ㸦 ࡢᨺฟ㔞ࢫ࢞ ᖺ � ᭶ �� ᪥㹼�᭶ ��

᪥㸧 

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㞤㜿ᐮᓅᄇⅆᚋࡢ � ᭶ �� ᪥㹼� ᭶ �� ᪥࡟㊊ᐤ⏫㞤㜿ᐮ Ἠ࡛ 62�

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᐃ ࡢᨺฟ㔞ࢫ࢞

ཧຍ⪅㸸኱ᓥᘯග㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

ղ���� ᖺㄶゼࣀ℩ᓥᵓ㐀᥈ᰝ㸦���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㹼�� ᭶ � ᪥㸧 

���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㹼�� ᭶ � ᪥࡟ᐇ᪋ࡓࢀࡉㄶゼࣀ℩ᓥᵓ㐀᥈ᰝ࡟ཧຍ࡜ࡿࡍඹ࡟ほ

 Ⅼ஦๓‽ഛཬࡧᒣ㡬Ⓨ◚Ⅼࡢ᥀๐ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ཧຍ⪅㸸㕥ᮌᩔ⏕㸪໭኱㸪⛅⏣኱㸪⏘⥲研㸪ᮾᕤ኱㸪ᮾ኱㸪ྡ኱㸪஑኱㸪ி኱㜿⸽㸪

ி኱ᱜᓥ㸪㮵኱㸪ᛂ⏝ᆅ㉁ 

ճὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀᥈ᰝ㸦����㸧 

ὸ㛫ᒣࡢᆅୗᵓ㐀࡜ⅆᒣ活動ࡢ㛵ಀࢆ᥈ࡵࡓࡿ㸪���� ᖺ � ᭶ࡽ࠿ �� ᭶࡚ࡅ࠿࡟㸪㟁

☢ሙࡓ࠸⏝ࢆᵓ㐀᥈ᰝࡀᐇ᪋ࢀࡉ㸪�᭶ �� ᪥㹼�᭶ �� ᪥࡜ �� ᭶ �� ᪥㹼�� ᭶ �� ᪥࡟

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ᧔཰ࡧཬࢺࢵࢭࡢ࣮ࢧࣥࢭ

ཧຍ⪅㸸ᶫᮏṊᚿ㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪ⱱᮌ㏱㸪ᒣ㇂♸௓㸪໭኱㸪ᮾ໭኱㸪⏘⥲研㸪ᮾ኱㸪ᮾ

ᕤ኱㸪ி኱ 

մὸ㛫ᒣ࡛ࡢỈ‽ 㔞㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㹼�᭶ � ᪥㸪�� ᭶ � ᪥㹼�� ᭶ �� ᪥㸧 
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�㸪ࡵࡓࡿࡍ ほ࡟᥋┤ࢆࡁ動ࡢ※ᅽຊࡢ㌴ᆏ┤ୗࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥎ᐃࡽ࠿ ほࡢ✀ྛ ᭶

�� ᪥㹼�᭶ �᪥࡜ �� ᭶ � ᪥㹼�� ᭶ �� ᪥࡟Ỉ‽ 㔞ࢆᐇ᪋ࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸ྜྷ⏣཭㤶㸪బ⸨ ὶ㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪๓ᕝᚨග㸪᳃ ῭㸪ᶫᮏṊᚿ㸪኱ᓥᘯග㸪

໭኱㸪ྡ኱㸪Ẽ㇟ྎ 

յὸ㛫ᒣ⛻ᐦᆅ㟈ほ ࣮ࢱ࣮࣓ࣞࢸタ⨨㸦���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㹼�᭶ �� ᪥㸧 

඲ᅜඹྠほ ࡚ࡋ࡜㐍ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵὸ㛫ᒣࡢ⛻ᐦᆅ㟈ほ ࡟ࡵࡓࡢ໭኱ᢸᙜศࡢ�ほ

 Ⅼࢆᐩኈᒣࡽ࠿᧔཰ࡋ㸪ὸ㛫ᒣ࡟タ⨨ࡓࡋ． 

ཧຍ⪅㸸㕥ᮌᩔ⏕㸪๓ᕝᚨග㸪㟷ᒣ ⿱㸪኱ᓥᘯග 

նᶡ๓ᒣࡢᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝほ 㸦�᭶ �� ᪥㹼�᭶ �᪥㸧 

ᶡ๓ᒣࡉ῝ࡢ ��NP ⛬ᗘࡢ࡛ࡲẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆㄪᰝࡋ㸪ᆅୗࡢ⇕Ỉ⣔ࡢ᭷↓ࡸ῝ᗘࢆ᥎

ᐃࡵࡓࡿࡍ㸪ᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝほ ࡀᐇ᪋ࢀࡉ㸪ࢺࢵࢭࡢ࣮ࢧࣥࢭཬࡧ᧔཰ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ཧຍ⪅㸸ᒣ㇂♸௓㸪ʟ ᮏṊᚿ㸪す⏣Ὀ඾㸪ᕷཎ ᐶ㸪ⱱᮌ ㏱㸪Ώ㎶᭸඾㸪Ώ㑔ἲኵ㸪

㕥ᮌᩔ⏕ 

շ᭷⌔ᒣ࡛ࡢ ᆅほ 㸦�� ᭶ �� ᪥㹼�� ᭶ �� ᪥㸧 

ᄇⅆ活動⤊ᜥᚋࡢᆅẆኚ動࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ㸪すᒣ࿘㎶ᆅᇦ࡚࠸࠾࡟ �� ᭶ �� ᪥

㹼�� ᭶ �� ᪥࡟Ỉ‽ 㔞ࢀࢃ⾜ࡀ㸪�� ᭶ �� ᪥࡟ᶆᑻᡭ࡚ࡋ࡜ཧຍࠋࡓࡋ 

ཧຍ⪅㸸ྜྷ⏣཭㤶㸪๓ᕝᚨග㸪㕥ᮌᩔ⏕㸪␊ᒣᜨ⨾Ꮚ㸪኱ᓥᘯග 

ո༑຾ᓅಖᏲ࣭Ⅼ᳨㸦�᭶ �� ᪥㹼�᭶ �� ᪥㸧 

չ㞤㜿ᐮᓅಖᏲ࣭Ⅼ᳨㸦�᭶㸸㸯ᅇ㸪�᭶㸸�ᅇ㸧 

պᾆᖠほ ⅬಖᏲ࣭Ⅼ᳨㸦�᭶ �� ᪥㹼�᭶ �� ᪥㸧 

ཧຍ⪅㸸㧗⏣┿⚽㸪ᒣཱྀ↷ᐶ㸪㕥ᮌᩔ⏕ 

ջ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍㸦�� ᭶ � ᪥㹼�� ᭶ � ᪥㸪ᮐᖠ㸧 

����ᖺ ��᭶ �᪥㹼��᭶ �᪥࡟ᮐᖠ࡛ᐇ᪋ࡓࢀࡉ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍࡟㛵࡚ࡋᒎ♧

 ．ࡓࡗ⾜ࢆ♧ᒎࡢ➼࣮ࢱࢫ࣏

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭୕ရṇ࣭᫂୰ሯṇ࣭ᑠᒣᓫኵ࣭ᑠᒣᝋ㑻࣭

ᑠᕝᗣ㞝࣭┦ἑᗈグ࣭Ặཎ┤ே࣭ᯇᑿඖᗈ࣭ᖹᯘ㡰୍࣭㔝ୖ೺஧࣭⏣୰Ⰻ࿴࣭㘽ᒣ

ᜏ⮧࣭Ᏹὠᮌ඘࣭⚄⏣ᚄ࣭Ᏹ㒔ᬛྐ࣭኱ஂಖ⥤Ꮚ㸪ᖹᡂ �� ᖺᗘὸ㛫ᒣ㟁☢Ẽᵓ㐀

᥈ᰝᗎሗ㸦����㸧㸪ᆅ㟈研究ᡤ࣮ࢱࣞࢫ࣮ࣗࢽ㸪༳ๅ୰． 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭す⏣Ὀ඾࣭ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ㏱࣭Ώ㎶᭸඾࣭Ώ㑔ἲኵ㸪

ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ $07 ẚ᢬ᢠ᥈ᰝ㸪ⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸪2FW���㸪����㸪ᮐᖠ． 

ྜྷ⏣཭㤶࣭኱ᓥᘯග࣭๓ᕝᚨග࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭㟷ᒣ ⿱㸪Ỉ‽ 㔞ࡓࢀࡽ࠼ࡽ࡜ࡽ࠿ ����

ᖺᄇⅆᚋࡢ᭷⌔ᒣࡢỿ㝆㸪ⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸪2FW���㸪����㸪ᮐᖠ． 

ᑎ⏣ᬡᙪ࣭᪥㔝ṇᖾ࣭➉ධၨྖ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ᶫᮏṊᚿ㸪ᚚⶶᓥᮧⅆᒣ࣭࠿ࡌ࠿ࡍࡸ᳃

⁐ᒾ࣒࣮ࢻᒣ㡬࡛┿෤࡟ⓑ↮ࡿࡆୖࢆᄇẼᏍ㢮ఝࡢ✰㸪ⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸪2FW���㸪

����㸪ᮐᖠ． 

 

 

ⱱᮌ ㏱ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձᘵᏊᒅᆅᇦ࡛ࡢ 07 ほ 㸦㸴᭶㸧 

���� ᖺࡽ࠿ ���� ᖺ࡚ࡅ࠿࡟ 0� ࠊ࡚࠸࠾࡟ᘵᏊᒅᆅᇦࡓࡗࡇ㉳࡟⦾㢖ࡀᆅ㟈ࡢࢫࣛࢡ
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㟈※ᇦࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࢆㄪࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡭ᗈᖏᇦ 07 ほ ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ཧຍ⪅㸹ⱱᮌ㏱ࠊᕷཎᐶࠊᒣ㇂♸௓ 

ղ☬Დⅆᒣ࡛ࡢ✵୰㟁☢᥈ᰝ㸦㸷᭶ୖ᪪㸧 

☬Დⅆᒣࠊ࡚࠸࠾࡟ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢᥈ᰝࢺࢫࢸࡢ᥈ᰝࠊ࠸⾜ࢆ���� ᖺᄇⅆ࡛⏕

 ࠋࡓ࡭ㄪࢆẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡢᔂቯᆅ௜㏆ࡓࡌ

ཧຍ⪅㸸ⱱᮌ㏱ࠊி㒔኱Ꮫࠊ஑ᕞ኱Ꮫࠊ㟁ຊ୰ኸ研究ᡤࠊᛂ⏝ᆅ㉁ओ 

ճ㜿⸽ⅆᒣ࡛ࡢ✵୰㟁☢᥈ᰝ㸦㸯㸮᭶ୗ᪪㸧 

㜿⸽ⅆᒣࠊ࡚࠸࠾࡟ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢᥈ᰝࢺࢫࢸࡢ᥈ᰝࠊ࠸⾜ࢆ௚࡜ࢱ࣮ࢹࡢẚ

㍑᳨ࡢࢱ࣮ࢹࠊ࡚ࡋドࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ཧຍ⪅㸸ⱱᮌ㏱ࠊி㒔኱Ꮫࠊ஑ᕞ኱Ꮫࠊ㟁ຊ୰ኸ研究ᡤࠊᛂ⏝ᆅ㉁ओ 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

ᕷཎ ᐶ� ⱱᮌ ㏱� ᒣ㇂ ♸௓� ⚄ᒣ ⿱ᖾ� ᑠᕝ ᗣ㞝ࠊ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᘵᏊᒅᆅᇦ࠾࡟

ᗈᖏᇦࡿࡅ 07 ほ ࡧࡼ࠾㔜ຊ ᐃ� ໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌� 1R���� 

S������� 

.DLHGD� +�� .XVXQRNL� .� DQG ,WR� +�� 0RJL� 7�� 7DQDND� <�� )XMLPLWVX� <� DQG 

<XXNL� <�� $Q LQWHJUDWHG DLUERUQH VXUYH\ DURXQG $VR YROFDQR LQ .\XVKX� -DSDQ 

6(* 7HFKQLFDO 3URJUDP ([SDQGHG $EVWUDFWV ����� SS� ������� 

.DPL\DPD� +�� $� <DPDPRWR� 7� +DVHJDZD� 7� .DMLZDUD DQG 7� 0RJL� *UDYLW\ DQG 

GHQVLW\ YDULDWLRQV RI WKH WLOWHG 7RWWDEHWVX SOXWRQLF FRPSOH[� +RNNDLGR� 

1RUWKHUQ -DSDQ� LPSOLFDWLRQV IRU VXEVXUIDFH LQWUXVLYH VWUXFWXUH DQG SOXWRQ 

GHYHORSPHQW� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� H���H��� ���� 

ୗᒣ ṇ୍� ☾ ᮃ� ᯇ⏣ ᫬ᙪ� ᕷཎ Ꮨᙪ� ༓⏣ ᪼� ᒸᮧ ┾� ⱱᮌ ㏱� 㕥ᮌ ㈆

⮧� ⴠྜ ⱥಇ� 㛗ἑ ᪂୍� ௒す ⫕� ᕝ⏿ ྐᏊ� ▮ࣨ㒊 ⚽⨾� ᶅᮌ ᨻ᫛� ᯇ

ᾆ ୍ᶞ ������㆙ᅛ᩿ᒙ�⸆㝔ᆅ༊�⚟ᒸᕷ�࡛ࢳࣥࣞࢺࡢㄪᰝሗ࿌� 活᩿ᒙ研究� 

��� ������� 

኱ᚿ୓ ┤ே� ྜྷᮧ ௧្� ୖᔱ ㄔ� ⸨ ᾈ᫂� වᓮ ᘯ᠇� ᮃᡞ ♸ྖ� ୰ᑿ ⠇㑻� 

ᑠᒣ ⱱ� ┦⃝ ᗈグ� す㇂ ᛅᖌ� Ᏹ㒔 ᬛྐ� ᱓Ἴ ྜྷ㖔� ⏣୰ ჆୍� ࿴⏣ Ᏻ⏨� 

⸨⏣ ᏳⰋ� ᆏ୰ ఙஓ� ᑠᕝ ᗣ㞝� ᮏ⸝ ⩏Ᏺ� Ặཎ ┤ே� ୕ရ ṇ᫂� ᚋ⸨ ᛅ

ᚨ� ➟㇂ ㈗ྐ� బ⸨ ⚽ᖾ� ᒣཱྀ ぬ� 㛗㔝 㞝኱� ᮧୖ ⱥグ� ሷᓮ ୍㑻� ⱱᮌ 

㏱� ᒣ㇂ ♸௓� ཎ⏣ ㄔ� ᯇᾆ ᭷⣖� ᳃㇂ ㎮㍤� ➟ぢ ᘯᫀ� ⏿ ┿⣖ ������ṍ

㞟୰ᖏ࿘㎶�㊧ὠᕝ᩿ᒙ�࡛ࡢᗈᖏᇦ 07 ほ ࡿࡼ࡟῝㒊ẚ᢬ᢠᵓ㐀�ᗎሗ�� ி㒔኱

Ꮫ㜵⅏研究ᡤᖺሗ� ��㸪�������． 

8\HVKLPD� 0�� <� 2JDZD� <� +RQNXUD� 6� .R\DPD� 1� 8MLKDUD�7� 0RJL� <� <DPD\D� 

0�+DUDGD� 6� <DPDJXFKL�,� 6KLR]DNL�7� 1RJXFKL� <� .XZDED� <� 7DQDND� <� 

0RFKLGR� 1�0DQDEH� 0�1LVKLKDUD� 0�6DND DQG 0�6HUL]DZD ������5HVLVWLYLW\ 

LPDJLQJ DFURVV WKH VRXUFH UHJLRQ RI WKH ���� 0LG�1LLJDWD 3UHIHFWXUH HDUWKTXDNH 

�0������ FHQWUDO -DSDQ� (DUWK 3ODQHWV 6SDFH� ��� ������� 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

0RJL� 7�� 'HYHORSPHQW RI *URXQGHG (OHFWULFDO 6RXUFH $LUERUQH 7UDQVLHQW (0 

�*5($7(0�� ,QWHUQDWLRQDO 6\PSRVLXP RQ $LUERUQH *HRSK\VLF �,6$*������ -DQXDU\ 

����� 7VXNXED 

ⱱᮌ ㏱ࠊ✵୰㟁☢ἲ࡜≦⌧ࡢᑗ᮶ࠊ&$ 研究఍ࠊ ���� ᖺ �� ᭶ 
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0RJL�7�� $� -RPRUL� 1� -RPRUL� <� $]XPD� (� <� )RPHQNR� 'HYHORSPHQW RI *URXQGHG 

(OHFWULFDO 6RXUFH $LUERUQH 7UDQVLHQW (0 �*5($7(0� 6XUYH\ 6\VWHP DQG ,WV 

$SSOLFDWLRQ WR ,QYHVWLJDWLQJ D 9ROFDQR 6WUXFWXUH� $*8 ���� )DOO 0HHWLQJ� 

'HFHPEHU ����� 6DQ )UDQFLVFR� 86$  

ⱱᮌ ㏱� (� <� )RPHQNRࠊ�」㞧࡞ᵓ㐀࡟ᑐࡿࡍᆅ⾲㟁ሙࡿࡼ࡟ࢫ࣮ࢯ✵୰㟁☢ሙࠊ

≀⌮᥈ᰝᏛ఍ᖹᡂ �� ᖺ⛅ᏘᏛ⾡ㅮ₇఍� ���� ᖺ �� ᭶  

ⱱᮌ ㏱� ᇛ᳃ ᫂� ᇛ᳃ ಙ㇦� ᮾ ⩏๎� ⥲ྜ✵୰᥈ᰝ研究ࣉ࣮ࣝࢢ�ᴋ ᘓ୍㑻� 

ᾏỤ⏣ ⚽ᚿ� ఀ⸨ ஂᩄ� ⏣୰ Ⰻ࿴� ⸨ග ᗣᏹ� ⤖ᇛ ὒ୍� 

ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢᥈ᰝࡿࡼ࡟㜿⸽ⅆᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀ࠊ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺ⛅

Ꮨ኱఍� ���� ᖺ �� ᭶ 

0RJL� 7�� 7DQLPRWR� .�� <DPD\D� <�� .DPL\DPD� +�� +DVKLPRWR� 7�� 'REOLFD� 9�� 

.DMLZDUD� 7�� 8\HVKLPD� 0�� 2JDZD� <�� 0DJQHWRWHOOXULF VXUYH\ DURXQG WKH 

VRXUFH UHJLRQ RI WKH ���� 7RNDFKL�RNL (DUWKTXDNH� ,$*$ ���� 6FLHQWLILF 

$VVHPEO\� ����� -XO\ ����� 7RXORXVH �)UDQFH� 

0RJL� 7�� -RPRUL� $�� -RPRUL� 1�� $]XPD� <�� .XVXQRNL� .�� .DLHGD� +�� ,WR� +�� 

$(0 VXUYH\ DW $VR 9ROFDQR� -DSDQ� XVLQJ *URXQGHG (OHFWULFDO 6RXUFH $LUERUQH 

7UDQVLHQW (0 �*5($7(0� �3RVWHU�� ,$*$ ���� 6FLHQWLILF $VVHPEO\� ����� -XO\ 

����� 7RXORXVH �)UDQFH� 

ⱱᮌ ㏱� ᇛ᳃ ᫂� ᇛ᳃ ಙ㇦� ᮾ ⩏๎� ᴋᘓ ୍㑻� ᱵỤ⏣ ⚽ᚿ� ఀ⸨ ஂᩄ 

ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯ✵୰㟁☢ἲࡢᐇ⏝໬研究ࠊ≀⌮᥈ᰝᏛ఍ᖹᡂ �� ᖺ᫓ᏘᏛ⾡ㅮ₇఍� ����

ᖺ � ᭶ 

 

㸦㸲㸧ྲྀᚓ研究㈝ 

ᮾி኱Ꮫᆅ㟈研究ᡤ≉ᐃඹྠ研究�$�ᆅ㟈活動࡟㛵㐃ࡿࡍ㟁☢Ẽほ 㸪௦⾲ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ ⏘Ꮫᐁ㐃ᦠࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖๰ฟ஦ᴗ⿵ຓ㔠 ⥲ྜ✵୰᥈ᰝࢆ࣒ࢸࢫࢩ

研究௦⾲⪅ ᴋᘓ୍㑻㸦㟁ຊ୰ࠊศᢸࠊ研究ࡿࡍ㛵࡟⾡㜵⅏ᢏࡢ኱つᶍ⅏ᐖࡓ࠸⏝

ኸ研究ᡤ㸧 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究ᡤᆅ⌫⛉Ꮫ᝟ሗ研究㒊㛛ᐈဨ研究ဨ 

 

 

⚄ᒣ ⿱ᖾ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձ ᪥㧗ᒣ⬦ࢶ࣋ࢱࢵࢺ῝ᡂᒾయࡢ㔜ຊ᥈ᰝ 

῝ᡂᒾయࡢ㸱ḟඖᙧ≧࡜Ⓨ㐩㐣⛬ࢆ⌮ゎࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗ࡚ࡋ࡜㸪���� ᖺᗘ࡟ᘬࡁ⥆ࡁ

 ．ࡓࡗ⾜ࢆ㔜ຊ ᐃ࡚࠸࠾࡟࿘㎶ᆅᇦࡢࡑ࡜ᡂᒾయ῝ࢶ࣋ࢱࢵࢺ

ཧຍ⪅㸸⚄ᒣ⿱ᖾ㸪㛗㇂ᕝ೺㸦ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫᑓᨷ㸧㸪ᒣཱྀ↷ᐶ 

ղ 㜿ᐮ࢝ࣝࡿࡅ࠾࡟ࣛࢹ㔜ຊ᥈ᰝ 

㜿ᐮ࢝ࣝࡢࣛࢹᆅୗᵓ㐀ࢆㄪ࡟ࡵࡓࡿ࡭ ���� ᖺᗘ࡟ᘬࡁ⥆ࡁ㜿ᐮ†࿘㎶㒊࡚࠸࠾࡟

㔜ຊ ᐃࡓࡗ⾜ࢆ． 

ཧຍ⪅㸸⚄ᒣ⿱ᖾ㸪㛗㇂ᕝ೺㸦ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫᑓᨷ㸧 

ճ ᘵᏊᒅᆅᇦࡿࡅ࠾࡟㔜ຊ᥈ᰝ 

ෆ㝣ᆅ㟈Ⓨ⏕ᖏ࡛ࡿ࠶ᘵᏊᒅᆅᇦࡢᆅୗᵓ㐀ࢆㄪ࡟ࡵࡓࡿ࡭㔜ຊ᥈ᰝࢆᐇ᪋ࡓࡋ． 
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ཧຍ⪅㸸⚄ᒣ⿱ᖾ㸪ᕷཎᐶ 

մ ࢫࢡࢵࣞࢺࣥࢩ㔜ຊィ㸦6���㸧ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣜࣕ࢟ࡢ ᐃ 

6��� 㔜ຊィ࡚࠸⏝ࢆ᪥㧗ᒣ⬦ᆅᇦ㸪㜿ᐮᆅᇦ㸪ᘵᏊᒅᆅᇦ㸦ୖグ㸦�㸧ࠥ㸦�㸧㸧࠾࡟

༙ࡢኚ໬ࡢ㔜ຊ್ࡢᐇ㝿ࡀኚ໬ࡢ್ࡾྲྀࡳ㸪┦ᑐ㔜ຊㄞࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆ 㔜ຊほ࡚࠸

ศ⛬ᗘ࡛ࢱ࣮ࢹࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ฎ⌮ࡢ㐣⛬࡛࡛᫂ࡇࡑ．ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ㸪ࡢࡑഴྥࢆ☜ㄆ

㔜ຊⅬ㸦వᕷᓅᒣ㡬㸪ࡢ▱᪤࠸ࡁ኱ࡀᕪࡢ㸪⤯ᑐ㔜ຊ್࡟ࡵࡓࡍ࠿⏕ࢆࢱ࣮ࢹᐃ ࡋ

ᡭ✄ᒣᒣ㡬㸪୰ᒣᓘ㸪㔲㊰Ѹ᰿ᐊᆅᇦ࡝࡞㸧ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈ࡚ࣜࣕ࢟࠸࠾࡟ ᐃࢆᐇ᪋

 ．ࡓࡋ

ཧຍ⪅㸸⚄ᒣ⿱ᖾ㸪ᮏከு 

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

+LUR\XNL .DPL\DPD� $NLKLNR <DPDPRWR� 7DNHVKL +DVHJDZD� 7DNDQRUL .DMLZDUD DQG 

7RUX 0RJL� *UDYLW\ DQG GHQVLW\ YDULDWLRQV RI WKH WLOWHG 7RWWDEHWVX SOXWRQLF 

FRPSOH[� +RNNDLGR� QRUWKHUQ -DSDQ� LPSOLFDWLRQV IRU VXEVXUIDFH LQWUXVLYH 

VWUXFWXUH DQG SOXWRQ GHYHORSPHQW� (DUWK 3ODQHW 6SDFH ��� H���H��� ����� 
⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ࣭㛗㇂ᕝ೺࣭Ლཎᓫ᠇࣭ⱱᮌ㏱㸪᪥㧗ᒣ⬦ࢶ࣋ࢱࢵࢺ῝ᡂᒾయࡢ

㔜ຊ␗ᖖ࡜㈏ධᙧែ．໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌ ��㸪�������㸪����． 

㛗㇂ᕝ೺࣭ᒣᮏ᫂ᙪ࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭୰ᕝගᘯ㸪㜿ᐮ࢝ࣝࡢࡑ࡜ࣛࢹ࿘㎶ࡢ㔜ຊᵓ㐀．໭

ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌ ��㸪������㸪 ����． 

ᕷཎᐶ࣭ⱱᮌ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᑠᕝᗣ㞝㸪໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᘵᏊᒅᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᗈ

ᖏᇦ 07 ほ ࡧࡼ࠾㔜ຊ ᐃ．໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌ ��㸪�������㸪����． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲࡝࡞ 

⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ࣭Ლཎᓫ᠇࣭୰ᓥ㝯࣭ⱱᮌ㏱㸪(PSODFHPHQW DQG JURZWK RI WKH 

7RWWDEHWVX SOXWRQLF FRPSOH[� QRUWK -DSDQ� LQIHUHQFH RQ WKH �' VKDSH RI WKH SOXWRQ．

ᆅ⌫ᝨᫍ⛉Ꮫ㛵㐃Ꮫ఍ ���� ᖺྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

⚄ᒣ⿱ᖾ㸪࣐࡜ࢫࢭࣟࣉࡾ⁀࣐ࢢ῝ᡂᒾయࡢⓎ㐩㐣⛬㸸᪥㧗ᒣ⬦ࢶ࣋ࢱࢵࢺ῝ᡂᒾయ

➨࣮ࢱࣥࢭྜ⥲ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究ᡤᆅ㉁ㄪᰝ⏘．࡚ࡋ࡜౛ࢆ �� ᅇ኱㝣ᆅẆ࣮ࢼ࣑ࢭ㸪

���� ᖺ � ᭶． 

7DNDVKL 1$.$-,0$ DQG +LUR\XNL .$0,<$0$� &UHWDFHRXV JUDQLWLF PDJPDWLVP LQ 

6RXWKZHVW -DSDQ� $ ODUJH�VFDOH FUXVW�IRUPLQJ HYHQW� $2*6 �$VLD 2FHDQLD 

*HRVFLHQFHV 6RFLHW\� �QG $QQXDO 0HHWLQJ ����� 6LQJDSRUH� -XQH ����� 

7RUX 02*,� .HQJR 7$1,0272� <XVXNH <$0$<$� +LUR\XNL .$0,<$0$� 7DNHVKL +$6+,0272� 

9HQHUD '2%/,&$� 7DNDQRUL .$-,:$5$� 0DNRWR 8<(6+,0$ DQG <DVXR 2*$:$� 

0DJQHWRWHOOXULF VXUYH\ DURXQG WKH VRXUFH UHJLRQ RI WKH ���� 7RNDFKL�RNL 

(DUWKTXDNH� 7KH ,$*$ �7KH ,QWHUQDWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI *HRPDJQHWLVP DQG 

$HURQRP\� 6FLHQWLILF $VVHPEO\ LQ 7RXORXVH ̽ )UDQFH� -XO\ ����� 

୰ᓥ㝯࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭,DQ 6�:,//,$06㸪㡿ᐙᖏሷᇶᛶᒾࡢࣥࢥࣝࢪࡢ 6+5,03 8�3E ᖺ௦

����ᡂᅉⓗព࿡．᪥ᮏᆅ㉁Ꮫ఍㸪ࡢࡑ࡜ ᖺ � ᭶． 

㛗㇂ᕝ೺࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ࣭୰ᕝගᘯ㸪㔜ຊ␗ᖖࡽ࠿⪃ᐹࡿࡍ㜿ᐮ࢝ࣝࡢࣛࢹᆅ

ୗᵓ㐀࡜ᙧᡂ㐣⛬．᪥ᮏⅆᒣᏛ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ࣭㛗㇂ᕝ೺࣭Ლཎᓫ᠇࣭ⱱᮌ㏱㸪᪥㧗ᒣ⬦ࢶ࣋ࢱࢵࢺ῝ᡂᒾయࡢ

㔜ຊ␗ᖖ࡜㈏ධᙧែ．᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺ⛅Ꮨ኱఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

ᕷཎᐶ࣭ⱱᮌ㏱࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣ㇂♸௓࣭ᑠᕝᗣ㞝㸪ẚ᢬ᢠᵓ㐀ࡧࡼ࠾㔜ຊ␗ᖖࡿࡼ࡟



 133

໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᘵᏊᒅᆅᇦࡢෆ㝣ᆅ㟈Ⓨ⏕ᖏࡢᆅẆᵓ㐀．᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍����ᖺ⛅Ꮨ኱఍㸪

���� ᖺ �� ᭶． 

+LUR\XNL .$0,<$0$� $NLKLNR <$0$0272� 7DNHVKL +$6(*$:$� 7DNDQRUL .$-,:$5$ DQG 

7RUX 02*,� 'HYHORSPHQW RI D F\OLQGULFDO SOXWRQ� FRPELQHG ILHOG DQG JUDYLW\ 

HYLGHQFH IURP WKH WLOWHG 0LRFHQH 7RWWDEHWVX SOXWRQLF FRPSOH[� +RNNDLGR� -DSDQ� 

���� $*8 )DOO PHHWLQJ� 6DQ )UDQFLVFR� 'HFHPEHU ����� 

+LURVKL ,&+,+$5$� 7RUX 02*,� +LUR\XNL .$0,<$0$� <XVXNH <$0$<$ DQG <DVXR 2*$:$� 

&UXVW VWUXFWXUH RI DQ LQWUD�SODWH HDUWKTXDNH ]RQH DVVRFLDWHG ZLWK FUXVW VWUDLQ 

FRQFHQWUDWLRQ LQ HDVWHUQ +RNNDLGR� -DSDQ� EDVHG RQ UHVLVWLYLW\ DQG JUDYLW\ 

GDWD����� $*8 )DOO PHHWLQJ� 6DQ )UDQFLVFR� 'HFHPEHU ����� 

 

ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᑠᕝᗣ㞝㸪ẚ᢬ᢠᵓ㐀࣭ᆅ㉁ᵓ㐀ࡽ࠿ぢ

����．ෆ㝣ᆅ㟈Ⓨ⏕ᖏࡢ໭ᾏ㐨ᮾ㒊㸪ᘵᏊᒅᆅᇦࡓ ᖺᗘ &$ 研究఍㸪���� ᖺ �� ᭶． 

 

 

す⏣ Ὀ඾ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

  ձ研究ほ ᆅᇦ㸸໭ᾏ㐨ᮾ㒊ᇦࡢཌᓊ㸪ᶆⲔ㸪ோከ㸪ோఅ㸪᰿ᐊ． 

  ղ┠ⓗ㸸ᆅẆኚ動㸪ᆅ㟈活動➼ᆅẆ活動࡟క࠺๓඙ⓗ㸪ᆅ㟈Ⓨ⏕᫬ࡢᆅ 

    ☢Ẽ඲☢ຊኚ໬᳨ࢆฟࡿࡍ． 

  ճෆᐜ㸸㸳ほ Ⅼࡢ⥔ᣢ㸪グ㘓፹య஺᥮ࢱ࣮ࢹࡧࡼ࠾ゎᯒ． 

  մᡂᯝᴫせ㸸㸯㸵ᖺ୰ࡣ࡟㏆ഐ࡛኱࡞ࡁᆅ㟈ࡢⓎ⏕ࡓࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡳࡀ 

 ⥆⥅ࡣ࣮ࢱࢽࣔࡢᖺኚ໬⤒．ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ ほࡣ㸪ᆅ㟈ᆅ☢Ẽኚ໬ࡵ    

 ．ࡿ࠸࡚ࡋ    

  յཧຍ⪅㸸ⱱᮌ ㏱ࠊす⏣Ὀ඾ 

   

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

  6DED� 0�� <� 1LVKLGD㸪7� 0RJL㸪6� 7DNDNXUD� DQG 1� 0DWVXVKLPD� 'HYHORSPHQW 

RI JHRWKHUPDO ILHOG IROORZLQJ WKH ���� HUXSWLRQ RI 8VX YROFDQR DV UHYHDOHG E\ 

JURXQG WHPSHUDWXUH� UHVLVWLYLW\ DQG VHOI�SRWHQWLDO YDULDWLRQV� $QQDOV RI 

*HRSK\VLFV� ���� �VXEPLWWHG�� 

  

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

  1LVKLGD� <�� 7� 0RJL� 0� 8WVXJL� DQG +� 6HWRJDZD� 3LH]RPDJQHWLF VWXG\ UHODWHG 

ZLWK ORQJ�WHUP DQG FR�VHLVPLF JHRPDJQHWLF YDULDWLRQV LQ +RNNDLGR� 1( -DSDQ� ��WK 

6FLHQWLILF $VVHPEO\ RI WKH ,QWHUQDWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI *HRPDJQHWLVP DQG 

$HURQRP\ �,$*$�� 7RXORXVH�)UDQFH� -XO\ ������ ����� �ᣍᚅㅮ₇� 

 

㸦㸳㸧♫఍活動 

  ᆅ⌫㟁☢Ẽ࣭ᆅ⌫ᝨᫍᅪᏛ఍Ꮫ⏕ㄽᩥ㈹㑅⪃ጤဨ 

  ᪥ᮏᏛ⾡఍㆟ᆅ⌫㟁☢ẼᏛ研究㐃⤡ጤဨ఍ᆅ☢Ẽほ ᑠጤဨ఍ጤဨ 

 

 

᳃㇂ Ṋ⏨ 
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㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

ձ9+) ほ  

 

ᅗ㸯． ⌧ᅾࡢほ Ⅼ㸪Ⓨ᣺Ⅼ．ڹ㸸)0 ᨺ㏦ᡤ㸪ی㸸��0+] Ⓨ᣺Ⅼ㸪ە㸸 

ほ Ⅼ．  

 
ղᆅ㟈๓඙ࡢ࡚ࡋ࡜ 9+) ␗ᖖఏ᧛㐃⥆ほ ．᪥㧗ᒣ⬦༡㒊㸪᰿ᐊᨭᗇ௜㏆ࡢᆅ㟈

活動࡟ᑐ࡚ࡋ๓඙ࢆほ ࡓࡋ．ඹྠ研究⪅㸸ⱱᮌ㏱㸪㧗⏣┿⚽㸪す⬥⍆⨾． 

ㄽᩥࠊሗ࿌࡝࡞ 

᳃㇂Ṋ⏨㸪ⱱᮌ㏱㸪㧗⏣┿⚽㸪➟ཎ⛱㸪ᆅ㟈࡟ඛ⾜ࡿࡍ 9+)�)0 ᨺ㏦Ἴ�ᩓ஘Ἴࡢほ

 ⓗ研究㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫᆅ⌫≀⌮Ꮫ研究ሗ࿌ ��㸪������������． 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲㸸 

(*8㸦࣮࢘ࣥ࢕㸪�᭶ ����� ᪥㸧㸪 

&�� 0RUL\D� 7�� 7� 0RJL� DQG 0� 7DNDGD� 2EVHUYDWLRQDO UHVHDUFK IRU VFDWWHULQJ 

)0 EURDGFDVWLQJ UDGLR ZDYHV DV D SUHFXUVRU RI WKH HDUWKTXDNH RFFXUUHQFH� DEVWUDFW 

RI ���� (*8� S���� ����� $SULO� 9LHQQD� ����� 

 

ᴟᮾᆅ㟈Ꮫ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸦ࢡࢫࣥࣜࣁࢧࣀࢪ࣭ࣘࣥࣜࣁࢧ� � ᭶ ��� ᪥㸧㸪 

0RUL\D� 7�� 7� 0RJL� DQG 0� 7DNDGD� 6KRUW�WHUP SUHGLFWLRQ RI HDUWKTXDNH E\ 9+) 

�)0 UDGLR� VFDWWHULQJ ZDYH� $EVWUDFW RI ,QWHUQDWLRQDO 6\PSRVLXP RQ 7RSLFDO 

3UREOHPV RI ,VODQG DQG &RDVWDO VHLVPRORJ\ �,&6 ������ S��� ���� -XQH� 

<X]KQR�6DNKDOLQVN� ����� 

 

(2$6㸦࢔ࢽ࢔ࢭ࣭࢜࢔ࢪ࢔ᆅ⌫⛉Ꮫ㐃ྜ㸪࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ㸪�᭶ ����� ᪥㸧㸪 

0RUL\D� 7�� 7� 0RJL� DQG 0� 7DNDGD� 9+) 3UHFXUVRU\ 6FDWWHULQJ EHIRUH (DUWKTXDNH� 
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$EVWUDFW RI $2*6 �QG 6\PSRVLXP ����� 6(�����S��������� ������ -XQH� 6LQJDSRUH� 

�����   

 

$358�$($58  �ி㒔኱Ꮫ�࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

0RUL\D� 7�� 7� 0RJL� DQG 0� 7DNDGD� 6KRUW WHUP IRUHFDVW RI HDUWKTXDNH E\ 9+) 

(OHFWUR 0DJQHWLF ZDYHV PRQLWRULQJ� DEVWUDFW RI $358�$($58 5HVHDUFK 6\PSRVLXP� 

DW .\RWR 8QLYHUVLW\� $XJ�� ��� 6HS� ��� 3����� ����� 

 

᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍ ���� ᖺᗘ⛅Ꮨ኱఍㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸪�᭶ ����� ᪥㸧 

᳃㇂Ṋ⏨㸪ⱱᮌ㏱㸪㧗⏣┿⚽㸪໭ᾏ㐨ࡿࡅ࠾࡟ 9+) ఏ᧛␗ᖖほ ⥙ࡢᵓ⠏㸪$��� 

᳃㇂Ṋ⏨㸪ⱱᮌ㏱㸪㧗⏣┿⚽㸪᭱㏆ほ ࡓࢀࡉᆅ㟈๓඙ 9+) ఏ᧛␗ᖖࡢ⤫ィⓗᛶ㉁．

3���． 

 

 

ᒸ⏣ ⣧ 

㸦㸯㸧୺࡞ほ ࡢᴫせ 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥�ᅵ�㹼� ᭶ �� ᪥�Ỉ� 1HZ =HDODQG 9ROFDQRORJ\ )LHOG &RXUVH 㸦ᩥ

㒊⛉Ꮫ┬ࠗ㨩ຊࡿ࠶኱Ꮫ㝔ᩍ⫱࠘ࣈࢳ࢔ࢩࢽ࢖㸧ࡢ࡬ཧຍ 㸦$XFNODQG YROFDQLF 

ILHOG� 7DXSR DUHD �5XDSHKX� 1DXUXKRH� 7RQJDULUR�� 5RWRUXD JHRWKHUPDO ILHOG  

 

㸦㸰㸧Ⓨ⾲ㄽᩥ 

2NDGD� -�� 0DJPD LQWUXVLRQ PRGHOHG E\ VKDOORZ LQIODWLRQ DQG GHHS GHIODWLRQ 

VRXUFHV ̽ $Q  

DSSOLFDWLRQ WR 0W� 8VX� -DSDQ� *HRSK\V� %XOO� +RNNDLGR 8QLY� ��� SS�������� 

������ 

 

㸦㸱㸧Ꮫ఍㸪研究఍Ⓨ⾲࡝࡞ 

ᒸ⏣⣧� ⢭ᐦ '(0  㸦6SDWLDO DQGࡳヨࡢ᫬✵㛫ゎᯒ̿᭷⌔ᒣ࡛ࡢᆅẆኚ動ࡓ࠸⏝ࢆ

WHPSRUDO FUXVWDO GHIRUPDWLRQ DQDO\VLV E\ WKH FRPSDULVRQ RI SUHFLVH '(0 � 

$ FDVH VWXG\ RI 0W� 8VX㸧� ᆅ⌫ᝨᫍ㛵㐃ྜྠᏛ఍� ����� ��  

ᒸ⏣⣧� ᭷⌔ᒣࡧࡼ࠾㥖ࢣᓅࡢᆅẆኚ動ሙࡢ≉ᚩࡢࡑ࡜ẚ㍑� ໭ᾏ㐨ⅆᒣຮᙉ఍� 

����� �� ���  

2NDGD� -�� 2NDGD� +�� 5HODWLRQ EHWZHHQ VHLVPLF DQG GHIRUPDWLRQ SDWWHUQV IRU WKH 

UHFHQW IRXU GRPH EXLOGLQJ DFWLYLWLHV RI 0W� 8VX� 6RXIULHUH +LOOV 9ROFDQR 

� 7HQ <HDUV 2Q͐ 6FLHQWLILF &RQIHUHQFH� ����� �� ������  

ᒸ⏣⣧� ᭷⌔ᒣࢺ࢖ࢧ࢖ࢹࡿࡅ࠾࡟㉁࣐ࡢ࣐ࢢ㈏ධ㸫ᆅẆኚ動ࢳ࣮ࣟࣉ࢔ࡢࡽ࠿� 

ⅆᒣ⇿ⓎኟࡢᏛᰯ� ����� �� �����． 

ᒸ⏣⣧� ⢭ᐦ '(0 ࡢࡑ㸦ࡳヨࡢ᫬✵㛫ゎᯒ̿᭷⌔ᒣ࡛ࡢᆅẆኚ動ࡓ࠸⏝ࢆ �㸧㸦6SDWLDO 

DQG WHPSRUDO FUXVWDO GHIRUPDWLRQ DQDO\VLV E\ WKH FRPSDULVRQ RI SUHFLVH '(0 

� $ FDVH VWXG\ RI 0W� 8VX 3DUW �㸧� ᪥ᮏⅆᒣᏛ఍⛅Ꮨ኱఍� ����� ���  

ᒸ⏣⣧� ᒸ⏣ᘯ� ᭷⌔ᒣࠊ㐣ཤ � ᅇࡢᄇⅆࡿࡅ࠾࡟ᆅ㟈活動࡜ᆅẆኚ動ࡢẚ㍑⪃ᐹ

㸦6HLVPLF VLJQLILFDQFH DQG GHIRUPDWLRQ SDWWHUQ FRPSDULQJ � GRPH�EXLOGLQJ 

DFWLYLWLHV RI 0W� 8VX㸧� ᪥ᮏᆅ㟈Ꮫ఍⛅Ꮨ኱఍� ����� ���  

2NDGD� -�� 9ROFDQLF GHIRUPDWLRQ DQDO\VLV RI 0W� 8VX� -DSDQ EDVHG RQ WKH 
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FRPSDULVRQ RI SUHFLVH '(0�  &LWLHV RQ 9ROFDQRHV �� 4XLWR� (FXDGRU� 

������������． 

2NDGD� -�� DQG 2NDGD� +�� 6HLVPLF DQG GHIRUPDWLRQ VLJQLILFDQFHV GHGXFHG IURP 

FRPSDUDWLYH  

VWXG\ RI UHFHQW IRXU GRPH EXLOGLQJ DFWLYLWLHV RI 0W� 8VX� -DSDQ�  &LWLHV RQ 

9ROFDQRHV �� 4XLWR� (FXDGRU� ������������． 

 

 

ᒣ㇂ ♸௓ 

㸦㸱㸧Ꮫ఍Ⓨ⾲ 

ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭す⏣Ὀ඾࣭ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱㸪07᥈ᰝࡿࡼ࡟ᶡ๓

ⅆᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀Ѹᾏὒ࡜▼⊁పᆅᖏࡢᙳ㡪࡚࠸ࡘ࡟Ѹ㸪����ᖺ&$研究఍㸪����ᖺ��᭶． 

ᒣ㇂ ♸௓࣭ᶫᮏ Ṋᚿ࣭㕥ᮌ ᩔ⏕࣭す⏣ Ὀ඾࣭ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱࣭Ώ㎶ ᭸඾࣭Ώ

㑓 ἲኵ㸪ᶡ๓ⅆᒣᒣ㡬࣒࣮ࢻ࿘㎶07$ࡿࡅ࠾࡟ẚ᢬ᢠ᥈ᰝ㸪᪥ᮏⅆᒣᏛ఍����ᖺ⛅Ꮨ

኱఍㸪����ᖺ��᭶． 

<DPD\D� <�� 7� 0RJL DQG 7� +DVKLPRWR� &RQVLGHUDWLRQ RI WKUHH GLPHQVLRQDOLW\ RQ 

WKH UHVLVWLYLW\ VWUXFWXUH RI +RNNDLGR .RPDJDWDNH� -DSDQ � 7KH ,$*$ 6FLHQWLILF 
$VVHPEO\ LQ 7RXORXVH� ����� -XO\ ����� 
ᒣ㇂ ♸௓㸪ʟ ᮏ Ṋᚿ㸪ⱱᮌ ㏱㸪㕥ᮌ ᩔ⏕㸪す⏣ Ὀ඾㸪㇂ඖ ೺๛㸪᳃ ῭㸪ᑎ⏣ ᬡ

ᙪ㸪୕ရ ṇ᫂㸪㛗㇂ ⱥᙲ㸪ᶡ๓ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ᗈᖏᇦ 07 ἲ᥈ᰝ�➨ � ሗ�㸪���� ᖺᆅ

⌫ᝨᫍ㛵㐃Ꮫ఍ྜྠ኱఍㸪���� ᖺ � ᭶． 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．教 育 活 動 
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㸯．ᢸᙜᤵᴗ 

㸦㸯㸧኱Ꮫ㝔 

➟ཎ⛱ ᆅ㟈≀⌮Ꮫ≉ㄽϨ 

㇂ᒸຬ୍㑻 ᆅ㟈≀⌮Ꮫ≉ㄽϩ  

ᓥᮧⱥ⣖ ᾏᗏᆅ⌫≀⌮Ꮫ≉ㄽϨ  

㧗Ἴ㚩ኵ ᾏᗏᆅ⌫≀⌮Ꮫ≉ㄽϩ  

ᒸ⏣ᘯ ⅆᒣ≀⌮Ꮫ≉ㄽϨ  

኱ᓥᘯග ⅆᒣ≀⌮Ꮫ≉ㄽϩ  

ⱱᮌ㏱ ᆅẆ≀⌮Ꮫ≉ㄽ  

 

㸦㸰㸧Ꮫ㒊 

඲Ꮫ教育⛉┠ 

 ➟ཎ⛱ ᆅᏛϩ 

 ᒸ⏣ᘯ ᆅᏛϩ 

 ᶫᮏṊᚿ ᆅᏛϩ 

 ㇂ᒸຬᕷ㑻 ୍⯡教育₇⩦ ࠕᾏὒࢆఏ᧛ࡿࡍἼࠖ 

 

ᑓ㛛教育⛉┠ 

➟ཎ⛱ 㐃⥆యຊᏛ 

㧗Ἴ㚩ኵ ࢱ࣮ࢹゎᯒᏛ  

኱ᓥᘯග ≀⌮ᐇ㦂ϩ 

ᶫᮏṊᚿ 㟁☢ẼᏛ₇⩦ࠊ≀⌮ᐇ㦂Ⅲ 

᳃῭ ≀⌮ᐇ㦂Ⅲ  

 㟷ᒣ⿱ 㐃⥆యຊᏛ₇⩦ 

ⱱᮌ㏱ ᆅ⌫ᝨᫍ㟁☢ẼᏛࠊ≀⌮ᐇ㦂Ⅲ 

ྛ教ဨ ᆅ⌫≀⌮Ꮫᐇ㦂ࡧࡼ࠾ᐇ⩦㸪ㄽᩥ㍯ㅮ 

 

㸦㸱㸧Ꮫෆእㅮᖌ 

ᒸ⏣ᘯ 

ᅜ㝿༠ຊ஦ᴗᅋ㸦-,&$㸧ᅜ㝿◊ಟ㸦ⅆᒣᏛཬࡧⅆᒣ◁㜵ᕤᏛ㸧 

  ��� 㞟ᅋ◊ಟㅮ⩏�ⱥㄒ�ࠕⅆᒣᄇⅆ࡜༴ᶵ⟶⌮ 㸦ࠖᮾிᅜ㝿༠ຊ◊ಟࠊ࣮ࢱࣥࢭ� 

᭶ � ᪥㸧 

  ��� 㞟ᅋ◊ಟࠕᶡ๓ᒣ࣭᭷⌔ᒣ⌧ᆅ◊ಟ �᭶ࠊᆅ᱌ෆ⌧ࠊࠖ ����� ᪥ 

すᮧ⿱୍ 

���� ᖺ � ᭶ � ᪥ ㅮ₇ 

   ᮾி⌮⛉኱Ꮫ ⌧௦⛉Ꮫࣛࢺ࣐ࢫࠕ ࣮ࢼ࣑ࢭἈᕧ኱ᆅ㟈ࢻࣥ࢖࡜ὒ኱ὠἼࠖ 

  ᪥ᮏࡽ࠿௒ᮧᩥᙪẶ㸦ᮾ໭኱Ꮫ教ᤵ㸧࡜ඹ࡟ㅮᖌ࡚ࡋ࡜ཧຍ． 

 

 



 138

㸰．Ꮫ఩ㄽᩥ 

㸦㸯㸧༤ኈㄽᩥ 

ᐑᇛὒ௓ 

 ㄽᩥ㢟┠ 5DSLG LQIODWLRQ DW 2NPRN 9ROFDQR� $ODVND� GHWHFWHG E\ *36 

 FDPSDLJQV ��������� DQG LWV VRXUFH PRGHO 

୺ᰝ㸸➟ཎ ⛱ 

ὸ஭ᗣᗈ 

ㄽᩥ㢟┠ 6WXG\ RQ WKH 0HFKDQLVP RI &R�VHLVPLF *URXQGZDWHU /HYHO 

୺ᰝ㸸➟ཎ ⛱ 

ᖸ㔝 ┿ 

ㄽᩥ㢟┠ ㉮᫬ࡿࡅ࠾࡟࣮࢕ࣇࣛࢢࣔࢺ㏿ᗘᵓ㐀ࡢࣗࢩࢵ࣓ࡢ⮬ᕫ᭱㐺໬ 

୺ᰝ㸸ᒸ⏣ ᘯ 

 

㸦㸰㸧ಟኈㄽᩥ 

⏫⏣ ♸ᘺ㸪ࠕ����ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦࡢ㏿ᗘᵓ㐀ࠖ 

୺ᰝ㸸㧗Ἴ㚩ኵ 

∾㔝 ⏤⨾㸪ࠕ����ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦࡿࡅ࠾࡟㏿ᗘᵓ㐀᥈ᰝࠖ 

୺ᰝ㸸㧗Ἴ㚩ኵ 

㰺⸨ ᕷ㍜㸪ࠕᾏᗏᆅ㟈ほ ࡿࡼ࡟᰿ᐊ༙ᓥἈ࡛ࡢᚤᑠᆅ㟈活動ࡧࡼ࠾����ᖺ㔲 

㊰Ἀᆅ㟈ࡢవ㟈活動ࠖ 

୺ᰝ㸸㧗Ἴ㚩ኵ 

 

㸦㸱㸧༞ᴗㄽᩥ 

Ώ㎶ ἲኵ㸪ࠕ㹀㹇㹐㹐㹎ἲࡿࡼ࡟ᗈᖏᇦ㹋㹒ࡢࢱ࣮ࢹゎᯒࠖ 

Ώ㑓 ᭸඾㸪ࠕ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ࡧࡼ࠾ࡶࡾ࠼⹿ูᆅᇦ࡛ࡢẚ᢬ᢠኚ໬ࡢほ ࠖ 

 

㸱．࣮ࢱࣥࢭ㞧ㄅ఍ࡢグ㘓 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

➟ཎ⛱�0LQRUX .DVDKDUD� 

+RUL]RQWDO GHIRUPDWLRQ LQ 6RXWK .RUHD IURP SHUPDQHQW *36 QHWZRUN GDWD� 

���������� $OPHG 0� +DPG\� 3LO�+R 3DUN� DQG +\XQJ�&KXO /LP㸪(36� ��� ������ 

���� 

ᒸ⏣ ⣧�-XQ 2NDGD� '�� 

  'RPH JURZWK EHKDYLRU DW 6RXIULHUH +LOOV 9ROFDQR� 0RQWVHUUDW� UHYHDOHG E\ 

UHORFDWLRQ RI YROFDQLF HYHQW VZDUPV� ���������．&�$� 5RZH� &�+� 7KXUEHU� 5�$� 

:KLWH� -9*5� ���  �������㸪����． 

 ��RUQDV� 0% �0�9�ࣥࢺ࣐ࣜ

  (SLVRGHV RI F\FOLF 9XOFDQLDQ H[SORVLYH DFWLYLW\ ZLWK IRXQWDLQ FROODSVH DW 

6RXIULHUH +LOOV 9ROFDQR� 0RQWVHUUDW．7�+� 'UXLLWW� 6�5� <RXQJ� %� %DSWLH� &� 



 139

%RQDGRQQD� (�6�&DOGHU� $�%� &ODUNH� 3�'� &ROH� &�/� +DUIRUG� 5�$� +HUG� 5� 

/XFNHWW� *� 5\DQ 	 %� 9RLJKW� ,Q� 'UXLWW� 7�+� 	 .RNHODDU� %�3� �HGV� ͆7KH 

(UXSWLRQ RI 6RXIULHUH +LOOV 9ROFDQR� 0RQWVHUUDW� IURP ���� WR ����͇ 

*HRORJLFDO 6RFLHW\� /RQGRQ� 0HPRLUV ��� ������� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ � ᪥ 

ᐑᇛὒ௓�<RVXNH 0L\DJL� '�� 

,QWHUIHURPHWULF V\QWKHWLF DSHUWXUH UDGDU RI 2NPRN YROFDQR� $ODVND� 

���������� 0DJPD VXSSO\ G\QDPLFV DQG SRVWHPSODFHPHQW ODYD IORZ GHIRUPDWLRQ� 

=KRQJ /X DQG 7LPRWK\ 0DVWHUODUN� 'DQLHO ']XULVLQ -*5� ���� %������ GRL� 

������������-%������� ����� 

బἼ⍞ᜨ�0L]XH 6DED� '�� 

6WUHDPLQJ SRWHQWLDO RI D VDQG FROXPQ LQ SDUWLDO VDWXUDWLRQ FRQGLWLRQV� ;� 

 *XLFKHW� /� -RXQLDX[ DQG -� 3� 3R]]L� -� *HRSK\V� 5HV�� ��� �%��� ����� 

GRL�������������-%������� ����� 

኱ᓥᘯග�+LURPLWVX 2VKLPD� 

([SHULPHQWDO DQG DQDO\WLFDO PRGHOLQJ RI EDVDOWLF DVK H[SORVLRQV DW 0RXQW 

(WQD� ,WDO\� ����� -� 7DGGHXFFL� 2� 6SLHOHU� %� .HQQHG\� 0� 3RPSLOLR� '� %� 

'LQJZHOO�� DQG 3� 6FDUODWR� -� *HRSK\V� 5HV�� ���� %������ 

GRL�������������-%������� ����� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

ᒣ㇂♸௓�<XVXNH <DPD\D� '�� 

��' PRGHOLQJ RI WKH GHHS HOHFWULFDO FRQGXFWLYLW\ RI 0HUDSL YROFDQR�&HQWUDO 

-DYD�� LQWHJUDWLQJ PDJQHWRWHOOXULFV� LQGXFWLRQ YHFWRUV WKH HIIHFWV RI VWHHS 

WRSRJUDSK\� $� 0XOOHU� 9� +DDN� -RXU� RI 9ROF� DQG *HRWHUP� 5HV�� ���� �������� 

����� 

⏫⏣♸ᘺ㸦<X\D 0DFKLGD� 0�㸧  

7KH ���� .REH HDUWKTXDNH� 6HLVPLF LPDJH RI WKH VRXUFH ]RQH DQG LWV 

LPSOLFDWLRQ IRU WKH UXSWXUH QXFOHDWLRQ� 'DSHJ =KDR DQG +LURDNL 1HJLVKL� -*5� 

���� %�� ���������� ����� 

㟷ᒣ⿱�+LURVKL $R\DPD�  

&RVHLVPLF DQG SRVWVHLVPLF YHORFLW\ FKDQJHV PHDVXUHG E\ UHSHDWLQJ 

HDUWKTXDNHV '� 3� 6FKDII DQG *� &� %HUR]D� -� *HRSK\V� 5HV�� ���� 

GRL�������������-%������� ����� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

ᕷཎ ᐶ �+LURVKL ,FKLKDUD� '�� 

6WUXFWXUDO PRGHO RI WKH 6DQ %HUQDUGLQR EDVLQ� &DOLIRUQLD� IURP DQDO\VLV RI 

JUDYLW\� DHURPDJQHWLF DQG VHLVPLFLW\ GDWD� 0� $QGHUVRQ� -� 0DWWL DQG 5� -DFKHQV� 

-*5 ���� %������ ����� 
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∾㔝⏤⨾ �<XPL 0DNLQR� 0�� 

,QWHQVH 33 UHIOHFWLRQ EHQHDWK WKH DVHLVPLF IRUHDUF VORSH RI WKH -DSDQ 7UHQFK 

VXEGXFWLRQ ]RQH DQG LWV LPSOLFDWLRQ RI DVHLVPLF VOLS VXEGXFWLRQ� .� 0RFKL]XNL� 

0� 1DNDPXUD� -� .DVDKDUD� 5� +LQR� 0� 1LVKLQR� $� .XZDQR� <� 1DNDPXUD� 7� <DPDGD� 

0� 6KLQRKDUD� 7� 6DWR� 3� 3� 0RJKDGGDP� 7� .DQD]DZD� -� *HRSK\V� 5HV�� ���� 

%������ GRL�������������-%������� ����� 

ⱱᮌ ㏱ �7RUX 0RJL� 

$ YROXPHWULF DSSURDFK IRU WKH UHVLVWLYLW\ UHVSRQVH RI IUHVK ZDWHU VKDO\ VDQG 

VWRQHV 2OLYDU $�/� GH /LPD� 0LFKDHO %HQ &OHQQHOO� *HUDOGR *LUDR 1HU\ DQG 6UL 

1LZDV� *HRSK\VLFV� ��� )��)��� ����� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ � ᪥ 

 㸦6XEHVK *KLPLUH� '�㸧࣑ࣞࢠ ࣗࢩ࣋ࢫ

6WUHVV LQWHUDFWLRQ EHWZHHQ VXEGXFWLRQ HDUWKTXDNHV DQG IRUHDUF VWULNH�VOLS 

IDXOWV� 0RGHOLQJ DQG DSSOLFDWLRQ WR WKH QRUWKHUQ &DULEEHDQ SODWH ERXQGDU\� 

8UL WHQ %ULQN� -LDQ /LQ� -� *HRSK\V� 5HV�� ����%��� ����� GRL� 

������������-%������� ����� 

㰻⸨ᕷ㍜ �6DLWR ,FKLVXNH� 0��  

+\SRFHQWHU GLVWULEXWLRQ RI SODWH ERXQGDU\ ]RQH RII )XNXVKLPD� -DSDQ� GHULYHG 

IURP RFHDQ ERWWRP VHLVPRPHWHU GDWD� 0DVDQDR 6KLQRKDUD� 5\RWD +LQR� 7DNDVKL 

<RVKL]DZD� 0LQRUX 1LVKLQR� 7RVKLQRUL 6DWR� DQG .L\RVKL 6X\HKLUR� (DUWK 3ODQHWV 

6SDFH� ��� ������� ����� 

ᒸ⏣ ᘯ�+LURPX 2NDGD� 

0W� (WQD 9ROFDQR� D VHLVPRORJLFDO IUDPHZRUN� 'HPHQLFR 3DWDQH� 2UQHOOD &RFLQD� 

6XVDQQQD )DOVDSHUOD� (XJHQLR 3ULYLWHUD DQG 6DOYDWRUH 6DPSLQDWR� ��������  

)DXOWLQJ SURFHVVHV DQG HDUWKTXDNH VRXUFH SDUDPHWHUV DW 0W� (WQD� VWDWH RI 

WKH DUW DQG SHUVSHFWLYHV� 'RPHQLFR 3DWDQH DQG (OLVDEHWWD *LDPSLFFROD� �������� 

�ERWK LQ ͆0W� (WQD� 9ROFDQR /DERUDWRU\͇ HGV� $� %RQDFFRUVR HW DO�� ����� 

*HRSK\VLFDO 0RQRJUDSK ���� ���S� $*8� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

బ⸨ ὶ �5\X 6DWR� 0��  

(DUWKTXDNH VZDUPV SUHFHGLQJ WKH ���� HUXSWLRQ RI 0L\DNHMLPD YROFDQR� -DSDQ� 

.� 8KLUD� 7� %DED� +� 0RUL� +� .DWD\DPD� 1� +DPDGD� %XOO� 9ROFDQRORJ\�  ��� 

�������� ����� 

ᮾ 㱟௓ �5\RVXNH $]XPD� 0��  

)DXOW SODQH JHRPHWU\ LQ WKH VRXUFH UHJLRQ RI WKH ���� 6DQULNX�RNL HDUWKTXDNH� 

$�,WR� *� )XMLH� 7� 7VXUX� 6� .RGDLUD� $� 1DNDQLVKL� <� .DQHGD� (DUWK DQG 

3ODQHWDU\ 6FLHQFH /HWWHUV� ���� �������㸪����� 

⚄ᒣ⿱ᖾ �+LUR\XNL .DPL\DPD�  



 141

&RQQHFWLYLW\ RI WKH ZHVWHUQ DQG HDVWHUQ OLPEV RI WKH %XVKYHOG &RPSOH[� 5�*� 

&DZWKRUQ DQG 6�-� :HEE� 7HFWRQRSK\VLFV� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

Ლཎᓫ᠇�7DNDQRUL .DMLZDUD� 0��  

$XWRPDWLF GHWHUPLQDWLRQ RI WKH PDJQHWL]DWLRQ�GHQVLW\ UDWLR DQG 

PDJQHWL]DWLRQ LQFOLQDWLRQ IURP WKH MRLQW LQWHUSUHWDWLRQ RI �' JUDYLW\ DQG 

PDJQHWLF DQRPDOLHV� &DUORV $OEHUWR 0HQGRQFD� *HRSK\VLFV� ��� �������� ����� 

ᴋ℩཭ὒ㸦.XVXQRVH 7RPRKLUR� 0�㸧  

&RPSRXQG IDXOW UXSWXUH GXULQJ WKH ���� RII WKH .LL 3HQLQVXOD HDUWKTXDNH�0 

���� LQIHUUHG IURP KLJKO\ UHVROYHG FRVHLVPLF VHD�VXUIDFH GHIRUPDWLRQ� 

7RVKLWDND  %DED� 3KLO� 5� &XPPLQV DQG 7DNDQH +RUL� (DUWK 3ODQHWV DQG 6SDFH� 

��� �������� ����� 

&UXVWDO GHIRUPDWLRQV LQ .LL SHQLQVXOD DVVRFLDWHG ZLWK WKH 6( RII WKH .LL 

SHQLQVXOD HDUWKTXDNH VHTXDQFH RI 6HSWHPEHU ������ GHULYHG IURP GHQVH *36 

REVHUYDWLRQV� 0DQDEX +DVKLPRWR� .HQVXNH 2QRXH� )XPLR 2K\D� <RVKLQREX +RVR� 

.RKHL 6DJDZD� .D]XWRVKL 6DWR DQG <DVX\RVKL )XMLWD� (DUWK 3ODQHWV DQG 6SDFH� 

��� ������������� 

㧗ᶫᾈ᫭ �+LURDNL 7DNDKDVKL�  

0HDVXULQJ WKH RQVHW RI ORFNLQJ LQ WKH 3HUX�&KLOH WUHQFK ZLWK *36 DQG DFRXVWLF 

PHDVXUHPHQWV� .DWLH *DJQRQ� &� 'DYLG &KDGZHOO DQG (GPXQGR 1RUDEXHQD� 1DWXUH� 

���� �������� �����  

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

Ώ㑓᭸඾ �7RPRQRUL :DWDQDEH� %��  

3HUVSHFWLYHV RQ PRQLWRULQJ UHVLVWLYLW\ FKDQJHV ZLWK WHOOXULF VLJQDO DW 

3DUNILHOG� &DOLIRUQLD� ���������� 6WHSKHQ .� 3DUN� -RXUQDO RI *HRG\QDPLFV� 

��� �������� ����� 

ᖸ㔝 ┿ �0DNRWR +RVKLQR�  

0XOWLVFDOH 7RPRJUDSK\� +XD�ZHL =KRX� *HRSK\VLFV� ��� ���������� ����� 

຾ಛ ၨ �.HL .DWVXPDWD�  

,PSOLFDWLRQV RI UDWH�DQG�VWDWH IULFWLRQ IRU SURSHUWLHV RI DIWHUVKRFN 

VHTXHQFH� 4XDVL�VWDWLF LQKHUDQWO\ GLVFUHWH VLPXODWLRQV� $� =LY DQG $� 0� 5XELQ� 

-� *� 5�� ���� ����� 

➨ ��� ᅇ � ᭶ �� ᪥ 

ྜྷ⏣཭㤶 �<XND <RVKLGD� 0��  

&DOGHUD IRUPDWLRQ E\ PDJPD ZLWKGUDZDO IURP D UHVHUYRLU EHQHDWK D YROFDQLF 

HGLILFH 9� 3LQHO� &� -DXSDUW� (36/� ���� �������㸪����� 

Ώ㎶ἲኵ㸦1RULR :DWDQDEH� %��  

 (OHFWULFDO FRQGXFWLYLW\ LPDJHV RI 4XDWHUQDU\ IDXOWV DQG 7HUWLDU\ 
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GHWDFKPHQWV LQ WKH &DOLIRUQLD %DVLQ DQG 5DQJH� 6WHSKHQ .� 3DUN� 7(&721,&� ��� 

����� GRL� ������������7&������� ����� 

᳃ ῭㸦+LWRVKL 0RUL�  

%D\HVLDQ LQYHUVLRQ RI ��������� YHUWLFDO GLVSODFHPHQWV DW 0W� (WQD� HYLGHQFH 

IRU PDJPD LQWUXVLRQ� )� 2EUL]]R� )� 3LQJXH� &� 7URLVH DQG *� 'H 1DWDOH� *HRSK\V� 

-� ,QW�� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

㰻⸨ᕷ㍜�,FKLVXNH 6DLWR� 0�� 

 0LFURVHLVPLFLW\ DW WKH VHDZDUG XSGLS OLPLW RI WKH ZHVWHUQ 1DQNDL 7URXJK 

VHLVPRJHQLF ]RQH� 2EDQD� .�� 6� .RGDLUD� <� .DQHGD� .� 0RFKL]XNL� 0� 6KLQRKDUD� 

DQG .� 6X\HKLUR� -� *HRSK\V� 5HV�� ����%���� ����� GRL�������������-%������� 

����� 

బἼ⍞ᜨ�0L]XH 6DED� '��  

 &RQWUROV RQ 0DUWLDQ K\GURWKHUPDO V\VWHPV� $SSOLFDWLRQ WR YDOOH\ QHWZRUN DQG 

PDJQHWLF DQRPDO\ IRUPDWLRQ� .HLWK 3� +DUULVRQ DQG 5REHUW (� *ULPP� -� *HRSK\V� 

5HV�� ���� ����� GRL�������������-(������� ����� 

㇂ᒸຬᕷ㑻�<XLFKLUR 7DQLRND�  

5XSWXUH 3URFHVV RI WKH ���� 6XPDWUD�$QGDPDQ (DUWKTXDNH� &KDUOHV -� $PPRQ� 

HW DO�� 6FLHQFH� ���� ��������� �����ࠊ

(DUWK
V )UHH 2VFLOODWLRQV ([FLWHG E\ WKH �� 'HFHPEHU ���� 6XPDWUD�$QGDPDQ 

(DUWKTXDNH� -HIIHU\ 3DUN HW DO�� 6FLHQFH� ���� ���� �����ࠊ�����

➨ ��� ᅇ �� ᭶ � ᪥ 

⏫⏣♸ᘺ�<X\D 0DFKLGD� 0��  

6WUXFWXUDO FKDUDFWHULVWLFV FRQWUROOLQJ WKH VHLVPLFLW\ RI VRXWKHUQ -DSDQ 

7UHQFK IRUH�DUF UHJLRQ� UHYHDOHG E\ RFHDQ ERWWRP VHLVPRJUDSKLF GDWD� 6� 0LXUD� 

6� .RGDLUD� $� 1DNDQLVKL� 7� 7VXUX� 1� 7DNDKDVKL� 1� +LUDWD� <� .DQHGD 

7HFWRQRSK\VLFV� ���� ������㸪����� 

  ��' �6XEHVK *KLPLUH�࣑ࣞࢠ ࣗࢩ࣋ࢫ

6WUHVV EXLOG XS LQ WKH +LPDOD\D� %ROOLQJHU HW DO� -*5� ���� ����� 

すᮧ⿱୍�<XLFKL 1LVKLPXUD�  

7KH 6WRUHJJD 6OLGH WVXQDPL � FRPSDULQJ ILHOG REVHUYDWLRQV ZLWK QXPHULFDO 

VLPXODWLRQV�� %RQGHYLN� 6�� /RYKROW� )�� +DUELW]� &�� 0DQJHUXG� -�� 'DZVRQ� 

$� DQG 6YHQGVHQ� -� ,�� 0DULQH DQG 3HWUROHXP *HRORJ\� ��� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

ᒸ⏣ ⣧�-XQ 2NDGD� '��  

$ FRPSUHKHQVLYH DSSURDFK WR 0RQLWRULQJ YROFDQR GHIRUPDWLRQ DV D ZLQGRZ RQ 

WKH HUXSWLRQ F\FOH� 'DQLHO ']XULVLQ� 5HY� *HRSK\V�� ��� � � ����� ����� 

∾㔝⏤⨾�<XPL 0DNLQR� 0��  
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6WUXFWXUDO IDFWRUV FRQWUROOLQJ WKH UXSWXUH SURFHVV RI D PHJDWKUXVW 

HDUWKTXDNH DW WKH 1DQNDL WURXJK VHLVPRJHQLF ]RQH� .RGDLUD� 6�� (� .XUDVKLPR� 

-��2� 3DUN� 1� 7DNDKDVKL� $� 1DNDQLVKL� 6� 0LXUD� 7� ,ZDVDNL� 1� +LUDWD� .� 

,WR� DQG <� .DQHGD� *HRSK\V� -� ,QW�� ���� ������� ����� 

ᮧ஭ⰾኵ �<RVKLR 0XUDL�  

,QWHQVH 33 UHIOHFWLRQ EHQHDWK WKH DVHLVPLF IRUHDUF VORSH RI WKH -DSDQ 7UHQFK 

VXEGXFWLRQ ]RQH DQG LWV LPSOLFDWLRQ RI DVHLVPLF VOLS VXEGXFWLRQ� 0RFKL]XNL 

.LPLKLUR� 1DNDPXUD 0LNDNR� .DVDKDUD -XQ]R� +LQR 5\RWD� 1LVKLQR 0LQRUX� .XZDQR 

$VDNR� 1DNDPXUD <DVX\XNL� <DPDGD 7RPRDNL� 6KLQRKDUD 0DVDQDR� 6DWR 7RVKLQRUL� 

0RJKDGGDP 3H\PDQ 3RRU� DQG .DQD]DZD 7RVKLKLNR� -� *HRSK\V� 5HV��  ���� %�� 

%������ GRL�������������-%������� ����� 

(DUWKTXDNH 6RXUFH )DXOW %HQHDWK 7RN\R� 6DWR� +�� 1�� +LUDWD� .� .RNHWVX� 

'� 2ND\D� 6� $EH� 5� .RED\DVKL� 0� 0DWVXEDUD� 7� ,ZDVDNL� 7� ,WR� 7� ,NDZD� 

7� .DZDQDND� .� .DVDKDUD DQG 6� +DUGHU� 6FLHQFH� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

ᴋ℩཭ὒ㸦7RPRKLUR .XVXQRVH� 0��  

0HFKDQLVP RI WKH ���� .DODSDQD�+DZDL�HDUWKTXDNH LQIHUUHG IURP WVXQDPL GDWD 

.XR�)RQJ 0D� +LURR .DQDPRUL� .HQML 6DWDNH� -*5� ���� %�� ��� �������� ����� 

ᒣ㇂♸௓�<XVXNH <DPD\D� '��  

$TXLIHUV DQG JURXQGZDWHU ZLWKLQ DFWLYH VKLHOG YROFDQRHV� (YROXWLRQ RI 

FRQFHSWXDO PRGHOV LQ WKH 3LWRQ GH OD )RXUQDLVH YROFDQR� -HDQ�/DPEHUW -RLQD� 

-HDQ�/XF )ROLRD DQG %HUQDUG 5RELQHDXE� -� 9� *� 5�� ���� �������㸪����� 

ᑎ⏣ᬡᙪ�$NLKLNR 7HUDGD�  

$ PRGHO IRU YRUWH[ ULQJ IRUPDWLRQ LQ D VWDUWLQJ EXR\DQW SOXPH� 6KXVVHU 0� 

DQG *KDULE 0�� -� )OXLG 0HFKDQLFV� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

ᮾ㱟௓�5\RVXNH $]XPD� 0��  

 &UXVWDO VWUXFWXUH DFURVV WKH FRVHLVPLF UXSWXUH ]RQH RI WKH ����7RQDQNDL 

HDUWKTXDNH� WKH FHQWUDO 1DQNDL 7URXJK VHLVPRJHQLF ]RQH� $\DNR 1DNDQLVKL� 

1DUXPL 7DNDKDVKL� -LQ�2K 3DUN� 6HLLFKL 0LXUD� 6KXLFKL .RGDLUD�<RVKL\XNL 

.DQHGD� 1DRVKL +LUDWD� 7DND\D ,ZDVDNL� DQG 0$VDR 1DNDPXUD� -� *HRSK\V� 5HV�� 

���� %�� ����� ������������-%������������ 

㧗Ἴ㚩ኵ�7�7DNDQDPL�  

$ WKUHH�GLPHQVLRQDO VHLVPLF WRPRJUDSKLF VWXG\ RI WKH JDV K\GRUDWH VWDELOLW\ 

]RQH� RIIVKRUH 9DQFRXYHU ,VODQG� -*5� ���� %������ ����� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ � ᪥ 

Ώ㑓᭸඾�7RPRQRUL :DWDQDEH� %��  

5(9,(: 2) (/(&75,& $1' 0$*1(7,& ),(/'6 $&&203$1<,1* 6(,60,& $1' 92/&$1,& 
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$&7,9,7<� 0� -� 6� -2+16721� 6XUYH\V LQ *HRSK\VLFV ��� �������� ����� 

ᒸ⏣ ⣧�-XQ 2NDGD� '��  

$ FRPSUHKHQVLYH DSSURDFK WR 0RQLWRULQJ YROFDQR GHIRUPDWLRQ DV D ZLQGRZ RQ 

WKH HUXSWLRQ F\FOH� 'DQLHO ']XULVLQ� 5HY� *HRSK\V�� ��� � � ����� ����� 

ᶫᮏṊᚿ�7DNHVKL +$6+,0272� $3�  

 7ULJJHUHG GHIRUPDWLRQ DQG VHLVPLF DFWLYLW\ XQGHU 0DPPRWK 0RXQWDLQ LQ /RQJ 

9DOOH\ &DOGHUD E\ WKH � 1RYHPEHU ���� 0Z��� 'HQDOL )DXOW HDUWKTXDNH� 0� -� 

6� -RKQVWRQ� 6� *� 3UHMHDQ� DQG '� 3� +LOO� %66$� ��� 6����6���� �����  

'\QDPLF UHVSRQVH RI IUHTXHQW WUHPRUV DW $VR YROFDQR WR WHOHVHLVPLF ZDYHV 

IURP WKH ���� &KL�&KL� 7DLZDQ HDUWKTXDNH� 0� 0L\D]DZD� ,� 1DNDQLVKL� <� 6XGR� 

7� 2NXUD� -9*5� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

Ώ㎶ἲኵ�1RULR :DWDQDEH� %��  

 &RUUHODWLRQ RI HOHFWULFDO FRQGXFWLYLW\ DQG VWUXFWXUDO GDPDJH DW D PDMRU 

VWULNH�VOLS IDXOW LQ QRUWKHUQ &KLOH� $� +RIIPDQQ�5RWKH� 2� 5LWWHU� &� -DQVVHQ� 

-� *HRSK\V� 5HV�� ���� %������ GRL�������������-%������� ����� 

బ⸨ ὶ�5\X 6DWR� 0��  

/RFDWLRQ RI WUHPRU VRXUFHV DQG HVWLPDWLRQ RI ODYD RXWSXW XVLQJ WUHPRU VRXUFH 

DPSOLWXGH RQ WKH 3LWRQ GH OD )RXUQDLVH YROFDQR �� /RFDWLRQ RI WUHPRU VRXUFHV 

-HDQ %DWWDJOLD� .HLLWL $NL� 9DOHvULH )HUUD]]LQL� -� 9ROFDQRO� *HRWKHUP� 5HV� 

���� �������� ����� 

/RFDWLRQ RI WUHPRU VRXUFHV DQG HVWLPDWLRQ RI ODYD RXWSXW XVLQJ WUHPRU VRXUFH 

DPSOLWXGH RQ WKH 3LWRQ GH OD )RXUQDLVH YROFDQR �� (VWLPDWLRQ RI ODYD RXWSXW� 

-HDQ %DWWDJOLD� .HLLWL $NL� 7KRPDV 6WDXGDFKHU� -� 9ROFDQRO� *HRWKHUP� 5HV� 

���� �������� ����� 

ᖸ㔝 ┿�0DNRWR +RVKLQR�  

ほ ᭱ࡢࣜࢺ࣓࢜ࢪ㐺໬ၥ㢟��$QGUHZ &XUWLV  ��ࡾࡼ✲◊ࡢ

 7KHRU\ RI PRGHO�EDVHG JHRSK\VLFDO VXUYH\ DQG H[SHULPHQWDO GHVLJQ� $QGUHZ 

&XUWLV� 7KH /HDGLQJ (GJH� ��� SDUW ����������� SDUW ������������ ����� 

5HIHUHQFHV� 

    2SWLPDO H[SHULPHQW GHVLJQ� FURVV�ERUHKROH WRPRJUDSKLF H[DPSOHV� $QGUHZ 

&XUWLV� *-,� ���� �������� ����� 

2SWLPDO GHVLJQ RI IRFXVHG H[SHULPHQWV DQG VXUYH\V� $QGUHZ &XUWLV� *-,� ���� 

�������� �����  

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

ྜྷ⏣཭㤶�<XND <RVKLGD� 0��  

4XDVL�VWDWLF WKHUPRHODVWLF GHIRUPDWLRQ LQ DQ HODVWLF KDOI�VSDFH� WKHRU\ DQG 

DSSOLFDWLRQ WR ,Q6$5 REVHUYDWLRQV DW ,]X�2VKLPD YROFDQR� -DSDQ� 0�)XUX\D� 
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*HRSK\V�-�,QW�� ���㸪�������㸪����� 

∾㔝⏤⨾�<XPL 0DNLQR� 0��  

*UHDW HDUWKTXDNHV DQG VODE SXOO�LQWHUDFWLRQ EHWZHHQ VHLVPLF FRXSOLQJ DQG 

SODWH�VODE FRXSOLQJ� &�3� &RQUDG� 6� %LOHN DQG &� /LWKJRZ�%HUWHOORQL� (DUWK 

3ODQHW� 6FL� /HWW�� ���� �������㸪����� 

ᮏከ ு�5\R +RQGD�  

&RQWLQXRXV JUDYLW\ UHFRUGLQJ ZLWK 6FLQWUH[ &*��0 PHWHUV� D SURPLVLQJ WRRO 

IRU PRQLWRULQJ DFWLYH ]RQHV� 6\OYDLQ %RQYDORW� 0LFKHO 'LDPHQW DQG *HUPLQDO 

*DEDOGD� *HRSK\V� -� ,QW�� ���� �������� ����� 

➨ ��� ᅇ �� ᭶ �� ᪥ 

ᕷཎ ᐶ�+LURVKL ,FKLKDUD� '��  

,QWHUSUHWDWLRQ RI WZR�GLPHQVLRQDO PDJQHWRWHOOXULF SURILOH GDWD ZLWK 

WKUHH�GLPHQVLRQDO LQYHUVLRQ� V\QWKHWLF H[DPSOHV� :� 6LULSXQYDUDSRUQ� *� 

(JEHUW DQG 0� 8\HVKLPD� *HRSK\V� -� ,QW�� ���� �������㸪����� 

ᐑᇛὒ௓�<RXVXNH 0L\DJL� '��  

5DSLG XSOLIW RI VRXWKHUQ $ODVND FDXVHG E\ UHFHQW LFH ORVV� &� )� /DUVHQ� 

5� -� 0RW\ND� -� 7� )UH\PXHOOHU� .� $� (FKHOPH\HU DQG (� 5� ,YLQV� *HRSK\V� 

-RXU� ,QW��  ���� ���������㸪����� 

๓⏣ᐅᾈ �7DNDKLUR 0DHGD�  

4XDQWLILFDWLRQ RI )UHTXHQF\�'HSHQGHQW /HQJWKHQLQJ RI 6HLVPLF *URXQG�0RWLRQ 

'XUDWLRQ GXH WR /RFDO *HRORJ\� $SSOLFDWLRQV WR WKH 9ROYL $UHD �*UHHFH�� &� 

%HDXYDO� 3��<� %DUG� 3� 0RF]R� DQG -� .ULVWHN� %XOO� 6HLVP� 6RF� $P�� ��� 

�������M� ����� 

 

㸲．࣮ࢱࣥࢭㄯヰ఍ 

���� ᖺᗘ➨ � ᅇㄯヰ఍� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥�᭶� �� ᫬㹼㸪� ྕ㤋 ����� 

 

��  �����㹼  ኱ᆅ㟈ࡢ࡬ᡂ㛗㐣⛬ࢆぢ̿ࡿṍࡳᆅ㟈動̿  

   �⚄ዉᕝ ἨᆅᏛ◊✲ᡤ�ཎ ⛱࣭ᮏከ ு➟ࢎ 

��  �����㹼  ��P'(0   㧗⢭ᗘ໬ࡢࢱ࣮ࢹ㔜ຊࡿࡼ࡟ᾏ㝣ᆅᙧ⿵ṇࡓ࠸⏝ࢆ

   ᮏከ ுࢎ 

��  �����㹼  ⢭ᐦ '(0   ᆅẆኚ動ゎᯒࡢ᭷⌔ᒣࡓ࠸⏝ࢆ

   ᒸ⏣ ⣧ࢎ 

��  �����㹼  ᅜᅵᆅ⌮㝔ࡢᆅẆኚ動ほ ࡢࡑ࡜ᡂᯝ  

�⪅⤂௓��ᅜᅵᆅ⌮㝔໭ᾏ㐨ᆅ᪉ 㔞㒊�ᕝᮏ฼୍ࢎ ㇂ᒸຬᕷ㑻!   

��  �����㹼  ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥࡟㔲㊰Ἀ࡛Ⓨ⏕ࡓࡋᆅ㟈�0����ࡢ㟈※㐣⛬࡜వ㟈ศ

ᕸ  

   ຾ಛ ၨࢎ 

��  �����㹼  ࠕ㟁㞳ᒙὠἼ �ࠖ㟁㞳ᒙ㟁Ꮚᩘᨐ஘ࣛࢺ࣐ࢫࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹᆅ㟈㟈※㐣
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 ᥎ᐃࡢ⛬

   �⌮࣭ᆅᝨ�᪥⨨ᖾ௓ࢎ 

��  �����㹼  ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎࡢᆅ㟈ⅆᒣᴗົࢎ  ࡚࠸ࡘ࡟⯚ᓮ ῟�ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟

ྎᢏ⾡㒊��⤂௓⪅�㇂ᒸຬᕷ㑻!   

��  �����㹼  㞼௝ⅆᒣࡢⅆ㐨᥀๐ࡿࡼ࡟㛫㝽⋡࡜ẚ᢬ᢠᵓ㐀  

   �⌮࣭ᆅᝨ�ụ⏣㝯ྖࢎ 

��  �����㹼  ⓑ↮ࡿࡆୖࢆᄇẼᏍ㢮ఝࡢ✰�ᚚⶶᓥⅆᒣ࣭ࡀࡌ࠿ࡍࡸ᳃⁐ᒾࡢ࣒࣮ࢻ

㠀ⅆᒣᛶ㢼✰ 

࣭⏕ᮾி㒔ᚚⶶᓥᮧ�࣭㕥ᮌᩔ�ᮾி㒔ᚚⶶᓥᮧ�࣭➉ධၨྖ�ᑎ⏣ᬡᙪ࣭᪥㔝ṇᖾࢎ 

ᶫᮏṊᚿ࣭ᘅ℩㮵㞝�ᮾி㒔ᚚⶶᓥᮧ�   

���  �����㹼  ㉮᫬ࡿࡅ࠾࡟࢕ࣇࣛࢢࣔࢺ୙つ๎ᅄ㠃య࣓ࡢࣗࢩࢵ⮬ᕫ᭱㐺໬ᡓ␎  

   ┿ ᖸ㔝ࢎ 

���  �����㹼  ᪂࠸ࡋⅆᒣほ ᶵჾࡢ㛤Ⓨ�↓ேⅆᒣほ ㌴᪂ 029(   �ウ᳨ࡢ

ᕷ࣭�◊࢔ࢪ࢔ᮾ໭኱ᮾ໭�ᏹගཱྀ㇂࣭�◊࢔ࢪ࢔ᮾ໭኱ᮾ໭�኱ᓥᘯග࣭ᚋ⸨❶ኵࢎ 

ཎ⨾ᜨ�ᮾ኱㟈◊�   

���  �����㹼  ࢡࣔࢡ࣭࢜࢝ࢫࣛ࢔ⅆᒣࡿࡅ࠾࡟ᆅẆኚ動ࡢࡑ࡜ኚ動※  

   ᐑᇛὒ௓ࢎ 

���  �����㹼  ᆅ⇕⣔ࡢᙧᡂ㐣⛬࡚࠸ࡘ࡟  

   బἼ⍞ᜨࢎ 

���  �����㹼  ᆅ⾲ࢫ࣮ࢯᆺ✵୰㟁☢Ẽἲࡿࡼ࡟ⅆᒣయᵓ㐀᥈ᰝ  

 ⱱᮌ ㏱ࢎ 

���� ᖺᗘ➨㸰ᅇㄯヰ఍� ���� ᖺ �� ᭶ � ᪥ �᭶� �� ᫬㹼㸪�ྕ㤋 ����� 

��  ����� 㹼  Ⰽ୹ᓥࡧࡼ࠾ᢥᤊᓥࡢᆅ㟈ほ ࡢ⌧ἣ࡚࠸ࡘ࡟����� ᖺᗘෆ㛶ᗓ໭

᪉ᅄᓥ஺ὶ஦ᴗᑓ㛛ᐙὴ㐵ࡢሗ࿌� 

   �⌮࣭ᆅᝨ�㧗ᶫᾈ᫭࣭୰ᕝගᘯࢎ 

��  ����� 㹼  ���� ᖺ �� ᭶ �� ᪥␃ⴌᨭᗇ༡㒊ࡢᆅ㟈�0����௨㝆ࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅࡟ᆅ

Ẇኚ動࡚࠸ࡘ࡟ 

   ⛱ 㧗ᶫᾈ᫭࣭ᒣཱྀ↷ᐶ୍࣭ᰗᫀ⩏࣭➟ཎࢎ 

��  ����� 㹼  ṍࡳᆅ㟈動࡛ぢࡿᐑᇛ┴Ἀᆅ㟈����� ᖺ࡜ ���� ᖺ�ࡢẚ㍑ 

   ⛱ ᒣཱྀ↷ᐶ࣭➟ཎࢎ 

��  ����� 㹼  㐃⤖࣮ࣞࣜ࢖᣺動Ꮚࡓ࠸⏝ࢆᆅ㟈ࡢࣝࢹ࣮ࣔࢱ࣮࣑ࣞࣗࢩゎᯒ 

   �⌮࣭ᆅᝨ�㜿㒊㞝ኴ࣭๓⏣ ஶࢎ 

��  ����� 㹼  ᗈᖏᇦ 07 ᥈ᰝࡧࡼ࠾㔜ຊ᥈ᰝࡿࡼ࡟㐨ᮾᘵᏊᒅᆅᇦࡢᆅẆᵓ㐀 

   �⌮ᮾᕤ኱࣭�ᕷཎ ᐶ࣭ⱱᮌ ㏱࣭ᒣ㇂♸௓࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᑠᕝᗣ㞝ࢎ 

��  ����� 㹼  ᭷⌔ᒣ ���� ᖺ᪂ᒣ࿘㎶ࡢᆅ☢Ẽኚ໬࡚࠸ࡘ࡟ 

   ᶫᮏṊᚿ࣭ⱱᮌ ㏱࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭๓ᕝᚨග࣭㧗⏣┿⚽࣭ᒣ㇂♸௓ࢎ 

��  ����� 㹼  07 ἲࡿࡼ࡟ᶡ๓ⅆᒣࡢẚ᢬ᢠᵓ㐀࡚࠸ࡘ࡟ 

   ᒣ㇂♸௓࣭ᶫᮏṊᚿ࣭㕥ᮌᩔ⏕࣭ⱱᮌ ㏱ࢎ 

��  ����� 㹼  ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ࡿࡅ࠾࡟ᆅẆ活動☢ẼᏛ����⤒ᖺኚ໬ 

ி኱࣭⌮�࣭኱�⌮࣭ᆅᝨ�࣭Ᏹὠᮌ඘�⌮࣭ᆅᝨ�࣭㧗ᶫᖾ♸�す⏣Ὀ඾࣭ᮡᓮᗣᘯࢎ 

ᓥᘯග 
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��  ����� 㹼  ໭ᾏ㐨ᮾ㒊ࡿࡅ࠾࡟ᆅẆ活動☢ẼᏛ�������� ᖺ༑຾Ἀࡧࡼ࠾ ����

ᖺ㔲㊰Ἀᆅ㟈ࡢ࡜㛵ಀ 

  ⨾ி኱࣭⌮�࣭⫼ᡞᕝᬕ�す⏣Ὀ඾࣭ⱱᮌ ㏱࣭Ᏹὠᮌ඘ࢎ 

���  ����� 㹼  㔜ຊ␗ᖖࡽ࠿⪃ᐹࡿࡍ㜿ᐮ࢝ࣝࡢࣛࢹᆅୗᵓ㐀࡜ᙧᡂ㐣⛬ 

  �⌮࣭ᆅᝨ�ឡ፾኱࣭⌮�࣭୰ᕝගᘯ�⌮࣭ᆅᝨ�࣭⚄ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ�㛗㇂ᕝ೺ࢎ 

���  ����� 㹼  ᪥㧗ᒣ⬦ࢶ࣋ࢱࢵࢺ῝ᡂᒾయࡢ㔜ຊ␗ᖖ࡜ᡂ㛗㐣⛬ 

   ⌮࣭ᆅᝨ�࣭Ლཎᓫ᠇࣭ⱱᮌ ㏱�ឡ፾኱࣭⌮�࣭㛗㇂ᕝ೺�ᒣ⿱ᖾ࣭ᒣᮏ᫂ᙪ⚄ࢎ 

���  ����� 㹼  ὠἼ࡜ᆅẆኚ動ࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ᥎ᐃࡿࢀࡉ ���� ᖺ⣖ఀ༙ᓥ༡ᮾἈᆅ㟈

�0Z��������᩿ࡢᒙࡾ࡭ࡍ㔞ศᕸ 

⏣㤿ሙಇᏕ࣭ᖹ࣭�࣮ࢱࣥࢭ✲◊⏘⥲◊活᩿ᒙ�ᴋ℩཭ὒ࣭㇂ᒸຬᕷ㑻࣭బ➉೺἞ࢎ 

㈼἞�-$067(&�࣭ᒾᓮఙ୍�㜵⅏⛉◊�࣭ຍ⸨↷அ�ᮾ኱ᆅ㟈◊�࣭㉺ᮧಇ୍�ᮾ໭኱࣭

⌮�࣭㛗㇂ᕝὒᖹ�Ẽ㇟◊�࣭௒⤥㯪ဴ㑻�ᅜᅵᆅ⌮㝔� 

���  ����� 㹼  ⅆᒣほ ⏝ � ḟඖྍど⏬ീ᧜ᙳ⿦⨨㛤Ⓨࡢヨ᱌ 

 ⿱ 㟷ᒣࢎ 

���  ����� 㹼  ����ᖺ��᭶��᪥࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ␃ⴌᨭᗇ༡㒊ࡢᆅ㟈�0����ࡢ⮫᫬ᆅ㟈

ほ ࡿࡼ࡟వ㟈ศᕸ 

ឡ፾�ᰗᫀ⩏࣭๓⏣ᐅᾈ࣭ᒣཱྀ↷ᐶ࣭㧗ᶫᾈ᫭࣭➲㇂ ດ࣭➟ཎ ⛱࣭ᒣᮏ᫂ᙪ୍ࢎ 

኱࣭⌮�  

���� ᖺᗘ➨㸱ᅇㄯヰ఍� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ �᭶� �� ᫬㹼㸪�ྕ㤋 ����� 

�� �����㹼 ࣞࣂ࣮ࢩ㛵ᩘゎᯒࡿࡼ࡟᪥ᮏิᓥୗࣥࣆࣜ࢕ࣇࡿࡅ࠾࡟ᾏࡢࢺ࣮ࣞࣉᙧ

 ᥎ᐃࡢ≦

  ᒣ⏤ᮁ㸦ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ㸧㸺⤂௓⪅㸸㇂ᒸຬᕷ㑻㸼⚟ࢎ 

�� �����㹼 ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦࡢ㏿ᗘᵓ㐀 

  ᘺ♸⏣⏫ࢎ 

�� �����㹼 ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈㟈※ᇦ௜㏆ࡢᆅ㟈Ἴ㏿ᗘᵓ㐀᥈ᰝ 

  ⨾⏤㔝∾ࢎ 

�� �����㹼 ���� ᖺ༑຾Ἀᆅ㟈వ㟈ᇦࡿࡅ࠾࡟ᾏᗏᆅୗᵓ㐀ㄪᰝ 

  ᮾ 㱟௓ࢎ 

�� �����㹼 㟁㞳ᒙᨐ஘ࡿࡼ࡟ ���� ᖺ � ᭶ � ᪥ὸ㛫ᒣᄇⅆࡢ⇿Ⓨ࢚ࡢ࣮ࢠࣝࢿ᥎ᐃ 

  ᪥⨨ᖾ௓㸦⌮࣭ᆅᝨ㸧ࢎ 

�� �����㹼 ���� ᖺ᪂ᒣࡢ㝯㉳࡜ỿ㝆 

  ⏕཭㤶࣭኱ᓥᘯග࣭๓ᕝᚨග࣭㕥ᮌᩔ⏣ྜྷࢎ 

�� �����㹼 26/$ࠕ  ᒎᮃࡢᆅẆኚ動┘どࡢᅜᅵᆅ⌮㝔ࡓࡋ⏝฼ࢆࠖᫍ⾨

  ᕝᮏ฼୍㸦ᅜᅵᆅ⌮㝔໭ᾏ㐨ᆅ᪉ 㔞㒊㸧㸺⤂௓⪅㸸㇂ᒸຬᕷ㑻㸼ࢎ 

�� �����㹼 㠀⥺ᙧ᣺動Ꮚ⣔ࡿࡼ࡟ᆅ㟈活動ࡢࢱ࣮࣑ࣞࣗࢩ᫬㛫ࢢ࣮ࣥࣜࢣࢫἲࡢᨵ

ၿ᳨࡜ド 

  㜿㒊㞝ኴ࣭๓⏣ ஶ㸦⌮࣭ᆅᝨ㸧ࢎ 

�� �����㹼 㐨ᮾᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ᆅ㟈活動࡟క࠺ẚ᢬ᢠኚ໬ 

  Ώ㑓᭸඾࣭ⱱᮌ ㏱ࢎ 

��� �����㹼 %,553 ἲࡿࡼ࡟ᗈᖏᇦ 07  ゎᯒࡢࢱ࣮ࢹ

  Ώ㎶ἲኵ࣭ⱱᮌ ㏱ࢎ 
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��� �����㹼 ␗᪉ᛶᒙ᩿ࡢ࡚ࡋ࡜ᒙ◚○ᖏࡢ཯ᑕ≉ᛶ 

  ᮧ஭ⰾኵࢎ 

��� �����㹼 ᾏᗏᆅ㟈ほ ࡿࡼ࡟᰿ᐊ༙ᓥἈ࡛ࡢᚤᑠᆅ㟈活動ࡧࡼ࠾ ���� ᖺ㔲㊰Ἀ

ᆅ㟈ࡢవ㟈活動 

  㰺⸨ᕷ㍜ࢎ 

��� �����㹼 ≉ᚩⓗࢆࣝࢺࢡ࣌ࢫ࡞ᣢࡘᆅ㟈動 

  ⿱ బ⸨ ὶ࣭㟷ᒣࢎ 

��� �����㹼 ほ Ⅼẖࡢ㉮᫬⾲㐺⏝ࡿࡼ࡟ⅆᒣᛶᆅ㟈ࡢ㟈※Ỵᐃ⢭ᗘྥୖ࡟㛵ࡿࡍ◊

✲ 

 ୰ᶫṇᶞ㸦ᮐᖠ⟶༊Ẽ㇟ྎ㸧㸺⤂௓⪅㸸㟷ᒣ ⿱㸼ࢎ 

 

㸴．࣮ࢱࣥࢭ୺ദࡢ◊✲㞟఍ 

北海道大学理学研究科附属地震火山研究観測センター 
2005 年度シンポジウム 
「地震・火山・津波災害の軽減を目指して」 
᪥᫬㸸 ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦ⅆ㸧 �����㹼����� 

఍ሙ㸸 ໭ᾏ㐨኱ᏛᏛ⾡஺ὶ఍㤋኱ㅮᇽ 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉ

�����   

㛤఍ᣵᣜ ➟ཎ ⛱㸦ᆅ㟈ⅆᒣ࣮ࢱࣥࢭ㛗㸧 

����� 

  ㅮ₇ࠕᆅ㟈ㄪᰝ◊✲ᮏ㒊ࡢ㛗ᮇホ౯࡜ᙉ㟈動ண ᅗࠖ 

 ➟ཎ ⛱㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫ⌮Ꮫ◊✲⛉㝃ᒓᆅ㟈ⅆᒣ◊✲ほ ࣮ࢱࣥࢭ教ᤵ㸧 

����� 

ㅮ₇ࠕὠἼᾐỈண ᅗ࣭ࡢࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ⌧≧ࠖ 

㉺ᮧಇ୍㸦ᮾ໭኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᕤᏛ◊✲⛉⅏ᐖไᚚ◊✲࣮ࢱࣥࢭ教ᤵ㸧 

����� 

  ㅮ₇ࠕ⾜ᨻ࣭࣓࣭࢔࢕ࢹ⛉Ꮫ⪅ࡢ㐃ᦠ࡜ఫẸࡢᏳ඲ࠖ 

     ᒸ⏣ ᘯ㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫ⌮Ꮫ◊✲⛉㝃ᒓᆅ㟈ⅆᒣ◊✲ほ ࣮ࢱࣥࢭ教ᤵ㸧 

����� 

  ㅮ₇ࠕ㜰⚄኱㟈⅏ࡀ教ࠖࡢࡶࡓ࠼ 

  㝰ᮏ㑥ᙪ㸦໭ᾏ㐨኱Ꮫࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㣴ᡂࣘࢺࢵࢽ�&R67(3�教ᤵ 

����� 

  ⥲ྜウㄽࠕᆅᇦ㜵⅏࡜኱Ꮫࠖ 

 

◊✲⤂௓࣏࣭࣮ࢱࢫᾏᗏᆅ㟈ィᒎ♧ 㸦㸯)࣮ࣟࣅ㸧 
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